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1 はじめに 

このガイドでは、本製品の使用方法と問題の解決方法について詳しく説 
明します。 

• 本製品に関するその他のリ ソース 

- デバイスのモデル番号の検索 

• アクセシビリティ 
• デバイス各部の確認 

• デバイス本体の電源をオフにします 

• エコヒント 

發注記 Windows 2000 、 Windows XP x 64 、Windows XP Starter 
Edition 、 または Windows Vista Starter Edition の場合、ご使用にな 
れない機能があります。詳細については、 オペレーティングシステ 
ムとの互換性（サボートする OS は国毎に異なります） をご覧くだ 
さい0 


本製品に関するその他のリ ソース 

このガイドに含まれていない製品情報や詳しいトラブルシューテイン 
グリソースは、次のリソースに記載されています。 


入手先 

説明 

場所 

セットアップポスタ 

図によりセットアップ 
情報を表すポスタ _ で 
す。 

この 文書の印刷版は、 

本製品に同梱されてい 
ます。また HP Web 
サイト www . hD . com / 
SUDDOrt でも入手可能 
です。 

Readme ファイルとリ 
リ —スノ ート 

最新情報とトラブルシ 
ューテイングヒント 
が記載されています。 

スタータ CD に搭載さ 
れています。 

ファクスの『はじめ 
に』 

デバイスのファクス機 
能の設定に関する指示 
が記載されています。 

この 文書の印刷版は、 

本製品に同梱されてい 
ます。 


はじめに 
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(続き) 


入手先 

説明 

場所 

ワイヤレスの『はじめ 
に』（一部のモデルの 
み） 

デバイスのワイヤレス 
機能の設定に関する指 
示が記載されていま 
す。 

この文書の印刷版は、 

本製品に同梱されてい 
ます。 

ツールボックス 
( Microsoft ® Windows ®) 

プリントへッドの動作 
状態とメン亍ナンス 
サービスへのアクセス 
方法が記載されていま 
す。 

詳細については、 ツー 
ルボックス 
( Windows ) を参照して 
〈ださい。 

通常、ツールボックス 
は、利用可能なインス 

1ルオプションの1 
つとしてデバイスソ 
フトウェアと共にイン 
ス1ルされます。 

HP ソリューションセ 
ンター ( Windows ) 

デバイス設定の変更、 
サプライ品の注文、起 
動、オンスクリーン 
ヘルプへのアクセスが 
できます。取り付け 
たデバイスによって 
は、 HP ソリューシヨ 
ンセンターで、 HP フ 
ォトイメージングソ 
フトウ エア やファク 
スセットアップウィ 
ザードへのアクセスな 
ど、追加機能が提供さ 
れます。詳細について 
は、 HP ソリューシヨ 
ンセンタ _ の使用 
( Windows ) を参照して 
ください。 

通常、デバイスソフ 
トウェアと共にインス 

1—ルされます。 

HP プリンタユーティ 
リティ （ MacOSX ) 

プリント設定の構成、 
デバイスの位置調整、 
プリントへッドのクリ 
—ニン グ、構成ページ 
の印刷、サプライ品の 
オンライン注文、およ 
び Web サイトのサポ 
一卜情報の検索などの 

通常、 HP プリンタユ 
—ティリティは、デバ 
イスソフトウェアと 
共にインスト _ ルされ 
ます。 
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( 続き ) 


入手先 

説明 

場所 


ツールが含まれていま 
す。 

詳細については 、 HP 
プリンタユー亍ィリ 


ティ （ MacOSX ) を 

參照してください。 

デバイスのコントロー 
ルパネル 

操作についてのステー 
タス情報、エラー情 
報、および警告情報が 
表不されます 0 

詳細については、 デバ 
イスのコントロール 

パネルのボタンとラン 

之を 参照してくださ 
い。 

ログとレポ_卜 

生じたイベントについ 
ての情報が提供されま 
す。 

詳細については、 デバ 
イスの監視を 參照して 
ください。 

プリンタステータス 
レポート 

• 製品に関する情 
報： 

。製品名 
。モデル番号 
。シリアル番号 
。ファームウエア 

バージョン番号 
• 印刷されたページ 
数 

詳細については、 プリ 
ンタステータス ぺ一 

ジの理解を 参照してく 

ださい。 

HP Web サイト 

最新のプリンタソフ 
トウエァ、製品および 
サボート情報が提供さ 
れます。 

www.hp.com/supDort 

www.hD.com 

HP 電話サポート 

HP の連絡先情報が一 
覧表示されます。保 
証期間中は、このサボ 
—卜は無料で提供され 
ます。 

詳細については 、 HP 
テレフオンサポート 

の取得を 参照してくだ 

さい。 

組み込み Web サーバ 

製品および印刷サブラ 
イ品に関するステータ 
ス情報が記載されてい 
て、デバイス設定の変 
更が行えます。 

詳細については、 組み 
込み Web サーバ をご 
覧ください。 


本製品に関するその他のリ ソース 
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デバイスのモデル番号の検索 

デバイス正面に記載されているモデル名以外に、このデバイスには固有 
のモデル番号があります。この番号を使用して、製品に使用可能なサブ 
ライ品やアクセサリ、サボートが受けられる時期について確認すること 
ができます。 

モデル番号は、デバイス内部、インクカートリッジ部分の近くにある 
ラベルに印刷されています。 


アクセシビリティ 

本製品には、障害のある方でもご利用いただけるよう数々の機能が備え 
られています。 

視覚 

デバイスソフトウェアは、お使いのオペ レーテ イングシステムのアク 
セシビリティオプションと機能をご使用いただくことにより、視覚障 
害をお持ちの方にもご利用いただけます。また、スクリーンリーダ 
_ 、点字リ _ ダ _ 、ボイスツ _ テキストアプリケーションなどのテク 
ノロジーもサボートしています。色覚障害をお持ちの方のために、ソ 
フトウェアとデバイスのコントロールパネルで使われているカラーボ 
タンとタブには、該当の操作を表した簡単なテキストまたはアイコン 
ラベルが付いています。 

移動性 

移動が困難な ユーザー 向けには、デバイスソフトウェア機能がキーボ 
—ド コマン ドを通じて実行できるようになっています。ソフトウェア 
は Sticky Keys 、 ToggleKeys 、 FilterKeys 、 および MouseKeys などの 
Windows アクセシビリティオプションもサボートしています。本製品 
のドア、ボタン、用紙トレイ、用紙ガイドなどは体力と到達範囲に制限 
がある ユーザー でも操作できるようになっています。 

サホ。-卜 

本製品のアクセシビリティの詳細について、および製品のアクセシビリ 
ティに対する HP の取り組みについては、 HP の Web サイト 
www . hp . com/accessibility を< 7" 二さし、。 

Mac OSX のアクセシビリティ情報については、 Apple の Web サイト 
www . apple . com/accessibility を■-覧、 7" こさし、 
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デバイス各部の確認 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 前面図 

• 印刷サプライ部 
- 背面図 

• デバイスのコントロールパネルのボタンとランプ 

- 接続情報 


前面図 



1 

自動ドキュメントフィーダ （ ADF ) 

2 

デバイスの コントロー ルパネル 

3 

ディスプレイ 

4 

メモリ カー ドスロット 

5 

排紙トレイ 

6 

排紙トレイの拡張部 

7 

給紙トレイ 

8 

スキヤナのガラス面 

9 

スキヤナの保護シート 
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印刷サプライ部 



1 

プリントカートリッジのアクセスドア 

2 

インクカートリッジ 

3 

プリントヘッド 


背面図 



1 

後部 USB (Universal Serial Bus ) ポート 

2 

Ethernet ポート 

3 

電源入力 

4 

1 -Line (ファクス)、 2 -EXT (電話） 

5 

後部アクセスパネル 
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(続き） 

6 | 両面印刷モジュール(—部のモデルのみ) 


デバイスのコントロールパネルのボタンとランプ 

次の図と表を使って、デバイスのコントロールパネルの機能について 
説明します。 



ラへ♦ル 

名称および説明 

1 

スキャン：メニュ で、スキャン送信先を選択します。 

2 

フォト：フォトオプション選択用のメニュー（一部のモデルのみ） 

3 

注記このボタンの名前と機能は、機器が販売された国/地域によつ 
て異なります。 

コピー：コピーオプション選択用のメニュー（一部のモデルのみ） 

コピー枚数:コピーの部数を選択 

4 

注記このボタンの名前と機能は、機器が販売された国/地域によつ 
て異なります。 

品質：コピー印字品質を[高画質]、[標準]、[はやい]から選択しま 
す。 

注記一部のモデルには、品質設定を示す星が付いています。3つ星 
は[高画質]、2つ星は[きれい]、1つ星は[はやい]を示します。 

縮小/拡大：コピーのサイズ変更が行えます。 

5 

ワイヤレスランプ：ワイヤレスがアクティブの場合は、ワイヤレ 
スランプが点灯します。（一部のモデルのみ)。 

6 

表示メニューとメッセージを表示します。 

7 

キーパッド：数値を入力します。 
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ラへ♦ル 

名称および説明 

8 

短縮ダイヤル：短縮ダイヤルを選択します。 

9 

ファクス：メニューでファクスオプションを選択します。 

10 

リダイヤル/ポーズ:最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。ま 
たは、ファクス番号に 3 秒間のポーズを揷入します。 

11 

自動応答：自動応答を有効または無効にするには、このボタンを押 
します。自動応答が有効になっている場合、ランプが点灯し、自動 
的に着信に応答します。ランプが点灯していない場合は、ファクス 
の着信に応答しません。 

12 

電源：プリンタ本体の電源をオンまたはオフにします。本体の電源 
が入っている場合は、電源ボタンが点灯します。ジョブの実行中は 
ランプが点滅します。 

電源をオフにしていても、デバイスには必要最小限の電力が供給さ 
れています。電源との接続を完全に切断するには、プリンタをオフ 
にし、電源コードを抜きます。 

13 

ワンタツチ短縮ダイヤルボタン：最初の 5 件の短縮ダイヤル番号に 
アクセスします（一部のモデルのみ)。 

14 

注記このボタンの名前と機能は、機器が販売された国/地域によっ 
て異なります。 

解像度：送信するファクスの解像度を調整します。 

迷惑ファクスを拒否：[迷惑ファクス拒否設定]メニューで不要なフ 
ァクス受信の管理を選択します。この機能を使用するためには、発 
信者旧サービスを利用する必要があります。 

15 

ファクススタート-カラー カラー ファクスを開始します。 

16 

ファクススタート-モノクロモノクロファクスを開始します。 

17 

注意ランプ：注意ランプが点滅している場合は、注意が必要なエラ 
—が発生していることを示します。 

18 

キャンセル：ジョブの停止、メニューの終了、設定の終了を行いま 
す。 

19 

右矢印：ディスプレイの数値を上げます。 

20 

OK ( O ): ディスプレイのメニューまたは設定を選択します。 

21 

左矢印：ディスプレイの数値を下げます。左矢印でディスプレイに 
入力した文字を削除することもできます。 
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ラへ♦ル 

名称および説明 

22 

戻る：メニューで1段階戻ります。 

23 

セットアップ：レポートの作成、その他のメンテナンス設定の変 
更、ヘルプメニューへのアクセスを行うための[セットアップ]メニ 
ュ _ を表示します。[ヘルプ]メニュ _ で選択したトピックに関する 
ヘルプがコンピュータ画面に表示されます。 

24 

コピースタート-カラーまたは PC コピー開始•カラーカラーコピ 
—を開始します。 

注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN - in-One が接続されていて、そのコンビュータにログイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。また、 Windows のタスクバーに HP Digital 
Imaging Monitor がインストールされ、常にオンである必要がありま 
す。 Macintosh コンピュータの場合、ソフトウェアをインス！ル 
すれば、コンピュータをオンにすると、必ず使用可能になります。 
使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を參照してください。 

25 

コピースタート-モノクロまたは PC コピー開始-モノクロモノク 
ロコピーを開始します。 

注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN - in-One が接続されていて、そのコンビュータにログイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。また、 Windows のタスクバーに HP Digital 
Imaging Monitor がインストールされ、常にオンである必要がありま 
す。 Macintosh コンピュータの場合、ソフトウェアをインス！ル 
すれば、コンピュータをオンにすると、必ず使用可能になります。 
使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を参照してください。 

26 

フォトプリント：フォト機能を選択します。メモリカードから写真 
を印刷します。 

27 

スキャンスタート：スキャンジョブを開始し、[スキャン]ボタンで 
選択したスキャン先に画像を送信します。 
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接続情報 


説明 

接続するコンピュ 
ータの台数（最高 
性能を得るための 
推奨台数） 

サポートされるソ 
フトウェア機能 

セットアップ方法 

USB 接続 

1台のコンピュー 
夕。 USB ケーブル 
で後部 USB 2.0 高 
速ポートに接続。 

すべての機能をサ 
ポ _ 卜します。 

詳しい手順につい 
ては、セットアッ 
プポスターに従っ 
てください。 

Ethernet (有線）接 
続 

ハブまたはルータ 
—を使用してコン 
ピュータを5台ま 
で接続。 

Web スキヤンを含 
むすべての機能が 
サポートされま 
す。 

セットアップガイ 
ドの指示に従いま 
す。詳細な手順に 
ついては、このガ 
イドの ネットワー 
クオプションの構 

成を 参照してくだ 
さい。 

プリンタ共有 

コンピュータ5台 
まで。 

ホストコンピュー 
夕の電源を常に才 
ンにしておく必要 
があります。オフ 
の場合、他のコン 
ピュータから本製 
品に印刷する<_と 
はできません。 

ホストコンピュー 
夕に装備されてい 
る機能はすべてサ 
ポ_卜されます。 
別のコンピュータ 
からサポートされ 
ているのは印刷だ 
けです。 

口ーカル共有ネッ 

トワークでデバイ 

スを共有す るの指 
示に従ってくださ 
い。 

802.11ワイヤレ 
ス（一部のモデル 
のみ） 

ハブまたはル _ 夕 
—を使用してコン 
ピュータを5台ま 
で接続。 

Web スキヤンを含 
むすべての機能が 
サポートされま 
す。 

デバイスのワイヤ 

レス通信のセット 

アップ（一部のモ 

デルのみ) の指示に 
従ってください。 


デバイス本体の電源をオフにします 

製品の 電源 ボタンを押して HP AN-in-One の電源をオフにします。 電 
源 ランプが消灯するのを待ってから、電源コードを抜いたり テー ブル 
タップをオフにしてください。誤った方法で HP All-in-One の電源を才 
フにすると、インクホルダーが正しい位置に戻らない場合があり、イ 
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はじめに 




















ンクカートリツジに問題が発生して印刷品質に悪影響が出ることがあ 
ります。 


エコヒント 

HP は、お客様の環境への配慮の支援に積極的に取り組んでいます。印 
刷に関する選択肢によって生じる影響の評価と影響を低減する方法に重 
点を置いた、エコヒントは次のとおりです。この製品の特徴と、 HP の 
環境への取り組みに関する情報については 、 HP Eco Solutions Web サ 
ィトもご覧ください。 

www . hp . com / hpinfo / qlobalcitizenship / environment / 

• Duplex プリント： Use 用紙を節約する印刷方法を使用して、同じシ 
-卜に複数ページを両面印刷すれば、用紙の使用量を減らすことが 
できます。詳細については、 両面印刷 （2 面印刷) をご覧〈ださい。 

• Smart Web Printing : HP Smart Web Printing インタ フエー スに 
は、 Clip Book ウィンドウと Edit Clips ウィンドウが含まれてい 
て、 Web で収集したクリップを保存、管理、または印刷できます。 
詳細については、 Web ぺージの印刷 を ご覧ください。 

• 省エネ情報： この製品のエナジースター®認定状況については、 重 
力消費 を ご覧ください。 

• リサイクル材料： HP 製品のリサイクルについての詳細よ、下記サイ 
卜をご参照ください。 

www . hp . com / hpinfo / qlobalcitizenship / environment / recycle / 

inkjet.html 


エコ ヒント 
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2 デバイスの使用 


歐注記 HP Officejet 6500 E 709 a / E 709 d を使用している場合、スキヤ 
ンと印刷を同時に行うことはできません。別のジョブを開始する前 
にジョブを完了する必要があります。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスのコントロールパネルのメニューの使用 

• デバイスのコントロールパネルのメッセージタイプ 

• デバイスの設定の変更 

• HP ソフトウェアの使用 

• 原稿のセット 

• 印刷メディアの選択 

• メディアのセット 

• 特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 

• フチ無し印刷 

• 両面印刷ユニットのインス I '•—ル 

デバイスのコントロールパネルのメニューの使用 

以下のセクションでは、コントロールパネルディスプレイに表示され 
るトップレベルメニューについて説明します。メニューを表示するに 
は、使用する機能のメニューボタンを押します。 

• スキヤン： 送信先のリストを示します。送信先によっては、 HP ソリ 
ュ _ ションセンタ _ の口 _ ドが必要になる場合があります。 

• ファクス番号: ファクス番号や短縮ダイヤル番号を入力したり、ファ 
クスメニューを表示することができます。メニューオプション 

。解像度の変更 
。薄くする/濃くする 
。後でファクスを送信 
。新しいデフオルトの設定 
。ポーリングしてファクスを受信 
• 写真：メニューオプション 
。写真の選択 
。写真の修正 
。コピー部数の選択 
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。ぺージレイアウトの選択 
。用紙サイズの選択 
。用紙の種類の選択 

歐注記メモリカードを挿入しないと、一覧は表示されません。 

• コピ _ : メニュ_オプション 
。コピー枚数の選択 
。縮小/拡大 

。用紙タイプとサイズの選択 
。コピー 濃度の変更 
。丁 合い コピー（一部の モデルのみ） 

。コピーの余白の変更 
。コピーの不鮮明で薄い部分の補正 
。両面印刷（一部のモデルのみ） 

歐注記コピーメニューは、 HPOfficejet 6500 ( E 709 d ) または HP 
Officejet 6500 ( E 709 r ) では使用できません。これらのモデルを使 
用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HP AN - in-One が接続されていて、そのコンビュータに口 
グインする必要があります。ソフトウヱアがインストールされ、 
実行されている必要があります。 Windows のタスクバーの HP 
Digital Imaging Monitor は常にオンである必要があります。 
Macintosh コンビュータの場合、ソフトウェアをインス I '•—ルす 
れば、コンピュータをオンにすると、必ず使用可能になります。 

使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検 
索を参照してください。 


デバイスのコントロールパネルのメッセージタイプ 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ス亍ータスメッセー v 
- 警告 メッセー ジ 

• エラー メッセージ 

• 重要な エラー メッセージ 

ステー タスメ ッ セージ 

ステータスメッセージには、デバイスの現在の状態が表示されます。 
このメッセージは正常の動作を知らせるものであり、メッセージをクリ 


デバイスのコント ロー ルパネルのメ ツセー ジタイプ 
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アするための操作は不要です。デバイスの状態が変わると、メッセー 
ジも変更されます。 

警告メ ッ セージ 

警告メッセージは注意が必要なイベントについて知らせますが、デバイ 
スは通常どおり使用できます。警告メッセージには、インク残量の低 
下を警告するメッセージなどがあります。このようなメッセージは、 
ユーザーがその状態を解決するまで表示されます。 

エラーメッセージ 

エラ— メッセージは、用紙の追加 や 詰まった用紙の除去など、何らか 
の操作をユーザーが実行する必要があることを伝えます。通常、この 
メッセージが表示されるときは赤の注意ランプが点滅します。適切な処 
理完了後に、適切なボタンを押して、印刷を実行してください。 

エラー メッセージに エラー コー ドが含まれる場合は、電源ボタンを押 
してデバイスの電源を切り、もう一度電源を入れます。ほとんどの状 
況では、この操作を行うと問題が解決されます。メッセージが消えな 
い場合は、デバイスの修理が必要である可能性があります。詳細につ 
いては、 サボー トおよび保証 を 參照してください。 

重要な エラー メ ッセー ジ 

重要な エラー メッセージは、デバイスの障害について知らせます。 こ 
れらのメッセージの一部は、電源ボタンを押してデバイスの電源を切 
り、もう一度電源を入れると消すことができます。重要な エラー が消 
えない場合は、修理が必要です。詳細については、 サボートおよび保 
M を参照してください。 


デバイスの設定の変更 

デバイス設定は、次の場所で変更することができます。 

• デバイスの コントロー ルパネルから。 

• HP Solution Center ( Windows ) または HP デバイスマネージャから 
(Mac OS X ) 0 

• 組み込み Web サーバの詳細については、 組み込み Web サーバ を 参 
照してください。 


& 注記 HP Solution Center または HP デバイスマネージャで設定を行 
うときは、コントロールパネルから行われた設定（コピー設定など) 
を表示することはできません。 


26 デバイスの使用 







デバイスの コントロール パネルから設定を変更するには 

1. デバイスのコントロールパネルで、使用する機能のメニュー 
ボタンを押します（ファクスなど)。 

2. 変更するオプションに移動するには、次のいずれかの方法を使 
用します。 

• コントロールパネルのボタンを押し、左または右の矢印キ 
_を使って値を調整します。 

• コントロ ールパネルに表示されるメニュ _ からオプション 
を選択します。 

3. 目的の値を選択し、 OK ( O ) を押します。 


HP ソリユーシヨンセンター （ Windows ) から設定を変更するには 
▲ デスクトップの HP ソリユーシヨンセンターアイコンをダブ 
ルクリックします。 

-または- 

タスクバーの Digital Imaging Monitor アイコンをダブルクリッ 
クします。 


HP デバイスマネージャから設定を変更するには (Mac OS X ) 

1. Dock の [HP デバイス マネージャ] のアイコンをクリックしま 
す。 


歐注記アイコンが Dock に表示されない場合は、メニューバ 
—右側の[スポットライト]アイコンをクリックして、ボッ 
クスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 [HP デバイ 
スマネージャ] エントリをクリックします。 

2. [デバイス]ドロップダウンメニューでデバイスを選択します。 

3. [情報と設定]メニューで、変更する項目をクリックします。 

組み込み Web サーバから設定を変更するには 

1. 組み込み Web サーバを開きます。 

2. 変更する設定を含むページを選択します。 

3■設定を変更し、[適用]をクリックします。 


デバイスの設定の変更 
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HP ソフトウェアの使用 

この項では、以下の項目について説明します。 

• HP フォトイメージングソフトウェアを使用する 

• HP ソフトウェアの使用 

HP フォトイメージングソフトウェアを使用する 

HP フォトイメージングソフトウェアを使用すると、デバイスのコン 
トロールパネルからは利用できない数多くの機能にアクセスすること 
ができます。 

ソフトウェアのコンピュータへのインス I ルは、セットアップ中の才 
プシヨンです。 

HP フォトイメージングソフトウェアへのアクセスは、オペレーテイ 
ングシステム （0 S ) により異なります。たとえば、 Windows コンピュ 
-夕の場合、 HP フォトイメージングソフトウェアには HP Photosmart 
ソフトウェアウインドウからアクセスします。 Macintosh コンビュータ 
の場合、 HP フォトイメージングソフトウェアには HP Photosmart 
Studio ウインドウからアクセスします。いずれにしても、エントリポ 
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イントは、 HP フオトイメージングソフトウェアおよびサービスの起 
動となります 


Windows コンピュータで HP Photosmart ソフトウェアにアクセスす 
るには 

1. 以下のいずれかの操作を行います。 

• Windows デスクトップで、 HP Photosmart ソフトウェアア 
イコンをダブルクリックします。 

• タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プログラム]また 
は[すべてのプログラム]をポイントします。次に、 [ HP 】 を 
選択し 、 [HP Photosmart ソフトウェア]をクリックします。 

2. 複数の HP デバイスを取り付けている場合は、ご使用の製品名 
のタブを選択してください。 


注記 HP Photosmart ソフトウェアで使用できる機能は、取 
り付けたデバイスによって異なります。ソフトウェアは、選 
択したプリンタに関連するアイコンを表示するようにカスタ 
マイズされています。選択したプリンタに特定の機能が搭載 
されていない場合は、その機能のアイコンがソフトウェアに 
表示されないこともあります。 

夺ヒントコンピュータ上の HP Photosmart ソフトウェアに 
アイコンが1つも表示されない場合は、ソフトウェアのイ 
ンストール中に エラー が発生していることもあります。その 
ような状況を修正するには、 Windows のコントロールパネ 
ルを使用して、 HP Photosmart ソフトウェアソフトウェア 
を完全にアンインストールし、その後、再度インストールし 
ます。詳細については、本体に付属のセットアップポスタ 
—を參照してください。 


HP ソフトウェアの使用 
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Macintosh コンピュータで HP Photosmart Studio ソフトウェアを起 
動するには 

▲ Dock で HP Photosmart Studio アイコンをクリックします。 
HP Photosmart Studio の画面が表示されます。ここで、スキヤ 
ン、文書のインポート、写真の整理、共有が行えます。 


歐注記アイコンが Dock に表示されない場合は、メニューバ 
—右側の[スポットライト]アイコンをクリックして、ボッ 
クスに 「HP デバイスマネージャ」と入力し、 [HP デバイ 
スマネージャ]エントリをクリックします。 

や:-ヒント HP Photosmart Studio ソフトウェアが起動したら、 
Dock の HP Photosmart Studio アイコンを選択し、その上 
にマウスを置いた状態にすると、 Dock メニューのシヨート 
カツトにアクセスすることができます。 


HP ソフトウェアの使用 

HP ドキュメントマネージヤ （Windows のみ）を使用すると、コンピュ 
—夕上で選択したファイルの管理および注釈付けが行えます。光学式文 
字認識 （OCR) 技術を使用して文書をスキヤンし、テキストファイルに 
保存してワードプロセッサプログラムを使用して編集することができ 
ます。このソフトウェアでは、インストールした HP 製品をモニタする 
こともできます。 HP ドキュメントマネージヤなど、一部のプロダクテ 
イビテイソフトウェアはオプションでインストールされます。 HP ソリ 
ューシヨンセンターは自動的にインストールされます。 HP ソリューシ 
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ョンセンターの詳細については、 HP ソリューシヨンセンターの使用 

(Windows) を参照してください。 

HP ドキュメントマネージャを使用すると、以下を行うことができま 

す。 

• 文書の表示と管理 文書をサムネールやオプションの詳細のあるリス 
卜として表示したり、送信者の識別情報など、ファクス固有の情報 
を含めてファクスを表示して、必要な文書をすばやく認識できま 
す。このソフトウェアを使用すると、文書を開いて内容を簡単に表 
示できます。目的の場所にドラッグするだけで、文書のセットやサ 
ブセットをさまざまなフォルダに配置して、管理することができま 
す。お気に入りのフォルダを特別な枠の中に配置して、クリック1 
回で開くようにすることもできます。 

• 文書の注釈付けと編集： 文書が画像形式の場合、テキストや線画を 
追加したり、文書の一部を強調表示するなど、さまざまな方法で文 
書に注釈付けができます。文書がテキスト形式の場合、文書管理ソ 
フトウェアを使用して、開いたり処理することができます。 

• 文書の簡単な共有： 文書をさまざまな形式で、共有、印刷、ファク 
ス、または電子メールで送信できます。 

• 画像形式からテキスト形式への簡単な変換： 文書管理ソフ ト ウェア 
を使用してスキャンした文書から編集可能な文書を作成し、好みの 
ワードプロセッサを使用して文書を編集できます。 

HP ドキュメントマネージャを開くには 

▲ デスクトップの HP ドキュメントマネージャアイコンをダブ 
ルクリックします。 

原稿のセット 

コピーまたはスキャンする原稿は、スキャナのガラス板または自動ドキ 

ュメントフイーダ （ADF) にセットします。メイントレイでの用紙のセ 

ットの詳細については、 メディアのセッ ト を参照して〈ださい。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• スキャナのガラス板への原稿のセット 

• 自動ドキュメントフイーダ （ ADR への原稿のセット 


原稿のセット 
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& 注記 HP Officejet 6500 (E709d) または HP Officejet 6500 (E709r) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN-in-One が接続されていて、そのコンビュータにログイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。 Windows のタスクバーの HP Digital 
Imaging Monitor は常にオンである必要があります。 Macintosh コ 
ンピュータの場合、ソフトウェアをインス!ルすれば、コンピュ 
—夕をオンにすると、必ず使用可能になります。 

使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を参照してください。 


スキヤナのガラス板への原稿のセツト 

ガラス板に原稿をセツトすると、最大で A4 サイズまたはレターサイズ 
までの原稿をコピー、スキヤン、またはファクスすることができます。 

歐注記ガラス板やカバーの裏に汚れが付着していると、多くの特殊機 
能が正常に機能しなくなる可能性があります。詳細については、 土 
バイスのクリーニン グ を參照してください。 

注記 HP Officejet 6500 (E709d) または HP Officejet 6500 (E709r) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN-in-One が接続されていて、そのコンビュータにログイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。 Windows のタスクバーの HP Digital 
Imaging Monitor は常にオンである必要があります。 Macintosh コ 
ンピュータの場合、ソフトウェアをインス！ルすれば、コンピュ 
—夕をオンにすると、必ず使用可能になります。 

使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を参照してください。 


スキヤナのガラス板に原稿をセットするには 

1. スキヤナのカバーを持ち上げます。 

2. 印刷面を下にしてガラス板の右下隅に合わせて原稿をセットし 
ます。 

* ヒント原稿のセット方法については、ガラス板の端に示さ 
れているガイドを參照してください。 
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3 .カバーを閉じます。 


自動ドキュメントフイーダ （ ADF ) への原稿のセット 

片面または両面、1ページまたは複数ページの A4 またはレターサイズ 
の文書は、ドキュメントフイーダトレイにセットすると、コピー、ス 
キャン、またはファクスすることができます。 


歐注記 ADF を使用して両面の文書をスキャン、コピー、またはファ 
クスすることはできません。[用紙適合]コピーなど、一部の機能は原 
稿を自動ドキュメントフィーダにセットすると動作しません。 

注記 HP Officejet 6500 (E709d) または HP Officejet 6500 (E709r) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN-in-One が接続されていて、そのコンビュータにログイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。 Windows のタスクバーの HP Digital 
Imaging Monitor は常にオンである必要があります。 Macintosh コ 
ンピュータの場合、ソフトウヱアをインス！'•—ルすれば、コンピュ 
—夕をオンにすると、必ず使用可能になります。 

使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を参照してください。 

△注意 ADF に写真をセットしないでください。写真が破損する可能 
性があります。 


ドキュメントフイーダトレイには、最大35枚の普通紙をセットでき 
ます。 


ドキュメントフイーダトレイに原稿をセツトするには 
1. ドキュメントフイーダトレイに、印刷面を上にして原稿をセ 
ツトします。原稿の上側が先になるようにトレイに置きま 


原稿のセット 


33 








第 2 章 


す。自動ドキュメントフイーダに用紙をスライドさせます。 
正しくセットされると、ビープ音が鳴るか、セットした用紙を 
認識したことを示すメッセージがディスプレイに表示されま 
す。 


分ヒント原稿を自動ドキュメントフィーダにセットする方法 
については、ドキュメントフィーダトレイにある図を參照 
してください。 



2. 用紙の両端に当たって止まるまで、横方向用紙ガイドをスライ 
ドさせます。 


歐注記デバイスのカバーを持ち上げる前に、ドキュメント フイー ダ 
トレイから原稿をすべて取り出してください。 


印刷メディアの選択 

デバイスは、ほとんどのタイプのオフィス用メディアに印刷できるよう 
デザインされています。大量に用紙を購入する前に、さまざまな用紙 
を試してみることをお勧めします。最高の印刷品質を得るには、 HP の 
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用紙をご利用ください 。 HP メディアの詳細については 、 HP Web サイ 
卜 ( www . hp . com ) にアクセスしてください。 


HP は一般文書の印刷やコピーには ColorLok 口 
ゴが入った普通紙をお勧めしています。 
ColorLok ロゴが入った用紙はすべて髙い信頼性 
および印刷品質基準に適合するよう独自にテス 
卜されており、通常の普通紙に比べ、くっきり 
鮮明な黒色を再現し、乾燥が速い文書を実現し 
ています 。 ColorLok ロゴ入り用紙は、さまざま 
な重さとサイズのものがメーカーにより提供さ 
れています。取り扱っていない国/地域もありま 
す。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- 推奨する印刷およびコピー用紙 

• 推奨するフォト印刷用紙 
• 印刷メディアの選択と使用のヒント 
- サボートされたメディアの仕様の理解 

* 取小东 H の設定 

推奨する印刷およびコピー用紙 

最高画質で印刷するには、印刷するプロジェクトのタイプに合わせて設 
計された HP 専用紙を推奨します。 

国/地域によっては、入手できない用紙もあります。 


HP ブローシャ用 
紙 

HP Superior イン 
クジエツト用紙 

両面印刷に対応できるように、両面に光沢または 
つや消しコーティングが施されています。写真に 
近い品質の印刷や、レポートのカバー、特別なプ 
レゼンテ _ シヨン、カタログ、宣伝用リ _ フレツ 
卜、カレンダなどに使用するビジネス用のグラフ 
ィックの印刷にお勧めします。 

HP インクジエツ 
卜用上質普通紙 
(両面） 

インクジェット用上質普通紙を使用すると、ハイ 
コントラストの色とシャープな文字で印刷されま 
す。ある程度の厚みがあり両面カラー印刷をして 
も裏写りしないため、ニュースレターやレポー 
卜、広告などにお勧めします 。 ColorLok 
Technology の使用により、にじみが少なく、深み 
のある黒と鮮明な色を実現しています。 
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HP プリント用紙 

HP 印刷用紙は、高品質の多目的用紙です。標準の 
多目的用紙やコピー用紙と比べて、見た目も質感 
も重量感のあるしっかりした文書を作成できま 
す 。 ColorLok Technology の使用により、にじみが 
少なく、深みのある黒と鮮明な色を実現していま 
す。長期保存文書向けの中性紙です。 

HP オフィス用紙 

HP オフィス用紙は、高品質の多目的用紙です。コ 
ピー、下書き、メモ、その他の通常のドキュメン 
卜に適しています 。 ColorLok Technology の使用に 
より、にじみが少なく、深みのある黒と鮮明な色 
を実現しています。長期保存文書向けの中性紙で 
す。 

HP オフィス用再 
生紙 

HP オフィス再生紙は、高品質の多目的用紙で、再 
生繊維が30%含まれています 。 ColorLok 
Technology の使用により、にじみが少なく、深み 
のある黒と鮮明な色を実現しています。長期保存 
文書向けの中性紙です。 

HP プレミアムプ 
レゼン テー シヨ 
ン用紙 

HP プロフェツシ 
ヨナル用紙 

両面印刷用のつや消しで厚い用紙で、プレゼンテ 
—ション、企画書、報告書、ニュースレターなど 
に適しています。厚手で印象的な外観です。 

HP プレミアムイ 
ンクジェツト 

OHP フィルム 

プレミアムインクジェット OHP フィルム。鮮や 
かでインパクトのあるカラープレゼンテーション 
資料が印刷できます。このフィルムは、扱いやす 
く、にじまず速く乾くので便利です。 

HP アドバンスフ 
ォト用紙 

速乾性があるため、汚れにく く扱いやすい厚手の 
フォト用紙です。水、染み、指紋、湿気への抵抗 
性に優れてます。プリントショップの仕上がりに 
似た印刷品質が得られます。用紙サイズには、 A 4、 
8.5 x 11 インチ、10 x 15 cm (4 x 6インチ)、13 x 
18 cm (5 x 7 インチ）などがあり、いずれも光沢ま 
たはソフト光沢（サテンつや消し）という2種類の 
仕上げがあります。長期保存文書向けの中性紙で 
す。 

HP エヴリデイフ 
ォト用紙 

日常的な写真の印刷に適していて、普段のスナッ 
プショットをカラフルに低コストで印刷できま 
す。速乾性で扱いやすく、手ごろな価格の写真用 
紙です。インクジェットプリンタで使用すると、 
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シャープで鮮明な画像が得られます。半光沢仕上 
げで、 8.5 x 11 インチ、 A 4、4 x 6 インチおよび10 
x 15 cm のサイズがあります。長期保存文書向けの 
中性紙です。 

HP アイロンプリ 
ント紙 

アイロンプリント紙（カラー生地用、淡色または白 
地用）を使用すると、デジタル写真からオリジナ 
ル T シャツを作成できます。 


HP 用紙とその他のサプライ品の注文は、 www . hp . com / buv / supplies に 
アクセスして〈ださい。指示に従って、国/地域および製品を選択し、 
ページ上のシヨッピングリンクをクリックします。 


歐注記現時点では 、 HP Web サイトの一部分は英語版のみです。 


HP フォトバリューパック： 

HP フォトバリューパックは、お使いの HP プリンタで手ごろな価格 
でプロフェッショナル品質の写真を印刷できる、 HP 製インクカートリ 
ッジと HP アドバンスフォト用紙の便利なパッケージです。 HP 製イン 
クと HP アドバンスフォト用紙は、組み合わせて使用すると鮮明な色 
が長続きする写真を印刷できるように作られています。休暇中の写真を 
印刷したり、複数の写真を印刷して共有する場合に最適です。 


推奨するフォト印刷用紙 

最高画質で印刷するには、印刷するプロジェクトのタイプに合わせて設 
計された HP 専用紙を推奨します。 

国/地域によっては、入手できない用紙もあります。 

HP アドバンスフォト用紙 

速乾性があるため、汚れに〈く扱いやすい厚手のフォト用紙です。水、 
染み、指紋、湿気への抵抗性に優れてます。プリントショップの仕上が 
りに似た印刷品質が得られます。用紙サイズには、 A 4、8.5 x 11 イン 
チ、 10 x 15 cm (4 x 6 インチ)、13 x 18 cm (5 x 7インチ）などがあり、 
いずれも光沢またはソフト光沢（サテンつや消し）という2種類の仕上 
げがあります。長期保存文書向けの中性紙です。 

HP エヴリデイフォト用紙 

日常的な写真の印刷に適していて、普段のスナップショットをカラフル 
に低コストで印刷できます。速乾性で扱いやすく、手ごろな価格の写真 
用紙です。インクジェットプリンタで使用すると、シャープで鮮明な 
画像が得られます。半光沢仕上げで、 8.5 x 11 インチ、 A 4、4 x 6 イン 
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チおよび10 x 15 cm のサイズがあります。長期保存文書向けの中性紙 
です。 


HP フォトバリューパック： 

HP フォトバリューパックは、お使いの HP プリンタで手ごろな価格 
でプロフェッショナル品質の写真を印刷できる、 HP 製インクカートリ 
ッジと HP アドバンスフォト用紙の便利なパッケージです。 HP 製イン 
クと HP アドバンスフォト用紙は、組み合わせて使用すると鮮明な色 
が長続きする写真を印刷できるように作られています。休暇中の写真を 
印刷したり、複数の写真を印刷して共有する場合に最適です。 

HP 用紙とその他のサプライ品の注文は、 www . hp . com / buv / supplies に 
アクセスしてください。指示に従って、国/地域および製品を選択し、 
ページ上のシヨッピングリンクをクリックします。 


歐注記現時点では 、 HP Web サイトの一部分は英語版のみです。 


印刷メディアの選択と使用のヒント 

最高の結果を得るには、次のガイドラインに従ってください。 

• 必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用してください。詳 
細については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 參照して< 
ださい。 

• トレイには、一度に1つのタイプのメディアしかセットしないでく 
ださい。 

• 印刷面を下にし、トレイの右端と後端に用紙を合わせてメディアを 
セットします。詳細については、 メディアのセット を参照してくだ 
さい。 

• トレイにメディアを入れすぎないでください。詳細については、 立 
ポートされたメディアの仕様の理解 を 参照してください。 

• 用紙詰まり、プリント品質の低下、およびそれ以外の印刷の問題を 
防ぐには、次のメディアを使用しないでください： 

。貼り継ぎした用紙 

。損傷や丸まっている、またはしわのある用紙 
。切抜きやミシン目のある用紙 

。強いテクスチャ、エンボスのあるメディアやインクをはじ〈用紙 
。非常に軽量の用紙または簡単に伸張する用紙 
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力_ドおよび封筒 

• 光沢仕上げ、シール付き、留め金、ウィンドウのある封筒は使用し 
ないでください。また、厚みのある力ードや封筒、定型外、縁が丸 
みを帯びているもの、しわ、破れなどの損傷がある力ードや封筒も 
避けて〈ださい。 

• 型や折りがしっかりとした封筒を使用してください。 

• フラップ付きの封筒は上に向けて右側、または背面をトレイに合わ 
せてセットします。 

フォトメディア 

• 写真を印刷するには、[ベスト]モ _ ドを使用します。このモードで 
は、印刷時間が長〈なり、コンピュータの消費メモリも多くなるこ 
とに注意してください。 

• 印刷後、1枚ずつ取り出して、乾かして〈ださい。乾いていないメ 
ディアを積み重ねると、にじみが発生する場合があります。 


OHP フイルム 

• ざらざらの面が下になり、粘着テープがデバイス後部にくるように 
して OHP フイルムを揷入します。 

• OHP フイルムを印刷するには、標準モードを使用します。次のぺ 
—ジが排紙トレイに排出される前にインクが完全に乾くよう、この 
モードでは乾燥時間が長くかかります。 

• 印刷後、1枚ずつ取り出して、乾かしてください。乾いていないメ 
ディアを積み重ねると、にじみが発生する場合があります。 


カスタムサイズのメディア 

• デバイスでサポートされているカスタムサイズのメディアだけを使 
用します。 

• アプリケーションでカスタムサイズの用紙がサポートされている場 
合は、ドキュメントを印刷する前に、アプリケーションで用紙のサ 
イズを設定します。サボートされていない場合は、プリンタドライ 
パでサイズを設定します。カスタムサイズの用紙に正しく印刷する 
には、既存ドキュメントの書式を再調整する必要が生じることがあ 
ります。 


サポートされたメディアの仕様の理解 

使用可能なサイズの理解 および 使用可能な用紙の種類と重量の 理解 の 
表を使用して、デバイスで使用する正しいメディアと、そのメディアに 
利用できる機能を判断します。 
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必ず、プリンタドライバで正しい用紙の種類の設定を使用し、正しい 
用紙の種類のトレイを設定して〈ださい。 HP では、用紙を大量に購入 
する場合は、購入前にテストすることをお勧めします。 

• 使用可能なサイズの理解 
• 使用可能な用紙の種星と重量の理解 


使用可能なサイズの理解 


用紙のサイズ 

給紙卜 
レイ 

両面印刷モジ 
ユール （一部 
のモデル） 

ADF 

標準サイズのメディア 


U . S . レタ _ (216 x 279 mm 、 
8.5 x 11インチ） 

〆 

〆 

〆 

U . S . リーガル （216 x 356 
mm 、8.5 x 14インチ） 

〆 


〆 

A 4 (210 x 297 mm 、8.3 x 

11.7 インチ） 

〆 

〆 

〆 

U . S . エグゼクティブ （184 x 
267 mm 、7.25 x 10.5イン 
チ） 

〆 

〆 


B 5 ( JIS ) (182 x 257 mm 、 
7.17 x 10.12 インチ） 

〆 

〆 


B 5 ( ISO ) (176 x 250 mm 、6.9 
x 9.8 インチ） 

〆 

〆 


B 7 (88 x 125 mm 、3.5 x 4.9 
インチ） 

〆 



A 5 (148 x 210 mm 、5.8 x 8.3 
インチ） 

〆 

〆 


フチ無し A 4 (210 x 297 
mm 、8.3 x 11 .7 インチ） 

〆 



フチ無し A 5 (148 x 210 
mm 、 5.8 x 8_3インチ） 

〆 



フチ無し B 5 (182 x 257 
mm 、7.17 x 10.12インチ） 

〆 
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用紙のサイズ 

給紙卜 
レイ 

両面印刷モジ 
ュール（■—部 
のモデル） 

ADF 

HV (101 x 180 mm 、4_0 x 7_1 
インチ） 

〆 



キャビネットサイズ （120 x 
165 mm 、 4.7 x 6.5インチ） 

〆 



13 x 18 cm (5 x 7インチ） 

〆 



フチ無しキャビネット （120 x 
165 mm 、 4.7 x 6.5 インチ） 

〆 



フチ無し 13 x 18 cm (5 x 7 イ 
ンチ） 

〆 



封筒 


米国10号封筒 （105 x 241 
mm 、4.12 x 9.5 インチ） 

〆 



C 6 封筒 (114 x 162 mm 、4.5 
x 6 4 インチ） 

〆 



封筒長形3号 （120 x 235 
mm 、 4.7 x 9.3 インチ） 

〆 



封筒長形4号 （90 x 205 
mm 、3.5 x 8_1インチ） 

〆 



Monarch 封筒 

〆 



力ード封筒 （1 11 x 162 mm ; 
4.4 x 6 インチ） 

〆 



No . 6 3/4封筒 (91 x 165 mm ; 
3.6 x 6.5 インチ) 

〆 



力ード 


インデックスカード（76.2 x 
127 mm 、 3 x 5インチ） 

〆 



インデックスカード （102 x 
152 mm 、 4 x 6インチ） 

〆 

〆 


インデックスカード (127 x 
203 mm 、 5 x 8インチ） 

〆 

〆 
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用紙のサイズ 

給紙卜 

レイ 

両面印刷モジ 
ュール（一部 
のモデル） 

ADF 

A 6 力ード （105 x 148.5 mm 、 
4.13 x 5.83 インチ） 

〆 



フチ無し A 6 力ード (105 x 
148.5 mm 、4.13 x 5.83イン 
チ） 

〆 



はがき* (100 x 148 mm 、3.9 
x 5 8 インチ） 

〆 



往復ハガキ** 

〆 



フチ無しハガキ （100 x 148 
mm 、3.9 x 5.8 インチ)** 

〆 



フォトメディア 


フォトメディア （102 x 152 
mm 、 4 x 6インチ） 

〆 



フォトメディア （5 x 7 イン 
チ） 

〆 



フォトメディア （8 x 10 イン 
チ） 

〆 



フオトメディア （10 x 15 cm ) 

〆 



L 半 ij (89 x 127 mm 、3.5 x 5 
インチ） 

〆 



2 L (178 x 127 mm 、7.0 x 5.0 
インチ） 

〆 



フチ無しフォトメディア 
(102 x 152 mm 、4 x 6 イン 
チ） 

〆 



フチ無しフォトメディア （5 
x 7 インチ） 

〆 



フチ無しフォトメディア （8 
x 10 インチ） 

〆 
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用紙のサイズ 

給紙卜 
レイ 

両面印刷モジ 
ュール（■—部 
のモデル） 

ADF 

フチ無しフォトメディア （8.5 
X 11インチ） 

〆 



フチ無しフォトメディア （10 
x 15 cm ) 

〆 



フチ無し L 判 （89 x 127 
mm 、3.5 x 5インチ） 

〆 



フチ無し 2 L (178 x 127 
mm 、 7.0 x 5■〇インチ） 

〆 



フチ無し B 5 (182 x 257 
mm 、7.2 x 10.1 インチ） 

〆 



フチ無し B 7 (88 x 125 mm 、 
3.5 x 4.9 インチ） 

〆 



フチ無し 4 x 6 タブ （102 x 
152 mm 、 4 x 6インチ） 

〆 



フチ無し10 x 15 cm タブ 

〆 



フチ無し 4 x 8 タブ （10 x 20 
cm ) 

〆 



フチ無し HV (101 x 180 
mm 、4.0 x 7.1 インチ） 

〆 



フチ無し double A 4 (210 x 
594 mm 、8.3 x 23.4 インチ） 

〆 



4 x 6 タブ （102 x 152 mm 、 4 
x 6 インチ） 

〆 



10 x 15 cm タブ 

〆 



4 x 8 タブ /10 x 20 cm タブ 

〆 



それ以外のメディア 


幅76.2〜216 mm 、 長さ 

101〜762 mm まで（幅3 
〜 8.5 インチ、長さ4〜30 

〆 
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用紙のサイズ 

給紙卜 

レイ 

両面印刷モジ 
ュール（一部 
のモデル） 

ADF 

インチまで）のカスタムサイ 
ズの用紙 




幅127〜216 mm 、 長さ241 
〜305 mm まで（幅5〜8.5 
インチ、長さ9.5〜12イン 
チまで）のカスタムサイズの 
メディア （ ADF ) 




パノラマ （4 x 10 インチ、 4 x 
11インチ、 4 x 12 インチ） 

〆 



フチ無しパノラマ （4 x 10 イ 
ンチ、 4 x 11 インチ、 4 x 12 
インチ） 

〆 




** デバイスで使用できるのは、普通紙官製はがきおよびインクジェット 
用官製はがきのみです。フオト光沢官製はがきは使用できません。 


使用可能な用紙の種類と重量の理解 


トレイ 

種類 

重さ 

容量 

給紙卜 

レイ 

用紙 

60〜105 g / m 2 
(16 〜28 lb ボン 
ド） 

普通紙で250枚 
まで 

(厚さ 25 mm また 
は1インチ） 

OHP 用紙 


70枚まで 

(厚さ17 mm また 
は0.67インチ） 

フォト用紙 

280 g / m 2 
(75 lb ボンド紙） 

100枚まで 

(厚さ17 mm また 
は0.67インチ） 

ラベル 


100枚まで 

(厚さ17 mm また 
は0.67インチ） 

封筒 

75〜90 g / m 2 

30枚まで 
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(続き) 


トレイ 

種類 

重さ 

容量 



(ボンド紙封筒20 
〜24ポンド） 

(厚さ 17 mm また 
は 0.67 インチ） 


力ード 

200 g / m 2 まで 

(インデックスカ 
—ド110ポンド） 

80枚まで 

両面印 
刷モジ 
ユ——ノレ 
(一部の 
モデル 
のみ） 

用紙 

60〜105 g / m 2 
(16 〜28 lb ボン 
ド） 

該当せず 

排紙卜 

レイ 

使用可能なすべての 
メディア 


普通紙50枚まで 
(テキスト印刷） 

ADF 

用紙 

60〜82 g / m 2 
(16 〜22 lb ボン 
ド） 

普通紙： 35枚 

リーガル用紙およ 
び特殊な用紙： 

20枚 


最小余白の設定 

文書のマージンは、縦方向に指定されたマージン以上に設定する必要が 
あります。 



〇 〇 〇❶ 
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用紙 

(1) 左マー 

ジ ン 

(2) 右マー 
ジン 

(3) 上部マ 
—ジン 

(4) 下部マ 
—ジン* 

U.S. レター 

3.3 mm 

3.3 mm 

3.3 mm 

3.3 mm 

U.S. リーガル 

(0.13 イ 

(0.13 イ 

(0.13 イン 

(0.13 イ 

A4 

U.S. エグゼクティブ 

B5 

A5 

力ード 

カスタムサイズのメデ 
ィァ 

フォト用紙 

ンチ） 

ンチ） 

チ）-片面 
印刷用 

14 mm 
(0.55 イン 
チ）-両面 
印刷用 

ンチ） 

14.9 mm 
(0.59 イン 
チ）-両面 
印刷用 

封筒 

3.0 mm 

3.0 mm 

3.0 mm 

14.9 mm 


(0.12 イン 

(0.12 イン 

(0.12 イン 

(0.59 イ 


チ） 

チ） 

チ） 

ンチ） 


眵注記両面印刷モジュール（一部のモデルに付属）を使用している場 
合、上下の最小マージンは 12 mm (0.47 インチ）以上に設定してく 
ださい。 


メディアのセツト 

このセクションには、デバイスにメディアをセツトする手順が記載され 
ています。 

トレイ1(メイントレイ）にメディアをセツトするには 
1. 排紙ト レイ を持ち上げます。 
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2. 印刷面を下にしてトレイの右端に沿ってメディアを挿入しま 
す。メディアの束がトレイの右端と後端に沿い、トレイのラ 
インからはみ出さないよう確認します。 


歐注記デバイスが印刷しているときには、用紙をセツトしな 
いでください。 


3. メディアガイドをトレイ中央に移動し、セットした用紙サイ 
ズに調整します。次に、排紙トレイを下げます。 



4. 排紙トレイの拡張部を引き出します。 



メディアのセット 
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特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 

特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには 
( Windows ) 

1 . 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを参照してください。 

2. 文書を開いた状態で、[ファイノレ]メニューの[印刷]をクリック 
し、[設定]、[プロパティ]、または[基本設定]をクリックしま 
す。 

3. [用紙/機能]タブをクリックします。 

4. [用紙サイズ]ドロップダウンリストから用紙のサイズを選択 
します。 


カスタムサイズのメディアを設定するには： 

a . [カスタム] ボタンをクリックします。 

b . 新しいカスタムサイズの名前を入力します。 

c . [幅]と[高さ]ボックスで寸法を入力し、[保存]をクリック 
します。 

d . [ OK ] を 2 回クリックして、 [プロパティ]、 または [基本 設 
定]ダイアログボックスを終了します。ダイアログボック 
スを再度開きます。 

e . 新しいカスタムサイズを選択します。 

5. 用紙の種類を選択するには： 

a . [詳細]を[タイプ]ドロップダウンリストからクリックしま 
す。 

b . 任意のメディアタイプをクリックして、 [ OK ] をクリックし 
ます。 

6. [ソース] ドロップダウンリストからメディアソースを選択し 
ます。 

7. その他の設定を変更し、 [ OK ] をクリックします。 

8. ドキュメントを印刷します。 


特殊な用紙またはカスタムサイズのメディアに印刷するには （Mac OS 

X ) 

1. 適切な用紙をセツトします。詳細については、 メディアのセ 
ツ トを参照してください。 

2. [ファイル】メニューで[ページ設定]をクリックします。 
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3. ドロップダウンリストから、 HP デバイスを選択します。 

4. 用紙のサイズを選択します。 

5. カスタムサイズのメディアを設定するには： 

a . [カスタムサイズの管理]を[用紙サイズ]プルダウンメニュ 
—でクリックします。 

b . [新規]をクリックし、[用紙サイズ名]ボックスにサイズの名 
前を入力します。 

c . [幅]と[高さ]ボックスで寸法を入力し、必要に応じて余白 
を設定します。 

d . [完了】または [0 K ] をクリックし、[保存]をクリックしま 
す。 

6. [ファイル]メニューで[ページ設定]をクリックし、新しいカス 
タムサイズを選択します。 

7. [ OK ] をクリックします。 

8. [ファイル]メニューで[プリント]をクリックします。 

9. [用紙の取り扱い]パネルを開きます。 

10. [排紙先の用紙サイズ]の下にある[用紙に合わせて調節]タブを 
クリックし、カスタマイズされた用紙サイズを選択します。 

11■それ以外の任意の設定を変更し、 [ OK ] または[プリント]をク 
リックします。 

フチ無し印刷 

フチ無し印刷を使用すると、特定の用紙タイプおよび一部の標準サイズ 
の用紙の端まで印刷することができます。 


&注記ソフトウェアアプリケーションでファイルを開き、画像サイ 
ズを割り当てます。画像サイズが、その画像を印刷するメディアの 
サイズに合っていることを確認します。 

Windows の場合は、[印刷機能のショートカット]タブからもこの機 
能にアクセスできます。プリンタドライバを開き、[印刷機能のシ 
ョートカット]タブを選択し、この印刷ジョブのドロップダウンリ 
ストから印刷機能のショートカットを選択します。 

注記フチ無し印刷では、普通紙は使用できません。 

注記フチ無し写真の印刷では画像のサイズが調整され、小さな画像 
もメディアの各辺までいっぱいに印刷されます。フチ無しブローシ 
ャはサイズ調整されず、画像はメディアの端に印刷されます。 


フチ無し印刷 
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フチ無し文書を印刷するには ( Windows ) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを参照してください。 

2. 印刷するファイルを開きます。 

3. アプリケーションからプリンタドライバを開きます。 

a . [ファイル]をクリックし、[印刷]をクリックします。 

b . 使用する印刷ショートカットを選択します。 

4. その他の印刷設定を変更し、 [ OK ] をクリックします。 

5. 文書を印刷します。 

6. 切り取りタブ付きのフォトメディアに印刷した場合は、タブ 
を切り取って、文書を完全にフチ無しにします。 


フチ無し文書を印刷するには (Mac OS X ) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 メディアのセ 
ッ トを参照してください。 

2. 印刷するファイルを開きます。 

3. [ファイル】をクリックし、[用紙設定]をクリックします。 

4. ドロップダウンリストから、 HP デバイスを選択します。 

5. フヂ無しメディアのサイズを選択して [ OK ] をクリックしま 
す。 

6. [ファ イノレ]をクリックし、[プリント]をクリックします。 

7. [用紙の種類/品質]パネルを開きます。 

8. [用紙]タブをクリックし、[用紙の種類]ドロップダウンリスト 
から用紙の種類を選択します。 

&注記フチ無し印刷では、普通紙は使用できません。 

9. 写真を印刷する場合は、[品質]ドロップダウンリストから[高 
画質]を選士尺します。または、[最大 dpi ] を選択します。この 
場合、最大解像度 4800 x 1200 dpi * * による印刷が可能になりま 
す。 

* 最大解像度 4800 x 1200 dpi は入カデータ解像度を 1200 dpi 
に設定し、カラー印刷した場合この設定では、一時的に大量 
のハードディスク容量 (400 MB 以上）が使用されることがあ 
り、印刷に時間がかかります。 

10■メディア ソースを 選択します。 
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11 . その他の設定値を選択した後、[プリント]をクリックします。 

12. 切り取りタブ付きのフォトメディアに印刷した場合は、タブ 
を切り取って、文書を完全にフチ無しにします。 

両面印刷ユニットのインストール 


歐注記この機能は、一部のモデルで使用できます。 

オプションの自動両面印刷ユニットを取り付けると、用紙の両面に自動 
的に印刷できます。両面印刷ユニットの詳細については、 両面印刷 （2 
面印刷) を参照してください。 

両面印刷ユニットを取り付けるには 

1. 背面アクセスドアのボタンを押して、本体からパネルを外し 
ます。 

2. 両面印刷ユニットを本体に取り付け、ロックされる位置まで押 
し込みます。両面印刷ユニットを取り付けるときにユニット 
のボタンを押さないでください。ボタンは、本体から取り外す 
ときに押します。 



両面印刷 ユニッ トのインストール 
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3 印刷 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• プリント設定の変更 

• 両面印刷 （2 面印刷) 

• Web ページの印刷 

• 印刷ジョブのキャンセル 

プリント設定の変更 

プリント設定（用紙のサイズやタイプ）は、アプリケーション、または 
プリンタドライバから変更できます。アプリケーションから変更する 
と、プリンタドライバで加えた変更よりも優先されます。ただし、ア 
プリケーションを終了すると、ドライ/《で設定がデフォルトの設定に戻 
ります。 

歐注記プリントジョブすべてにプリント設定を設定するには、プリ 
ンタドライバで変更を加えます。 

Windows のプリンタドライバ機能の詳細については、プリンタド 
ライバのオンラインヘルプを参照してください。特定のアプリケー 
シヨンから印刷する方法については、そのアプリケーションに付属 
のマニュアルを參照してください。 


このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

- 現在のジョブについてアプリケーションから設定を変更する 

(Windows) 

• 将来のジョブすべてについてデフオルトの設定を変更する （Windows) 

• 変更設定 (Mac OS X ) 


現在のジョブについてアプリケーションから設定を変更する (Windows) 


設定を変更するには 

1. 印刷する文書を開きます。 

2. [ファイル]メニユーの[印刷]をクリックし、[設定]、[プロパテ 
ィ]、または[基本設定]をクリックします（使用するアプリケー 
ションに応じて、異なるオプションがあります)。 

3. 設定を変更し、 [OK] をクリックし、[印刷】、または類似のコマ 
ンドをクリックします。 
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将来のジョブすべてについてデフオルトの設定を変更する (Windows) 
設定を変更するには 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]ま 
たは[プリンタと FAX] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロ ールパネル]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2■プリンタアイコンを右クリックし、[プロパティ]、[全般夕 
ブ]、または[詳細設定]を選択します。 

3. 設定を変更して、 [OK] をクリックします。 

変更設定 (Mac OS X) 

設定を変更するには 

1. [ファイル]メニューで[ページ設定]をクリックします。 

2. 用紙サイズなど、必要な設定を変更して、 [OK] をクリックし 
ます。 

3. [ファイル]メニューの[プリント]をクリックして、プリンタ 
ドライバを開きます。 

4. 用紙タイプなど、必要な設定を変更して、 [OK] または[プリン 
卜]をクリックします。 

両面印刷0面印刷） 

用紙の両面印刷は、手動で行うことも、両面印刷ユニットを使用して自 
動で行うことも可能です。 


&注記プリンタドライバは、手動両面印刷をサボートしていませ 
ん。自動両面印刷を行うには、 HP 自動両面印刷アクセサリをデバ 
イスに取り付ける必要があります。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 
• ページの両面に印刷する場合のガイドライン 

• 両面印刷を実行する_ 
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ページの両面に印刷する場合のガイドライン 

• 必ず、デバイスの仕様に準拠したメディアを使用してください。詳 
細については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 參照して< 
ださい。 

• アプリケーションまたはプリンタドライバで両面印刷オプションを 
指定します。 

• OHP フィルム、封筒、フォト用紙、光沢のあるメディア、60 g/m * 1 2 3 
(ボンド紙16ボンド）未満の用紙、または105 g/m 2 (ボンド紙28ポ 
ンド）を超える用紙には、両面印刷を行わないでください。これら 
の用紙では、紙詰まりの原因となる場合があります。 

• レターヘッド、事前に印刷のある用紙、透かしやパンチ穴のある用 
紙などでは、両面に印刷する場合に特別な方向に給紙する必要があ 
ります。 Windows を実行しているコンピュータから印刷すると、メ 
ディアの最初の面から印刷されます。印刷面を下に向けてメディア 
をセットします。 

• 両面印刷でメディアの片面に印刷されると、インクが乾燥する間、 
デバイスは用紙を保留して待機します。インクが乾燥すると、用紙 
はデバイスに再度給紙され、2番目の面が印刷されます。印刷が完 
了すると、用紙は排紙トレイに排出されます。印刷が完了するま 
で、用紙をつかまないでください。 

• サポートされているカスタムサイズのメディアの両面に印刷するに 
は、用紙の上下を逆にして、もう一度デバイスに給紙します。詳細 
については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 参照してくだ 
さい。 

両面印刷を実行する 


歐注記手動で両面印刷を行うには、最初に奇数番号のページを印刷 
し、ページを裏返して偶数番号のページを印刷します。 


自動で両面印刷を行うには ( Windows ) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 ページの両面 
に印刷する場合のガイドライン および メディアのセット を参 
照してください。 

2. 両面印刷ユニットが正しく取り付けられていることを確認して 
ください。詳細については' 両面印刷ユニットのインストー 
ik を參照してください。 

3. 文書を開いた状態で、 [ファイル] メニューの [印刷] をクリック 
してから、印刷シヨートカットを選択します。 
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4. その他の設定を変更し、 [0 K ] をクリックします。 

5. ドキュメントを印刷します。 

自動で両面印刷を行うには (Mac OS X ) 

1. 適切な用紙をセットします。詳細については、 ページの両面 
に印刷する場合のガイドライン および メディアのセット を參 
照してください。 

2. 両面印刷ユニットが正しく取り付けられていることを確認して 
ください0詳細については、 両面印刷ユニットのインストー 
ik を參照してください。 

3. [ページ設定]で正しいプリンタとページサイズを使用している 
ことを確認します。 

4. [ファイル] メニューで [プリン ト]をクリックします。 

5. ドロップダウンリストから、 [印刷部数と印刷ページ] を選択 
します。 

6. [両面印刷] タブを選択して、両面印刷をオンにします。 

7 ■[レイアウト] を選択し、適切なアイコンをクリックして、綴じ 
方向を選択します。 

8. その他の設定を変更し、 [プリント] をクリックします。 

Web ページの印刷 

HPAN - in - One では、 Web ブラウザから Web ページを印刷することが 

できます。 


Web ブラウザに Internet Explorer6.0 以降を使用する場合 、 [HP Smart 
Web Printing ] を使用することによって、何をどのように印刷するかを 
制御して簡単で予測可能な Web 印刷を確実に行います 。 [HP Smart 
Web Printing ] は、 Internet Explorer のツールバーから利用できます。 
[HP Smart Web Printing ] の詳細については、付属のヘルプファイル 
を参照してください。 


Web ページの印刷 
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Web ページを印刷するには 

1. 用紙がメイン給紙トレイにセツトされていることを確認しま 
す。 

2. Web ブラウザの[ファイル]メニューの、[プリント]をクリツ 
クします。 


耷ヒント画像を最高画質で印刷するには、[ファイル]メニュ 
-の [HP Smart Web Printing ] を選択します。この項目を 
選択すると、チヱックマークが表示されます。_ 

[印刷]ダイアログボックスが表示されます。 

3. 使用するプリンタが選択されていることを確認します。 

4. お使いのブラウザがサボートしている場合は、 Web ページ上 
の印刷するアイテムを選択します。 

たとえぱ Internet Explorer では、[オプション]タブをクリック 
して、[表示された通りに印刷する]、[選択されたフレームのみ 
を印刷する]、[リンクドキュメントをすべて印刷する]などの 
オプションを必要に応じて選択します。 

5. [プリント]または [0 K ] をクリックして Web ぺージを印刷し 
ます。 


：?：ヒント Web ページを端まで正しく印刷するには、印刷方向を[横] 
に設定しなければならない場合があります。 


印刷ジョブのキャンセル 

以下の方法を使用して印刷ジョブをキャンセルできます。 

デバイスのコントロールパネル： x ( キャンセルボタン）を押します。 
これにより、現在処理中のジョブがクリアされます。処理待機中のジ 
ョブには影響しません。 

Windows :コンピュータ画面の右下端に表示されているプリンタアイ 
コンをダブルクリックします。印刷ジョブを選択してから、キーボー 
ドで Delete キーを押します。 

Mac OS X :[システム環境設定]を開き、[プリンタと FAX ] を選択して 
プリンタを選択し、次に[プリントキューを開く]をクリックします。 
プリントジョブを選択し、[削除]をクリックします。 
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4 スキヤン 

原稿をスキヤンし、ネットワーク上のフォルダや特定のコンピュータな 
ど、さまざまな場所に送信することができます。デバイスのコントロー 
ルパネル、 HP ソフトウェア、コンピュータ上の TWAIN 互換または 
WIA 互換プログラムを使用できます。 


歐注記 HP ソフトウェアをインストールしていない場合は、 Web スキ 
ヤンのみが使用できます。 Web スキヤンは、組み込み Web サーバ 
から利用できます。 

注記 HPOfficejet 650 0 E709a/E709d を使用している場合、スキヤ 
ンと印刷を同時に行うことはできません。別のジョブを開始する前 
にジョブを完了する必要があります。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 原稿のスキヤン 

• 組み込み Web サーバ経由での Web スキャンの使用 

• TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン 

• スキャンした原稿の編集 
• スキャン設定の変更 

• スキヤンジョブのキャンセル 


原稿のスキヤン 

スキヤンはコンピュータからでも、デバイスのコントロールパネルか 
らでも行うことができます。このセクションでは、デバイスのコント 
口ールパネルからのスキヤン方法についてのみ説明します。 


歐注記 HP ソリューションセンターを使用して、パノラマなどの画像 
をスキャンすることもできます。このソフトウェアを使用すれば、 
スキャンした画像を編集したり、スキャンした画像を使用して特別 
なプロジェクトを作成することができます。コンピュータからのス 
キャン方法や、スキャン画像の調整、サイズ変更、回転、トリミン 
グ、鮮明度調整については、ソフトウェアに付属のオンスクリーン 
ヘルプを參照してください。 


スキヤン機能を使用するには、デバイスとコンピュータとを接続して電 
源をオンにする必要があります。また、スキヤンを実行する前に、コン 
ピュータにプリンタ ソフ トウ エアを インストールし、実行しておく必 
要があります。 Windows を実行しているコンピュータでプリンタ ソフ 


スキヤン 
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トウェアが動作していることを確認するには、画面右下の時計の横にあ 
るシステムトレイにデバイスのアイコンが表示されていることを確認 
します 。 Mac MacOSX を実行しているコンビユータでこれを確認する 
には、 HP デバイスマネージヤを開き、[画像のスキヤン]をクリックし 
ます。スキヤナを利用できる場合は 、 HP ScanPro アプリケーシヨンが 
起動します。利用できない場合は、スキヤナが見つからなかったことを 
示すメッセージが表示されます。 


歐注記 Windows システムトレイにある HP デジタルイメージングモ 
ニタアイコンを閉じると、デバイスからスキャン機能の一部が失わ 
れ、[接続していません。]エラーメッセージが表示されます。その場 
合は、コンピュータを再起動するか、 HP デジタルイメージングモ 
ニタを起動すると、機能を完全に回復させることができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 原稿をコンピュータにスキャンする 

• メモリデバイスへの原稿の送信 

原稿をコンピュータにスキャンする 

デバイスに直接接続されたコンピュータ、またはネットワーク上のコン 

ピュータにスキャン画像を送信できます。コンピュータにインストール 

されたプログラムにスキャン画像を送信することもできます。 

HP ソリューシヨンセンターからコンピュータにスキャン画像を送信す 

るには 

1. コンビュータで HP ソリューシヨンセンターを開きます。 

2. 詳細については、オンスクリーンヘルプを參照してください。 

デバイスのコントロールパネルからコンピュータにスキャン画像を送 

信するには（直接接続> 

1. スキャナガラス板に原稿をセットします。詳細については、 
原稿のセッ ト を參照してください。 

2. スキャンボタンを押します。 

3. 矢印キーを押して、文書を送信するコンピュータを選択し、 
0 K (0) を押します。 

4. スキャンスタートを押します。 

歐注記スキャンが完了すると、選択したプログラムが開き、スキャン 
した文書が表示されます。 
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メモリデバイスへの原稿の送信 

スキャンした画像を JPEG 、 PDF 、 または TIFF 画像として、現在挿入 
されているメモリカードに送信できます。品質や用紙サイズ設定など 
のスキャン用オプションもあります。 

メモリデバイスにスキャンするには 

1. メモリデバイスを挿入します。 

2. 印刷面を下にしてガラス面の右下隅または ADF に合わせて原 
稿をセットします。 

3. スキャンスタートを押します。 

• スキャンが表示され、さまざまなオプションまたはスキャ 
ン先が表示されます。デフオルトのスキャン先には、前回 
このメニューを使用したときに選択したスキャン先が指定 
されます。 

• デバイスをコンピュータに直接接続している場合、スキャ 
ンメニューが表示されます。 

4. 矢印キーを押して[メモリデバイス]を強調表示し、 OK ( O ) を 
押します。 

5. スキャンオプションを変更して、スキヤンスタートを押しま 
す。 

デバイスによって画像がスキャンされ、該当するファイルがメモリカ 
_ドに保存されます。 


組み込み Web サーバ経由での Web スキヤンの使用 

Web スキヤンは組み込み Web サーバの機能の一部であり、 Web ブラ 
ウザを使用してデバイスで写真や文書をスキヤンし、コンピュータに出 
力することができます。この機能は、コンピュータにプリンタソフト 
ウェアをインストールしなかった場合でも利用できます。 

▲ [情報]タブをクリックし、左枠の [ Web スキヤン]をクリック 
します。[画像タイプ]と[用紙のサイズ]の選択を行い、[スキ 
ヤン]または[プレビュー]をクリックします。 

組み込み Web サ_バの詳細については、 組み込み Web サ_ バ を參照 
してください。 


TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン 

デバイスは TWAIN 互換および WIA 互換であり、 TWAIN 互換または 
WIA 互換のスキャンデバイスをサボートするプログラムを使用できま 


TWAIN 互換または WIA 互換プログラムからのスキャン 


59 



第 4 章 


す。 TWAIN 互換または WIA 互換プログラムでは、スキャン機能にア 
クセスし、スキャン画像を直接プログラムに送信することができます。 

TWAIN は、すべての Windows および Mac OS X オペレーティングシ 
ステムでサボートされています。 

Windows オペレーティングシステムでは、 WIA がサボートされている 
のは Windows XP および Windows Vista での直接接続のみです。 WIA 
は Mac OS X ではサボートされていません。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• TWAIN 互換プログラムからスキャンする 

• WIA 互換プログラムからスキャンする 


TWAIN 互換プログラムからスキャンする 

—般的に、[取得]、[ファイルの取得]、[スキャン]、[新規オブジェクト 
のインポート]、[挿入元]、[スキャナ]のようなコマンドがある場合、そ 
のソフト ウェア プログラムは TWAIN 互換です。プログラムに互換性 
があるかどうかわからない場合、またはコマンドの名前がわからない場 
合は、ソフトウ ェア プログラムの ヘルプ または マニュアルを 參照して 
ください。 

TWAIN 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよび 
手順の詳細については、ソフトウェアプログラムの ヘルプ またはマニ 
ュアルを参照して〈ださい。 


WIA 互換プログラムからスキャンする 


一般的に、[挿入]メニューまたは[ファイル]メニューに[画像/スキャナ 
またはカメラから]のようなコマンドがある場合、そのソフトウェアプ 
ログラムは WIA 互換です。プログラムに互換性があるかどうかわから 
ない場合、またはコマンドの名前がわからない場合は、ソフトウェア 
プログラムのヘルプまたはマニュアルを參照してください。 

WIA 互換プログラム内からスキャンを開始します。コマンドおよび手 
順の詳細については、ソフトウエアプログラムの ヘルプ またはマニュ 
アルを参照してください。 


スキャンした原稿の編集 

HP ソリューシヨンセンターを使用して、スキャンした文書を編集でき 
ます。また、 OCR (光学式文字認識）ソフトウェアを使用して、スキャ 
ンしたテキスト文書をテキストにすることもできます。既にコンピュー 
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夕上にあれば、サードパーティの編集アプリケーションを使用するこ 
ともできます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• スキャンした写真またはグラフィックの編集 

• 光学式文字認識 （ OCR ) ソフトウェアを使用した、スキャン文書の編 

皇 


スキャンした写真またはグラフィックの編集 

HP ソリューションセンター内のスキヤンソフトウェアを使用して、 
スキャンした写真やグラフィックを編集できます。このソフトウェアで 
は、明度、コントラスト、彩度などさまざまな調整を行うことができま 
す。 HP ソリューションセンターを使用して、画像を回転することもで 
きます。 

詳細は、スキヤンソフトウェアに付属のオンスクリーンヘルプを參照 
してください。 

光学式文字認識 （ OCR ) ソフトウェアを使用した、スキャン文書の編集 

OCR ソフトウェアを使用すると、スキャンしたテキストを任意のワー 
ドプロセッサプログラムにインポートして編集することができます。 
これにより、レター、新聞の切り抜き、その他多くの文書を編集するこ 
とができます。 

編集に使用するワードプロセッサプログラムは指定できます。ワード 
プロセッサアイコンが表示されていないかアクティブでない場合は、 
コンピュータにワードプロセッサソフトウェアをインス I ルしてい 
ないか、インス I ル中にそのプログラムをスキャナソフトウェアが 
認識していません。ワードプロセッサプログラムへのリンクの作成方 
法については、 HP ソリューシ ョン センターのオンスクリーンヘルプ 
を參照してください。 

OCR ソフトウェアは、スキヤンされたカラーテキストをサポートして 
いません。カラーテキストは、常に白黒のテキストに変換されてか 
ら、 OCR に送信されます。このため、最終的な文書のすべてのテキス 
卜は、元の色にかかわらず白黒になります。 

一部のワードプロセッサプログラムとデバイスとの相互作用は複雑で 
あるため、スキャンしたテキストをワードパッド ( Windows ) または 
TextEdit (Mac OSX ) などのテキストエディタに送信し、テキストを切 
り取ってから、目的のワードプロセッサプログラムに貼り付けた方が 
よい場合もあります。 


スキヤンした原稿の編集 
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スキャン設定の変更 

スキャン設定を変更するには 

• Windows の場合: HP ソリユーションセンターを開き、[設定]を選 
択します。次に、[スキャン設定とプリファレンス]を選択し、利用 
可能なオプションから選択して設定を行います。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX )[ HP デバイスマネージャ]を起 
動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから 
[スキャンプリファレンス]を選択します。 

スキャンジヨブのキャンセル 

スキャンジヨブをキャンセルするには、デバイスのコントロールパネ 
ルにあるキャンセルを押します。 
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5 メモリデバイスの使用 

デバイスには、デジタルカメラの数種類のメモリカードを読み取るこ 
とができるメモリカードリーダーが搭載されています。メモリカー 
ドに保存されている写真のサムネールビューを表示するインデックス 
シートを印刷することができます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• メモリカードのキ車入 

• DPOF フオトプリント 
• 選択した写真の印刷 

• 写真の表示 

• デバイスのコントロールパネルからのインデックスシートの印刷 

• コンピュータに写真を保存する 

• 写真の修正ツールの使用 
• 赤目除去の使用 
• 日付スタンプの使用 
• 新しいデフオルトの設定 

メモリカードの挿入 

デジタルカメラで写した写真を保存しておくのにメモリカードを使用 
している場合は、そのメモリカードをデバイスに挿入し、写した写真 
を印刷したり保存したりすることができます。 


△注意アクセス中にメモリカードを取り外そうとすると、力ード内の 
ファイルが損傷することがあります。フォトランプが点滅していな 
い場合にのみ、力ードを安全に取り外すことができます。また、複 
数のメモリカードを同時に装着することも絶対に避けてください。 
メモリカ _ ド内のファイルが損傷します。 

歐注記デバイスは、暗号化されたメモリカードをサポートしていま 
せん。 


メモリデバイスの使用 
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デバイスでは、以下のメモリカードをサポートしています。各タイプ 
のメモリカードは、その力ードに適したスロットにのみ差し込むことが 
できます。 



1 Memory Stick、Memory Stick Duo 、 および Memory Stick Pro 


2 xD 


Secure Digital、Secure MMC 

縮小サイズの MultiMediaCard RS - MMCmobile、miniSD (これら 
の製品ではアダプタを別途購入する必要があります） 


メモリカードを挿入するには 

1. メモリカードのラベルが上、接点がデバイス側を向くように 
メモリカードを持ちます。 

2. メモリカ _ ドを対応するメモリカ _ ドスロットに揷入しま 
す。 

歐注記複数のメモリカードを挿入することはできません。 
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DPOF フォトプリント 

カメラが指定する写真とは、デジタルカメラでプリントのマークをつ 
けた写真のことです。カメラによっては、ページレイアウト、部数、 
向き、その他の印刷設定が指定されます。 

デバイスは 、 DPOF (Digital Print Order Format ) ファイル形式 1.1 をサ 
ポートしているので、印刷する写真を再選択する必要はありません。 

カメラが指定した写真を印刷するときは、デバイスの印刷設定は適用さ 
れません。ページレイァウトの DPOF 設定と印刷部数が、デバイスの 
設定よりも優先されます。 


&注記ただし、写真に印刷用のタグを付ける機能のないデジタルカ 
メラもあります。お使いのデジタルカメラが DPOF ファイル形式 
1.1 を サポートしているかどうかについては、カメラの マニュアルを 
參照してください。 


DPOF 標準を使用して、カメラが指定した写真を印刷するには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示にしたがって、以下のいずれかを実行します。 

• DPOF のタグが付いた写真をすべて印刷するには、 0 K (0) 
を•押 I 幸才 

DPOF のタグが付いた写真がすべて印刷されます。 

• 矢印キーを押して[いいえ(〇)]を強調表示し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

これで、 DPOF 印刷が回避されます。 

選択した写真の印刷 

写真の選択機能は、メモリカードに DPOF 写真がない場合にのみ使用 
できます。 


選択した写真を印刷するには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示に従って、 選択された写真が 表示されるまで、 フォト ボ 
タンを繰り返し押します。 

3. 以下のいずれかの操作を行います。 

▲ メモリカードの写真をすべて印刷するには、►を押してす 
ベてを選択し、 0 K (0) を押します。 


選択した写真の印刷 
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a . メモリカードの写真から印刷する写真のみ選択して印刷す 
るには、 ► を押して カスタム を選択し、 0 K (0) を押しま 
す。 

b . 他の写真に移動するには、矢印キーを押し OK ( O ) を押して 
写真を選択します。 

c . 印刷を開始するには、 フォトプリント を押します。 

写真の表示 

HP ソリューションセンターを使用して写真を表示できます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• コンピュータを使用した写真の表示 

コンピュータを使用した写真の表示 


デバイスに付属するソフトウェアを使用して写真を表示および編集でき 
ます。 

詳細は、ソフトウェアに付属のオンスクリーンヘルプを参照してくだ 
さい。 

デバイスのコントロールパネルからのインデックスシートの 

印刷 


猷注記デバイスからアクセスできるのは、 JPEG および TIFF 画像フ 
ァイルだけです。その他のタイプのファイルを印刷するには、ファ 
イルをメモリカードからお使いのコンピュータに転送して、 HP ソ 
リユーシヨンセンターを使用してください。 


インデックスシートを印刷するには 

1. メモリカードをデバイスの正しいスロットに差し込みます。 

2. フォト ボタンを押します。 

3. 右矢印キーを繰り返し押して、 [インデックスシートを印刷] を 
選択します。 

4. [0 K ] を押します。 

コンピュータに写真を保存する 

デジタルカメラで写真を撮った後、すぐに印刷することも、コンピュ 
—夕に保存することもできます。写真をコンピュータに保存するに 
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は、メモリカードをデジタルカメラから取り出して、デバイスの適切 
なメモリカードスロットに挿入します。 

写真を保存するには 


歐注記ネットワーク接続を使用している場合にかぎり、次の手順に 
従ってくださしヽ。 USB 接続を使用している場合、デバイスにメモリ 
力ードを差し込んだ際にコンピュータ上にダイアログボックスが自 
動的に表示されます。 

1. メモリカードをデバイスの正しいスロットに差し込みます。 
フォトメニューが自動的に開きます。 

2. 矢印キーを押して[はい ( Y )] を選択し、 OK ( O ) を押して選択し 
ます。 

3. 矢印キーを押して転送先：を選択し、使用するコンピュータの 
名前を選択します。 

4. コンピュータの画面に表示される指示に従って、コンピュータ 
に写真を保存します。 

写真の修正 ツールの 使用 

写真の修正機能をオンにすると、メモリカードから印刷されるすべて 

の写真に次の技術が適用されます。 


歐注記 この機能のデフォル ト 設定は、 [オン] です。 

• 写真の明るさ調整 

• [逆光補正]は、印刷する画像の見栄えを良くするためにコントラス 
卜を強調します。暗い画像を明る〈補正することができます。 

• スマートフォーカスは、画像をより〈っきり鮮明に見せます。 

[写真の修正]をオンにするには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示に従って、写真の修正が表示されるまで、フォトボタン 
を繰り返し押します。 

3. ►を押してオンを選択し、 OK ( O ) を押します。 

赤目除去の使用 

この機能を使用すると、メモリカードから印刷する写真の赤目を除去 
することができます。 
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& 注記この機能のデフオルト設定は、[オン]です。 


赤目除去をオンにするには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示に従って、赤目除去が表示されるまで、フォトボタンを 
繰り返し押します。 

3. ►を押してオンを選択し、 0 K (0) を押します。 


日付スタンプの使用 

この機能を使用すると、メモリカードから印刷する写真の一番上に日 
付スタンプを入れることができます。日付は、各写真に記録されてい 
る EXIF タグに基づき設定されます。この機能は写真に影響しません。 

歐注記この機能のデフオルト設定は、[オフ]です。 


[日付スタンプ]をオンにするには 

1. デバイスの適切なスロットにメモリカードを挿入します。 

2. 指示に従って、日付スタンプが表示されるまで、フォトボタ 
ンを繰り返し押します。 

3. ►を押して次のいずれかの設定を選択し、 OK ( O ) を押します。 
• [日付のみ]-日付のみ印刷します。 

• [日付と時刻]-24時間形式の時刻と日付を印刷します。 


新しいデフオルトの設定 

印刷設定を変更し、その後の印刷ジョブすべてにそれを反映したい場 
合、[新しいデフオルトの設定]機能を使用します。 


新しいデフォルトを設定するには 

1. その他の機能に変更を加えます。 

2. 指示に従って、新しいデフォルトの設定が表示されるまで、 
フォトボタンを繰り返し押します。 

3. ►を押して[はい]を選択し、 0 K (0> を押します。 
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6 ファクス 

このデバイスを使用して、カラーファクスを含むファクスの送受信が 
できます。ファクスを後で送信するように設定したり、短縮ダイヤル 
を設定してよく使用するファクス番号にすばやく簡単にファクスを送信 
することができます。デバイスのコントロールパネルで、解像度や送 
信するファクスの薄さと濃さのコントラストなど、さまざまなファクス 
のオプションも設定できます。 

デバイスがコンピュータと直接接続されている場合、 HP ソリューショ 
ンセンターソフトウェアを使用すれば、デバイスのコントロールパネ 
ルからは行えないファクス送信を行うことができます。詳細について 
は、 HP ソリューションセンターの使用 （ Windows ) をご覧ください„ 

歐 注記 ファクス機能を使用する前に、デバイスのファクス機能を正し 
く設定しておいてください。初期セットアップで、デバイスのコン 
トロールパネルまたはデバイス付属のソフトウェアを使って、既に 
設定されている場合もあります。ファクス機能が正しく設定されて 
いるかどうかは、デバイスのコントロールパネルからファクスセッ 
トアップテストを実行して確かめることができます。ファクステ 
ストを実行するには、 セットアップを 押し、 [ツール] を選択しま 
す。次に [ファクステストを実行] を選択し、 OK を押します。 

多くのファクス設定は、組み込み Web サーバで管理できます。詳細 
については、 組み込み Web サーバを ご覧ください。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 
• ファクスの送信 
• ファクスの受信 
• ファクス設定の変更 
• 短縮ダイヤルの設定 

• FolP (Fax over Internet Protocol ) 

• ファクス設定のテスト 

• レポ_卜の使用 

• ファクスのキャンセル 


ファクスの送信 

さまざまな方法でファクスを送信できます。デバイスのコントロール 
パネルを使用すれば、モノクロまたはカラーでファクスを送信できま 
す。付属の電話機から手動でファクスを送信することもできます。こ 
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の方法では、ファクスを送信する前に受信者と通話することができま 

す。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 基本的なファクスの送信 

* 電話からのファクスの手動送信 

* ダイヤルモニタリングを使用したファクス送信 

• ファクスをメモリから送信する 

• 後で送信するためのファクスのスケジュール設定 

• ファクスを複数の受信者に送信する 

• カラー 原稿を ファクス 送信する 

• ファクス解像度と卜薄く/濃く1設定の変更 

* エラ_補正モ_卜 C のファクス送信 

基本的なファクスの送信 

1ぺージまたは複数べージのモノクロファクスをデバイスのコントロ 

_ルパネルを使って簡単に送信できます。 

& 注記 ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷す 
る必要がある場合は、ファクスを送信する 前に ファクス送受信の確 
認を有効にします。詳細については、 ファクス確認レポートの印刷 
をご覧〈ださい。 

* ヒント 電話やダイヤルモニタ機能を使用して、ファクスを手動で 
送信することもできます。この機能では、ダイヤルするペースを指 
定できます。通話料金をコーリングカードで支払いたいときなど、 
ダイヤル中に卜ーン音に応答する必要があるときに、この機能が役 
に立ちます。 
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デバイスのコント ロール パネルから基本的なファクスを送信するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. キーパツドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ) 
を押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズを押 
して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 


奋ヒント入力するファクス番号間に一定の間隔を加えるに 
は、リダイヤル/ポーズを押すか、ディスプレイにダッシュ 
記号 [-] が表示されるまで、[記号 （*)] ボタンを繰り返し押し 
ます。 


3. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフイーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 


% ヒント受信者からの知らせで、送信したファクスの品質に 
問題があることがわかった場合は、ファクスの解像度やコン 
トラストを変えてみます。 


電話からのファクスの手動送信 

手動ファクス送信では、電話をして、ファクスを送信する前に相手と話 
をすることができます。ファクスを送信する前に相手に送信することを 
伝えたい場合は、この方法が便利です。ファクスを手動で送信するとき 
は、発信音、音声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器から聞こえ 
ます。このため、ファクスの送信にコーリングカードが使用しやすく 
なります。 

受信者側のファクス機の設定状態によって、受信者が電話に出たり、フ 
ァクス機が応答する場合があります。受信者が電話に出たら、ファク 
スを送信する前に会話をすることができます。ファクス機が応答した 
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場合、受信中のファクス機からトーン音が聞こえてから、そのファクス 
機に直接ファクスを送信できます。 

電話から手動でファクスを送信するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. デバイスに接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤ 
ルします。 


歐注記手動でファクスを送信するときは、デバイスのコント 
口ールパネルのキーパッドは使用しないでください。受信 
者の番号をダイヤルするには、電話機のダイヤルを押しま 
す。 


3. 受信者が応答した場合、ファクスを送信する前に会話をするこ 
とができます。 


歐注記ファクス機が応答すると、受信中のファクス機からフ 
アクスの卜ーン音が聞こえます。次の手順に進んで、ファ 
クスを送信します。 


4. ファクスを送信する準備ができたら、ファクススタート■モノ 
クロまたはファクススタート-カラーを押します。 


歐注記メッセージが表示された場合は、[ファクス送信]を選 
択し、もう一度ファクススタート•モノクロまたはファク 
ススタート-カラーを押します。 

ファクス送信前に受信者と話している場合は、ファクスの卜一 
ン音が聞こえたらファクス機の[スタート]ボタンを押すよう 
に、前もって受信者に知らせてください。 

ファクスの送信中は、電話回線は無音になります。この時点 
で、受話器を置くことができます。ファクス受信が完了した 
後、受信者と続けて話をする場合は、電話を切らないでくださ 
い。 

ダイヤルモニタリングを使用したファクス送信 

ダイヤルモニタリングを使用すると、通常電話するように、デバイス 
のコントロールパネルから番号をダイヤルすることができます。ファ 
クスをダイヤルモニタリングで送信するときは、発信音、音声ガイダ 
ンス、その他の音声がデバイスのスピーカーから聞こえます。これに 
より、ダイヤル中に音声ガイダンスに応答することも、ダイヤルするべ 
—スを指定することもできます。 
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分ヒント コーリングカードの PIN の入力に時間がかかると、デバイ 
スからファクスト _ ンの送信が開始されてしまい、コ _ リングカ _ 
ドサービス会社が P 旧を認識できない場合があります。その場合 
は、短縮ダイヤル番号を使用して、コーリングカードの PIN をあら 
かじめ登録しておいてください。 

歐注記音量をオンにしないと、ダイヤルトーンは聞こえません。 


デバイスの コン ト ロール パネルからダイヤルの モニタ 機能を使用して 
ファクスを送信するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してください。 

2. ファクススタート-モノクロまたはファクススタート-カラ 
一 を■押 L 李す 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、ダイヤルトーンが聞こえます。 

3. ダイヤルト_ンが聞こえたら、デバイスのコントロールパネ 
ルのキーパツドで番号を入力します。 

4. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。 

-：?： ヒントコーリングカード PIN を短縮ダイヤルに登録し、 

コ _ リングカ _ ドを使ってファクスを送信する場合は、 PIN 
の入力を求めるメツセージに対して短縮ダイヤルまたはワ 
ンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ）を押し、 
PIN を登録した短縮ダイヤル番号を選択します。 

受信側のファクス機が応答すると、ファクスが送信されます。 
ファクスをメモリから送信する 

モノクロファクスをメモリに読み込んで、メモリからファクスを送信 
することができます。この機能は、これから送信しようとしているフ 
ァクス番号が通話中、または一時的に通話不能な場合に便利です。デ 
バイスは原稿をメモリに読み込み、受信するファクス機に接続が完了し 
た時点で送信を行います。原稿のスキャンが完了したら、すぐに原稿 
をドキュメントフィーダトレイから取り除くことができます。 

& 注記メモリから送信できるのはモノクロファクスだけです。 
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メモリ内のファクスを送信するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. ファクス領域で、ファクスを押します。 

[番号を入力]メツセージが表示されます。 

3. キーパツドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ） 
を押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズを押 
して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[ファクス方 
法]を表示します。 

5. [スキヤンとファクス]が表示されるまで►を押し、 OK ( O ) を押 
します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスは原稿をメモリに読み込んで、相手側ファクス機が受 
信可能なときにファクスを送信します。 

後で送信するためのファクスのスケジュール設定 

モノクロのファクスを24時間以内に送信するようスケジュール設定す 
ることができます。これにより、たとえば電話回線の混雑が少なく、 
電話料金が割安の夜間にモノクロのファクスを送信できます。デバイ 
スが、指定された時刻に自動的にファクスを送信します。 

ファクスのスケジュール設定ができる原稿は、一度に1件のみです。フ 
アクスのスケジュール設定がされている状態でも、通常のファクスは送 
信が可能です。 


菡注記メモリ制限により、スケジュール設定されたファクスはモノク 
口での み送信できます。 

注記スケジュールされたファクスを送信できるのは ADF からだけ 
です。 


デバイスのコントロールパネルからファクスをスケジュール設定する 
には 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. ファクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[ファクス方 
法]を表示します。 
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3. [後でファクスを送信]が表示されるまで►を押し、 OK ( O ) を押 
します。 

4. テンキーパツドを使用して送信時刻を入力し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

5. キーパツドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ） 
を押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズを押 
して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスがすべてのページをスキャンし、ディスプレイにスケ 
ジュール設定された時刻が表示されます。ファクスはスケジ 
ュール設定された時刻に送信されます。 

スケジュールされたファクスをキャンセルするには 

1. ファクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[ファクス方 
法]を表示します。 

2. [後でファクスを送信]が表示されるまで►を押し、 OK ( O ) を押 
します。 

スケジュールされたファクスがある場合は、ディスプレイに 
キャンセルメツセージが表示されます。 

3. 1を押して[はい ( Y )] を選択します。 


歐注記スケジュール設定された時刻がディスプレイに表示さ 
れているときに、デバイスのコントロールパネルでキャン 
セルを押しても、スケジュールファクスをキャンセルする 
ことができます。 


ファクスを複数の受信者に送信する 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

- ファクスをデバイスのコントロールパネルから複数の受信者に送信 

する 

• ファクスを HP Photosmart Studio ソフトウェアから複数の受信者に 

送信する (Mac OS X ) 
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ファクスをデバイスのコントロールパネルから複数の受信者に送 
信する 

個別短縮ダイヤル番号をグループ短縮ダイヤル番号にまとめることによ 
り、1つのファクスを複数の受信者に一度に送信できます。 

グループ短縮ダイヤルを使用してファクスを複数の受信者に一度に送信 
するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. 目的の短縮ダイヤルが表示されるまで、短縮ダイヤルを繰り 
返し押します。 


來ヒント，または►を押して短縮ダイヤル番号をスクロール 
することも、 T * 1 2 ' バイスのコントロールパネルのキーパッド 
から短縮ダイヤルコ_ドを入力して、番号を直接指定するこ 
ともできます。 


3. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスは、自動ドキュメントフイーダにセツトされた原稿 
を検出すると、グループ短縮ダイヤルの各番号にドキュメント 
を送信します。 


歐注記メモリの量に制限があるため、グループ短縮ダイヤル 
番号は、モノクロファクスの送信にのみ使用できます。デ 
バイスはファクスをメモリにスキヤンしてから、最初の番号 
をダイヤルします。接続したらファクスを送信し、次の番 
号をダイヤルします。送信先が話し中または応答なしの場 
合は、[通話中リダイヤル]および[応答なしリダイヤル]の設 
定に従って動作します。接続できない場合は、次の番号が 
ダイヤルされ、 エラーレポー トが作成されます。 


ファクスを HP Photosmart Studio ソフトウエアから複数の受信 
者に送信する (Mac OS X) 

ソフトウェアから複数の受信者にファクスを送信するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. HP Photosmart Studio タスクパーで、[デバイス]をクリツク 
します。 

[HP デバイスマネージャ]ウィンドウが表示されます。 
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3. [デバイス]ポップアップメニューから HP all-in-One を選択 
し、[ファクス送信]をダブルクリックします。 

[プリント]ダイアログボックスが開きます。 

4. [プリンタ]ポップアップメニューから、 HP all-in-One (ファク 
ス）を選択します。 

5. ポップアップメニューから、[ファクス受信者]を選択します。 

6. 受信者の情報を入力し、[受信者に追加]をクリックします。 

歐注記受信者は、[電話帳]や[アドレス帳]からでも追加でき 
ます。[アドレス帳]から受信者を選択するには、[アドレス 
帳を開く]をクリックして、[ファクス受信者]に受信者をド 
ラッグアンドドロップします。_ 

7. 受信者を選択するごとに[受信者に追加]をクリックし、受信 
者全員を[受取人リスト]に追加するまでこれを繰り返します。 

8. [今すぐファクスを送信する]をクリックします。 

カラー原稿をファクス送信する 

デバイスから、カラー原稿をファクスすることができます。受信者のフ 
ァクス機がモノクロファクスにしか対応していないことが検出される 
と、ファクスはモノクロで送信されます。 

カラーファクス送信には、カラー原稿のみを使用することをお勧めし 
ます。 

デバイスの コント ロールパネルから カラー 原稿を ファ クス送信するに 
は 

1. 原稿をセットします。詳細については、 原稿のセッ ト を参照 
してください。 

2. ファクス領域で、ファクスを押します。 

[番号を入力]メッセージが表示されます。 
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3. キーパツドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ) 
を押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズを押 
して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクススタート-カラーを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 


m 注記受信側のファクスがモノクロのみ対応していることが 
検出された場合、 HP all-in-One は自動的にモノクロでファ 
クスを送信し ます。 ファクスの送信後に、ファクスがモノク 
口で送信されたことを示すメ ッ セージが表示され ます。 OK 
(〇)を押してメッセージを消去し ます。 


ファクス解像度と[薄く/濃く ] 設定の変更 

ファクスするドキュメントに応じて、[解像度]と[薄く/濃く]の設定を 
変更できます。 

歐注記これらのファクス設定は、コピー設定には影響しません。コ 
ピーの解像度と濃淡は、ファクスの解像度と濃淡とは別に設定され 
ます。また、デバイスのコントロールパネルでの変更は、コンピュ 
—夕から送信するファクスには影響しません。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス解像度の変更 
- 【薄く/濃<1設定の変更 
• 新しいデフオルトの設定 

ファクス解像度の変更 

[解像度]の変更は、ファクス送信されるモノクロ文書の送信速度と印字 
品質に影響します。受信側のファクス機が HP all-in-One で選択した解 
像度をサポートしていない場合は、受信側のファクス機でサボートする 
最高の解像度でファクスが送信されます。 


歐注記ファクスの解像度は、モノクロ送信に限って変更できます。 
カラーファクスはすべて[高画質]の解像度で送信されます。 
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ファクス送信には、次の解像度設定を選択できます。[高画質]、[超高画 
質]、[写真]、および[標準]。デフオルトの設定は[高画質]です。 

• [高画質]:ほとんどの文書に適した高品質な文字でファクス送信でき 
ます。これがデフオルト設定値です。デバイスは、ファクスをカラ 
_送信するときは常に[高画質]設定を使用します。 

• [超高画質]:極めて精密な画像の文書をファクス送信する場合に、最 
高の品質が得られます。[超高画質]を選択するとファクスの送信に 
通常より時間がかかります。また、モノクロでのみ送信可能です。 
カラーファクスを送信したり、[スキヤンとファクス]または[後でフ 
ァクスを送信]機能を使用してファクス送信する場合は、代わりに 
[高画質]解像度で送信されます。 

• [写真]:写真をモノクロで送信する場合に、最も高品質なファクス送 
信が可能です。[写真]を選択すると、ファクス送信に通常よりも時 
間がかかります。写真をモノクロで送信するときには、[写真]を選 
択することをお勧めします。 

• [標準]:ファクス品質は下がりますが、最も速くファクスを送信する 
ことができます。 

このオプションは、デフオルトとして変更した場合を除いて、ファク 
スメニューを終了するとデフオルトの設定に戻ります。 

デバイスのコントロールパネルから解像度を変更する 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を参照 
してく ださい。 

2. ファクス領域で、ファクスを押します。 

[番号を入力]メツセージが表示されます。 

3. キーパツドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ） 
を押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズを押 
して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. ファクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[解像度]を表 
/j、 しま3。 

5. ►を押して、解像度設定を選択し、 OK(O) を押します。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 
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[薄く/濃く】設定の変更 

ファクスのコントラストの強弱を変更することができます。かすれた文 
書や色あせた文書、手書きの文書などをファクスするときに役に立ちま 
す。原稿を濃くするには、コントラストを調整します。 

歐注記[薄く/濃く]設定はモノクロファクスにのみ適用され、カラー 
ファクスには適用されません。 

このオプションは、デフオルトとして変更した場合を除いて、ファク 
スメニューを終了するとデフオルトの設定に戻ります。 

デバイスのコントロールパネルから[薄く/濃く]設定を変更するには 

1. 原稿をセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト を參照 
してください。 

2. ファクス領域で、ファクスを押します。 

[番号を入力]が表示されます。 

3. キーパツドを使ってファクス番号を入力するか、短縮ダイヤ 
ルまたはワンタツチ短縮ダイヤルボタン（一部のモデルのみ） 
を押して短縮ダイヤルを選択するか、リダイヤル/ポーズを押 
して最後にダイヤルした番号をリダイヤルします。 

4. フIクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[薄く/濃く]を 
表 7F します。 

5. ファクスを薄くするには，を、濃くするには►を押して、 OK 
(0) を押します。 

押した矢印ボタンに応じて、インジケータが左右に動きます。 

6. ファクススタート-モノクロを押します。 

デバイスが自動ドキュメントフィーダにセツトされた原稿を 
検出すると、入力した番号にドキュメントが送信されます。 

新しいデフオルトの設定 

デバイスのコントロールパネルから、[解像度]と[薄く/濃く]設定のデ 
フオルト値を変更することができます。 

デバイスのコントロールパネルから新しいデフオルト設定を行うには 

1. [解像度]と[薄く/濃く]設定に必要な変更を加えます。 

2. ファクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[新しいデフオ 
ルトの設定]を表示します。 

3. [はい (Y)] が表示されるまで►を押し、 OK(O) を押します。 
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エラー補正モードでのファクス送信 

[エラー補正モード] (ECM) では電話回線の問題によるデータ破損に対処 
するために、デ _ 夕伝送中に発生したエラ _ を検出してエラ _ 部分を再 
伝送するよう自動的に要求します。良好な状態の電話回線においては電 
話料金に影響が及ぶことはなく、場合によってはむしろ安くなることも 
あります。電話回線の状態が悪い場合、 ECM にすることで送信時間と 
電話料金は増えますが、送信するデータの信頼性が高くなります。デフ 
オルトの設定は[オン]です。電話料金を安〈するためにファクスの品 
質を問わないという場合にのみ、 ECM をオフにして〈ださい。 

ECM 設定が、[オフ] の場合： 

• 送受信するファクスの品質と送信速度に影響があります。 

• [ファクス速度]が自動的に[標準]に設定されます。 

• カラーファクスの送受信ができなくなります。 

デバイスのコントロールパネルから ECM 設定を変更するには 

1. セットアップを押します。 

2. 5を押し、次に6を押します。 

これで、[ファクスの詳細設定]と[エラー補正モード]が続けて 
選択されます。 

3. ►を押して[オン]または[オフ]を選択します。 

4. OK(O) を押します。 

ファクスの受信 

ファクスは、自動で受信することも、手動で受信することもできま 
す。自動応答オプションをオフにした場合は、手動でファクスを受信 
する必要があります。自動応答オプションをオンにすると（デフオル 
卜の設定)、デバイスは[応答呼出し回数]設定で指定されている呼び出 
し回数の後、自動的に着信に応答し、ファクスを受信します（デフオル 
卜の[応答呼出し回数]設定は5回です)。 

デバイスでリーガルサイズの用紙を使用するように設定されていない 
ときに、リーガルサイズのファクスを受信すると、デバイスにセット 
されている用紙に収まるようにファクスのサイズが自動で縮小されま 
す。[自動縮小]機能を無効に設定している場合、デバイスはファクス 
を2ぺ _ ジに印刷します。 
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歐注記文書のコピー中にファクスを受信すると、受信したファクスは 
コピーが終了するまでデバイスメモリに保存されます。これによ 
り、メモリに保存されるファクスページ数を削減できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスの手動受信 

• バックアップファクス受信のセットアップ 

* 受信済みファクスのメモリからの再印刷 

• ポーリングしてファクスを受信する 
* 別の番号へのモノクロでファクスを転送 

• ファクス受信用の用紙サイズの設定 

• 受信したファクスを自動縮小に設定 

• 迷惑ファクス番号の拒否 

• コンピュータへのファクスの受信 (PC ファクス受信と Mac にファ 

姐 

ファクスの手動受信 

電話中に接続を維持しながら、通話先の相手からファクスを送ってもら 
うことができます。これをファクスの手動受信と呼びます。このセク 
シヨンでは、ファクスを手動受信する方法について説明します。 


歐注記受話器を取り上げて話すか、ファクストーンを聞くことがで 
きます。 

次のように設定した電話で、ファクスを手動受信することができます。 
• デバイスの 2- EXT ポートに直接接続された電話 
• 同じ電話回線上にあるが、デバイスに直接接続されていない電話 

歐注記ファクスを受信するには、自動ドキュメントフイーダ （ADF) 
を空にする必要があります。 ADF に文書があると、デバイスは着信 
ファクスを受信しません。 
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ファクスを手動で受信するには 

1. デバイスの電源がオンになっていて、用紙が給紙トレイにセツ 
卜されていることを確認します。 

2. ドキュメントフィーダトレイから原稿を取り除きます。 

歐注記ファクスを受信するには自動ドキュメントフィーダは 
空にする必要があります。文書がドキュメントフィーダに 
あると、ファクスは正常に受信されません。 


3. ファクスに手動で応答するには、次のいずれかの操作を行いま 
す。 

• デバイスが応答する前に、ューザーが着信に応答できるよ 
うに、[応答 呼出し回数] 設定を大きい数字にします。 

• 自動 応答設定をオフにし、デバイスが自動的に受信ファク 
スに応答しないようにします。 

4. 送信者と電話がつながっている場合は、相手のファクス機で 
[スタート]を押すように指示します。 

5. 送信中のファクス機からファクストーンが聞こえたら、次の 
操作を行います。 

a. デバイスの コン トロールパネルにあるファクススタート- 
モノ クロ またはファクススタート■カラーを押します。 

b. 画面の指示に従って、[ファクス受信]を選択します。 

歐注記国または地域によっては、送信側のファクス機からの 
卜ーン音が聞こえるとファクスを自動受信することができま 
す。 


6. デバイスのファクス受信が始まったら、受話器を置くことも、 
そのまま待機することもできます。ファクスの転送中、電話 
回線は無音になります。 

バックアップファクス受信のセットアップ 

好みとセキュリティ要件に応じて、デバイスが受信したファクスをすべ 
て保存するか、エラー状態の間に受信したファクスのみを保存するか、 
どのファクスも保存しないかを設定することができます。 

以下の [バックアップファクス受信]モー ドがあります。 


[オン] デフォルトの設定です。 [ハ ヘンクアップファクス受信] 

が [オン] の場合、デバイスは受信したファクスをすべ 
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(続き) 



てメモリに保存します。こうすると、メモリに保存さ 
れているすべてのファクスを再印刷できます。 

注記メモリが少なくなると、デバイスは新たにファ 
クスを受信するたびに、印刷済みのファクスを古い順 
に消去します。メモリが印刷されていないファクス 
でいっぱいになると、デバイスは着信ファクスに応答 
しなくなります。 

注記きめの細かいカラー写真など、サイズの大きな 
ファクスを受信した場合は、メモリ容量の制限によ 
り、メモリに保存されないことがあります。 

[エラーの場合 
のみ] 

デバイスは、エラーによってファクスの印刷ができな 
い場合（用紙切れなど）にのみ、ファクスをメモリに保 
存します。デバイスはメモリの容量が許す限り、受 
信したファクスを保存し続けます（メモリがいっぱい 
になると、デバイスは着信ファクスに応答しなくなり 
ます)。エラー状態が解消すると、メモリに保存され 
たファクスは自動的に印刷され、メモリから消去され 
ます。 

[オフ] 

ファクスはメモリにまったく保存されません。たと 
えば、セキュリティ保護のために[バックアップファ 
クス受信]をオフにすることができます。印刷できな 
いエラー状態（用紙切れなど）が発生すると、デバイス 
は着信ファクスに応答しなくなります。 


菡注記 [バックアップファクス 受信]がオンの状態でデバイスの電源を 
オフにすると、デバイスのエラー発生中に受信した印刷待ちのファ 
クスも含めて、メモリに保存されたファクスはすべて消去されま 
す。このような場合は、印刷していないファクスをもう一度送って 
もらうように送信者に依頼して〈ださい。受信したファクスー覧を 
見るには、 [ファクス ログ]を印刷します。デバイスの電源がオフに 
なっても [ファクス ログ]は削除されません。 

注記 PC ファクス受信をオンにする場合、バックアップファクス 
受信を[オン]に設定します。バックアップファクス受信をエラー 
の場合のみまたは[オフ]に設定した場合、バックアップファクス受 
信はカラーファクスの保存を試みます。 
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デバイスのコント ロール パネルから、バックアップファクス受信を設 
定するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの詳細設定]を選択して、[バックアップファクス受 
信]を選択します。 

3. 右矢印ボタンを押して[オン]、[エラーの場合のみ]、または[才 
フ]を選択します。 

4. 0K(0) を押します。 

受信済みファクスのメモリからの再印刷 

[バックアップファクス受信]モードを[オン]に設定すると、デバイス 
に エラー があるかどうかに関係なく、受信したファクスはメモリに保存 
されます。 


歐注記メモリがいっぱいになると、新たにファクスを受信するたび 
に、印刷済みのファクスが古い順に消去されます。保存されたファ 
クスがどれも印刷されていない場合、デバイスは、ファクスを印刷 
するかメモリから削除するまで、新たなファクス受信に応答しませ 
ん。セキュリティまたはプライバシー保護のために、メモリ内のフ 
アクスを削除することもできます。 


メモリに保存されたファクスの容量に応じて、メモリにまだ保存されて 
いれば、最近印刷したファクスを最大8件まで再印刷することができ 
ます。たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくしても、ファ 
クスを再印刷できます。 

デバイスのコントロールパネルから、メモリに保存されているファク 
スを再印刷するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. [ツール]を選択し、[メモリ内のファクスを再印刷]を選択しま 
す。 

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最初 
に印刷されます。 

4. メモリ内のファクスの印刷を中止する場合は、キャンセルを 
押します。 
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デバイスの コン ト ロール パネルから、メモリに保存されたすベての フ 
ァクスを削除するには 

▲ 電源ボタンを押してデバイスの電源をオフにします。 

電源をオフにすると、メモリに保存されているファクスはすべ 
て削除されます。 

ポーリングしてファクスを受信する 

ポーリングは、現在デバイスのキューに入っているファクスの送信を、 
他のファクス機に要求する機能です。[ポーリング受信]機能を使用する 
と、デバイスは指定された他のファクス機を呼び出し、ファクスの送信 
を要求することができます。指定されたファクス機はポーリングの設定 
がされ、ファクスを送信できる状態である必要があります。 


歆注記デバイスは、ポーリングパスコードを サボー トしていませ 
ん。ポーリングパスコードは、受信側のファクス機に対し、ファ 
クスを受信するために、ポーリングしているデバイスにパスコード 
を送信するよう要求するセキュリティ機能です。ポーリングしてい 
るデバイスでパスコードが設定されていないこと（またはデフオル 
トパスコードが変更されていること）を確認してください。パスコ 
—ドが設定されている場合、デバイスはファクスを受信できません。 


デバイスのコン トロール パネルから、ファクスのポーリング受信を設 
定するには 

1. ファクス領域で、ファクスを繰り返し押して、[ファクス方 
法]を表示します。 

2. [ポーリング受信]が表示されるまで►を押し、 OK(O) を押しま 
す。 

3. 他のファクス機のファクス番号を入力します。 

4. ファクススタート-モノクロ または ファクススタート-カラ 
一を押します。 

歐注記ファクススタート-カラーを押しても、送信者がモノ 
クロでファクスを送信した場合は、デバイスでもモノクロで 
印刷されます。 


別の番号へのモノクロでファクスを転送 

受信したファクスを他のファクス番号に転送するようにデバイスを設定 
することができます。カラーファクスを受信した場合は、モノクロで 
転送されます。 
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転送の前に、転送先のファクス番号を確認することをお勧めします。 
テストでファクスを送信し、転送先のファクス機がファクスを受信でき 
るか確認してください。 

デバイスのコントロールパネルからファクスを転送するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの詳細設定]を選択し、[モノクロでファクスを転送] 
を押します。 

3. [オン■転送]または[オン-印刷と転送]が表示されるまで右矢 
印ボタンを押し、 0K(0) を押します。 

• ファクスのバックアップコピーをデバイスで印刷せずに、 
別の番号に転送する場合は[オン-転送]を選択します。 

歐注記指定されたファクス機に（電源が入っていない場合 
など）ファクスを転送できない場合は、デバイスでファク 
スを印刷します。デバイスが受信ファクスのエラーレポ 
—卜も印刷するように設定されている場合は、エラーレ 
ポートも印刷されます。 


• ファクスのバックアップコピーを印刷し、別の番号に転送 
もする場合は[オン-印刷と転送]を選択します。 

4. 指示画面で、転送先ファクス機の番号を入力します。 

5. 指示画面で、開始日時と終了日時を入力します。 

6. OK(O) を押します。 

コントロールパネルに[ファクスを転送]が表示されます。 
[ファクスを転送]の設定中にデバイスの電源が切れても、デバ 
イスは[ファクスを転送]設定と電話番号を保存しています。 

再び装置の電源が入ると、[ファクスを転送]設定は[オン]にな 
つています。 


歐注記モノクロでファクスを転送をキャンセルするには、デ 
ィスプレイに[ファクスを転送]メツセージが表示されてい 
るときに、デバイスのコントロールパネルのキャンセルを 
押すか、[ファクスを転送]メニューから[オフ]を選択しま 
す。 


ファクス受信用の用紙サイズの設定 

受信ファクスの用紙サイズを選択できます。用紙サイズは、給紙トレイ 
にセットした用紙に合わせて設定します。ファクスはレター用紙、 A4 
用紙、またはリーガル用紙にのみ印刷できます。 


ファクスの受信 
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&注記ファクスを受信したときに不適当な用紙サイズが給紙トレイに 
セットされていると、ファクスを印刷しないで、ディスプレイにェ 
ラーメッセージが表示されます。ファクスを印刷するには、レター 
用紙、 A4 用紙、リーガル用紙のいずれかをセットして、 0K(0) を押 
します。 


デバイスのコント ロール パネルから、ファクス受信用の用紙サイズを 
設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの基本設定]、[ファクス用紙サイズ]の順に選択しま 
す。 

3. ► を押してオプションを選択し、 OK(O) を押します。 

受信したファクスを自動縮小に設定 

[自動縮小]設定は、受信したファクスがデフォルトの用紙サイズよりも 
大きい場合に HP all-in-one がどう対応するかの設定です。デフォルト 
の設定はオンで、受信したファクスの画像が1ページに収まるように 
縮小されます。この機能をオフにすると、1ページ目に収まらなかった 
情報は2ページ目に印刷されます。[自動縮小]は、リーガルサイズのフ 
ァクスを受信する場合やレターサイズの用紙を給紙トレイにセットする 
場合に便利です。 

デバイスの コン ト ロール パネルから自動縮小を設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの詳細設定]、[自動縮小]の順に選択します。 

3. ►を押して[オフ]または[オン]を選択します。 

4. OK(O) を押します。 

迷惑ファクス番号の拒否 

電話会社の発信者 ID サービスに加入すると、特定のファクス番号を拒 
否して、デバイスが今後それらの番号から受信したファクスを印刷しな 
いようにすることができます。ファクスの受信があったとき、デバイ 
スは、その番号を迷惑ファクス番号リストと比較して、その受信を拒否 
するべきかどうかを判断します。番号が、拒否ファクス番号リストの 
番号と一致した場合、ファクスは印刷されません（拒否できるファクス 
番号の最大数は、モデルによって異なります)。 
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歐注記この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。お 
住まいの国/地域でサボートされていない場合、[ファクスの基本設 
定]メニューに[迷惑ファクスを拒否の設定]は表示されません。 

注記発信者旧リストに電話番号が1つも追加されていない場合 
は、ュ_ザ_が電話会社と発信者 ID サービスの契約を結んでいない 
と考えられます。機能を使用する前に、上記のサービスについてお 
近〈のサービスプロバイダに確認してください。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 迷惑ファクスモードの設定 
• 迷惑ファクスこ番号を追カロ 
• 迷惑ファクスー覧から番号を削除 

• 迷惑ファクスレポートの印刷 
- 拒否するファクス番号のリストの表示 

迷惑ファクスモードの設定 

デフォルトの[迷惑ファクスを拒否]モード設定は[オン]です。電話プ 
ロバイダの発信者 ID サービスに加入していない、またはこの機能を使 
用したくない場合は、設定をオフにすることができます。 

迷惑ファクスモードを設定するには 

▲ 迷惑ファクスを拒否ボタンを押し、[迷惑ファクスを拒否]オプ 
シヨンを選択し、[オン]または[オフ]を選択します。 


迷惑ファクスー覧に番号を追加 

迷惑ファクス _ 覧に番号を追加するには2通りの方法があります。発 
信者 ID 履歴から番号を選択するか、または任意の番号を入力します。 
迷惑ファクスー覧にあるファクス番号は、[迷惑ファクスを拒否]モード 
が[オン]に設定されている場合に拒否されます。 

発信者旧一覧から番号を選択するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの基本設定]を押し、[迷惑ファクスの拒否設定]を押 
します。 

3. [迷惑リストに番号を追加]を選択し、[番号の選択]を選択しま 
す。. 
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4. 右矢印ボタンを押して、受信したファクス番号をスクロールし 
ます。拒否するファクス番号が表示されたら、 OK(O) を押し 
て選択します。 

5. [次を選択？] の指示に従って、次のいずれかを行います。 

• 迷惑ファクス番号リストに別の番号を追加する場合は、[は 
し、] を押し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返しま 
す。 

• 終了する場合は、[いいえ] を押します。 

拒否する番号を手動で入力するには 

1. セッ ト アップを押します。 

2. [ファクスの基本設定] を押し、[迷惑 ファクスの拒否設定] を押 
します。 

3. [迷惑リストに番号を追加] を選択し、 [番号の入力] を選択しま 
す。 

4. キーパッドを使ってファクス番号を入力し、 OK(O) を押しま 
す0 

受信したファクスのヘッダーに表示されている番号は実際と異 
なる場合があるので、ヘッダーの番号ではなく、コントロー 
ルパネルのディスプレイに表示されるファクス番号を入力し 
てください。 

5. [追加しますか？] の指示に従って、次のいずれかを行います。 

• 迷惑ファクス番号リストに別の番号を追加する場合は、[は 

し、] を押し、拒否する番号ごとにステップ4を繰り返しま 
す。 

• 終了する場合は、[いいえ] を押します。 

迷惑ファクスー覧から番号を削除 

ファクス番号を拒否する必要がな〈なった場合は、その番号を迷惑ファ 
クスー覧から削除することができます。 

迷惑ファクス番号リストから番号を削除するには 

1. セッ ト アップを押します。 

2. [ファクスの基本設定] を押し、[迷惑 ファクスを拒否の設定] を 
押します。 

3. [迷惑リストから番号を削除] を押します。 
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4. 右矢印ボタンを押して、拒否したファクス番号をスクロールし 
ます。削除するファクス番号が表示されたら、 OK(O ) を押し 
て選択します。 

5. [削除しますか？]の指示に従って、次のいずれかを行います。 

• 迷惑ファクス番号リストから別の番号を削除する場合は、 

[はい]を押し、削除する番号ごとにステップ4を繰り返しま 
す 。 

• 終了する場合は、[いいえ]を押します。 

迷惑ファクスレポートの印刷 

次の手順で拒否する迷惑ファクス番号リストを印刷します。 

迷惑ファクスレポートを印刷するには 

1. セットアップを押して、ファクスの基本設定、迷惑ファクス 
の拒否設定、レポート、迷惑リストの順に選択します。 

2. 0K(0) を押します。 

拒否するファクス番号のリストの表示 

拒否されたファクス番号リストは、組み込み Web サ _ バ（ネットワ _ 
ク接続が必要）またはデバイスのコントロールパネルからレポートを印 
刷することで閲覧することもできます。 

コントロ ールパネルから拒否番号リストを閲覧するには 

1. セットアップを押します。 

2. [レポートの印刷]、[迷惑ファクスリスト]の順に選択します。 

組み込み Web サーバで拒否するファクス番号リストを表示するには 
▲組み込み Web サ_バを開きます。詳細については、 組み込み 
Web サーバを開くには を ご覧ください。[設定]タブをクリッ 
クし、左枠の[迷惑ファクスを拒否]をクリックします。 

コンピュータへのファクスの受信 （PC ファクス受信と Mac にファクス） 

[PC ファクス受信]および [Mac にファクス]を使用すると、ファクスを 
自動的に受信し、コンピュータに直接ファクスを保存できます。 [PC フ 
ァクス受信]および [Mac にファクス]を使用すると、ファクスのデジタ 
ルコピーを簡単に格納できます。また、この機能を使用することによ 
り、分厚い紙の束を扱うわずらわしさもなくなります。 


ファクスの受信 
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受信したファクスは 、 TIFF (Tagged Image File Format ) 形式で保存さ 
れます。ファクスを受信すると、ファクスが保存されているフォルダへ 
のリンクを示す通知が画面に表示されます。 

ファイルには、次の形式で名前が付けられます。 
XXXX _ YYYYYYYY _ ZZZZZZ . tif 。 この場合、「 X 」は送信者の情報、 

「 YJ は日付、 「 ZJ はファクスの受信時刻です。 


歆注記 [ PC ファクス受信]および [ Mac にファクス]は、モノクロファ 
クスを受信する場合にのみ利用できます。カラーファクスは、コン 
ピュータに保存される代わりに印刷されます。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• PC ファクス受信および Mac にファクス機能の要件 

• 【 PC ファクス受信1および 『 Mac にファクス1の有効化 

• 『 PC ファクス受信1または [ Mac にファクス1の設定を修正する 

• PC ファクス受信または Mac にファクスをオフにします。 

PC ファクス受信および Mac にファクス機能の要件 

• PC ファクス受信または Mac にファクス機能を使用可能にする管理 
コンピュータには、常に電源を入れておく必要があります。 PC ファ 
クス受信または Mac にファクス管理コンピュータとして動作できる 
コンピュータは、1台のみです。 

• 宛先フォルダのコンピュータまたはサーバは、常に電源を入れてお 
<必要があります。宛先コンピュータもまた動作させておく必要が 
あります。コンピュータがスリープモードまたはハイバネートモー 
ドの場合、ファクスは保存されません。 

• Windows のタスクバーの HP Digital Imaging Monitor は常にオンで 

ある必要があります。 'フ 

• 用紙は給紙トレイにセットしておきます。 

[PC ファクス 受信]および [Mac にファクス]の 有効化 

[ PC ファクス受信セットアップウィザード]を使用して [ PC ファクス受 

信]を使用可能にします。 [ PC ファクス受信セットアップウィザード] 

は、ソリューシヨンセンタ_、またはコントロ_ルパネルの [ PC ファ 

クス受信セットアップウイザード]から開始できます。 Mac にファクス 
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を MacOSX にセットアップするには、 HP デバイスマネージャに含ま 
れる HP セツトアップアシスタントを使用します。 


ソリューションセンター （Windows ) から [ PC ファクス受信]を設定す 
るには 

1.Solution Center を開きます。詳細については、 HP ソリューシ 
ョンセンターの使用 （Windows) を參照してください。 

2. [設定]をクリックし、 [PC ファクス受信セットアップウイザ 
ード]を選択します。 

3. 画面に表示される指示に従って、 [PC ファクス受信]を設定し 
ます。 

Mac にファクスをセットアップするには 

1.Dock の HP デバイスマネージヤのアイコンをクリックしま 
す。 


趑注記 HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、メニ 
ューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリックし 
て、ボックスに 「HP デバイスマネージャ」と入力し、 HP 
デバイスマネージャエントリをクリックします。 

2. セットアップアシスタントの画面の指示に従って、ネットワ 
—クフォルダを作成して共有します。 

セットアップアシスタントは、自動的に HP デバイスに設定 
を保存します。また、各 HP デバイスに最大10個の宛先フォ 
ルダを設定できます。 

[PC ファクス受信]または [Mac にファクス]の設定を修正する 

コンピュータ上の [PC ファクス受信]の設定は、ソリューシヨンセンタ 
—のファクス設定ページでいつでも更新できます。 [PC ファクス受信] 


ファクスの受信 


93 






第 6 章 


機能とファクス印刷機能は、デバイスのコントロールパネルからオフ 
に設定できます。 

デバイスのコントロールパネルから設定を変更するには 

1. [設定]を押し、[ファクスの基本設定]、 [PC ファクス受信]の 
順に選択します。 

2. 変更する設定を選択します。以下の設定を変更できます。 

• [PC ホスト名の表示]: [ PC ファクス受信]を管理するため 
に設定するコンピュータ名を表示します。 

• [オフにする]: [ PC ファクス受信]をオフにします。 

歐注記ソリューションセンターを使って [ PC ファクス受 
信]をオフにします。_ 

• [ファクス印刷を無効にする】：ファクスを受信したときに印 
刷する場合は、このオプションを選択します。印刷をオフ 
にしても、カラーファクスは印刷されます。 

ソリューションセンターから [PC ファクス受信]設定を変更するには 
( Windows ) 

1.Solution Center を開きます。詳細については、 HP ソリューシ 
ョンセンターの使用 （Windows) を参照してください。 

2. [設定]、[ファクス設定]を順に選択します。 

3. [PC ファクス受信の設定]タブを選択します。 

4. 必要に応じて、設定を変更します。 [OK] を押します。 

歐注記変更すると、元の設定が上書きされます。 
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HP セットアップアシスタントから [Mac にファクス]を変更するには 

1. Dock の HP デバイスマネージャのアイコンをクリックしま 
す。 

眵注記 HP デバイスマネージャが Dock にない場合は、メニ 
ューバー右側の[スポットライト]アイコンをクリックし 
て、ボックスに 「HP デバイスマネージャ」と入力し、 HP 
デバイスマネージャエントリをクリックします。 

2. セットアップアシスタントの画面の指示に従って、ネットワ 
—クフォルダを作成して共有します。 

セットアップアシスタントは、自動的に HP デバイスに設定 
を保存します。また、各 HP デバイスに最大10個の宛先フォ 
ルダを設定できます。 

PC ファクス受信または Mac にファクスをオフにします。 

1. [設定]を押し、[ファクスの基本設定]、 [PC ファクス受信】の 

順に選択します。 

2. [ファクス印刷を無効にする]を選択します。 


ファクス設定の変更 

デバイスに付属の[セットアップガイド]の手順を実行した後、初期設 
定を変更したり、ファクスのその他のオプションを設定したりするに 
は、次の手順に従います。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクスのヘッダーの設定 
• 応答モード（自動応答）の設定 
• 応答までの呼び出し回数の設定 
• 着信識別応答呼び出し音のパターンの変更 

• ファクスのエラー 補正 モードの 設定 

• ダイヤル方式の設定 
• リダイヤルオプションの設定 

• ファクス速度の設定 
• ファクス音量の設定 


ファクスのヘッダーの設定 

ファクスのへッダーを使用すると、すべての送信ファクスの上部に名前 
とファクス番号が印刷されます。デバイス用にインストールしたソフ 


ファクス設定の変更 
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トウヱアを使用して、ファクスヘッダーを設定することをお勧めしま 
す。ここに記されているとおり、デバイスのコントロールパネルから 
ファクスのヘッダーを設定することもできます。 


歐注記一部の国または地域では、法令等によりファクスのヘッダー情 
報の明記が義務付けられています。 


デバイスのコント ロール パネルからファクス ヘッダー を設定または変 
更するには 

1. セットアップを押します。 

2. [ファクスの 基本設定]を押し、 [ファクスヘッダ] を押します。 

3. 数値キーパッドで個人名または会社名を入力し、 0K(0) を押 
します。 

4. キーパッドを使用してファクス番号を入力し、 OK(O) を押し 
ます。 


組み込み Web サ_/《からファクスヘッダーを設定または変更するには 

1. 組み込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックします。 
次に、左枠の [ファクスの 基本設定]をクリックします。 

2. [ファクスヘッダ] と [ファクス 番号]を入力します。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

応答モード（自動応答）の設定 

応答モードでは、デバイスが電話の着信に自動で応答するかどうかを設 
定します。 

• デバイスでファクスに[自動的に]応答するには、自動応答をオンに 
します。デバイスが、すべての受信電話とファクスに自動で応答し 
ます。 

• ファクスに[手動で]応答するには、自動応答をオフにします。受信 
ファクスに応答するには、ユーザーが手動で受信操作をしなければ 
なりません。この操作を行わないと、デバイスはファクスを受信し 
ません。 
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デバイスの コン ト ロール パネルで応答 モー ドを手動または自動に設定 
するには 

▲ 自動応答を押して、希望の設定に合わせてランプのオン/オフ 
を切り替えます。 

自動応答ランプが点灯している場合は、デバイスが自動的に 
応答します。ランプが点灯していない場合、デバイスは着信 
への応答を行いません。 

組み込み Web サーバで応答モードを手動または自動に設定するには 

1. 組み込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックします。 
次に、左枠の[ファクスの基本設定]をクリックします。 

2. [その他のファクス基本設定]セクションの[自動応答】ドロップ 
ダウンメニュ _ で[オン]または[オフ]を選択します。 

応答までの呼び出し回数の設定 

自動 応答設定をオンにした場合、デバイスが自動的に着信音に応答す 
るまでの呼び出し回数を指定できます。 

[応答呼出し回数] 設定は、特にデバイスと同じ電話回線で留守番電話を 
使用している場合に重要です。デバイスが応答する前に留守番電話で応 
答する必要があるからです。デバイスが応答するより前に留守番電話が 
応答するようにするには、デバイスの応答呼び出し回数を留守番電話の 
応答呼び出し回数より大きくする必要があります。 

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少な〈し、デバイスの呼び出し 
回数をサボートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、 
国/地域によって異なります)。この設定では、留守番電話が電話に応答 
し、デバイスが電話回線を監視します。デバイスがファクス受信音を 
検出した場合、デバイスはファクスを受信します。着信が電話の場合 
は、留守番電話が着信のメッセージを録音します。 

デバイスのコントロールパネルで応答までの呼び出し回数を設定する 
には 

1. セットアップをタッチします。 

2. [ファクスの基本設定]、[応答呼び出し回数]の順にクリックし 
ます。 

3. キーパッドを使用して呼び出し回数を入力するか、左または右 
矢印ボタンを押して呼び出し回数を変更します。 

4. OK ( O ) にタッチして設定します。 


ファクス設定の変更 
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組み込み Web サーバで応答までの呼び出し回数を設定するには 

1. 組み込み Web サーバを開き、[設定]タブをクリックします。 
次に、左枠の[ファクスの基本設定]をクリックします。 

2. [その他のファクス基本設定】セクションの[応答呼び出し回 
数]ドロップダウンメニューで回数を選択します。 

着信識別応答呼び出し音のパターンの変更 


歐注記機能を使用する前に、上記のサービスについてお近くのサービ 
スプロバイダに確認してください。 


多くの電話会社から、1本の電話回線に複数の電話番号を持てる着信識 
別音機能が提供されています。この着信識別サービスでは、番号ごと 
に異なる呼び出し音のパターンが割り当てられます。デバイスが特定 
の呼び出し音の着信に応答するように設定することができます。 

着信識別音が設定されている電話回線にデバイスを接続する場合は、電 
話会社に音声着信の呼び出し音とファクス受信の呼び出し音を、それぞ 
れ別に割り当ててもらいます。ファクス番号には、2回または3回の 
呼び出し音を割り当てることをお勧めします。デバイスは、指定した 
呼び出し音のパターンを検出したときに、ファクスの受信を開始しま 
す。 

着信識別サービスを使用していない場合は、デフオルトの呼び出し音パ 
ターン[すべての呼び出し]を使用してください。 

歐注記メインの電話番号の受話器が外れている場合、 HP ファクスは 
ファクスを受信できません。 


デバイスのコント ロール パネルで着信識別応答呼び出し音のパターン 
を変更するには 

1. デバイスがファクスの呼び出しに自動応答するよう設定されて 
いることを確認します。 

2. セットアップを押します。 

3. [ファクスの詳細設定]を押し、[応答呼び出し音のパターン]を 
押します。 

4. 右矢印ボタンを押してオプションを選択し、 OK ( O ) を押しま 
す。 

ファクス回線に割り当てられた呼び出し音で電話が鳴ると、デ 
バイスは着信に応答して、ファクスを受信します。 
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組み込み Web サーバで着信識別応答呼び出し音のパターンを変更する 
には 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの詳細設定]をクリ 
ックします。 

2. [応答呼出し音のパターン]ドロップダウンメニューで、呼び 
出し音のバターンを選択して、[適用]ボタンをクリックしま 
す。 


ファクスの エラー 補正 モー ドの設定 

通常、デバイスは、ファクスの送受信時に電話回線上の信号を監視しま 
す。エラー補正の設定がオンになっており、伝送中にエラ_信号を検 
出した場合、デバイスはファクスの一部の再送信を要求することができ 
ます。 

ファクスの送受信に問題がある場合や、伝送中の エラー を受け入れる場 
合にのみ、 エラー 補正をオフにしてください。他の 国 や地域にファク 
スを送信するときや他の国や地域からファクスを受信するとき、または 
衛星電話回線を使用しているときに、この設定をオフにすると便利な場 
合があります。 

デバイスの コン ト ロー ルパネルでファクスの エラー 補正 モー ドを設定 
するには 

▲ ファクスを押して[ファクスの詳細設定]メニューを開き、[エ 
ラー補正モード]オプシヨンを使用します。 


組み込み Web サ ー / 《でファクスの エラー 補正 モー ドを設定するには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの詳細設定]をクリ 
ックします。 

2. [エラー補正モード]ドロップダウンメニューで[オン]または 
[オフ]を選択します。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 


ダイヤル方式の設定 

卜ーンダイヤルモードまたはパルスダイヤルモ_ドに設定するに 
は、次の手順に従います。工場出荷時のデフオルトの設定は [卜ー ン] 
です。電話回線で卜ーンダイヤルを使用できないことがわかっている 
場合以外は、この設定を変更しないで〈ださい。 


& 注記パルスダイヤルオプションは、一部の国/地域では利用できま 
せん。 


ファクス設定の変更 
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デパイスのコントロールパネルでダイヤル方式を設定するには 
▲セットアップ、[ファクスの基本設定]の順に押し、[トーン、パ 
ルス選択]オプションを使用します。 


組み込み Web サーバでダイヤル方式を設定するには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの基本設定]をクリ 
ックします。 

2■[卜ーン、パルス選択]ドロップダウンメニューで選択を行い 
ます。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 

リダイヤルオプションの設定 

受信側のファクス機が応答しないか、ビジー状態であるためにデバイス 

がファクスを送信できなかった場合、デバイスはビジーリダイヤルま 

たは応答なしリダイヤルオプションの設定に応じてリダイヤルしま 

す。このオプションのオンとオフを切り替えるには、次の手順に従い 

ます。 

• ビジーリダイヤル：このオプションをオンにすると、デバイスはビ 
ジー信号を受信した場合に自動的にリダイヤルします。このオプシ 
ョンの工場出荷時のデフオルトの設定は[オン]です。 

• 応答なしリダイヤル：このオプションをオンにすると、デバイスは 
受信側のファクス機が応答しない場合に自動的にリダイヤルしま 
す。このオプションの工場出荷時のデフオルトの設定は[オフ]で 
す。 

デバイスのコントロールパネルでリダイヤルオプションを設定するに 

は 

▲セットアップ、[ファクスの詳細設定]の順に押して、[ビジー 
リダイヤル]または[応答なしリダイヤル]オプシヨンを使用し 
ます。 


組み込み Web サーバでリダイヤルオプシヨンを設定するには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの詳細設定]をクリ 
ックします。 

2. [ビジーリダイヤル]および[応答なしリダイヤル]ドロップダ 
ウンメニューで選択を行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 
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ファクス速度の設定 


ファクスを送受信するときにデバイスと相手のファクス機の間で通信す 
る、ファクス速度を設定することができます。デフオルトのファクス 
速度は[はやい]です。 

以下のサービスを使用している場合は、必要に応じて、ファクス速度の 
設定を遅くします。 

• インターネット電話サービス 

• PBX システム 

• FolP (Fax over Internet Protocol ) 

• ISDN (総合デジタル通信網）サービス 

ファクスの送受信に問題がある場合は、[ファクス速度]設定を[標準]ま 
たは[おそい]に設定することをおすすめします。次の表は、使用可能 


なファクス速度設定の一覧です。 

ファクス速度の設定 

ファクス速度 

[はやい] 

v .34 (33600 ボー） 

[標準] 

v .17 (14400 ボ ー） 

[おそい] 

v .29 (9600 ボー） 


デバイスのコントロールパネルからファクス速度を設定するには 

1. [セットアップ]を押します。 

2. [ファクスの詳細設定]を選択し、[ファクス速度]を押します。 

3. 矢印キ _ を使用してオプションを選択し、 [0 K ] を押します。 


組み込み Web サ ー / 《でファクス速度を設定するには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの基本設定]をクリ 
ックします。 

2. [ファクス速度]ドロップダウンメニューで選択を行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 
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ファクス音量の設定 

この手順を使用してファクスの音量を調整することができます。 

デバイスのコントロールパネルからファクス音のボリュームを設定す 
るには 

▲ セットアップを押して[ファクス音量]を選択し、矢印キーで 
音量を大きくしたり、小さくしたりします。 OK ( O ) を押して 
音量を選択します。 

組み込み Web サーバでファクス音のボリュームを設定するには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの基本設定]をクリ 
ックします。 

2. [ファクス音のボリューム]ドロップダウンメニューで選択を 
行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 


短縮ダイヤルの設定 

頻繁に使うファクス番号は、短縮ダイヤルエントリとして設定できま 
す。そうすれば、デバイスのコント ロー ルパネルからすぐにダイヤル 
することができます。これらの送信先の最初の3つのエントリは、デ 
バイスのコン トロー ルパネルの3つの短縮ダイヤルボタンに関連付け 
られます。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス番号の短縮ダイヤル エン トリまたはグループとしての設定 

• 短縮ダイヤルエントリー覧の印刷と表示 

ファクス番号の短縮ダイヤルエントリまたはグループとしての設定 

ファクス番号またはファクス番号のグル _ プを短縮ダイヤルエントリ 
として保存することができます。短縮ダイヤルエントリ1〜3は、デ 
バイスのコントロールパネルの対応する短縮ダイヤルボタンと関連付 
けられます。 

設定される短縮ダイヤルエントリー覧の印刷については、 短縮ダイヤ 
ルエントリー覧の印刷と表示 を 参照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 短縮ダイヤルの設定 
• 短縮ダイヤルグループを設定する 
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短縮ダイヤルの設定 

• 組み込み Web サーバ（ネットワーク 接続}:組み込み Web サーバを 
開き、[設定]タブをクリックします。次に、左枠の [ファクス 短縮ダ 
イヤル] をクリックします。 

。エントリを追加するには： [ファクス 短縮ダイヤル エントリ] セク 
ションのフィールドに必要な情報を入力します。 

。エントリを編集するには： [ファクス 短縮ダイヤル エントリ] セク 
ションで、エントリの横の編集リンクをクリックします。 

。エントリを削除するには： [ファクス 短縮ダイヤル エントリ] セク 
ションで1つ以上のエントリを選択し、削除アイコンをクリッ 
クします。 

• HP ソリューシヨンセンターソフトウェア （ Windows ): ソリューシ 
ョンセンターを開き、オンスクリーンヘルプの指示に従います。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX )[ HP デバイスマネージャ]を起 
動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから 
[ファクス短縮ダイヤル設定]を選択します。 

• デバイスのコン トロー ルパネル：セッ ト アップを押し、[短縮ダイ 
ヤルの設定]オプションを選択します。 

。エントリを追加または変更するには： [個別の 短縮 ダイヤル] また 
は [グループ 短縮 ダイヤル] を選択し、矢印キーを押して未使用の 
エントリ番号に移動するか、キ _ パッドから番号を入力しま 
す。ファクス番号を入力し、 OK ( O ) を押します。市外局番 、 PBX 
システム外の番号のアクセスコード（通常は9または0)、長距離 
電話のプレフィックスなど、間隔や他の必要な番号を含めま 
す。名前を入力し、 OK ( O ) を押します。 

。1つまたはすべてのエントリを削除するには：[短縮ダイヤルを削 
除]を選択し、矢印キーで削除する短縮ダイヤルをハイライト 
し、 OK ( O ) を押します。 

短縮ダイヤルグループを設定する 

ファクス番号の同じグループに定期的に情報を送信する場合は、操作を 

簡略化するために、グループの短縮ダイヤルエントリを設定できま 

す。グループの短縮ダイヤルエントリは、デバイスのコントロールパ 

ネルの短縮ダイヤルボタンに関連付けることができます。 

短縮ダイヤルのグループにメンバーを追加するには、メンバーが短縮ダ 

イヤルー覧にあらかじめ含まれている必要があります。各グループには 
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最大 48 個のファクス番号を追加でき、各ファクス番号には最大 55 文 

字を含めることができます。 

• HP ソリューシヨンセンターソフトウェア （ Windows ): ソリューシ 

ョンセンターを開き、オンスクリーンヘルプの指示に従います。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX )[ HP デバイスマネージャ]を起 
動し、[情報と設定]をクリックして、ドロップダウンリストから 
[ファクス短縮ダイヤル設定]を選択します。 

• デバイスのコントロールパネル：セットアップボタンを押し、[短 
縮ダイヤルの設定]オプションを選択します。 

。グループを追加するには： [グループ 短縮ダイヤル]を選択し、登 
録されていない短縮ダイヤルを選択し、 OK ( O ) を押します。矢 
印キーを押して、短縮ダイヤルェントリを強調表示し、選択する 
ために OK ( O ) を押します。このグループに追加短縮ダイヤルを 
追加するには、同じ手順を繰り返します。作業が終了した後、 
[選択終了]オプションを選択し、 OK ( O ) を押します。オンスクリ 
—ンキーボードでグループ短縮ダイヤルの名前を入力し、[完了] 
を選択します。 

。グループにェントリを追加するには： [グループ 短縮ダイヤル]を 
選択し、変更するグループ短縮ダイヤルを選択し、 OK ( O ) を押し 
ます。矢印キーで短縮ダイヤルをハイライトし、 OK ( O ) を押し 
て選択します。このグループに追加短縮ダイヤルを追加するに 
は、同じ手順を繰り返します。作業が終了したら、 OK ( O ) を押し 
ます。 

。グループを削除するには：[短縮ダイヤルを削除]を選択し、矢印 
キーで削除する短縮ダイヤルをハイライトし、 OK ( O ) を押しま 
す。 

• 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：組み込み Web サーバを 
開き、設定タブをクリックします。次に、左枠のファクス短縮ダイ 
ヤルをクリックします。[ファクス短縮ダイヤルエントリ]のエント 
リ数 (26-50 など）が記載されたリンクをクリックします。 

。グループを追加するには、[ファクス短縮ダイヤルエントリ]で[新 
規グループ]をクリックし、一覧から個々のェントリを選択しま 
す。適切なグループ情報を入力し、[適用]をクリックします。 

。グループを編集するには：[ファクス短縮ダイヤルエントリ]セク 
ションで、エントリの横の編集リンクをクリックします。 

。グループを削除するには：[ファクス短縮ダイヤルエントリ]セク 
ションで1つ以上のグループを選択し、削除アイコンをクリッ 
クします。 

。完了したら、[適用]をクリックします。 
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短縮ダイヤルエントリー覧の印刷と表示 

設定済みのすべての短縮ダイヤルエントリの一覧は印刷または表示す 
ることができます。一覧の各エントリには、次の情報が含まれます。 

• 短縮ダイヤル番号（最初の 5 つのエントリは、デバイスのコントロ 
—ルパネルの 5 つの短縮ダイヤルボタンに対応します） 

• ファクス番号またはファクス番号のグループに関連付けられている 
名前 

• ファクスの短縮ダイヤル _ 覧の場合は、ファクス番号（またはグルー 
プのすべてのファクス番号） 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 短縮ダイヤルエントリの一覧を表示する 

• 短縮ダイヤルエントリの一覧を印刷する 

短縮ダイヤルエントリの一覧を表示する 

• 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）： 組み込み Web サーバを 
開き、 設定 タブをクリックします。次に、 左 枠の ファクス短縮ダイ 
ヤル をクリックします。 [ファクス短縮ダイヤルエントリ] のエン ト 
リ数 （26-50 など）が記載されたリンクをクリックします。 

。グループを追加するには、 [ファクス 短縮ダイヤル エントリ] で [新 
規グループ] をクリックし、一覧から個々のエントリを選択しま 
す。適切なグループ情報を入力し、[適用]をクリックします。 

。エントリを編集または削除するには、 [ファクス短縮ダイアルー 
覧]でエントリを選択し[編集]リンクまたは[削除]アイコンを選 
択します。 

。グループを削除するには：エントリを選択して 削除 ボタンをク 
リックします。 

。完了したら、[適用]をクリックします。 

• HP デバイスマネージャ （ MacOSX )[ HP デバイスマネージャ] を起 
動し、 [情報と設定] をクリックして、ドロップダウンリストから 
[ファクス 短縮ダイヤル設定] を選択します。 

• HP ソリューシヨンセンター （ Windows ) :ソリューシヨンセンタ 
-を開き、オンスクリーンヘルプの指示に従います。 

• コントロールパネル： [セッ ト アップ] ボタンを押し、 [短縮ダイヤ 
ルの設定] を選択し、次に [短縮ダイヤルー覧を印刷] を選択します。 
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短縮ダイヤルエントリの一覧を印刷する 

組み込み Web サーバ （ネッ トワーク 接続）： 組み込み Web サーバを開 
き、設定タブをクリックします。次に、左枠のファクス短縮ダイヤル 
をクリックします。[ファクス短縮ダイヤルエントリ]のエントリ数 
(26-50 など）が記載されたリンクをクリックします。[印刷]ボタンをク 
リックします。 


FolP (Fax over Internet Protocol) 

デバイスを使用して、インターネット経由でファクスを送受信できる低 
コスト電話サービスを利用できる場合があります。この方法は 、 FolP 
(Fax over Internet Protocol ) と呼ばれます。次のような場合は、（電話会 
社が提供する） FolP サービスを使用しているはずです。 

• ファクス番号と一緒に特別のアクセスコードをダイヤルしている 
• インターネットに接続する IP コンバータボックスがあり、ファク 
ス接続用のアナログ電話ポートがある 


W 注記電話コードをデバイスの "1- LINE " と書かれたポートに接続し 
た場合だけファクスの送受信が可能です。つまり、インターネット 
接続は、コンバータボックス（ファクス接続用に通常のアナログ電 
話ジャックを装備）または電話会社経由で行う必要があるということ 
です。 


一部のインターネットファクスサービスでは、デバイスが高速 
(33600 bps ) でファクスを送受信していると正常に動作しない場合があ 
ります。インターネットファクスサービスの使用中に、ファクスの送 
受信で問題が起きたら、ファクス速度を遅くしてください。[ファクス 
速度]の設定を[はやい](デフォルト）から[標準]にすれば、ファクス速 
度が遅くなります。この設定の変更については、 ファクス速度の設定 
を参照してください。 


歐注記インターネットファクスについて質問がある場合は、インタ 
—ネットファクス サービスサボート 部門、またはお近くの サービ 
スプロバイダにお問い合わせ〈ださい。 


ファクス設定のテスト 

ファクス設定をテストしてデバイスの状態を調べ、正常にファクス送信 
できるように設定されたことを確認することができます。このテスト 
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は、デバイスのファクス機能のセットアップが完了した後に実行してく 
ださい。テストの内容は次のとおりです。 

• ファクスのハードウエアをテストする 

• 正しい種類の電話コードがデバイスに接続されていることを確認す 
る 

• 電話線が正しいポートに接続されていることを確認する 
• ダイヤルト _ ンを検出する 
• アクティブな電話回線を検出する 
• 電話回線の接続状態をテストする 

テスト結果は、レポートとしてデバイスから印刷されます。テストに 
失敗した場合、レポートを參照して、問題の解決方法を確認し、テスト 
を再実行してください。 

デバイスのコントロールパネルからファクス設定をテストするには 

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、デバイスのファクス設定を 
行います。 

2. テストを行う前に、インクカートリッジを取り付け、給紙卜 
レイに普通紙をセットします。 

3. デバイスのコントロールパネルのセットアップを押します。 

4. [ツ■-ル]を選択し、[ファクステストを実行]を選択します。 
デバイスのディスプレイにテストの状態が表示され、レポート 
が印刷されます。 

5. レポ _ 卜の内容を確認します。 

• テストにパスしてもファクスの送受信に問題がある場合 
は、レポートに記載されているファクス設定をチヱックし 
て、正しく設定されているかどうかを確認します。設定が 
ブランクになっていたり、正しく設定されていなかったり 
すると、ファクスの送受信に問題が発生します。 

• テストにパスしなかった場合は、レポートで問題の解決方 
法を確認します。 

組み込み Web サーバでダイヤル方式を設定するには 

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、デバイスのファクス設定を 
行います。 

2. テストを行う前に、インクカートリッジを取り付け、給紙卜 
レイに普通紙をセットします。 

3. 組み込み Web サーバ（ネットワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ックし、左枠の[デバイスサービス】をクリックします。 
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4. [デバイス機能をテストする]ドロップダウンメニューで[ファ 
クステストを実行]を選択します。 

5. [テストを実行]ボタンをクリックします。 

レポー トの使用 

ファクスの送受信のたびに、エラーレポートと確認のレポートを自動 
印刷するように、デバイスを設定できます。必要に応じてシステムレ 
ポートを手動で印刷することもできます。これらのレポートには、デバ 
イスに関する役に立つシステム情報が含まれています。 

デフオルトの設定では、ファクスの送受信に問題があった場合にのみ、 
デバイスでレポートが印刷されます。送受信するたびに、ファクスの 
送受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メッセージがコントロー 
ルパネルのディスプレイに表示されます。 


& 注記レポートが判読できない場合は、コントロールパネル、 HP ソ 
リューシヨンセンター （ Windows )、 または HP デバイスマネージ 
ャ (Mac OS X )で推定インクレベルを確認します。 

注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジを準備し 
てください。印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク 
力ートリッジを交換する必要はありません。 

注記プリントヘッドとインクカートリッジが良好な状態で、正し 
く取り付けられていることを確認してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス確認レポートの印刷 
• ファクスエラーレホートの印刷 

• ファクスログの印刷と表示 

• ファクスログの消去 
• ファクス処理レポートの印刷 

• 着信識別履歴の印刷 

ファクス確認レポートの印刷 

ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要が 
ある場合は、以下の手順に従って、ファクスを送信する前に、ファクス 
送受信の確認を有効にします。[送信]または[送受信]を選択します。 
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デフォルトのファクス確認設定は、[オフ]です。つまり、ファクスが 
送受信されるたびに確認レポートは印刷されません。ただし、送受信 
のたびに、ファクスの送受信に成功したかどうかを示す簡単な確認メッ 
セージがコントロールパネルのディスプレイに表示されます。 

デバイスのコントロールパネルからファクス送受信の確認を有効にす 
るには 

1. セットアップを押します。 

2. [レポートの印刷]を押し、[ファクスの確認]を押します。 

3. 右矢印ボタンを押して次のいずれかの設定を選択し、 0 K (0) 
を押します。 


[オフ] 

ファクスの送受信に問題がない時は、ファクス確認 
レポートを印刷しません。これがデフオルト設定 
値です。 

[送信] 

ファクスの送信ごとにファクス確認レポートを印刷 
します。 

[受信] 

ファクスの受信ごとにファクス確認レポートを印刷 
します。 

[送受信] 

ファクスの送受信ごとにファクス確認レポートを印 
刷します。 


* ヒント[送信]または[送受信]を選択して、メモリから送信 
するファクスをスキヤンする場合は、ファクスの最初のぺ一 
ジの画像を[送受信の確認]レポートに含めることができま 
す。セットアップを押して、[ファクス送信レポートの画 
像]を選択します。[オン]を選択して OK ( O ) を押します。 

組み込み Web サーバからファクス送受信の確認を有効にするには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの詳細設定]をクリ 
ックします。 

2. [ファクスの確認]ドロップダウンメニューで選択を行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 
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ファクス エラー レポ ー トの印刷 

送受信中にエラーが起きたときにレポートを自動印刷するようにデバイ 
スを設定できます。 

デバイスがファクスエラーレポートを自動印刷するようにデバイスの 
コン トロールパネルで設定するには 

1. セットアップを押します。 

2. [レポートの印刷]を押し、[ファクスエラーレポート]を押し 


ます。 

3. 右矢印ボタンを押して次のいずれかの設定を選択し、 OK ( O ) 


を押します。 

[送受信] 

ファクスエラーが発生するたびに印刷されます。 
これがデフォルト設定値です。 

[オフ] 

ファクスエラ_レポ_卜は印刷されません。 

[送信] 

送受信エラーが発生するたびに印刷されます。 

[受信] 

受信エラーが発生するたびに印刷されます。 


デバイスがファクス エラー レポートを自動印刷するように組み込み 
Web サーバで設定するには 

1. [設定]タブをクリックし、左枠の[ファクスの詳細設定]をクリ 
ックします。 

2. [ファクスエラーレポート] ドロップダウンメニューで選択を 
行います。 

3. [適用]ボタンをクリックします。 


ファクスログの印刷と表示 


ログには、デバイスのコントロールパネルから送信されたファクス 
と、受信したファクスすべてが表示されます。 

デバイスが送受信したファクスのログを印刷できます。ログの各エン 
トリには、次の情報が含まれます。 

• 送受信の日付と時刻 
• 種類（受信または送信） 

• ファクス番号 
• 所要時間 
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• ページ スウ 

• 送受信の結果（ステータス） 

HP フォトイメージングソフトウェアでファクスログを表示するには 

1. コンビュータで HP フォトイメージングソフトウェアを開き 
ます。詳細については' HP フォトイメージングソフトウェ 
アを使用す る を參照してください。 

2. 詳細については HP フォトイメージングソフトウェアのオン 
スクリーンヘルプを參照してください。 

ログには、デバイスのコントロールパネルと HP フォトイメ 
—ジングソフトウェアから送信されたファクスと、受信した 
ファクスすべてが表示されます。 

デバイスのコントロールパネルからファクスログを印刷するには 

1. デバイスのコントロールパネルにあるセットアップを押しま 
す。 

2. 矢印キーを押して[レポートの印刷]に移動し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

3. 矢印キーを押して[ファクスログ]に移動し、 OK ( O ) を押しま 
す。 

4. OK ( O ) を再び押してログを印刷します。 

組み込み Web サーバでファクスログを表示するには 
▲[情報]タブで、左枠の[ログ]をクリックし、[ファクスログ]サ 
ブタブをクリックします。 


ファクスログの消去 

次の手順でファクスログを消去します。 

デバイスのコントロールパネルからファクスログを消去するには 

1. デバイスのコントロールパネルにあるセットアップを押しま 
す。 

2. 矢印キーを押して[ツール]に移動し、 OK ( O ) を押します。 

3. 矢印キーを押して[ファクスログの消去]に移動し、 OK ( O ) を 
押します。 
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組み込み Web サーバでファクスログを消去するには 

1. 組み込み Web サーバ（ネツトワーク接続）：[設定]タブをクリ 
ツクし、左枠の[ファクスオプション]をクリツクします。 

2. [ファクスログの消去]セクションで、[クリア]ポタンをクリツ 
クします。 


ファクス処理レポートの印刷 

ファクス処理レポートには、最近行ったファクス処理の詳細が印刷され 
ます。レポートには、ファクス番号、ぺージ数、ファクスのステータス 
が記載されます。 


ファクス処理レポ_卜を印刷するには 

1. デバイスのコントロールパネルにあるセットアップを押しま 
す。 

2. 矢印キーを押して[レポートの印刷]に移動し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

3. 矢印キーを押して[最終の処理]に移動し、 OK ( O ) を押します。 


着信識別履歴の印刷 

次の手順で着信識別ファクス番号リストを印刷します。 

着信識別履歴を印刷するには 

1. セットアップを押し、プリンタレポート、着信識別履歴の順 
に選択します。 

2. OK ( O ) を押します。 

ファクスのキャンセル 

送受信中のファクスはいつでもキャンセルすることができます。デバイ 
スは、既に印刷を開始したページをすべて印刷してから、残りのファク 
スをキャンセルします。しばらく時間がかかる場合があります。 

ファクスをキャンセルするには 

▲ 送受信しているファクスを中止するには、デバイスのコントロ 
—ルパネルでキャンセルを押します。ファクスの送受信が停 
止しない場合は、キャンセルをもう一度押します。 

デ/《イスは、既に印刷を開始したべージをすべて印刷してか 
ら、残りのファクスをキャンセルします。しばらく時間がか 
かる場合があります。 
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番号のダイヤルを中止するには 

▲ダイヤルを中止するには、キャンセルを押します。 
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7 コ ピー 

高品質のカラー コ ピーおよび モノクロコ ピーを、さまざまな種類やサ 
イズの用紙で作成することができます。 


& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN - in-One が接続されていて、そのコンビュータに ロ グイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。 Windows のタスクバーの HP Digital 
Imaging Monitor は常にオンである必要があります。 Macintosh コ 
ンピュータの場合、ソフトウェアをインス！ルすれば、コンピュ 
—夕をオンにすると、必ず使用可能になります。 

使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を参照してください。 

注記文書のコピー中にファクスを受信すると、受信したファクスは 
コピーが終了するまでデバイスメモリに保存されます。これによ 
り、メモリに保存されるファクスページ数を削減できます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• コピーの作成 
• コピー設定の変更 
• コピー枚数の設定 
• コピー用紙サイズの設定 
• コピー用紙の種類の設定 
• コピー速度と品質の変更 

• レターまたは A 4 用紙に合わせて原稿のサイズを変更 

• リ——ガルサイ ズの文書を レタ——用糸氏にコ c ——する 

• コ ピーの濃淡の調整 
• コ ピーの薄い部分を強調 
• コ ピーの部単位で印刷 

• コピーにマージンの変更を適用する 

• 両面コピ_ 

• コピー ジョブのキャンセル 


コピ_の作成 

デバイスの コン ト ロール パネルから高画質の コ ピーを作成できます。 
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& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAN - in-One が接続されていて、そのコンビュータにログイ 
ンする必要があります。ソフトウェアがインストールされ、実行さ 
れている必要があります。 Windows のタスクバーの HP Digital 
Imaging Monitor は常にオンである必要があります。 Macintosh コ 
ンピュータの場合、ソフトウェアをインス！'•—ルすれば、コンピュ 
—夕をオンにすると、必ず使用可能になります。 

使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 
を参照してください。 


コピーを作成するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 原稿はスキヤナのガラス面に下に向けてセットするか 、 ADF 
にセットします。詳細については、 原稿のセッ ト をご覧くださ 
い0 

3. 次のいずれかの操作を行います。 

• モノクロコピーを行うには、コピースタート•モノクロま 
たは、 PC コピー開始•モノクロを押します。 

• カラーコピーを行うには、コピースタート-カラーまた 
は、 PC コピー開始-カラーを押します。 


猷注記カラー原稿の場合は、コピースタート-モノクロまた 
は、 PC コピー開始-モノクロを押すとモノクロコピーに 
なり、コピースタート-カラーまたは、 PC コピー開始-力 
ラーを押すとフルカラーコピーになります。 

注記 Macintosh コンピュータを使用している場合は、コン 
ピュータでコピーのプレビューについて確認してくださし、。 
必要に応じてプレビュー画像を編集し、[適用]をクリックし 
てコピ を印刷します。 


コピー設定の変更 

コピー設定をカスタマイズすると、ぼぼすベてのコピーに対応すること 
ができます。 
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コピー設定を変更しても、その変更は現在のコピー操作にのみ反映され 
ます。今後すベてのコピー操作にその設定を適用するようにするに 
は、その変更をデフオルトとして設定する必要があります。 

現在の設定を今後も使用できるようにデフオルトとして保存するには 

1. コピーを 押して、メニューの設定に必要な変更を加えます。 

2. コピーを押し、[新しいデフオルトに設定]が表示されるまで矢 
印キーを押します。 

3. 矢印キーを押して[はい]を選択し、 0 K (0) を押します。 

コピー枚数の設定 

デバイスの コントロー ルパネルの [コピー 枚数]オプ シヨンを 使用し 
て、印刷する コピー 枚数を設定できます。 

デバイスの コントロー ルパネルから コピー 枚数を設定するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 原稿はスキヤナのガラス面に下に向けてセットするか 、 ADF 
にセットします。詳細については、 原稿のセッ ト をご覧くださ 
い0 

3. [コピー枚数]が表示されるまで、繰り返しコピーを押しま 
す。または、コピー枚数を押します。 

4. ►を押すか、キーパッドを使用して、コピー枚数を入力します 

* ヒント矢印ボタンを押し続けるとコピー枚数が5枚ずつ増 
えるので、コピー枚数が多い場合に便利です。_ 

5. コピースタート•モノクロ、 PC コピー開始•モノクロ、コピ 
ースタート-カラーまたは、 PC コピー開始-カラーを押し 
ます。 

コピー 用紙サイズの設定 

デバイスで用紙サイズを設定できます。用紙サイズは、給紙トレイに 
セツトした用紙に合わせて設定します。 


& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用してぃる場合、この設定は利用できません。使用してぃるモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の 検索 を參照して〈ださ 
い0 
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デバイスの コントロール パネルから用紙サイズを設定するには 

1. [コピー用紙サイズ]が表示されるまで、繰り返しコピーを押し 
ます。 

2. 適切な用紙サイズが表示されるまで►を押し、 0 K (0) を押し 
ます。 

3. コピースタート•モノクロまたはコピースタート-カラーを 
押します。 

コピー用紙の種類の設定 

デバイスで用紙の種類を設定できます。 


& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 を参照してくださ 
い0 


デバイスのコントロールパネルからコピー用紙の種類を設定するには 

1. [用紙の種類]が表示されるまで、繰り返しコピーを押します。 

2. 適切な用紙の種類が表示されるまで ► を押し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

3. コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを 

押します。 

次の表を參照して、給紙トレイにセツトされている用紙に対応する用紙 
の種類の設定を選択してください。 


歐注記選択した用紙サイズが対応していない用紙の場合、その用紙は 
一覧に表示されません。用紙の種類の一覧を更新するには、用紙サ 
イズを変更します。 
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コピー速度と品質の変更 

デバイスには、コピーの速度と品質に関する3つのオプションがあり 

ます。 

• 高画質 (3 つ星）は、各種用紙をより美しく印刷し、塗りつぶし領域 
に縞模様が出ないように仕上げます。高画質は、他の品質設定より 
もコピー 時間がかかります。 

• 標準 (2 つ星）は、ほとんどのコピーに適した、高画質な出力設定で 
す。標準は、高画質よりも短時間でコピーできます。これがデフォ 
ルト設定値です。 

• はやい （1 つ星）は標準設定より短時間でコピーできます。文字の印 
刷品質は標準設定と変わりませんが、グラフィックスの品質はやや 
低下します。はやい設定でコピーをすると、インクの消費量が少な 
いので、インクカートリツジの寿命が延びます。 


& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 を參照して〈ださ 
い0 


デバイスの コン ト ロー ルパネルから コピー 品質を変更するには 

1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. 原稿はガラス面に原稿を下に向けてセツトするか、 ADF にセ 
ツトします。 

3. コピー領域で、適切な品質設定が点灯するまで品質を繰り返 
し押します。 

4. コピースタート-モノクロまたはコピースタート-カラーを 
押します。 


& 注記一部のモデルでは、[高画質]を選択して、メディアをフォトメ 
ディアに設定すると、最高品質でコピーされます。 
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レターまたは A4 用紙に合わせて原稿のサイズを変更 

原稿の画像や文字がページ全体に配置されて、余白がない場合は、[用 
紙適合]または[ページ全体91%]を使用すると、原稿を縮小でき、端の 
文字や画像が不必要にトリミングされることを防ぐことができます。 



W 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 を参照してくださ 
い0 

：9：ヒントまた、[用紙適合]で用紙サイズの印刷可能領域内に合わせ 
て、小さな写真を拡大することもできます。ただし、原稿の縦横比 
を変えずに拡大する、または端をトリミングせずに拡大するため、 
用紙の端に不均等な余白がそのまま残ることがあります。 


デバイスのコントロールパネルから文書のサイズを調整するには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 原稿はスキヤナのガラス面に下に向けてセットするか、 ADF 
にセットします。 

3. 縮小/拡大が表示されるまで、コピーを押します。 

4. [ページ全体91%]が表示されるまで ► を押し、 OK ( O ) を押し 
ます。 

5. コピースタート-モノクロ、 PC コピー開始-モノクロ、コピ 
—スタート-カラーまたは、 PC コピー開始-カラーを押し 

ます。 
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リーガルサイズの文書をレター用紙にコピーする 

[リーガル > レター 72%]設定を使用して、レター用紙に合うようにリー 
ガルサイズの文書の コ ピーを縮小できます。 

啟注記例に表示されている倍率は[リーガル>レター72%]、ディスプ 
レイの表示とは一致しない場合があります。 



リーガルサイズの文書を レター 用紙に コピーす るには 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 自動ドキュメントフイーダに原稿をセットします。 

3. 縮小/拡大が表示されるまで、コピーを押します。 

4. [リーガル > レター 72%]が表示されるまで►を押し、 OK ( O ) を 
押します。 

5. コピースタート-モノクロ、 PC コピー開始-モノクロ、コピ 
ースタート-カラー または 、 PC コピー開始-カラー を押し 
ます。 

コピーの濃淡の調整 

[薄く/濃く]オプションを使用すると、コピーのコントラストを調整で 
きます。 


& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用してぃる場合、この設定は利用できません。使用してぃるモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の 検索 を參照してくださ 
い0 
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デバイスの コン ト ロール パネルから コピーのコン トラストを調整する 
には 

1. 用紙が給紙トレイにセットされていることを確認します。 

2. 原稿はスキヤナのガラス面に下に向けてセットするか、 ADF 
にセットします。 

3. [薄く/濃く]が表示されるまで、繰り返しコピーを押します。 

4. 次のいずれかの操作を行います。 

• ►•を押して、コピーを濃くします。 

• 嫜を押して、コピーを薄くします。 

5 . コピースタート-モノクロ または コピースタート■カラー を 
押します。 

コピーの薄い部分を強調 

[写真]強調を使用すると、白に見えてしまう薄い色を強調することがで 
きます。[写真]強調でコピーするときに起こりやすい次のような問題 
を解消または軽減するには、[文字]強調を使用するのも有効です。 

• コピー上で色のドットが文字の回りにはみ出している。 

• 大きい モノクロ 文字がまだらで、なめらかでない。 

• カラーの細かい図または線に、黒い部分がある。 

• ライトグレ _ からミディアムグレ _ の部分に、グレ _ がかったまた 
は白い帯状の横線が現れる。 

& 注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 を参照してくださ 
い0 


デバイスのコントロールパネルから露出過度の写真をコピーするには 

1. 用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 

2. スキヤナのガラス面に原稿を下に向けてセツトします。原稿は 
スキヤナのガラス面に下に向けてセツトするか、 ADF にセツ 
卜します。 

3. [強調]が表示されるまで、繰り返しコピーを押します。 

4. [写真]補正設定が表示されるまで►を押し、 OK (0> を押しま 
す。 

5. コピースタート■カラーを押します。 
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コピーの 部単位で印刷 


& 注記丁合いは一部のモデルでのみ使用できます。 

注記 HP Officejet 6500 (E709d) または HP Officejet 6500 (E709r) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の 検索 を 參照してくださ 
い0 


丁合い機能を使用すると、自動ドキュメントフイーダー （ADF) に読み 
取られる順番どおりに部単位でコピーを作成することができます。すべ 
てのコピーは印刷前にデバイスメモリに読み取られます。 


歐注記読み取りおよび丁合い可能な最大ページ数は、モデルにより異 
なります。文書が大きすぎる場合は、いくつかのジョブに分割して 
ください。 

注記用紙サイズが[自動]に設定されている場合、コントロールパ 
ネルに設定された地域により、用紙はレターサイズ、または A4 サ 
イズに設定されます。レターサイズも A4 サイズも使用しない場合 
は、用紙設定を手動で変更する必要があります。用紙の種類が[自 
動]に設定されている場合、コピー用紙の種類は[普通紙]がデフオル 
卜になります。普通紙を使用しない場合は、用紙の種類を手動で変 
更する必要があります。 


コントロールパネルからコピ _ を部単位で印刷するには 

1. ADF に原稿をセットします。詳細については、 原稿のセット 
をご覧ください。 

2. 部単位で印刷が表示されるまで、繰り返しコピーを押します。 

3. [オン]設定が表示されるまで►を押し、 OK(O) を押します。 

コピーにマ_ジンの変更を適用する 

余白の変更を使用すると、綴じ込み印刷や3穴パンチが使用できるよ 
うに、コピーした画像をページ上で移動させることができます。画像は 
右に3/8インチずつ移動します。 

歐注記「余白の変更」機能ではコピーした画像が縮小されないため、 
画像の右端が切り取られる場合があります。 
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注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 を參照してくださ 
い。 


コントロールパネルから余白の変更を適用するには 

1. 原稿はスキヤナのガラス面に下に向けてセツトするか 、 ADF 
にセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト をご覧くださ 
い。 

2. 部単位で印刷が表示されるまで、繰り返しコピーを押します。 

3. [オン]設定が表示されるまで ► を押し、 OK ( O ) を押します。 

両面コピー 


歐注記両面コピー機能は一部のモデルでのみ使用できます。両面コピ 
—機能を使用できない場合、このオプションは表示されません。 


両面コピー機能を使用すると、用紙の両面にコピー印刷することができ 
ます。これは、フラットベッドスキャナまたは ADF を使用して行われ 
ます。 


&注記フラットベッドスキヤナからコピーする場合、次のページを 
セットするタイミングが画面に表示されます。 

両面コピー機能は、小さなサイズのメディアには対応していません。 

注記 HP Officejet 6500 ( E 709 d ) または HP Officejet 6500 ( E 709 r ) を 
使用している場合、この設定は利用できません。使用しているモデ 
ルを確認するには、 デバイスのモデル番号の検索 を参照してくださ 
い0 


コントロ _ ルパネルで両面コピ _ するには 

1. 原稿はスキヤナのガラス面に下に向けてセツトするか 、 ADF 
にセツトします。詳細については、 原稿のセツ ト をご覧くださ 
い。 

2. 両面が表示されるまで、繰り返しコピ _ を押します。 

3. ►を押して[片面]または[両面]を選択して、 OK ( O ) を押しま 
す。 
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コピージョブのキャンセル 

コピーを中止するには、デバイスの コン トロールパネルのキャンセル 
を押します。 
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8 構成と管理 

このセクションは、デバイスを管理する管理者および担当者を対象とし 
ています。このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスの管理 
• デバイス管理 ツー ルの使用 
• プリンタ ステー タスページの理解 

• ネットワーク設定ページの理解 

• ネットワークオプションの構成 
• デ/ くイスのファクス機能のセットアップ 

• デ/くイスの構成 ( Windows ) 

• デバイスの設定 (Mac OS X ) 

• デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルのみ) 

• ソフトウェアのアンインス！ルと再インス！ル 


デバイスの管理 

次は、デバイス管理に使用する一般的なツールの一覧です。これらの 
ツールへのアクセスと使用情報については、 デバイス管理ツールの使用 
を参照してください。 


歐注記特定の手順には、他の方法が含まれる場合があります。 


Windows 

• デバイスのコントロールパネル 
• プリンタドライバ 

• ツ _ ルボックス 

• ネットワークツールボックス 
• 組み込み Web サーバ 


Mac OS X 

• デバイスのコントロールパネル 

• HP デバイス マネー ジャ 

• HP プリンタユーティリティ 
• 組み込み Web サーバ 
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このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

* デバイスの監視 

• デバイスの管理 

デバイスの監視 

このセクションには、デバイスの監視手順が記載されています。 


使用するツール 

次の情報を取得 

デバイスのコントロールパネル 

処理中のジョブの状態、デバイス 
の動作状態、インクカートリッジ 
の状態に関する情報を取得します。 

組み込み Web サーバ 

• プリンタステータス情報：[情 
報]タブをクリックし、左枠の 
選択をクリックします。 

• 累計インクとメディア使用量： 
[情報]タブをクリックし、左枠 
の[使用状況レポート]をクリ 
ックします。 

ツールボックス （ Windows ) 

インクカートリッジ情報：[推定 
インクレべノレ]タブをクリックし 
てインク残量情報を表示し、スク 
口ールして[力ートリッジの詳細] 
ボタンを表示します。[力一トリッ 
ジの詳細]ボタンをクリックして 
プリントカートリッジと使用期限 
に関する情報を表示します。 

ネットワークツールボックス 

ネットワ _ ク設定を表示ツ _ ルボ 
ックスで[ネットワーク設定]タブ 
をクリックします。 

HP プリンタユーティリティ 
(Mac OS X ) 

インクカートリッジ情報：[情報 
とサポート]パネルを開いて、[サ 
プライ品ステータス]をクリック 
します。* 

HP ソリューションセンター 

デバイスの現在のステータス。 


* インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を促すこ 
とを目的としています。インク残量が少ないという警告が表示された 
ら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジを準備してください。 
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印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインクカートリツジを 
交換する必要はありません。 

デバイスの管理 

この セクションには、デバイスの管理と設定の変更に ついての 情報が記 


載されています。 

使用するツール 

操作内容 

デバイスのコントロールパネ 
ノレ 

• 言語と国/地域：セットアップを押 
し、[基本設定]メニューを開きま 
す。国/地域が不明な場合は、 

「99」を押し、リストから目的の 
国/地域を探します。 

• サウンドエフェクトのボリュー 
ム：セットアップを押し、[基本設 
定]メニューを開きます。 

• ファクス音のボリューム：セット 
アップを押し、[ファクスの基本設 
定]で[ファクス音のボリューム]を 
選択します。 

• 自動レポート印刷：セットアップ 
を押し、[レポ_卜の印刷]メニュー 
を開きます。 

• ダイヤル方式の設定：セットアッ 
プを押し、[ファクスの基本設定] 
メニューを開きます。 

• リダイヤルオプションの設定：セ 
ットアップを押し、[ファクスの詳 
細設定]メニューを開きます。 

• 日付と時刻の設定：セットアップ 
を押し、[ツール]を押して、[日付 
と時刻]を押します。 

組み込み Web サーバ 

• 組み込み Web サーバのパスワード 
の設定：[設定]タブをクリック 
し、左枠から[セキュリティ]をク 
リックします。 

• デバイスのメンテナンス作業の実 
行：[設定]タブをクリックし、左 
枠から[デバイスサービス]をクリ 
ックします。 
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使用するツール 

操作内容 


• 言語または国/地域：[設定]タブを 
クリックし、左枠から[国際]をク 
リックします。 

• ネットワーク構成を設定する：[ネ 
ットワーキング]タブをクリック 
し、左枠のオプションをクリック 
します。 

• サプライ品の注文：任意のタブ 
で、[サプライ品の注文]ボタンを 
クリックし、画面の指示に従いま 
す。 

• サボート：任意のタブで、[サボー 
卜]ボタンをクリックし、画面の指 
示に従います。 

• 日付と時刻の設定：[設定]タブを 
クリックし、左枠の[日時]をクリ 
ックし、フィールドに必要な値を 
入力して、[適用]をクリックしま 
す。 

ツールボックス （ Windows ) 

• デバイスのメンテナンス作業の実 
行：[サービス]タブをクリックし 
ます。 

• ネットワ_クの設定：[ネットワ_ 

ク]タブをクリックし、ボタンをク 
リックして[ネットワ _ クツ _ ルボ 
ックス]を起動します。 
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使用するツール 

操作内容 

ネットワークツールボックス 

ネットワーク設定の表示と変更。[ッ— 

ルボックス]から[ネットワーク設定] 

タブをクリックします。 

• 設定の変更：[設定の変更]ボタン 
をクリックします。 

• ネットワーク診断の実行（ネットワ 
-クブリ ンタ接続確認）： 

。プリンタが接続されていない場 
合、[設定の変更]、[ネットワー 
ク診断を実行]の順にクリック 
します。 

。プリンタが接続されている場 
合、ツールボックスが開いた 
ら、[ユーティリティ]タブ、[ネ 
ットワーク診断を実行]の順に 
クリックします。 

• プリンタの IP アドレスの変更：[ネ 
ットワーク設定]タブで、接続によ 
り、[ワイヤード]または[ワイヤレ 
ス]タブをクリックして、 [ IP 設 
定]を編集し、 [ OK ] をクリックし 
ます。 

• プリンタの DNS 設定の変更：[ネ 
ットワーク設定]タブで、接続によ 
り、[ワイヤード]または[ワイヤレ 
ス]タブをクリックして、 [ DNS 設 
定]を編集し、 [ OK ] をクリックし 
ます。 

• ワイヤレスネットワークテストレ 
ポートを印刷：[ネットワーク設 
定]タブで、[ユーティリティ]タブ 
をクリックし、[ワイヤレスネット 
ワークテストレポートを印刷]を 
クリックします。 

HP プリンタユーテイリテイ 
(Mac OS X ) 

デバイスのメンテナンス作業の実 
行：[情報とサボート]パネルを開 
き、実行する作業のボタンをクリック 
します。 


デバイスの管理 129 






第 8 章 


デバイス管理 ツールの 使用 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ツーノレボックス （ Windows ) 

• HP ソリューションセンターの彳吏用 （ Windows ) 

• 組み込み Web サ ー バ 

• HP プリンタユーティリティ （ MacOSX ) 

• HP デバイスマネージャの使用 （ MacOSX ) 


ツールボックス (Windows) 

ツールボックスでは、デバイスのメンテナンス情報が提供されます。 


歐注記コンピュータがシステム要件を満たしている場合、ツールボッ 
クスは、フルインストールオプションを選択してスタータ CD から 
インス I ルできます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ツール ボックスを開く 

• ツール ボックスタブ 

• ネ•ットワークツーノレボックス 

ツールボックスを開く 

• HP Solution Center で、[設定]メニューをクリックし、[印刷設定] 

をポイントして、[プリンタツールボックス]をクリックします。 

• タス クバーの [HP DigitaNmaging Monitor ] を 右クリックし、 [プリン 
タモデル名]をポイントして、[プリンタツールボックスの表示]を 
クリックしす。 

• [印刷設定]から、[機能]タブ、[プリンタサービス]の順にクリック 
します。 
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ツール ボックスタブ 

ツールボックスには、次のタブが含まれます。 


タブ 

内容 

推定インクレベル 

• インク量情報：各力一トリッジの 
予想インク量が表示されます。 

注記インク残量の警告およびイン 
ジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。イ 
ンク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよ 
う、交換用の力一トリッジを準備 
してください。印刷品質が使用に 
耐えないレベルに達するまでイン 
クカートリッジを交換する必要は 
ありません。 

• オンラインショップ：デバイスの印 
刷サプライ品をオンラインで注文 
できる Web サイトにアクセスでき 
ます。 

• カートリッジダイヤル：デバイス 
のサプライ品を注文するための電 
話番号が表示されます。一部の国/ 
地域では電話番号が表示されませ 
ん〇 

• カートリッジの詳細：セットされ 
ているインクカートリッジの製品 
番号を示します。 

サービス 

• プリンタステ_タスレポ_卜を印 
刷： デバイスのプリンタステータ 
スぺ _ ジを印刷します。このぺ _ 
ジにはデバイスとインクカートリ 
ッジに関する情報が記載されま 
す。詳細については、 プリンタス 
テータスページの理解を ご覧くだ 
さい。 

• プリントへッドの調整：プリント 
へッドの調整方法をガイドしま 
す。詳細については、 プリンタを 
調整す るをご覧ください„ 

• プリントヘッドのクリーニング： 
プリントへッドのクリーニング方 

H 飄■輕5 31 
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タブ 

内容 

ネットワーク 

注記[ネットワーク]タブは、 
デバイスにアクティブなネッ 
トワーク、またはワイヤレス 
接続がある場合のみ表不され 
ます。 

[ネットワーク]タブには、現在アクテ 
ィブなネットワーク設定が表示されま 
す。[設定の変更...]をクリックして、 
[ネットワークツールボックス]を開 
き、ネットワーク設定を変更して、診 
断テストを実行します。 


ネットワークツールボックス 

[ネットワークツールボックス]では、一部のネットワーク設定の表示 
と変更が行えます。 IP アドレスの変更、ワイヤレスのオン/オフ、テス 
卜の実行、およびレポートの印刷が行えます。 

[ネットワ _ クツ_ルボックス]を開くには 

1. ツールボックスを開く 

2. [ネットワーク設定]タブをクリックします。 

3. [設定を変更…]ボタンをクリックします。 

[ネットワ_クツ_ルボックス]タブ 

1. [全般]:プリンタの現在のネットワーク接続設定を表示します。 

2. [ワイヤ]設定：ューザーに、有線接続に対する IP 設定と DNS 
サーバの変更を許可します。 

3. [ワイヤレス]設定（プリンタが、ワイヤレス接続をサボートし 
ている場合のみ）：ユーザーにワイヤレスのオン/オフ、および 
IP アドレス、または DNS サーバの変更を許可します。 

4. [ユー テイリテイ]: 

a . [ネットワーク診断の実行]-ネットワークトラブルシュー 
ティ ングを実行します。 

b . [ワイヤレスネットワークテストレポートを印刷]-ワイヤ 

レス機能を持つプリンタのみ 

c . [ワイヤレスネットワークチュートリアルを表示]-ワイヤ 

レス機能を持つプリンタのみ 

d . [ワイヤレスネットワーク FAQ を表示]-ワイヤレス機能を 
持つプリンタのみ 

HP ソリューションセンターの使用 （ Windows ) 

Windows コンピュータでは 、 HP Solution Center が HP ソフトウェア 
のエントリポイントです 。 HP Solution Center を使用すると、印刷設 
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定の変更、サプライ品の注文、オンスクリーンヘルプへのアクセスが 
できます。 


HP Solution Center で使用できる機能は、取り付けたデバイスによって 
異なります。 HP Solution Center は、選択したデバイスに関連するア 
イコンを表示するようにカスタマイズされます。選択したデバイスに 
特定の機能が搭載されていない場合、その機能のアイコンは HP Solution 
Center に表示されません。 

ソリユーシヨンセンターを開くには、以下のいずれかの方法を使用し 
ます。 

デスクトップのソリユーシヨンセンターアイコンをダブルクリックし 
ます。 

-または- 

タスクバーの Digital Imaging Monitor アイコンをダブルクリックしま 
す。 


組み込み Web サーバ 

デバイスがネットワークに接続されている場合、組み込み Web サーバ 
を使用してコンピュータからステータス情報の表示、設定の変更、およ 
びデバイスの管理などを行うことができます。 

&注記組み込み Web サーバのシステム必要条件のリストについて 
は' 組み込み Web サーバの仕様 を参照してください。 

パスワードが必要となり、制限される設定もいくつかあります。 

インターネットに接続しなくても、組み込み Web サーバを開いて使 
用できます。ただし、一部の機能は使用できません。 

EWS が信頼できないサイトであるという告知が表示される場合があ 
ります。このメッセージをクリックすると、 EWS に入れます。 

組み込み Web サーバ （EWS) は、ユーザーの閲覧時にごく小さなテキ 
ストファイル ( cookie) をハードドライブに置きます。これらのファイ 
ルにより EWS は次回アクセス時にユーザーのコンピュータを認識する 
ことができます。たとえば、 EWS の言語を設定した場合、どの言語を 
^択したかを cookie が記憶しておくため、 EWS を次回開くときにその 
言語が表示されます。一部の cookie (選択した言語を記憶しておく cookie 
など）は各セッションの終了時に消去されますが、その他のもの（ユー 
ザー固有の設定を記憶する cookie など）は手動で消去するまでコンピュ 
_夕上に保存されます。 
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すべての cookie を受け入れるようにブラウザを構成することができま 
すが、 cookie を使用するたびにユーザーに通知するようにブラウザを 
構成すれば、 cookie ごとに受け入れる cookie と拒否する cookie を決定 
することができます。また、ブラウザを使用して不要な cookie を削除 
することもできます。 

眵注記ご使用のデバイスによっては、 cookie を無効に設定した場 
合、以下の機能も無効になります。 

• EWS ブラウザの言語設定を記憶する 
• 既存のページを自動リフレッシュする 

• アプリケーシヨンの中断した箇所から始める（セットアップウイザ 
-ド実行時に特に有効） 

• 自分が変更している最中に同じ設定を他のユーザーに変更されない 
ようにする 

個人情報と cookie 設定の変更方法、および cookie の表示または削除方 
法については、お使いの Web ブラウザの マニュアルを 参照してくださ 
い。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 


• 糸且み込み Web サーハを開、1>_は 

• 組み込み Web サ ー バのぺージ 

組み込み Web サーバを開くには 

組み込み Web サーバは、次の方法で開くことができます。 

歐注記プリンタドライバ （ Windows) または HP プリンタユーティリ 
ティ （Mac OSX) から組み込み Web サーバを開くには、デバイスが 
ネットワークに接続され、 IP アドレスが割り当てられている必要が 
あります。 
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• Web ブラウザ：コンピュータでサボートされている Web ブラウザ 
で、デバイスに割り当てられている IP アドレスまたはホスト名を入 
力します。 

例えば、 IP アドレスが 123.123 .123.123 の場合、以下のアドレス 
を Web ブラウザに入力します。 http://123.123.123.123o 
デバイスの IP アドレスとホスト名は、ワイヤレスステータスレポ 
—卜に表示されています。詳細については、 ネットワーク設定べ一 
ジの 理解 を ご覧ください。 

組み込み Web サーバを開いた後、お気に入りに保存すると、後から 
すばやく開くことができます。 

• Windows タスクバー： HP DigitaNmaging Monitor アイコンを右ク 
リックし、表示するデバイスをポイントし 、 [Network Settings 
( EWS )] をクリックします。 

• Windows Vista :プリンタのアイコンを右クリックし、[デバイス 
Web ぺージ]を選択します。 

• HP プリンタユーティリティ （ MacOSX ) :[プリンタ設定]パネル 
で、[その他の設定]をクリックし、[組み込み Web サーバを開く]ボ 
タンをクリックします。 

組み込み Web サーバのページ 

組み込み Web サーバには、製品情報を表示したりデバイス設定を変更 


できるぺージがあります。ペー 
含まれています。 

-ジには、別の E - サービスへのリンクも 

ページ/ボタン 

内容 

[情報]ページ 

デバイス、インクサプライ品と使用状 
況についてのステータス情報、および 
デバイスイベント（エラーなど）の口 
グが表示されます。 

[設定]ページ 

構成済みの設定を表示し、内容を変更 
することができます。設定を保存して 
おき、設定を紛失した場合に復元する 
こともできます。 

[ネットヮーキング]ぺージ 

ネットワークステータスとデバイスに 
構成されたネットワーク設定が表示さ 
れます。これらのページは、デバイス 
がネットワーク接続されている場合に 
しか表示されません。詳細について 
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ページ/ボタン 

内容 


は. ネットワークオプションの横 成を 
參照してください。 

[サボート]および[サプライ品 
の注文]ボタン 

[サポ_卜]は、サポートサービス数を 
提供します。 

[サプライ品の注文]ボタンで、サブラ 
イ品のオンライン注文に接続できま 
す。 


HP プリンタユーテイリテイ （Mac OS X ) 

HP プリンタユーティリティには、プリント設定の構成、デバイスの位 
置調整、サプライ品のオンライン注文、および Web サイトのサボート 
情報の検索などのツールが含まれています。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• HP プリンタユーティリティを開く 

• HP プリンタユーティリティパネル 

HP プリンタユーティリティを開く 

HP デバイスマネージャから HP プリンタユーティリティを開くには 

1. Dock の HP デバイスマネージャのアイコンをクリックしま 
す。 

歐注記アイコンが Dock に表示されない場合は、メニューバ 
—右側の[スポットライト]アイコンをクリックして、ボッ 
クスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 [HP デバイ 
スマネージャ] エントリをクリックします。 

2. [情報と設定] メニューから、 [プリンタの保守] を選択します。 

3. HP デバイスを選択し、 [コン トロ ー ルキ ー ] をクリックしま 
す。 
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HP プリンタユーテイリテイパネル 

情報とサボートパネル 

• サプライ品ステータス： セットされているインクカートリッジに関 
する情報を示します。 

• デバイス情報： デバイスのモデル番号とシリアル番号についての情 
報が表示されます。このページにはデバイスとサプライ品について 
の情報が表示されます。 

• クリーニング： プリントヘッドのクリーニング方法をガイドしま 
す。 

• 調整： プリントへッドの調整方法をガイドします。 

• HP サボート： HPWeb サイトにアクセスし、デバイスのサボー 
卜、デバイスの登録、および使用済みのプリントサプライ品の返品 
とリサイクルについての情報を表示できます。 
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HP デバイスマネージャの使用 (Mac OS X ) 

Macintosh コンピュータで HP デバイスマネージャソフトウェアを起 
動するには 

1. Dock の HP デバイスマネージヤのアイコンをクリックしま 
す。 


歐注記アイコンが Dock に表示されない場合は、メニューバ 
—右側の[スポットライト]アイコンをクリックして、ボッ 
クスに 「 HP デバイスマネージャ」と入力し、 [HP デバイ 
スマネージャ]エントリをクリックします。 

2. [デバイス]ドロップダウンメニューでデバイスを選択します。 
ここで、ソフトウェアアップデートの確認、ソフトウェアオ 
プシヨンの設定、およびインクカートリッジのインク残量の 
確認などの保守作業を実行することができます。 


& 注記 Macintosh コンピュータの場合、 HP デバイスマネー 
ジャで使用できる機能は選択したデバイスによって異なりま 
す。 

インク残量の警告およびインジケータは、交換用インクを用 
意できるよう情報を提供します。インクの警告メッセージが 
表示されたら、印刷できなくなる前に交換用のインクカー 
トリッジを準備してください。印刷品質が使用に耐えないレ 
ベルに達するまでインクカートリッジを交換する必要はあ 
りません。 

* ヒント HP デバイスマネージャが起動したら、 Dock で、 
HP デバイスマネージャ用のアイコンを選択し、その上にマ 
ウスを置いた状態にすると 、 Dock メニューのシヨートカツ 
卜にアクセスすることができます。 


プリンタ ステータスページの 理解 

プリンタ ステー タス ページの用途： 

• 現在のデバイス情報とインクカートリツジの状態の確認 
• 問題のトラブルシューテイング 

プリンタステータスページには、最近起きたイベントの記録も含まれ 
ます。 
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HP に問い合わせるとき、事前にプリンタ ステー タスページを印刷し 
ておくと、問題の解決に役立ちます。 



• プリンタ情報：デバイス情報（製品名、モデル番号、シリアル番号、 
およびファームウヱアバージョン番号など)、取り付けられているア 
クセサリ（両面印刷ュニットなど)、およびトレイとアクセサリから 
印刷されたページ数が表示されます。 

• インクカートリッジステータス：推定インクレベル（グラフィック 
スによって表示)、製品番号、およびインクカートリッジの有効期限 
が表示されます。 

プリンタステータスページを印刷するには 

• デバイスのコント ロール パネル：セットアップを押して、[レポ ー 
卜の印刷]、[プリンタステータス]の順に選択し、 OK ( O ) を押しま 
す。 

• ツールボックス ( Windows ) :[ザービス]タブをクリックし、[テス 
トページの印刷]をクリックします。 

• HP プリンタユーティリティ （Mac OSX ) :[情報とサボート]パネ 
ルの[デバイス情報]をクリックし、[構成ページの印刷]をクリック 
します。 

ネットワーク設定ページの理解 

デバイスがネットワークに接続されている場合は、ネットワーク設定べ 

—ジを印刷してデバイスのネットワーク設定を表示できます。ネット 

ワーク設定ページは、ネットワーク接続に関する問題のトラブルシュー 
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ティングに役立ちます。 HP に連絡する場合は、電話をする前にこのべ 
_ジを印刷すると役立ちます。 



ネットワーク設定ぺージ 

1. 一般情報：ネットワークの現在の状態とアクティブな接続夕 
イプに関する情報と、組み込み Web サーバの URL などのそれ 
以外の情報が表示されます。 

2. 802.3 有線 LAN : IP アドレス、サブネットマスク、デフオル 

トゲートウェイなどのアクティブなワイヤードネットワーク 
接続に関する情報と、デバイスのハードウヱアアドレスが表 
示されます。 

3. 802.11 ワイヤレス： IP アドレス、通信モード、ネットワーク 
名、認証タイプ、信号強度などの、アクティブなワイヤレス 
ネットワーク接続に関する情報が表示されます。 

4. mDNS :アクティブな Multicast Domain Name System (mDNS) 
接続に関する情報を表示します。 mDNS サービスは主に、従 
来の DNS サーバーが使用されていない小規模なネットワーク 
で (UDP ポート5353を介した） IP アドレスと名前の解決に使 
用されます。 

5. SLP :現在使用している Service Location Protocol (SLP) 接続 
に関する情報を表示します。 SLP は、デバイス管理のため 
に、ネットワーク管理アプリケーションが使用します。この 
デバイスは、 IP ネットワーク上の SNMPvl プロト コルを サポ 
一卜します。 
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デバイスのコントロールパネルからネットワ _ ク設定ぺ _ ジを印刷す 
るには 

セットアップボタンを押し、[ネットワーク設定]を選択し、[ネットワ 
—ク設定ページの印刷]を選択し、 OK ( O ) を押します。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 


ネットワークオプションの構成 

次のセクションで説明する手順に従って、デバイスのコントロールパ 
ネルでデバイスのネットワーク設定を管理することができます。また、 
組み込み Web サーバを使用すればより詳細なネットワーク設定を行う 
ことができます。この Web サーバは既存のネットワーク接続を使用し 
て Web ブラウザからアクセスできるネットワーク構成およびステータ 
スツールです。詳細については、 組み込み Web サーバ を ご覧くださ 
い0 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 基本的なネットワーク設定の変更 

• 詳細なネットワーク設定の変更 

基本的なネットワーク設定の変更 

コントロールパネルのオプションを使用して、ワイヤレス接続の設定 
や管理を行ったり、さまざまなネットワーク管理タスクを実行したりで 
きます。このタスクには、ネットワーク設定の表示、ネットワークの 
デフォルト設定の復元、ワイヤレスのオン■オフ設定、ネットワーク設 
定の変更などが含まれます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ネットワーク設定の表示と印刷 
• ワイヤレスをオン/オフにする（一部のモデルのみ) 

ネットワーク設定の表示と印刷 

デバイスの コン トロールパネルか[ネットワークツールボックス]に各 
種ネットワーク設定を表示することができます。詳細ネットワーク設定 
ページを印刷できます。ネットワーク設定ページには、 IP アドレス、 
リンク速度、 DNS 、 mDNS など、重要なネットワーク設定が一覧表示 
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されます。ネットワーク設定については、 ネットワーク設定ページの理 
II を参照してください。 

1. セットアップボタンを押します。 

2. [レポートの印刷]が強調表示されるまで矢印キーを押し、 0K 
(〇)を押します。 

3. [ネットワーク設定]が強調表示されるまで矢印キーを押し、 OK 
(〇)を押します。 


ワイヤレスをオン/オフにする（一部のモデルのみ） 

ワイヤレスはデフオルトでオンに設定されています。ワイヤレスがオン 
の場合は、デバイス前面のブルーのインジケータが点灯します。ワイ 
ヤレスネットワークへの接続を保つには、無線を常にオンにしておく 
必要があります。しかし、デバイスが有線ネットワークに接続されて 
いたり、 USB で接続されている場合は、無線は使用されません。この 
場合、無線をオフにしておくことをお勧めします。 

1. セットアップ ボタンを押します。 

2. [ネットワーク設定] が強調表示されるまで矢印キーを押し、 OK 
(0) を押します。 

3. ワイヤレスをオンにするには、 [ワイヤレスラジオ] を選択し、 
[はい] を選択します。オフにするには、 [いいえ] を選択します。 

詳細なネットワーク設定の変更 

必要に応じて、ネットワークを詳細に設定することができます。ただ 
し、ネットワーク管理に詳しくない場合は、これらの設定を変更しない 
でください。詳細設定には、[リンク速度]、 [IP 設定]、および[デフオル 
トゲ _ トウェイ]があります。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• リンク速度の設定 

• IP 設定を表示するには 

• IP 設定を変更するには 

リンク速度の設定 

ネットワーク上でのデータ送信速度を変更することができます。デフ 
オルトの設定は[自動]です。 

1. セットアップ ボタンを押します。 

2. [ネットワーク] が強調表示されるまで矢印キーを押し、 0K 
(0) を押します。 
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3. [詳細設定] を選択し、 [接続速度] を選択します。 

4. リンク速度の横の、お使いのネットワ _ ク機器と _ 致する番号 
を押します。 

•[1. 自動] 

• [2. 10 Mb/sec 全二重通信] 

• [3. 10 Mb/sec 半二重通信] 

• [4. 100 Mb/sec 全二重通信] 

• [5. 100 Mb/sec 半二重通信] 


IP 設定を表示するには 


デバイスの IP アドレスを表示するには： 

• ネットワーク構成ページを印刷します。詳細については、 ネットワ 
—ク設定ページの理解 を ご覧ください0 
• または、 [ネッ トワーク ツールボックス] (Windows) を開き、 [ネット 
ワーク設定]タブで、[ワイヤード]または[ワイヤレス]タブをクリ 
ックして（現在の接続により）、 [ IP 設定]をクリックします。 


IP 設定を変更するには 


デフオルトの IP 設定は[自動]で、 IP 設定を自動的に行いますが、ネッ 
トワーク管理に詳しい場合は、 IP アドレス、サブネットマスク、また 
はデフオルトゲートウェイなどを手動で変更できます。 


A 注意 IP アドレスを手動で割り当てる場合は注意が必要です。イン 
ストール時に無効な IP アドレスを割り当てると、各ネットワーク 
コンポーネントからデバイスに接続できなくなります。_ 

1. セットアップボタンを押します。 

2. [ネットワーク]が強調表示されるまで矢印キーを押し、 OK 
(〇)を押します。 

3. [詳細設定]を選択し、 [ IP 設定]を選択し、 [ IP 設定]を選択しま 
す。 

4. IP 設定の横にある以下の番号を押します。 

•[1. IP アドレス] 

• [2 ■サブネットマスク] 

• [3 ■デフオルト ゲー トウェイ] 

5. 変更する内容を入力し、 OK ( O ) をクリックします。 
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デバイスのファクス機能のセットアップ 

[セットアップガイド]に記載されたすベての手順が完了したら、この 
セクションの説明を読みファクスのセットアップを行ってください。 
[セットアップガイド]は後で使用できるように保管してください。 

このセクションでは、ファクス機能が同じ電話回線上の機器やサービス 
と正常に動作するように、デバイスを設定する方法を説明します。 


來ヒントファクスセットアップウイザード ( Windows ) または HP フ 
ァクスセットアップユーテイリテイ （ MacOSX ) を使用して、応答 
モードやファクスのへッダー情報などの重要なファクス設定を簡単 
に設定することもできます。デバイス用にインストールしたソフト 
ウェアから[ファクスセットアップウイザード] ( Windows ) または 
[ HP ファクスセットアップユーテイリテイ] ( MacOSX ) にアクセス 
できます。[ファクスセットアップウイザード] ( Windows ) または 
[ HP ファクスセットアップユーテイリテイ] ( MacOSX ) を起動した 
ら、このセクションの手順に従ってファクスの設定を行います。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ファクス機能のセットアップ（パラレル方式の電話システム) 

• シリアル方式のファクスのセットアップ 


ファクス機能のセットアップ（パラレル方式の電話システム） 

デバイスのファクス機能のセットアップを開始する前に、お住まいの国 
または地域でどのタイプの電話システムを使用しているか確認しま 
す。デバイスのファクス機能のセットアップの説明は、パラレル方式 
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またはシリアル方式のどちらの電話方式を使用しているかによって異な 
ります。 

• お住まいの国または地域が下記の表になければ、シリアルタイプの 
電話方式をご使用のはずです。シリアル方式の電話の場合、共有す 
る電話機器（モデム、電話、留守番電話等）のコネクタの種類が違う 
ため、デバイスの "2- EXT " ポートに接続することはできません。電 
話機器はすべて壁の電話ジャックに接続してください。 


W 注記シリアル方式の電話システムを使用する国または地域の場 
合、デバイス付属の電話コードに別の壁プラグが接続している可 
能性があります。これにより、デバイスを差し込んでいる壁側の 
モジュラージャックに別の通信装置を接続できます。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 


• お住まいの国または地域が下記の表にあれば、パラレルタイプの電 
話方式をご使用のはずです。パラレル方式の電話システムの場 
合、背面の "2- EXT " ポートを使用して、共有する電話機器を電話回 
線に接続することができます。 


歐注記パラレル方式の電話システムの場合は、デバイスに付属の 
2線式電話コードを使用して、壁の電話ジャックにデバイスを接 
続することをお勧めします。 


表 8-1 パラレルタイプの電話の国または地域 


アルゼンチン 

オーストラリア 

ブラジル 

カナダ 

チリ 

中国 

コロンビア 

ギリシア 

インド 

インドネシア 

アイルランド 

日本 

韓国 

南米 

マレ _ シア 

メキシコ 

フイリツピン 

ポーランド 

ポルトガル 

ロシア 

サウジアラビア 

シンガポ ル 

スペイン 

台湾 

タィ 

アメリカ 

ベネズエラ 

ベトナム 
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シリアル方式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場合 
は、最寄りの電話会社にお問い合わせくたさい。 


このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 自宅またはオフィスに合った正しいファクスセットアップの潠択 


ヶース A 

単独のファクス回線（雷話の着信なし1 


ヶース B 

DSL 環境でのデバイスのセットアップ 


ヶース C 

PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのデバイス 


のセット;: 

ヶース D 

r ップ 

同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用 


ヶース E 

雷話とファクスを一緒に利用する 


ヶース F 

電話とファクスとボイスメールザービスを一緒に利用す 


A 

ケース G 

同じ回線でファクスとコンピュータモデムを一緒に利用 


する（電話の着信なし） 

ケース H : 電話とファクスとコンピュータモデムを一緒に利用する 


ヶース丨： 

電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する 


ケース J : 

雷話とファクスとコンピュータモデムと留守番雷話を一 

• 

緒に利用する 

ケース K :雷話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデム 


とボイスメ ールを一緒に利用する 


自宅またはオフィスに合った正しいファクスセットアップの選 
択 

同じ電話回線をデバイスと共有する機器やサービスがある場合、ファク 
スを正常に使用するには、それらの機器やサービスの種類を知っておく 
必要があります。これは、既存のオフィス機器をデバイスに直接接続 
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しなければならない場合に重要です。また、正常にファクスを使用する 
には、ファクスの設定を一部変更しなければならないこともあります。 

1. 電話がシリアル方式かパラレル方式かを判断します (ファクス 
機能のセットアッフ（パラレル方式の電話ンステム) を参照)。 

a. シリアル方式の電話システムの場合- シリアル 方式のファク 
スのセットアップ を參照してください。 

b . パラレル方式の電話システムの場合-手順2に進みます。 

2. ファクスと一緒に利用する機器やサービスの組み合わせを選択 
します。 

• DSL :電話会社を通じてデジタル加入者線 ( DSL ) を利用。 
(DSL は、国/地域によっては ADSL と呼ばれています。） 

• PBX :構内交換機 ( PBX ) システムまたは統合サービスデジ 
タル通信網 ( ISDN ) システム。 

• 着信識別サービス：電話会社の着信識別サービスでは、複 
数の電話番号が与えられ、その電話番号ごとに呼び出し音 
のパターンを変えられます。 

• 電話：電話をデバイスのファクスに使用するのと同じ電話 
番号で受信します。 

• コンピュータダイヤルアップモデム：デバイスと同じ電話 
回線でコンピュータモデムを使用しています。次のいずれ 
かに当てはまる場合は、コンピュータダイヤルアップモデ 
ムを利用しています。 

。ダイヤルアップ接続でコンピュータのソフトウェアアブ 
リケーシヨンから直接ファクスを送受信している。 

。ダイアルアップ接続でコンピュータから電子メールのメ 
ッセージを送受信している。 

。ダイアルアップ接続でコンピュータからインターネット 
を利用している。 

• 留守番電話：デバイスのファクスに使用するのと同じ電話 
番号で電話に応答する留守番電話。 

• ボイスメールサービス:デバイスのファクスと同じ番号での 
電話会社からのボイスメ ールサービスへの加入。 

3. 表から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサービスの 
組み合わせを選択してください。次に、推奨するファクスセ 
ットアップを調べます。各方法については、この後手順を追っ 
て説明します。 
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留守番 

電話 


ファクスと一緒に利用する機器やサービス 


推奨するファク 

スセツ ト アツ 

プ 


ケース A :単独 

のファクス回 

線（電話の着信 

なし). 


〆 


ケース B : DSL 

環境でのデバイ 

スのセツトアツ 

プ 


〆 


ケース C : 

PBX 電話シス 

テムまたは 
ISDN 回線の環 

境でのデバイス 

のセッ>アップ 


〆 


ケース D :同 

じ回線でファク 

スと着信識別サ 

ーヒスを—緒に 

利用 


〆 


ケース E :電話 

とファクスを一 

緒に利用する 


ぽ注記自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明さ 
れていない場合、デバイスを通常のアナログ電話のようにセットア 
ップします。付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャ 
ックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1 -LINE と書かれているポ 
—卜に接続します。他の電話コードを使用している場合は、ファク 
スの送受信に問題が発生することがあります。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続す 
る必要がある場合もあります。 


八 TS 

—1ユダルプム 


話 

111 


i 


PBX 


Ds 


ボス― ; サビ 
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留守番 

電話 


(続き） 

ファクスと一緒に利用する機器やサービス 


推奨するファク 

スセツ ト アツ 

プ 


〆 


ケース F :雷話 

とファクスとボ 

X > ——ノレ サ 

ーヒスを—糸百に 

利用する 


〆 


ケ ー ス: 同 

じ回線でファク 

スとコンピュー 

y モ丁ム ■£： — 

緒 f 利用す_ る 

( 產話の清信从 

丄 a 


ケース H :雷 

g 古とファクスと 

コンピュータ 
モ丁ムを一緒に 

利用する 


〆 


〆 


ケース丨：電話 

とファクスと留 

守番雷話を_緒 

に利用艾る 


〆 


ケース J :電話 

とファクスとコ 

ンピュータモ 

デムと留守番電 

話を一緒に利用 

する 


ケース K :電話 

とファクスとコ 

ンピュータダ 

イヤルアップ 

モデムとボイ 


ピタヤツ デ 

ンーイアモ 

コュダルプム 


話 

111 

■ 


§ 1 ^ 


PBX 


DSL 


ボス「サビ 
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(続き) 


ファクスと一緒に利用する機器やサービス 

推奨するファク 
ス セツ ト アツ 
プ 

DS 

し 

PB 

X 

着信 
識別 
サ- 
ビス 

電話 

コン ピ 
ュー タ 
ダイヤ 
ル アツ 
プモデ 
ム 

留守番 

電話 

ボイ 
スメ 
—— ル 
サ- 
ビス 








スメールを一 

緒に利用する 


ケース A : 単独のファクス回線（電話の着信なし） 

電話を受け付けない単独の電話回線を利用し、この電話回線に他の機器 
を何も接続しない場合は、次のようにデバイスを設定します。 


図 8-1 デバイス背面図 



1 

壁側のモジユラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1-UNE ポー 
卜に接続する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 
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単独のファクス回線の環境にデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


^ 注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
ードを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用してい 
る電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオンにします。 

3. (オプシヨン)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2回) 
に変更します。 

4. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴った 
後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信卜ーンを 
送信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

ケース B : DSL 環境でのデバイスのセットアップ 

電話会社の DSL サービスを利用し、デバイスに機器を接続しない場合 
は、次のように壁側のモジュラージャックとデバイスの間に DSL フィ 
ルタを取り付けます。デバイスが電話回線で正しく通信することがで 
きるように、 DSL フィルタでデバイスを妨害する可能性のあるデジタ 
ル信号を除去します ( DSL は、国/地域によっては ADSL と呼ばれていま 
す。） 


W 注記 DSL を利用しているのにこの DSL フィルタを取り付けない 
と、デバイスでファクスを送受信できな〈なります。 


図 8-2 デバイス背面図 
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1 

壁側のモジユラージャック 

2 

DSL プロバイダから支給された DSL (または ADSL ) 
フィルタおよびコード 

3 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- UNE ポー 
卜に接続する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コ ドを接続する必要がある場合もあります。 


DSL 環境でデバイスをセットアップするには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタの空 
いているポートに、もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE と 
いうラベルの付いたポートに接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、 
ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この専用 
電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードと 
は異なります。 

付属の電話コードは1本なので、このセットアップでは追 
加の電話コードが必要になる場合があります。 


3. DSL フィルタの追加の電話コードを壁側のモジュラージャツ 
クに接続します。 

4. ファクステストを実行します。 

デ/《イスとオプシヨン機器のセツトアツプで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 
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ケース C : PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのデバ 
イスのセツトアップ 


PBX または ISDN コンパータ/夕ーミナルアダプタを使用している場 
合、次の指示に従ってください。 

• PBX または ISDN コンバータ/ターミナルアダプタを使用している 
場合は、ファクスおよび電話用のポートにデバイスが接続されてい 
ることを確認してください。また、ターミナルアダプタがお住まい 
の国/地域に対応したスイツチタイプに設定されていることも確認し 
てください。 


猷注記 ISDN システムの中には、ユーザーが特定の電話機器に応じ 
てポートを設定できるようになつているものがあります。たとえ 
ば、電話と G3 規格のファクスに1つのポートを割り当て、多目 
的用に別のポートを割り当てることができます。 ISDN コンパー 
夕のファクス/電話ポートに接続すると問題が発生する場合は、多 
用途向けのポートを使用してみて〈ださい。このポートには” multi- 
combi" などのラベルが付いている場合があります。 


• PBX システムを使用している場合は、電話の呼び出し音をオフにし 
ます。 


W 注記多くのデジタル PBX システムでは、電話の呼び出し音がエ 
場出荷時の設定で「オン」になっています。電話の呼び出し音 
は、ファクス送信の妨害となり、デバイスでファクスの送受信が 
できなくなります。電話の呼び出し音をオフにする方法について 
は、 PBX システム付属のマニュアルを參照してください。 


• PBX システムを使用している場合は、ファクス番号をダイヤルする 
前に外線番号をダイヤルします。 

• 付属のコードで壁側のモジュラージャックとお使いのデバイスを正 
しく接続します。接続していない場合、ファクスを正しく行うこと 
はできません。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用して 
いる電話コードとは異なります。付属の電話コードでは短すぎる場 
合、お近くの電器店からカプラーを購入して延長することができま 
す。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続す 
る必要がある場合もあります。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
〈のサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 
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ケース D : 同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利 
用 

1本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出し 
音のパターンを変える、電話会社の着信識別ザービスを利用している場 
合は、次のようにデバイスを設定します。 


図 8-3 デバイス背面図 



1 

壁側のモジユラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1- LINE ポー 
卜に接続する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コ ドを接続する必要がある場合もあります。 


着信識別サービスの環境でデバイスをセットアップするには 
1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コードとは異なります。 


2. 自動応答の設定をオンにします。 
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3. [応答呼出し音のパターン]設定を変更して、電話会社がお使い 
のファクス番号に指定した呼び出し音のパターンに合わせま 
す。 


歐注記デバイスの工場出荷時の設定では、すべての呼び出し 
音パターンに応答するよう設定されています。[応答呼出し 
音のパターン]がファクス番号に割り当てられていた呼出し 
音のパターンと一致するように設定しないと、デバイスが電 
話とファクスの両方の呼び出し音に応答してしまったり、ま 
つたく応答しなくなったりすることがあります。 


4. (オプション)[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2回） 
に変更します。 

5. ファクステストを実行します。 

デバイスでは、[応答呼出し音のパターン]設定で選択した呼び出し音の 
パターンの着信に対して、[応答呼出し回数]設定で選択した呼び出し回 
数の後に自動応答します。デバイスは、ファクス受信卜ーンを送信側フ 
ァクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 

ケース E :電話とファクスを一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にオフィス 
機器（またはボイスメ _ ルサ _ ビス）を何も接続しない場合は、次のよ 
うにデバイスを設定します。 


図 8-4 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1-UNE ポー 
卜に接続する 
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(続き) 



国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

電話機（オプション） 


電話とファクスの共有回線環境にデバイスをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コードとは異なります。 


2. 次のいずれかの操作を行います。 

• パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイ 
スの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを 
抜き取り、このポートに電話を接続します。 

• シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続されたデ 
バイスのケーブルの一番先に電話を直接接続します。 

3. ここで、デバイスでのファクス呼び出し音の応答方法を、自動 

または手動に決めます。 

• 着信に [自動] で応答する設定の場合は、デバイスがすべて 
の着信に応答し、ファクスを受信します。この場合、デバ 
イスではファクスと電話を区別できません。着信が電話で 
あると思われる場合、デバイスが着信に応答する前に自分 
で応答する必要があります。デバイスで着信を自動的に受 
信するには、 自動応答 設定をオンにします。 

• ファクスを[手動]で受信する設定の場合は、ファクス受信 
に直接応答しなければ、デバイスでファクスを受信できま 
せん。手動で着信に応答するようにデバイスを設定するに 
は、 自動応答を オフにします。 

4. ファクステストを実行します。 

デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機から 

のファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 

くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 
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ケース F :電話とファクスとボイス メール サービスを一緒に利用 
する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、電話会社のボイスメール 
サービスも利用する場合は、次のようにデバイスを接続します。 


謎注記 ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用して 
いる場合、ファクスを自動受信することはできません。ファクスを 
手動で受信する必要があります。つまり、受信ファクスの着信に応 
答するためにその場にいる必要があります。これ以外にファクスを 
自動受信するには、電話会社に問い合わせて着信識別を利用する 
か、ファクス専用の別回線を取得して〈ださい。 


図 8-5 デバイス背面図 



1 

壁側のモジユラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コー 
ドを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 
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ボイスメ ールザービスの 環境でデバイ スをセットアップするには 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを 
接続する必要がある場合もあります。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コードとは異なります。 

2. 自動応答の設定をオフにします。 

3. ファクステストを実行します。 

ファクス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファク 
スを受信できません。ボイスメールが電話に応答する前にファクスの 
手動受信を開始する必要があります。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 


ケース G :同じ回線でファクスとコンピュータモデムを一緒に 
利用する（電話の着信なし） 

電話を受け付けないファクス回線を利用し、この回線にコンピュータ 
モデムを接続する場合は、次のようにデバイスをセツトアップします。 


歐注記コンピュータにダイヤルアップモデムがある場合、コンピュ 
—夕のダイヤルアップモデムはデバイスと電話回線を共有しま 
す。モデムとデバイスを同時に使用することはできません。たとえ 
ば、コンピュータのダイヤルアップモデムを使用して電子メールを 
送信したりインターネットにアクセスしたりしている最中に、デバ 
イスのファクス機能を使用することはできません。 


• コンピュータのダイヤルアップモデム環境でデバイスをセットアッ 

プするには 

• コンピュータの DSL / ADSL モデム環境でのデバイスのセツ トアップ- 
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コンピュータのダイヤルアップモデム環境でデ/《イスをセットア 
ップするには 

1つの電話回線をファクスの送信とコンピュータのダイヤルアップモ 
デムに使用している場合は、次の手順に従ってデバイスをセツトアップ 
します。 


図 8-6 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コー 
ドを使用する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

モデム搭載コンピュータ 


コンピュータダイヤルアップモデムの環境でデバイスをセットアップ 
するには 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけま 
す。そのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、デバ 
イスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みます。 
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3. デバイスに付属の電話コ_ドの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コ_ドとは異なります。 


4. モデムのソフトウエアで、ファクスをコンピュータに自動受信 
するよう設定している場合は、その設定を解除してくださしヽ。 


&注記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解 
除しないと、デバイスでファクスを受信できなくなります。 

5. 自動応答の設定をオンにします。 

6. (オプション）[応答呼出し回数]設定を最小設定（呼び出し2回) 
に変更します。 

7. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼 出し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴った 
後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信トーンを送 
信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デ/《イスとオプシヨン機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 

コンピュータの DSL / ADSL モデム環境でのデバイスのセットア 
ップ 

DSL 回線があり、その電話回線を使用してファクスを送信する場合 
は、次の手順に従ってファクスをセットアップします。 
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1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL / ADSL フイルタ 


デバイスに付属の電話ジャックの片方の端を、デバ 
イス背部の 1- LINE ポートに接続します。コードの 
もう一方の端を DSL / ADSL フィルタに接続します。 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

4 

コンピュータ 

5 

コンピュータの DSL / ADSL モデム 


歐注記パラレルスブリッターを購入する必要があります。パラレル 
スプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポート 
が2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがあ 
る2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、またはパラ 
レルスプリッターは使用しないでください。 


コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップす 
るには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、 
もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いた 
ポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL フィルタとデバイス背面を接続しない 
と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。この 
専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コー 
ドとは異なります。 

3. DSL フィルタをパラレルスプリッターに接続します。 

4. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 
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5. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続し 
ます。 

6. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、 [応答呼 出 し回数] で設定した数だけ呼び出し音が鳴った 
後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信トーンを送 
信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 

ケース H :電話とファクスとコンピュータモデムを一緒に利用 
する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンピュ 
—タモデムも接続する場合は、次のようにデバイスをセツトアップし 
ます。 


歐注記コンピュータモデムが電話回線をデバイスと共有しているの 
で、モデムとデバイスの両方を同時に使用することはできません。 
たとえば、コンピュータモデムを使用して電子メールを送信したり 
インターネットにアクセスしたりしている最中に、デバイスのファ 
クス機能を使用することはできません。 


• 電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムを一緒に利用 

する 

• 電話とファクスとコンピュータの DSL / ADSL モデムを一緒に利用す 

電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムを一緒に 
利用する 

電話回線をファクスと電話の両方に使用する場合は、次の手順に従って 
ファクスをセットアップします。 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセッ 
トアップする方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータの 
電話ポートが1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、以下に示すように 
パラレルスプリッタ _( カプラーとも呼びます）を購入する必要があ 
ります。（パラレルスブリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背 
面に RJ -11 ポートが2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、 
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背面にブラグがある2線式の電話スブリッター、シリアルスプリッ 
ター、またはパラレルスプリッターは使用しないでください。） 


図 8-7 パラレルスブリッターの例 


• コンピュータの電話ポートが1つある場合は、次の手順に従ってデ 
バイスをセットアップします。 

図 8-8 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス背面の 1- LINE ポートに差し込まれている 
デバイス付属の電話コード 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電 
話コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

パラレルスブリッター 

4 

コンピュータ 

5 

電話 
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電話ポートが1つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセ 

ットアップするには 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけま 
す。コードを壁側のモジュラージャックから切断し、パラレ 
ルスプリッターに差し込みます。 

3. パラレルスブリッターの電話コードを、デバイス背面の 2 -EXT 
というラベルの付いたポートに接続します。 

4. 電話をパラレルスブリッターに接続します。 

5. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


& 注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コードとは異なります。 


6. モデムのソフトウエアで、ファクスをコンピュータに自動受信 
するよう設定している場合は、その設定を解除してくださしヽ。 


歐注記モデムのソフトウエアで自動ファクス受信の設定を解 
除しないと、 HP デバイスでファクスを受信できなくなりま 
す。 
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7. ここで、デバイスでのファクス呼び出し音の応答方法を、自動 

または手動に決めます。 

• 着信に[自動]で応答する設定の場合は、デバイスがすべて 
の着信に応答し、ファクスを受信します。この場合、デバ 
イスではファクスと電話を区別できません。着信が電話で 
あると思われる場合、デバイスが着信に応答する前に自分 
で応答する必要があります。デバイスで着信を自動的に受 
信するには、自動応答設定をオンにします。 

• ファクスを[手動]で受信する設定の場合は、ファクス受信 
[ こ直接応答しなければ、デバイスでファクスを受信できま 
せん。手動で着信に応答するようにデバイスを設定するに 
は、自動応答をオフにします。 

8. ファクステストを実行します。 


歐注記コンピュータの背面に電話ポートが2つある場合には、パラレ 
ルスプリッターを使用する必要はありません。電話はコンピュータ 
のダイヤルアップモデムの “ OUT ” ポートに差し込むことができま 
す。 


デバイスが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機から 
のファクストーンが聞こえた場合は、手動でファクスに応答します。 

電話回線を電話、ファクス、およびコンピュータのダイヤルアップモ 
デムに使用する場合は、次の手順に従ってファクスをセットアップしま 
す。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
〈のサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 

電話とファクスとコンピュータの DSL / ADSL モデムを一緒に利 
用する 

コンピュータに DSL / ADSL モデムがある場合は、次の手順に従います。 
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1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッター 

3 

DSL / ADSL フイルタ 

4 

デバイスに付属の電話コ_ド 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コ ドを接続する必要がある場合もあります。 

5 

DSL / ADSL モデム 

6 

コンピュータ 

7 

電話 


散注記パラレルスブリッターを購入する必要があります。パラレル 
スプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポート 
が2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがあ 
る2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、またはパラ 
レルスプリッターは使用しないでください。 
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コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップす 
るには 

1. DSL フィルタは、 DSL プロバイダから入手してください。 

眵注記 DSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅や才 
フィスの他の場所にある電話は、追加の DSL フィルタに接 
続する必要があります。そうしないと、電話をかけたときに 
ノイズが発生します。 


2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、 
もう一方の端をデバイス背面の 1- LINE というラベルの付いた 
ポートに接続します。 


趑注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL フィルタとデバイスを接続しないと、 
正常にファクスできないことがあります。この専用電話コー 
ドは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なり 
ます。 


3. パラレル方式の電話システムを使用している場合、デバイスの 
背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取 
り、このポートに電話を接続します。 

4. DSL フイルタをパラレルスプリッターに接続します。 

5. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

6. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続し 
ます。 

7. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、[応答呼出し回数]で設定した数だけ呼び出し音が鳴った 
後にデバイスが自動応答します。デバイスは、ファクス受信トーンを送 
信側ファクスに対して発信し、ファクスを受信します。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 
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ケース丨：電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話番号で留守番電 
話も応答する場合は、次のようにデバイスを設定します。 


図 8-9 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

付属の電話コードを使用して、デバイス背面の 1 -LINE 
ポ _ 卜に接続します 


国/地域に対して提供されたァダプタ用の付属の電話コ 
-ドを接続する必要がある場合もあります。 

3 

留守番電話 

4 

電話機（オプション） 


電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する環境でデバイスをセット 
アップするには 

1. デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みます。 


歐注記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信 
側ファクスからのファクストーンが留守番電話に記録され 
てしまい、デバイスでファクスを受信できないことがありま 
す。 
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3. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コ_ドとは異なります。 


4. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必 
要に応じて留守番電話の背面にある " OUT " ポ_卜に電話をつ 
なぐこともできます。 


歐注記 留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留守 
番電話と電話の両方をデバイスに接続するためにパラレル 
スプリッタ ー（ カプラーとも呼ぶ）を購入して使用します。 
これらの接続には、標準の電話コードを使用できます。_ 

5. 自動 応答の設定をオンにします。 

6. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定しま 
す。 

7. デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサ 
ポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、 
国/地域によって異なります)。 

8. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音 
しておいた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼び 
出し音を監視し、ファクストーンを待機しています。ファクス受信卜 
—ンを検出すると、デバイスはファクス受信トーンを発信し、ファクス 
を受信します。ファクストーンが検出されないと、デバイスは回線の 
監視を中止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 
デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 
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ケース」：電話とファクスとコンピュータモデムと留守番電話を 
一緒に利用する 

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンピュ 
—タモデムと留守番電話も接続する場合は、次のように HP デバイス 
をセツトアップします。 


歐注記コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線を HP デバイ 
スと共有しているので、モデムと HP デバイスの両方を同時に使用 
することができません。たとえば、コンピュータのダイヤルアッ 
プモデムを使用して電子メールを送信したりインターネットにアク 
セスしたりしている最中に、 HP デバイスのファクス機能を使用する 
ことはできません。 


• 電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムと留守番電話 

を一緒に利用する 

• 電話とファクスとコンピュータ DSL / ADSL モデムと留守番電話を一 

緒に利用する 

電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデムと留守番 
電話を一緒に利用する 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータに HP デバイスを 
設定する方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータの電話 
ポートが1つか2つかを確認して〈ださい。 

• コンピュータに電話ポートが1つしかない場合、以下に示すように 
パラレルスプリッターを購入する必要があります。（パラレルスプ 
リッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面に RJ -11 ポートが2つ 
あります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面にプラグがある2線 
式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、またはパラレルス 
プリッターは使用しないでください)。 


図 8-10 パラレルスプリ ッター の例 
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• コンピュータの電話ポートが 1 つの場合は、次の手順に従ってデバ 
イスをセツトアップします。 


図 8-11 デバイス背面図 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスプリッターに接続している電話コード 

3 

パラレルスプリッター 

4 

電話機（オプション） 

5 

留守番電話 

6 

モデム搭載コンピュータ 

7 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コー 
ドを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 


電話ポートが1つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセ 
ットアップするには 

1. HP デバイスの背面の 2- EXT と書かれているポートから白いプ 
ラグを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけま 
す。そのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、デバ 
イスの背面の 2- EXT と書かれているポートに差し込みます。 
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3. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デ 
バイスの背面の 2-EXT と書かれているポートに差し込みます。 


&注記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信 
側ファクスからのファクストーンが留守番電話に記録され 
てしまい、デバイスでファクスを受信できないことがありま 
す。 


4. HP デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラ 
—ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-LINE と書 
かれているポートに接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コードとは異なります。 


5. (オプション）留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必 
要に応じて留守番電話の背面にある "OUT" ポ_卜に電話をつ 
なぐこともできます。 


歐注記留守番電話が外部の電話に接続できない場合は、留守 
番電話と電話の両方をデバイスに接続するためにパラレル 
スプリッター（カプラーとも呼ぶ）を購入して使用します。 
これらの接続には、標準の電話コードを使用できます。_ 

6. モデムのソフトウエアで、ファクスをコンピュータに自動受信 
するよう設定している場合は、その設定を解除してくださしヽ。 


歐注記モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解 
除しないと、デバイスでファクスを受信できなくなります。 

7. 自動 応答の設定をオンにします。 

8. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定しま 
す。 
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9. HP デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数 
をサボートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数 
は、国/地域によって異なります)。 

10. ファクステストを実行します。 


歐注記2つの電話ポートを持つコンピュータを使用している 
場合は、パラレルスブリッターは必要ありません。留守番 
電話をコンピュ _ 夕背面の“〇 UT ” ポ _ 卜に差し込むこと 
ができます。 


電話が鳴ると、設定済みの呼び出し回数後に留守番電話が応答し、録音 
しておいた応答メッセージが再生されます。この間、デバイスは呼び出 
し音を監視し、ファクストーンを待機しています。ファクス受信卜一 
ンを検出すると、デバイスはファクス受信トーンを発信し、ファクスを 
受信します。ファクストーンが検出されないと、デバイスは回線の監 
視を中止し、留守番電話は音声メッセージを録音できます。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 

電話とファクスとコンピュータ DSL / ADSL モデムと留守番電話 
を一緒に利用する 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

パラレルスブリッター 

3 

DSL/ADSL フイノレタ 

4 

デバイス背面の 1- LINE ポートに接続されているデ 


バイス付属の電話コード 
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(続き) 



国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

5 

DSL/ADSL モデム 

6 

コンピュータ 

7 

留守番電話 

8 

電話機（オプション） 


歐注記パラレルスブリッターを購入する必要があります。パラレル 
スプリ ッ ターは前面に RJ-11 ポートが1つ、背面に RJ-11 ポート 
が2つあります。前面に2つの RJ-11 ポート、背面にプラグがあ 
る2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッター、またはパラ 
レルスプリ ッ ターは使用しないでください。 


コンピュータの DSL/ADSL モデムの環境でデバイスをセットアップす 
るには 

1.DSL/ADSL フイルタは、 DSL/ADSL プロバイダから入手して 
ください。 


歐注記 DSL/ADSL サービスと同じ電話番号を共有している自 
宅やオフィスの他の場所にある電話は、追加の DSL/ADSL 
フィルタに接続する必要があります。そうしないと、電話を 
かけたときにノイズが発生します。 


2. デバイスに付属の電話コードの一方の端を DSL/ADSL フィル 
夕に、もう一方の端をデバイス背面の 1-LINE というラベルの 
付いたポートに接続します。 


& 注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで DSL/ADSL フィルタとデバイスを接続しな 
し、と、ファクス機能が正常に動作しない場合があります。こ 
の専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ 
—ドとは異なります。 


3. DSL/ADSL フィルタをスプリッターに接続します。 
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4. 留守番電話のコードを壁側モジュラージャックから抜き、デ 
バイス背面の 2-EXT というラベルの付いたポートに差し込み 
ます。 


歐注記デバイスに留守番電話を直接接続していないと、送信 
側ファクスからのファクストーンが留守番電話に記録され 
てしまい、デバイスでファクスを受信できないことがありま 
す。 


5. DSL モデムをパラレルスプリッターに接続します。 

6. パラレルスプリッターを壁側のモジュラージャックに接続し 
ます。 

7. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定しま 
す。 

8. デバイスの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサ 
ポ_卜されている最大数に設定します。 


歐注記 呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。 

9. ファクステストを実行します。 

電話が鳴ると、設定した回数だけ呼び出し音が鳴った後にアンサーフォ 
ンが応答し、録音されている応答メッセージを再生します。この間、 
デバイスは呼び出し音を監視し、ファクストーンを待機しています。 
ファクス着信卜ーンを検出すると、デバイスはファクス受信卜ーンを発 
信し、ファクスを受信します。ファクストーンが検出されないと、デ 
バイスは回線の監視を中止し、留守番電話が音声メッセージを録音でき 
るようになります。 

同じ電話回線を電話とファクスに使用しており、コンピュータの DSL 
モデムがある場合は、次の手順に従ってファクスをセットアップしま 
す。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 

ケース K : 電話とファクスとコンピュータダイヤルアップモデ 
ムとボイスメールを一緒に利用する 


同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線でコンピユ 
—タダイヤルアップモデムも利用して電話会社のボイスメールサービ 
スも利用する場合は、次のようにデバイスを設定します。 
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&注記ファクスと同じ電話番号でボイスメールサービスを利用して 
いる場合、ファクスを自動受信することはできません。ファクスを 
手動で受信する必要があります。つまり、受信ファクスの着信に応 
答するためにその場にいる必要があります。これ以外にファクスを 
自動受信するには、電話会社に問い合わせて着信識別を利用する 
か、ファクス専用の別回線を取得してください。 


コンピュータダイヤルアップモデムが電話回線をデバイスと共有して 
いるので、モデムとデバイスの両方を同時に使用することができませ 
ん。たとえば、コンピュータダイヤルアップモデムを使用して電子メ 
—ルを送信したりインターネットにアクセスしたりしている場合、デバ 
イスをファクスには使用できません。 

コンピュータの電話ポートの数により、コンピュータにデバイスをセッ 
トアップする方法は2種類あります。はじめる前に、コンピュータの 
電話ポートが1つか2つかを確認してください。 

• コンピュータに1つの電話ポートしかない場合、以下に示すように 
パラレルスプリッタ _( カプラーとも呼びます）を購入する必要があ 
ります(パラレルスプリッターは前面に RJ -11 ポートが1つ、背面 
に RJ -11 ポートが2つあります。前面に2つの RJ -11 ポート、背面 
にブラグがある2線式の電話スブリッター、シリアルスブリッタ 
_、またはパラレルスプリッターは使用しないでください)。 


図 8-12 パラレルスブリッターの例 


• コンピュータの電話ポートが2つある場合は、下記の手順でデバイ 
スをセツトアップしてください。 


図 8-13 デバイス背面図 
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1 

壁側のモジュラージャック 

2 

デバイス付属の電話コードを使用して 1-LINE ポー 
卜に接続する 


国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話 
コードを接続する必要がある場合もあります。 

3 

パラレルスプリッター 

4 

モデム搭載コンピュータ 

5 

電話 


電話ポートが2つあるコンピュータと同じ電話回線上にデバイスをセ 

ットアップするには 

1. デバイスの背面の 2-EXT と書かれているポートから白いブラ 
グを抜き取ります。 

2. コンピュータ（コンピュータのダイヤルアップモデム）の背面 
と壁側のモジュラージャック間をつなぐ電話コードを見つけま 
す。そのコードを壁側のモジュラージャックから抜き、デバ 
イスの背面の 2-EXT と書かれているポートに差し込みます。 

3. 電話をコンピュータダイヤルアップモデムの背面の" OUT" ポ 
—卜につなぎます。 

4. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラー 
ジャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1-UNE と書か 
れているポ _ 卜に接続します。 


歐注記国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コ 
_ドを接続する必要がある場合もあります。 

付属のコードで壁側のモジュラージャックとデバイスを接 
続しないと、ファクス機能が正常に動作しない場合がありま 
す。この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している 
電話コードとは異なります。 


5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピュータに自動受信 
するよう設定している場合は、その設定を解除してくださしヽ。 


歐注記モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解 
除しないと、デバイスでファクスを受信できなくなります。 

6. 自動 応答の設定をオフにします。 

7. ファクステストを実行します。 
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ファクス着信に直接応答してください。そうしないとデバイスでファク 
スを受信できません。 

デバイスとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近 
くのサービスプロバイダ、またはメーカーにお問い合わせください。 


シリアル方式のファクスのセットアップ 

シリアル方式の電話システムを使用してファクス用にデバイスをセット 
アップする方法の詳細については、お住まいの国/地域のファクス構成 
専用 Web サイトを參照してください。 


才ーストリア 

www .ho.co m/a t"axco nfia 

ドィッ 

www ■ h d ■ co m/d e/faxco nfiq 

スイス（フランス語） 

www.hD.com/ch/fr/faxconfia 

スイス （ ドイツ語） 

www.hD.com/ch/de/faxconfia 

イギリス 

www .hD.com/u k/faxco nfiq 

フィンランド 

www .ho. fi/faxco nfiq 

デンマーク 

www.hp.dk/faxconfia 

スウェーデン 

www.hD.se/faxconfia 

ノルウ ェイ 

www .ho.n o/faxco nfiq 

オランダ 

www.hD.nl/faxconfiq 

ベルギー（オランダ語） 

www.hD.be/nl/faxconfia 

ベルギー（フランス語） 

www. ho .be/fr/faxconfia 

ポルトガル 

www _ h id _ ot/faxco nfia 

スペイン 

www.hD.es/faxconfia 

フランス 

www .hp.co m/fr/faxco nfia 

アイルランド 

www _ h id _ co m/i e/faxco nfia 

ィタリア 

www .ho.co m/it/faxco nfia 
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デバイスの構成 （ Windows ) 

歐注記インストールプログラムを実行するには、お使いのコンピュ 
—夕に Microsoft Internet Explorer 6.0、またはそれ以降がインス I — 
ルされていなければなりません。 


また、 Windows 2000 、 Windows XP または Windows Vista にプリン 
タドライバをインストールするには、管理者権限がなければなりま 
せん。 


デバイスをセットアップする際、 HP ではソフトウエアをインストール 
した後でデバイスを接続するようお勧めしています。これは、インスト 
—ルプログラムにより設定が簡単になるためです。ただし、ケーブル 
を最初に接続した場合は、 ソフトウヱアのインストール前にデバイスを 
接続す る を参照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 直接接続 
• ネットワーク接続 

直接接続 

USB ケーブルを使用して、デバイスをお使いのコンピュータに直接接 
続できます。 


& 注記デバイスソフトウェアをインストールして Windows を実行し 
ているコンピュータにデバイスを接続した場合、デバイスソフトウ 
エアを再インストールしなくても USB ケーブルを使用して同じコン 
ピュータに別のデバイスを接続できます。 


デバイスを設定する際、 HP ではソフトウエアをインストールした後で 
デバイスを接続するようお勧めします。これは、インストールプログ 
ラムにより設定が簡単になるためです。ただし、ケーブルを最初に接 
続した場合は、 ソフトウエアのインストール前にデバイスを接続す る を 
参照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイス接続前にソフトウヱアをインス I ルする（推奨) 

• ソフトウヱアのインス I ル前にデバイスを接続する 

• 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有する_ 
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デバイス接続前にソフトウヱアをインストールする（推奨) 


ソフトウェアをインストールするには 

1. 実行中のアプリケーションをすべて終了します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 CD メニューが自 
動的に実行されます。 CD が自動的に起動しない場合は、スタ 
—夕 CD のセットアップアイコンをダブルクリックします。 

3. CD メニューで [ USB 接続デバイスのインス!^ール]、または 
[ネツ トワーク/ワイヤレスデバイスのインストール]をクリッ 
クし、画面の指示に従います。 

4. 画面の指示に従って、デバイスの電源を入れ、 USB ケーブル 
を使用してデバイスをコンピュータに接続します。コンピュ 
—夕画面に[新しいハードウェアの検出]ウィザードが表示さ 
れ、[プリンタ]フォルダにデバイスのアイコンが作成されま 
す。 


眵注記デバイスを使用する必要があるときに、後から USB ケーブル 
を接続することもできます。 

口ーカル共有ネットワークとして知られている単純なネットワーク 
を使用して、デバイスを別のコンピュータと共有することもできま 
す。詳細については、 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有 
する を参照してください。 


ソフトウェアのインストール前にデバイスを接続する 

デバイスソフトウヱアのインス I '•—ル前にデバイスをコンピュータに 
接続した場合、画面に[新しいハードウエアの検出]ウイザードが表示 
されます。 


歐注記デバイスの電源を入れた場合は、インストールプログラム実 
行中にデバイスの電源を切ったり、ケーブルをデバイスから外さな 
いでください。これに従わないとインストールプログラムが完了し 
ません。 
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デバイスを接続するには 

1. [新しいハードウエアの検出]ダイアログボックスにプリンタ 
ドライバを検索する方法が示されたら、[詳細]オプションを選 
択して[次へ]をクリックします。 


眵注記[新しいハードウエアの検出]ウィザードでドライバの 
自動検索が実行されないようにしてください。 


2. ドライバの場所を指定するチェックボックスを選択し、ほか 
のチェックボックスが選択されていないことを確認してくだ 
さい。 

3. スタータ CD を CD ドライブに挿入します 。 CD メニューが表 
示された場合は 、 CD メニューを閉じます。 

4. スタータ CD のルートディレクトリの場所を指定し （ D : な 
ど)、 [0 K ] をクリックします。 

5. [次へ]をクリックし、画面の指示に従います。 

6. [完了]をクリックして、[新しいハードウェアが見つかりまし 
た]ウィザードを閉じます。ウィザードは、自動的にインスト 
—ルプログラムを起動します（これには時間がかかる場合があ 
ります)。 

7. インストール処理が完了します。 


W 注記口ーカル共有ネットワークとして知られている単純なネットワ 
—クを使用して、デバイスを別のコンピュータと共有することもで 
きます。詳細については、 口ーカル共有ネットワークでデバイスを 
共有す るを参照してください。 


ローカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

口ーカル共有ネットワークでは、デバイスは選択したコンピュータ（サ 
—バ）の USB コネクタに直接接続され、他のコンピュータ（クライアン 
卜）と共有されます。 
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歐注記口ーカル接続されたデバイスを共有する場合は、最新のオペレ 
—ティングシステムを使用しているコンピュータをサーバとして使 
用して〈ださい。例えば 、 Windows XP を実行しているコンピュー 
夕と 別のパージョンの Windows を実行しているコンピュータがある 
場合 、 Windows XP を実行しているコンピュータをサーバとして使 
用します。 


この設定は、小規模のグループ、または利用頻度が少ない場合に使 
用します。多くのユーザーが共有デバイスに印刷すると、接続され 
ているコンピユータの速度は遅〈なります。 

共有されるのは印刷機能だけです。スキャンおよびコピー機能は共 
有されません。 


デバイスを共有するには 

1. [スタート]をクリックして[設定]をポイントし、[プリンタ]ま 
たは[プリンタと FAX ] をクリックします。 

- Or - 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2. デバイスのアイコンを右クリックして[プロパティ]をクリッ 
クしてから[共有]タブをクリックします。 

3. デバイスを共有するためのオプションを選択し、デバイスの共 
有名を入力します。 

4. 他のバージョンの Windows を使用するクライアントコンピュ 
—夕とデバイスを共有するには、[追加ドライバ]をクリックし 
て、それぞれのバージョンのドライバをインストールできま 
す。スタータ CD が CD ドライブに挿入されていなければな 
りません。 

ネットワーク接続 

デバイスにネットワーク機能がある場合、デバイスをネットワークに直 
接接続してネットワーク環境で共有できます。このタイプの接続で 
は、組み込み Web サーバを使用してネットワーク上のどこからでもデ 
バイスを管理できます。 

歐注記インストールプログラムを実行するには、お使いのコンピュ 
—夕に Microsoft Internet Explorer 6.0、またはそれ以降がインス\— 
ルされていなければなりません。 
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お使いのタイプのネットワークにインストールオプションを選択しま 
す： 

• クライアント/サーバ■ネットワーク：ネットワークに専用プリン 
トサーバとして機能しているコンピュータがある場合、プリンタソ 
フトウェアをサーバにインストールし、プリンタソフトウェアをク 
ライアントコンピュータにインストールします。詳細については、 
ネットワークにデバイスをインス I ルするには および プリンタソ 
フトウェアをクライアントコンピュータにインス I ルするには を 

參照してください。この方法では、デバイスのすべての機能を共有 
することはできません。クライアントコンピュータでは、デバイス 
による印刷のみ実行できます。 

• ピアツーピアネットワーク：ピアツーピアネットワークがある 
場合（専用プリントサーバのないネットワーク)、デバイスを使用す 
るコンピュータにソフトウェアをインストールします。詳細につい 
ては、 ネットワークにデバイスをインス I ルするには を参照して 
ください。 

また、 Windows で[プリンタの追加]ウィザードを使用すると、両方の 
タイプのネットワークでネットワークブリンタに接続することもでき 
ます0詳細については、 『プリンタの追加1を使用してプリンタドライ 
パをインストールするには を参照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• ネツトワ——クに亍パ'イスをインス I —ルするには 

• プリンタソフトウェアをクライアントコンピュータにインス I ル 

するには 

• 『プリンタの追加1を使用してプリンタドライバをインス I ルする 

には 


ネットワークにデバイスをインストールするには 

次のようなネットワークシナリオでは、以下の手順を使用してプリン 
タソフトウェアをインス I ルします。 

ピアツーピアネットワークがある場合（専用プリントサーバのないネ 
ットワーク） 

1. デバイスのネットワークポートから保護カバーを取り外し、 
デバイスをネットワークに接続します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに揷入 します。 CD のメニューが 
自動的に起動し ます。 CD メニューが自動的に起動しない場 
合、コンピュータの CD ドライブを開き、 [ Setup . exe ] をダブ 
ルクリックします。 
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3. [ OK ] をクリックします。 [USB 接続デバイスのインストール] 
または [ネッ トワーク/ワイヤレスデバイスのインストール]を 
クリックします。 

4. 画面の指示に従って、インストールを完了します。 


W 注記 Windows クライアントコンピュータとデバイスを共有するに 
は' プリンタソフトウェアをクライアントコンピュータにインスト 

—ルするには および 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有す 
五を参照してください。 


プリンタソフトウェアをクライアントコンピュータにインストー 
ルするには 

プリントサーバとして機能しているコンピュータにプリンタドライバ 
をインストールすると、印刷機能を共有できます。ネットワークデバ 
イスを使用する個々の Windows ユーザーは、それぞれのコンピュー 
夕（クライアント）にソフトウェアをインストールする必要があります。 

クライアントコンピュータは、次の方法でデバイスに接続できます。 

• [プリンタ]フォルダで、[プリンタの追加]アイコンをダブルクリッ 
クし、ネットワークインストールに関する説明に従います。詳細に 
ついては、 『プリンタの追加1を使用してプリンタドライバをインス 
卜ールするには を参照してください。 

• ネットワーク上のデバイスの位置を參照し、[プリンタ]フォルダに 
プリンタをドラッグします。 

• デバイスを追加し、ネットワーク上の旧 F ファイルからソフトウェ 
アをインス！ルします。スタータ CD の INF ファイルは、 CD の 
ルートディレクトリに格納されています。 

[プリンタの追加]を使用してプリンタドライバをインストールす 
るには 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]ま 
たは[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントローノレパネノレ]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

2. [プリンタの追加]をダブルクリックし、 [次へ] をクリックしま 
す。 

3. [ネッ トワークプリンタ]または [ネッ トワークプリンタサー 

バ]を選択します。 
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4. [次へ】をクリックします。 

5. 次のいずれかの操作を行います。 

共有デバイスのネットワークパスまたはキュー名を入力し、 
[次へ】をクリックします。プリンタモデルを選択するプロン 
プトが表示されたら、[ディスク 使用] をクリックします。 
[次へ]をクリックし、共有プリンタの一覧からデバイスを選択 
します。 

6. [次へ]をクリックし、画面の説明に従ってインストールを完了 
します。 


デバイスの設定 (Mac OS X ) 

USB ケーブルを使用して一台の Macintosh コンピュータにデバイスを 
接続することも、ネットワーク上で他のユーザとデバイスを共有するこ 
ともできます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ネットワーク接続、または直接接続にソフトウヱアをインス I ル 

する 

• 口ーカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

ネットワーク接続、または直接接続にソフトウェアをインストールする 

直接接続用のソフトウェアをインストールするには 

1. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 

2. [ HP インストーラ]をダブルクリックして、画面上の指示に従 
います。 

3. 指示に従って、 USB ケーブルを使用してデバイスをコンピュ 
—夕に接続します。 

4. 必要に応じて、デバイスを別の Macintosh コンビユータユー 
ザと共有します。 

• 直接接続：デバイスを別の Macintosh コンビュータユーザ 
と共有します。詳細については、 ローカル共有ネットワー 
クでデバイスを共有す る を參照してください 。 

• ネットワーク接続の場合：ネットワーク上でデバイスを使 
用する個々の Macintosh ユーザーは、それぞれのコンピュ 
—夕（クライアント）にプリンタソフトウェアをインス！ 
ルする必要があります。 
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ネットワーク接続用のソフトウェアをインストールするには 

1. デバイスのネットワークポートから保護カバーを取り外し、 
デバイスをネットワークに接続します。 

2. スタータ CD を CD ドライブに挿入します。 

3. [ HP インストーラ】をダブルクリックして、画面上の指示に従 
います。 

4. [接続の種類]画面で[ワイヤードネットワーク/ワイヤレス]を 
選択し、[次へ】をクリックします。 

5. 画面の指示に従って、インストールを完了します。 

ローカル共有ネットワークでデバイスを共有する 

デバイスを直接接続した場合でも、プリンタ共有として知られている単 
純なネットワークを使用して、デバイスを別のコンピュータと共有する 
こともできます。このプリンタ共有は、小規模のグループ、または利 
用頻度が少ない場合に使用します。多くのユーザーが共有デバイスに 
印刷すると、接続されているコンピュータの速度は遅くなります。 

Mac OS X 環境でデバイスを共有するための基本的な必要条件： 

• Macintosh コンビュータは TCP / IP によりネットワーク上で通信しな 
ければならず、 IP アドレスがなければなりません。 （ AppleTalk はサ 
ポートされていません。） 

• 共有されるデバイスは、ホスト Macintosh コンピュータ上の内蔵 
USB ポートに接続されていなければなりません。 

• 共有デバイスを使用するホスト Macintosh コンピュータとクライア 
ント Macintosh コンビュータの両方にデバイスドライバまたはデバ 
イス PPD がインストールされていなければなりません。（インスト 
—ルプログラムを実行して、デバイス共有ソフトウェアと関連のへ 
ルプファイルをインス I ルできます。） 

USB デバイス共有についての詳細は 、 Apple Web サイト 
( www . apple . com ). または コン ピュ ータの Apple Macintosh Help を参照 
してください。 

& 注記プリンタ共有機能は Mac OS X 10.4 以上でサボートされます。 

注記プリンタ共有機能はホストとクライアントコンピュータの両 
方で有効に設定されている必要があります。[システム環境設定]を 
開き、[共有]を選択して[プリントとファクス]をクリックします。 
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Mac OS X を実行するコンピュータ間でデバイスを共有するには 

1. プリンタに接続するすべての Macintosh コンビュータ（ホスト 
とクライアント）のプリンタ共有機能をオンにします。 
[システム環境設定]を開き、[プリントとファクス]をクリック 
し、共有するプリンタを左側の一覧から選択して、[このプリ 
ンタを共有する]を選択します。 

2. ネットワーク上の他の Macintosh コンビュータ（クライアン 
卜）から印刷するには、次の手順に従います。 

a. 印刷するドキュメントで、 [ ファイル ] をクリックし、 [用紙 
設定]を選択します。 

b . [対象プリンタ]の横にあるドロップダウンメニューで、[共 
有プリンタ]を選択し、使用するデバイスを選択します。 

c. [用紙サイズ]を選択し、 [0K] をクリックします。 

d . ドキュメントで、 [ ファイル ] をクリックし、 [ プリント ] を選 
択します。 

e. [プリンタ]の横にあるドロップダウンメニューで、[共有プ 
リンタ]を選択し、使用するデバイスを選択します。 

f . 必要に応じて追加の設定を行い、[プリント]をクリックしま 
す。 

デバイスのワイヤレス通信のセットアップ（一部のモデルの 
み） 

デバイスのワイヤレス通信は、次のいずれかの方法でセットアップする 
ことができます。 


セットアップ方法 

インフラスト 
ラクチヤワイ 
ヤレス通信 

アドホックワ 
イヤレス通信 

USB ケーブル（推奨） 

詳細については、 インストーラでワイ 
ヤレス通信をセットアップするには 

(Mac OS X ) または インス1ルプロ 
グラムを使用してワイヤレス诵信をセ 

〆 

〆 

ットアップするには （ Windows ) を參照 
してください。 



ネットワークツールボックス 

〆 
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歐注記問題が発生した場合は、 ワイヤレスの問題の解決（一部のモデ 
ルのみ) を參照してください。 

デバイスがネットワークケーブルを使用してネットワーク接続され 
ていないことを確認します。 

送信デバイスには内蔵 802.11 機能があるか、または 802.11 ワイヤ 
レスカ _ ドがインスト _ ルされていなければなりません。 


デバイスとデバイスを使用するコンピュータは、同じサブネット上 
にある必要があります。 


プリンタソフトウエアをインストールする前に、ネットワークの設定を 
確認しておいてください。システム管理者に問い合わせるか、または 
以下の作業を行います： 

• ネットワークのネットワーク名または Service Set Identifier ( SSID ) 
と通信モード（インフラストラクチャまたはアドホック）を、ネット 
ワークのワイヤレスアクセスポイント ( WAP ) の構成ユーティリテ 
ィ、またはコンピュータのネットワークカードから取得します。 

• ネットワークで使用する暗号化タイプを見つけます （Wired Equivalent 
Privacy ( WEP ) など)。 

• ワイヤレスデバイスのセキュリティパスワード、または暗号化キー 
を見つけます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 802.11 ワイヤレスネットワーク設定の理解 

• インストールプログラムを使用してワイヤレス通信をセットアップ 

するには （ Windows ) 

• インス I ラでワイヤレス通信をセットアップするには （ MacOSX ) 

• デバイスのコントロールパネルとワイヤレスセットアップウィザ 

-ドを使用してワイヤレス通信をセットアップするには 

• ワイヤレス通信をオフにするには 

• アドホックワイヤレスネットワーク接続でデバイスを接続する 

• ワイヤレスネットワークでのノイズの減少ガイドライン 

• HP デバイスで動作するようにファイアウォールを構成する 

- 接続方法を変更する 

• ワイヤレスネットワークのセキュリティ保証ガイドライン 

802.11ワイヤレスネットワーク設定の理解 
ネットワーク 名 (SSID) 


188 構成と管理 



















デフオルトでは、デバイスはワイヤレスネットワーク名、または 
" hpsetup " という名前の Service Set Identifier ( SSID ) を探します。お使 
いのネットワークには、異なる SSID があることがあります。 

通信モード 


通信モードには2つのオプシヨンがあります： 

• アドホック:アドホックネットワーク上では、デバイスはアドホック 
通信モードに設定され、ワイヤレスアクセスポイント ( WAP ) を使 
用しないで、ワイヤレス ルータ や Apple AirPort ベース ステー シヨ 
ンなどその他のワイヤレスデバイスと直接通信します。 

アドホックネットワーク上のデバイスはすべて次のとおりでなけれ 
ばなりません： 

。802.11互換 

。通信モ _ ドがアドホックである 
。同じネットワーク名 （ SSID ) である 
。同じサブネットと同じチャンネル上にある 
。同じ 802.11 セキュリティ設定がある 
• インフラストラクチャ（推奨）：インフラストラクチャネットワーク 
では、デバイスはインフラストラクチャ通信モードに設定され、ワ 
イヤードかワイヤレスかに関係なく、デバイスはルータや Apple 
AirPort ベースステーシヨンなどのワイヤレスアクセスポイントを 
通じてネットワーク上の他のデバイスと通信します。 

セキュリテイ設定 


歐注記デバイスで利用可能な設定については、 ネットワーク設定べ一 
ジの 理解 を參照してください。 

ワイヤレスセキュリテイの詳細については、 www . wifi . org を參照し 
てください。 


• ネットワーク認証：デバイスの出荷時のデフオルト設定は' Open ’ 
で、これは認証や暗号化にセキュリティを必要としません。他に 
は ’ OpenThenShared '、' Shared '、' WPA - PSK ' ( Wi - Fi 8 Protected 
Access Pre-Shared Key ) などの値があります。 

WPA はネットワーク上のデータ保護のレベルと、既存および将来 
の Wi - Fi ネットワークのアクセス コン トロールを向上させます。 
802.11基準のオリジナルのネイティブセキュリティ機構である、 
WEP の既存の弱点に対応しています。 
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WPA 2 は第二世代の WPA セキュリティで、認証を受けたユーザし 
かワイヤレスネットワークにアクセスできないようにして、企業 
や Wi - Fi ユーザに高レベルの安全を提供します。 

• データの暗号化： 

。 Wired Equivalent Privacy ( WEP ) では、あるワイヤレスデバイス 
から別のワイヤレスデバイスにラジオ波上で送信するデータを暗 
号化することで、セキュリティを提供します。 WEP 対応のネッ 
トワーク上のデバイスは、 WEP キーを使用してデータを暗号化 
します。ネットワークで WEP を使用している場合、使用する 
WEP キ _ を知っている必要があります。 

。 WPA では暗号化に 、 Temporal Key Integrity Protocol ( TKIP ) を現 
在使用可能な標準 Extensible Authentication Protocol ( EAP ) タイ 
プの 1 つと共に使用し、 802.1 X 認証を採用しています。 

。 WPA 2 によって新しい暗号化スキームである Advanced Encryption 
Standard ( AES ) が提供されます。 AES は暗号文ブロック連鎖モ 
—ド ( CCM ) で定義され 、 Independent Basic Service Set ( IBSS ) 
をサポートして、アドホックモードで動作しているクライアン 
トワークステーシヨン間のセキュリティを可能にします。 


インストールプログラムを使用してワイヤレス通信をセットアップする 
には ( Windows ) 

歐注記この方法を使う場合は、ワイヤレスネットワークをセットア 
ップして起動する必要があります。 USB ケーブルも必要です。 USB 
ケーブルは、インストーラによる指示があるまで接続しないでくだ 
さい。 

1. 開いている文書があれば保存します。コンピュータで実行中の 
プログラムがある場合は閉じます。 

2. スタータ CD を CD ドライブに揷入します。 CD のメニューが 
自動的に起動します。 CD が自動的に起動しない場合は、スタ 
—夕 CD のセットアップアイコンをダブルクリックします。 

3. CD メニューで [ネツトワーク/ワイヤレスデバイスのインスト 
ール] をクリックし、画面の指示に従います。 

& 注記 インストール中にコンピュータのファイアウォールソ 
フトウヱアのメッセージが表示された場合、[常に許可する] 
オプションを選択します。このオプションを選択すると、コ 
ンピュータへのソフトウヱアのインス I ルが正しく行われ 
ます。 
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4. 指示されたら、 USB ワイヤレスセットアップケーブルを一時 
的に接続します。 

5. 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。 

6. 指示されたら、 USB ワイヤレスセットアップケーブルを取り 
外します。 

インストーラでワイヤレス通信をセットアップするには (Mac OS X ) 

1. USB ワイヤレスケーブルを HP デバイス背面のポートとコン 
ピュ _ 夕の任意の USB ポ _ 卜に差し込みます。 

2. スタータ CD をコンピュータに揷入します。 

3. スタータ CD の [HP Installer ] アイコンをダブルクリックし 
て、画面の指示に従います。 

4. 指示されたら、 USB ワイヤレスセットアップケーブルを取り 
外します。 

デバイスの コン ト ロール パネルとワイヤレス セッ ト アップウイザードを 

使用してワイヤレス通信をセットアップするには 

ワイヤレスセットアップウイザードを使用すると、デバイスへのワイ 

ヤレス接続を簡単に設定したり、管理したりできます。 

歐注記この方法を使用するには、ワイヤレスネットワークがセット 
アップおよび実行されている必要があります。 

1. デバイスハードウエアをセットアップします（デバイスに付属 
のセットアップガイドまたはセットアップポスターを參照)。 

2. デバイスの コントロー ルパネルの セッ ト アップ ボタンを 押し 
ます。 

3. 矢印ボタンを押して [ネッ トワーク 設定] に移動し、 0 K を押し 
ます。 

4. 矢印ボタンを押して[ワイヤレス設定ウイザード]に移動し、 
OK を押します。 

5. 画面の指示に従って、セットアップを完了します。 

ワイヤレス通信をオフにするには 

デバイスのコントロールパネル：セットアップを押し、 [ネット ワー 

ク設定]、[ワイヤレス]の順に選択し、[オン]または[オフ]のどちらかを 

選択します。 
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アドホックワイヤレスネットワーク接続でデバイスを接続する 


方法1 

1. お使いのコンピュータとデバイスでワイヤレスをオンにしま 
す。 

2. コンビュータ上で、ネットワーク名 （ SSID )「 hpsetup 」 に接続 
します。（このネットワーク名はデフオルトで、 HP デバイスが 
作成したアドホックネットワークです)。 


歐注記 HP デバイスが以前に別のネットワーク用に構成され 
ていた場合、ネットワークのデフオルトを復元すれば、デバ 
イスが 「 hpsetup 」 を使用できるようになります。ネットワ 
_クデフオルトを復元するには、以下の手順を実行します。 

管理者パスワードおよびネットワーク設定のリセット：セッ 
トアップ、ネットワーク、ネットワークデフオルトに戻す 
の順に選択します。詳細については、 一般的なトラブルシュ 
ーティングヒントとリソースを ご覧ください。 


ワイヤレスネットワークでのノイズの減少ガイドライン 

以下のヒントは、ワイヤレスネットワークでのノイズの発生を減少す 

るのに役立ちます。 

• 無線シグナルを混乱させる原因となることがあるため、ワイヤレス 
デバイスをファイルキャビネットなどの大きな金属性の物体や電子 
レンジやコードレス電話などそれ以外の電磁デバイスから離してお 
きます。 

• 大きな石造構造やそれ以外の建築構造は無線波を吸収してシグナル 
強度を弱めることがあるため、ワイヤレスデバイスをこれらの構造 
から離しておきます。 

• インフラストラクチャネットワークでは、 WAP をネットワーク上 
のワイヤレスデバイス間の中心位置に置きます。 

• ネットワーク上のワイヤレスデバイスをすべて至近距離に置きま 
す。 


HP デバイスで動作するようにファイアウォールを構成する 

コンピュータでパーソナルファイアウオールなどのセキュリティソフ 
トウエアが動作していると HP デバイスとコンピュータ間のネットワー 
ク通信がブロックされることがあります。 
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このような場合、次のような問題が発生します。 

• HP ソフトウェアのインストール中にプリンタが見つからない 
• 印刷できない、印刷待ちのジョブが残ったり、プリンタがオフライ 
ンになる 

• スキャン通信 エラー またはスキャナがビジー状態というメ ッセー ジ 
が表示される 

• コンピュータでプリンタの状態を確認できない 

ファイアウォールにより、 HP デバイスがネットワーク上のコンピュー 
夕に自分の場所を知らせることができていない可能性があります 。 HP 
デバイスがネットワーク接続されているのに HP ソフトウヱアがインス 
卜ール中に HP デバイスを検出できない場合、または HP ソフトウェ 
アが正しくインストールされているのに問題が発生した場合は、次の方 
法を実行します。 

1. Windows を実行しているコンピュータを使用している場合 
は、ファイアウォール構成ューティリティで、口ーカルサブ 
ネット（「スコープ」または r ゾーン」と呼ばれることもある） 
のコンピュータを信頼するオプションを探します。口ーカルサ 
ブネット上のすべてのコンピュータを信頼することで、オフィ 
スのコンピュータやデバイスはインターネットから保護された 
状態で互いに通信できるようになります。これが最も簡単な解 
決方法です。 

2. 口ーカルサブネット上のコンピュータを信頼するオプション 
が見つからない場合、受信 UDP ポート427をファイアウォー 
ルの許可ポートリストに追加します。 


&注記すべてのファイアウォールで受信ポートと送信ポートの区別を 
つける必要はありませんが、その必要があるものがあります。 


HP ソフトウヱアがファイアウォールによって信頼済みデバイスと認識 
されていないため、ネットワークにアクセスできないという問題もよく 
あります。これは、 HP ソフトウェアのインストール時に表示される、 
ファイアウォールに関するダイアログボックスで、[ブロックする]と答 
えてしまったときに起こります。 

Windows を実行しているコンピュータでこれが起きた場合、ファイア 
ウォールの信頼済みアプリケーションのリストに次のプログラムがある 
ことを確認し、なければ追加します。 

• hpqkygrp.exe (C:\program files\HP\aigital imaging\bin にある)。 

• hpqscnvw.exe (C:\program files\HP\digital imaging\bin にめる）。 

• hpqste08.exe (C:\program Tiies\HP\diaital imaaing\bin I こめる）。 
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• hpqtra08.exe (C:\program files\HP\digital imaging\bin にある） 0 

• hpqthb08.exe (C:\program files\HP\digital imaging\bin にある）。 


W 注記ファイアウォールのポートの設定方法および HP ファイルの 
「信頼」リストへの追加方法については、ファイアウォールの説明書 
を参照してください。 

注記ファイアウォールによっては、無効に設定したとしても障害を 
引き起こすものがあります。上記のようにファイアウォールを設定 
した後も問題が発生する場合、 Windows を実行しているコンピユー 
夕を使用しているならば、 HP デバイスをネットワーク経由で使用す 
るためにファイアウォールソフトウェアをアンインストールする必 
要があります。 


接続方法を変更する 

ソフトウェアのインス I ルが完了し、 USB ケーブルまたは Ethernet 
ケーブルを使用して HP デバイスを接続していれば、いつでも好きなと 
きにワイヤレス接続に変更できます。 

USB 接続からワイヤレス接続に変更する (Windows) 

1. [スタート]、[プログラム】、 [HP] を選択し、お使いのデバイス 
を選択し、[接続方法を変更]を選択します。 

2. [デバイスの追加]を押します。 

3. 画面に表示される指示に従って、 USB ケーブルを取り外しま 
す。 


USB 接続からワイヤレス接続に変更する (Mac OS X) 

1. Dock または [Applications] フォルダ内の [Hewlett-Packard] フ 
ォルダにある [HP デバイス マネージャ ] アイコンをクリックし 
ます。 

2. [情報と設定]リストから、 [ネッ トワークプリンタ設定ユーテ 
ィリティ]を選択します。 

3. 画面の指示に従って、ネットワーク設定を行います。 

Ethernet 接続からワイヤレス接続に変更する 
& 注記 Ethernet 対応の HP デバイスの場合のみ。 
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1. 組み込み Web サーバ （ EWS ) を開きます。詳細については、 趄 
み込み Web サ_ バ をご覧ください。 

2. [[ネットワーキング]]タブをクリックし、左枠にある[[ワイヤ 
レス(802.11)]]をクリックします。 

3. [ワイヤレスセットアップ]タブで、[ウィザードの開始]をクリ 
ックします。 

4. 画面の手順に従って、 Ethernet 接続からワイヤレス接続に変更 
します。 

5. 設定変更を完了した後に、 Ethernet ケーブルを取り外します。 

ワイヤレスネットワークのセキュリティ保証ガイドライン 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• ハードウエアアドレスを WAP に追加するには 

• その他のガイドライン 

ハードウエアアドレスを WAP に追加するには 

MAC フィルタリングはセキュリティ機能で、 WAP を通じてネットワー 

クへアクセスできるデバイスの MAC アドレス （ハー ドウエアアドレス 

とも呼ばれる）のリストを WAP で構成します。 

ネットワークにアクセスしようしているデバイスのハードウエアアド 

レスが WAP にない場合、 WAP はネットワークへのデバイスのアクセ 

スを拒否します。 

WAP が MAC アドレスをフィルタすると、デバイスの MAC アドレス 

は WAP の容認された MAC アドレスのリストに追加されなければなり 

ません。 

1. ネットワーク設定ページを印刷します。ネットワーク設定べ 
-ジの詳細については' ネットワーク設定ページの理解 を 參照 
してください。 

2. WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウエア 
アドレスを容認された MAC アドレスのリストに追加します。 
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その他のガイドライン 

ワイヤレスネットワークをセキュアに保つには、以下のガイドライン 
に従います： 

• パスワードには最低20のランダム文字を使用します。 WPA パスワ 
—ドでは、63文字まで使用できます。 

• よくある語句、簡単な文字の順序（すべて1など)、および個人的に 
わかりやすい情報は、パスワードには使用しないで〈ださい。大文 
字と小文字、数字、そして許可されている場合には句読点などの特 
殊文字から構成された、ランダムな文字列を常に使用して〈ださしヽ。 
• パスワードは定期的に変更します。 

• アクセスポイントやワイヤレスルータへの管理者アクセス用にメー 
力一から提供されたデフォルトパスワードは変更します。管理者名 
を変更できるルータもあります。 

• ワイヤレス上での管理者アクセスは、できればオフにします。こう 
すると、構成を変更する場合にはワイヤ Ethernet 接続を使用してル 
_夕に接続する必要があります。 

• できれば、ルータへのインターネット上のリモート管理者アクセス 
はオフにします 。 Remote Desktop を使用して、ルータで起動して 
いるコンピュータへ暗号化された接続を行い、インターネット上で 
アクセスしている口ーカルコンピュータから構成変更を行うことが 
できます。 

• 他者の’ワイヤレスネットワークへ間違って接続することを防ぐた 
め、推奨されていないネットワークへ自動的に接続する設定をオフ 
にします。これは 、 Windows XP ではデフォルトで無効にされてい 
ます。 

ソフトウェアのアンインストールと再インストール 

インストールが不完全な場合、またはソフトウヱアインストール画面 
で指示される前に USB ケーブルをコンピュータに接続した場合は、ソ 
フトウェアをアンインストールしてから再インストールする必要があり 
ます。デバイスのアプリケーションファイルをコンピュータから単に 
削除するだけでは不十分です。デバイス付属のソフトウェアをインス 
トールしたときに追加されたアンインストールューティリティを使っ 
て、該当するファイルを正しく削除してください。 
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ソフトウェアのアンインスIル方法は、 Windows コンピュータの場 
合は3種類、 Macintosh コンビュータの場合は1種類あります。 

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その1 

1. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。ソ 
フトウェアの再インストールが完了するまで、デバイスをコン 
ピュータに接続しないでください。 

2. Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[プログラ 

ム]または[すべてのプログラム】、 [ HP]、[Officejet 6500 E 709 
Series ] の順に選択し、[アンインストール]をクリックします。 

3. 画面上の指示に従って操作してください。 

4. 共有ファイルを削除するかどうか尋ねられたら、[いいえ]をク 
II 、”クします 

共有ファイルを削除すると、これらのファイルを使用する他の 
プログラムが動作しなくなってしまう可能性があります。 

5. コンピュータを再起動します。 

6. ソフトウェアを再インストールするには、コンビュータの CD- 
ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を揷入し、画面の指 
示に従います。 デバイス接続前にソフトウヱアをインス I ル 
する（推奨) も参照してください。 

7. ソフトウェアにより指示されたら、デバイスをコンビュータに 
接続します。 

8. 電源ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。 

デバイスを接続し、電源を入れると、すべてのプラグアンド 
プレイイベントが完了するまでに数分待たなければならない 
こともあります。 

9. 画面上の指示に従って操作してください。 

ソフトウェアのインストールが完了したら、 Windows システムトレイ 

に [HP Digital Imaging Monitor ] アイコンが表示されます。 

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その2 


歐注記 この 方法は、 Windows の[スター ト] メニューで [アンインスト 
—ル]が利用できない場合に使用します。 


ソフトウェアのアンインストールと再インストール 197 






第 8 章 


1. Windows タスクバーで、[スタート]をクリックし、[設定]を 
選択し、[コントロールパネル]を選択して、[プログラムの追 
加と削除]をクリックします。 

- 0 「 ■ 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プログラムと機能]をダブルクリックします。 

2. [HP Officejet 6500 E 709 Series ] を選択し、[変更/削除]また 
は[アンインストール/変更]をクリックします。 

画面上の指示に従って操作してください。 

3. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 

4. コンピュータを再起動します。 

歐注記コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュー 
夕との接続を解除することが重要です。ソフトウェアの再 
インストールが完了するまで、デバイスをコンピュータに接 
続しないでください。 


5. コンビュータの CD - ROM ドライブにデバイスのスタータ CD 
を揷入し、セットアッププログラムを起動します。 

6. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス接続前にソフトウ 
ェアをインストールする（推奨) も参照してください0 

Windows コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その3 


歐注記 この 方法は、 Windows の[スター ト] メニューで [アンインスト 
—ル]が利用できない場合に使用します。 

1. コンピュータの CD - ROM ドライブにデバイスのスタータ CD 
を揷入し、セットアッププログラムを起動します。 

2. お使いのコンピュータからデバイスの接続を解除します。 

3. [アンインストール]を選択して、画面上の指示に従って操作し 
ます。 

4. コンピュータを再起動します。 

歐注記コンピュータを再起動する前にデバイスとコンピュー 
夕との接続を解除することが重要です。ソフトウェアの再 
インストールが完了するまで、デバイスをコンピュータに接 
続しないでください。 


5. デバイスのセツトアッププログラムをもう一度起動します。 
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6. [インストール]を選択します。 

7. 画面上の指示に従って操作します。 デバイス接続前にソフトウ 
ェアをインストールする(推奨) も参照してください。 

Macintosh コンピュータ上でソフトウェアをアンインス I ルする方 
法、その1 

1. [HP デバイスマネージャ]を起動します。 

2. [情報と設定]をクリックします。 

3. プルダウンメニューから [HP AiO ソフトウェアのアンインス 
卜ール]を選択します。 

画面上の指示に従って操作してください。 

4. ソフトウェアのアンインストールが完了したら、コンピュータ 
を再起動します。 

5. ソフトウェアを再インストールするには、コンビュータの CD - 
ROM ドライブにデバイスのスタータ CD を揷入します。 

6. デスクトップで、 CD - ROM を開き、 [HP All - in-One インスト 
ーラ]をダブルクリックします。 

7. 画面上の指示に従って操作します。 ネットワーク接続、または 
直接接続にソフトウェアをインストールする も参照してくださ 
い。 

Macintosh コンピュータ上でソフトウェアをアンインストールする方 
法、その2 

1. Finder を開きます。 

2. [アプリケーション]をダブルクリックします。 

3. [ Hewlett - Packard ] をダブルクリックします。 

4. デバイスを選択して、[アンインストール]をダブルクリックし 
ます。 
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9 保守とトラブルシューティング 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• インクカートリッジのメンテナンス 

• 印刷品質レポートの印刷と評価 

• デバイスのクリー ニン グ 

• 一般的なトラブルシューティングヒントとリソース 

• 印刷上の問題の解決 
• 印刷のトラフルシューティング 
• 印刷品質のトラブルシューティング 

• 給紙の問頭の解決 
- コ ピーの問題の解決 
• スキヤンの問題の解決 
• ファクスの問題の解決 
• ネットワークの問題の解決 
• ワイヤレスの問題の解決（一部のモデルのみ) 

• 写真（メモリカード）の問題の解決 

• 本体の管理に関する問題の解決 
• インス I ルの問題のトラブルシューティング 

• メディア詰まりの除去 

• エラー 


インクカートリッジのメンテナンス 

HP AN - in - One の印刷が常に美しく仕上がるようにするには、簡単なメ 
ンテナンス手順を実行する必要があります。このセクションでは、イン 
クカートリッジの扱い方のガイドライン、インクカートリッジの交 
換、およびプリントへッドの調整とクリーニングについて説明します。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• インクカートリッジとプリントへッドの情報 

• 推定インクレベルの確認 

• インクカートリッジの交換 

• 高度なインクカートリッジのメンテナンス 

• プリントヘッドメンテナンスの詳細 

• 使用状況情報の収集 
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インクカートリッジとプリントへッドの情報 

印刷の品質を保つために、 HP インクカートリッジの取り扱い方につい 
て、次のことに注意してください。 

• インクサプライ品の装着を初めて行う場合は、『セットアップガイ 
ド』の手順に従ってください。このユーザーガイドの手順はイン 
クサプライ品を交換するための手順です。初めて装着するための手 
順ではありません。 

• インクカートリッジを交換する必要がある場合は、新しいインクカ 
—トリツジを用意してから、古いインクカートリツジを取り外して 
ください。 


△注意新しいインクカートリッジを手元に用意してから、古いイ 
ンクカートリッジを取り外して〈ださい。インクカートリッジ 
を製品から取り外したまま、長時間放置しないで〈ださい。製品 
とインクカートリツジの両方が損傷する恐れがあります。 


• インクカートリッジはパッケージを未開封のまま保管し、使用する 
ときに開封してください。 

• インクカートリッジはパッケージに販売時と同じ向きで保管し、パ 
ッケージを箱から出した場合はラベルを下にして保管します。 

• 製品の電源ボタンを押して HP All - in - One の電源をオフにします。 
電源ランプが消灯するのを待ってから、電源コードを抜いたりテー 
ブルタップをオフにしてください。誤った方法で HP All - in-One (D 
電源をオフにすると、インクホルダーが正しい位置に戻らない場合 
があり、インクカートリッジに問題が発生して印刷品質に悪影響が 
出ることがあります。 

• インクカートリッジは、常温 （15 〜 35° C ) で保管してください。 

• 印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまで力ートリッジを交換 
する必要はありません。ただし1つまたは複数の力ートリッジが消 
耗すると印刷品質が大幅に低下するおそれがあります。またプリン 
卜へッドが詰まっても低下する場合があります。このようなときは 
力ートリッジ内の推定インク残量を確認したり、プリントヘッドを 
クリーニングしてみます。プリントへッドのクリーニングには少量 
のインクが使用されます。 

• プリントヘッドのクリーニングを不必要に行わないでください。イ 
ンクが無駄になり、力 _ トリッジの寿命を縮めます。 
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• インクカートリッジは注意深く取り扱ってください。装着するとき 
に、落としたり振ったり乱暴に取り扱うと、印刷が不調になること 
があります。 

• 製品を運搬する場合は次の項目に従い、インクホルダーからインク 
が漏れたり、製品に何らかの損傷が生じたりしないようにします。 

。電源ボタンを押して確実に電源をオフにします。 

インク ホルダー は サービスステー シ ヨンの 右端で停止している 
はずです。 

。インクカートリッジとプリントへッドは装着されたままにしてお 
きます。 

。製品の内部に丸めた新聞紙を軽く詰めて、運搬中にインクホルダ 
—が動かないようにします。 

。運搬中は必ず製品を平らなところに置〈ようにします。製品の側 
面、背面、前面、上面を下に向けて置かないで〈ださい。 

関連トピック 

* 推定インクレベルの確認 
• プリントへッドをクリーニングする 

推定インクレベルの確認 

HP ソリユーシヨンセンター、ツールボックス （ Windows )、 HP プリン 
タユーティリティ （ MacOSX )、 または組み込み Web サーバで推定イ 
ンクレベルを確認できます。これらのツールの使用方法については、 

デバイス管理ツールの使用 を參照してください。プリンタステータス 
ページを印刷してもこの情報を確認することができます (プリンタステ 
—タスページの理解 を 参照)。 


歐注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジを準備し 
てください。印刷の品質が使用に耐えないレベルに達するまでプリ 
ントカートリッジを交換する必要はありません。 

注記再充填または再生されたプリントカートリッジや、別のプリ 
ンタで使用されていたプリントカートリッジを取り付けた場合、イ 
ンク残量インジケータが不正確であったり、表示されない場合があ 
ります。 
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注記力一トリッジ内のインクは、印刷処理のさまざまな場面で消費 
されます。初期化処理で、製品と力一トリッジの印刷準備を行う際 
や、プリントヘッドのクリーニングで、プリントノズルをクリーニ 
ングしてインクの流れをスムーズにする際にも消費されます。ま 
た、使用済みカートリッジ内には微量のインクが残っています。詳 
細については、 www . hp . com / qo / inkusaqe を参照してください。 


インクカートリツジの交換 

インクカートリッジを交換する際は、以下の指示に従ってくださしヽ。 


歐 注記初めて製品をセットアップする際には、セットアップポスタ 
一の指示に従って、インクサプライ品の取り付けを行ってくださ 
い。 

使用済みサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジェット 
サプライ品リサイクルプロ グラムを 参照してください。 


HPAN - in - One の交換用インクカートリッジを用意していない場合は、 
www . hp . com / buy / supplies で力一トリッジの注文ができます。指示に従 
つて、国/地域および製品を選択し、ページ上のショッピングリンクを 
クリックします。 


歐注記現時点では 、 HP Web サイトの一部分は英語版のみです。 

△注意新しいインクカートリッジを手元に用意してから、古いイン 
クカートリ ッジを取り外してください。インクカートリッジを製品 
から取り外したまま、長時間放置しないでください。製品とインク 
力一トリツジの両方が損傷する恐れがあります。 


インクカートリッジを交換するには 

1. 製品の電源がオンになっていることを確認します。 

2. プリントカートリッジのアクセスドアを開きます。 

インクホルダ_が中央まで移動します。 

睜注記インクホルダーが止まるのを待ってから、作業を続け 
てください。 
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3. インクカートリツジ前面のタブを押して固定を解除し、スロ 
ットから取り外します。 



4. 新しいインクカートリツジのオレンジのつまみを反対方向に 
まつすぐ引っ張り、インクカートリツジからプラスチックの 
ラップをはがしてパッケージから取り出します。 


歐注記インクカートリッジを製品に取り付ける前に、必ずプ 
ラスチックのラップをはがしてください。はがさずにそのま 
ま取り付けると、印刷が失敗します。 
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5. オレンジのキャップをひねって取り外します。 



6. アイコンの色と形状を参考にしながら、空のスロツトにイン 
クカートリツジを差し込み、カチツと音がしてしっかりとス 
ロットに固定されるまで押し込みます。 


△注意インクカートリッジを取り付ける際は、インクホル 
ダー上のラッチハンドルを持ち上げないでください。ラッ 
チハンドルが上がっていると、インクカートリッジが間違 
った位置に固定され、印刷に問題が発生します。インクカ 
—トリッジを正しくセットできるよう、ラッチは常に下げて 
おいてください。 

取り付けるインクカートリッジと同じ形状のアイコンおよび 
色のスロットに、インクカートリツジを揷入してください。 




7. 交換している各インクカートリッジに対して、3から6の手 
順を繰り返してください。 

8. インクカートリッジドアを閉じます。 

関連トピック 

印刷用サプライ品のオンライン注文 
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高度なインクカートリッジのメンテナンス 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• センサーのクリー ニン グ 

• インクカートリッシのセンサーウィントウのクリーニンク 

センサーのクリー ニン グ 


睜注記この手順は、インクカートリッジに関連するエラーメッセー 
ジが表示された場合のみ必要です。エラーメッセージの詳細につい 
ては、 エラー を参照してください。 


センサーをクリーニングします。 

問題が解決しなくても印刷は続行できますが、インクシステムの動作 
が変わる可能性があります。 


△注意クリーニング手順は数分で終わります。指示があったら、イン 
クカートリッジが製品に再度取り付けられていることを確認してく 
ださい。製品の外で一定時間放置すると、インクカートリッジが損 
傷する可能性があります。 


センサーのクリーニングを行うには 

1. クリーニング作業用に、綿棒や糸くずの出ない布を用意しま 
す。 

2. 製品の電源がオンになっていることを確認します。 

3. インクカートリッジのアクセスドアを製品本体前面の右側か 
ら持ち上げて、所定の位置で止まるまで開きます。 
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インクホルダ_が中央まで移動します。 


歐注記インクホルダーが止まるのを待ってから、作業を続け 
てください。 


4. 製品内部のセンサーを探します。 

センサーは、正方形の黒いプラスチックの部分で、インクホ 
ルダ_のすぐ左側にあります。 



5. センサーを乾いた綿棒や糸くずの出ない布で拭きます。 

6. インクカ_トリッジアクセスドアを閉め、エラ_ メッセージ 
が解消されたかどうか確認します。 

7. まだエラーメッセージが表示される場合は、製品の電源を才 
フにして、もう一度オンにします。 

インクカ ート リツジのセンサ ー ウインドウのクリ ーニン グ 

すべてのインクカートリッジのウインドウをクリーニングしてくださ 
い。 

問題が解決しなくても印刷は続行できますが、インクシステムの動作 
が変わる可能性があります。 


A 注意クリーニング手順は数分で終わります。指示があつたら、イン 
クカ—トリツジが製品に再度取り付けられていることを確認してく 
ださい。製品の外で一定時間放置すると、インクカートリッジが損 
傷する可能性があります。 


インクカートリツジのセンサーウインドウをクリーニングするには 

1. クリーニング作業用に、綿棒や糸くずの出ない布を用意しま 
す。 

2. 製品の電源がオンになっていることを確認します。 
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3. インクカートリッジのアクセスドアを製品本体前面の右側か 
ら持ち上げて、所定の位置で止まるまで開きます。 



インクホルダーが中央まで移動します。 


&注記インクホルダーが止まるのを待ってから、作業を続け 
てください。 


4. インクカートリッジをすべて取り外し、インク開口部を上に 
向けて紙の上に置きます。 

インクカートリッジを取り外すには 

a . インクカートリッジのタブを押して固定を解除し、スロッ 
卜から取り外します。 
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b . インク開口部を上に向けて、紙の上にインクカートリツジ 
を置きます。 



c . 力ートリッジごとにステップ a および b を繰り返します。 

5. インクカートリッジごとに、センサーウインドウを乾いた綿 
棒や糸くずの出ない布で拭きます。 

センサーウインドウは透明なプラスチックの部分で、インク 
力ートリッジの底面にある、銅色または金色をした金属の接触 
部の近くにあります。金属の接触部には触れないようにしてく 
ださい。 



6. 各インクカートリツジをスロツトに取り付けます。タブがし 
つかりとはまるまで押し下げます。 

それぞれのインクカ_トリツジのラベルの色とアイコンが、 
そのインクカートリツジ用のスロツトの色とアイコンに一致 
するようにします。 
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7. インク カート リッジアクセスドアを閉め、 エラー が解消され 
たかどうか確認します。 

8. まだ エラー メッセージが表示される場合は、製品の電源を才 
フにして、もう一度オンにします。 

プリントヘッドメンテナンスの詳細 

印刷時に問題が発生した場合は、プリントへッドに問題がある可能性が 
あります。次のセクションで書かれた手順は、印刷品質を改善するため 
に指示された場合のみ実行して〈ださい。 

不必要な調整やクリーニングは、インクを無駄に使い、力一トリッジの 
寿命を縮めます。 

インクカートリッジに関するエラーメッセージが表示されたら、 

— で詳細情報を參照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• プリントへッドをクリーニング^ - る 

• プリンタを調整する 

プリントへッドをクリーニングする 

印刷した出力に縞模様が見られたり、間違った色や欠けた色がある場合 
は、プリントへッドのクリーニングを行ってください。 

この クリーニングでは、インクを使用してプリントへッドのノズルの詰 
まりを取り除きます。 

この作業には数分間かかり、用紙を1枚以上使用します。 

コントロール パネルからプリン トへッ ドをクリー ニン グするには 

1. メイン給紙トレイに、 A 4、 またはリーガルサイズの未使用の 
白い普通紙をセットします。 

2. セットアップを押します。 

3. [ツール]が選択されるまで矢印ボタンを押し続け、 0 K (0) を押 
します。 

4. [プリントへッドのクリーニング]が選択されるまで矢印ボタン 
を押し続け、 OK ( O ) を押します。 

プリントへッドのクリーニングが行われます。 

5. [ツール]メニューに戻るまで任意のボタンを押します。 
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プリンタツールボックスでプリントへッドをクリーニングするには 

1. メイン給紙トレイに、 A4、 またはリーガルサイズの未使用の 
白い普通紙をセットします。 

2. HP Solution Center で、[設定]をクリックします。 

3. [印刷設定] 領域で、 [プリンタツールボックス] をクリックしま 
す。 


歐注記また、 [プリントプロパティ] ダイアログボックスか 
ら [プリンタツールボックス] を開くこともできます。 [プリ 
ントプロパティ] ダイアログボックスで、 [機能] タブをク 
リックし、 [プリンタサービス] をクリックします。 

[プリンタツールボックス] が表示されます。 

4. [プリンタサービス] タブをクリックします。 

5. [プリントへ ッ ドのクリーニン グ]をクリックします。 

6. 出力の品質が満足できるものになるまで指示に従って操作して 
から、 [完了] をクリックします。 

クリーニングは、2段階で行われます。各段階は2分程続き、 
この間、1枚の紙とインクを使用します。インクの使用量は段 
階を追うごとに増えていきます。各段階の後、印刷ページの品 
質を確認してください。印刷品質が満足できるレベルでなかっ 
た場合のみ、クリーニングの次の段階を開始するようにしてく 
ださい。 

この両段階のクリーニングを実行しても印刷品質が改善されな 
い場合は、プリンタの調整を行ってください。クリーニングや 
調整を行っても印刷品質の問題が解決しない場合は、 HP サボ 
—卜に連絡して〈ださい。 

組み込み Web サーバからプリントヘッドをクリーニングするには 

1. メイン給紙トレイに、 A4、 またはリーガルサイズの未使用の 
白い普通紙をセットします。 

2. [デバイス設定] タブをクリックし、 左 枠の [デバイスサービ 
ス] をクリックします。 [印刷品質] セクションのドロップダウ 
ンリストから [プリントへッドのクリーニング] を選択して、 
[診断の実行] をクリックします。 

プリンタを調整する 

製品は初期設定の際、自動的にプリントへッドの位置調整を行います。 
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この機能は、プリンタ ステー タス レポー トで カラー ブロックに筋や白 
線が表示されたとき、または印刷品質に問題があるときに使用してくだ 
さい 。 

コント ロールパネルからプリン トへッ ドを調整するには 

1. メイン給紙トレイに、 A4、 またはリーガルサイズの未使用の 
白い普通紙をセットします。 

2. セットアップ を押してください 

3. [ツール] が選択されるまで矢印ボタンを押し続け、 OK(O) を押 
します。 

4. プリンタの 調整が選択されるまで矢印ボタンを押し続け、 0K 
(0) を押します。 

プリントへッドの位置調整が行われます。 

5. [ツール] メニューに戻るまで任意のボタンを押します。 

[プリンタツール ボックス] からプリンタを調整するには 

1. メイン給紙トレイに、 A4、 またはリーガルサイズの未使用の 
白い普通紙をセットします。 

2. HP Solution Center で、[設定]をクリックします。 

3. [印刷設定] 領域で、 [プリンタツールボックス] をクリックしま 
す。 

歐注記また、 [プリントプロパティ] ダイアログボックスか 
ら [プリンタツールボックス] を開く こと もできます。 [プリ 
ントプロパティ] ダイアログボックスで、 [機能] タブをク 
リックし、 [プリンタサービス] をクリックします。 

[プリンタツールボックス] が表示されます。 

4. [プリンタサービス] タブをクリックします。 

5. [プリンタの調整] をクリックします。 

製品はテストページの印刷、プリントへッドの調整、プリン 
夕の位置調整を行います。この用紙はリサイクルするか捨てて 
ください。 
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組み込み Web サーバからプリンタを調整するには 

1. メイン給紙トレイに、 A 4、 またはリーガルサイズの未使用の 
白い普通紙をセットします。 

2. [設定]タブをクリックし、左枠の[プリンタサービス]をクリ 
ックします。[印刷品質]セクションのドロップダウンリスト 
から[プリンタの調整]を選択して、[診断の実行]をクリックし 
ます。 


使用状況情報の収集 

本製品に使用する HP 力ートリッジには、製品の操作に役立つメモリ 
チップが入っています。 

また、このメモリチップは製品の使用状況について、以下を含む限定 
された内容の情報を収集します。力ートリッジが最初に取り付けられた 
日、力一トリッジが最後に使用された日、カートリッジを使用した印刷 
部数、ページ適用範囲、使用された印刷モード、発生した印刷エラー、 
および製品モデル。この情報は、お客様の印刷に関するニーズに対応す 
る今後の製品の設計に役立ちます。 

カートリッジの メモリ チップから収集されたデータには、力ートリッ 
ジや製品のお客様やユーザーの特定に利用可能な情報は含まれていませ 
ん。 

HP は、 HP の無料回収およびリサイクルプログラム （HP Planet 
Partners : www . hp . com / recvcle ) で回収された力ートリッジのメモリチ 
ップの一部を収集しています。今後の HP 製品の改善のため、ここで収 
集されたメモリチップを読み取り、研究しています。この力ートリッ 
ジのリサイクルを支援する HP のパートナーも、このデータにアクセス 
することができます。 

カートリッジを保有する任意の第三者が、メモリチップ上の匿名情報 
にアクセスする可能性もあります。この情報へのアクセスを希望されな 
い場合、チップを動作不能にすることもできます。ただし、メモリチ 
ップを動作不能にした後で、その力ートリッジを HP 製品に使用するこ 
とはできません。 
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この匿名情報の提供に懸念がある場合は、製品の使用状況情報を収集す 
るメモリチップの機能をオフにして、この情報にアクセスできないよ 
うにすることができます。 


使用状況情報の回収をオフにするには 

1. 製品のコント ロー ルパネルの [セッ ト アップ] ボタンを押しま 
す。 

2. [基本設定]を選択し、[カートリッジチップ情報]を選択しま 
す。 

3. [1] を押すと、使用状況情報の収集がオフになります。 

菡注記メモリチップが製品の使用状況情報を収集する機能をオフに 
しても、力ートリツジは HP 製品に継続して使用することができま 
す。 


印刷品質レポートの印刷と評価 

印刷品質の問題には、ソフトウェアの設定、品質の悪い画像ファイル、 
または印刷システム自体など、さまざまな原因が考えられます。印刷の 
質に不満がある場合は、印刷品質ページを印刷すると、印刷システムが 
正常に機能しているかどうかを簡単に判断できます。 

この項では、以下の項目について説明します。 

• 印刷品質レポートを印刷するには 

• 印刷品質ページを評価するには 


印刷品質レポートを印刷するには 

1. 通常の白いレターサイズ、または A 4 用紙をセットします。 

2. [レポートの 印刷]が表示されるまで [セットアップ] を押しま 
す。 

3. [印刷品質レポート]が表示されるまで矢印を押します。 [0 K ] 
を押します。 
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印刷品質ページを評価するには 

この項では、以下の項目について説明します。 

• インクレベル 
• 良い カラーバー 

- ギザギザ、不規則な鎬模様、または色の薄いバー 

• バーの規則的な白い縞模様 

• バーの色が均一でない 

• 大きなフォントのモノクロの文字 

- 調整パターン 

インクレベル 

篇 Orm "w 

ti 
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▲ 21 行目の[インクレベル]を確認します。いずれかのインク残 
量インジケ _ 夕が低い場合は、そのインクカ _ トリッジを交 
換する必要があります。 


歐注記インク残量の警告およびインジケータは、交換用イン 
クを用意できるよう情報を提供します。インクの警告メッセ 
—ジが表示されたら、印刷できなくなる前に交換用のイン 
クカートリッジを準備してください。印刷品質が使用に耐 
えないレベルに達するまでインクカートリッジを交換する 
必要はありません。 


良い カラーバー 

❸ 

一 ❹ 
― ❷ 

——❸ 
—— 〇 


▲ ページの中央にあるカラーバーを見ます。カラーバーは7本 
あるはずです。カラーバーは縁が鮮明でなければなりませ 
ん。塗りつぶされていなければなりません（白や他の色の縞模 
様がない)。色が全体的に均一でなければなりません。 

良いカラ_バーの例- 7本のバーすベてが塗りつぶされ、縁が 
鮮明で、均一な色がページ全体に広がっていれば、プリンタは 
正しく動作しています。プリンタのインクカートリツジに対 
応するバーは、次のとおりです。 


部分 

力ートリッジの色 

1 

黒インクカートリッジ 

2 

HP xxx インクカートリッジシアン 

3 

HP xxx インクカートリッジマゼンタ 

4 

HP xxx インクカートリッジイエロー 
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ギザギザ、不規則な縞模様、または色の薄いバー 



悪いカラーバーの例-上部のバーが不規則な縞模様、または薄くなっ 
ています。 



悪いカラーバーの例-上部の黒いバーがギザギザ、または片方の端が 

欠けています。 

いずれかのバーがギザギザ、不規則な縞模様、または薄い場合は、次の 

手順を実行します。 

1. インクカートリッジにインクがあることを確認します。 

2. 縞模様のバーに対応する力一トリッジを取り外し、正しくイン 
クが排出されていることを確認します。詳細については、 イン 
クカートリッジの 交換 を ご覧ください。 

3. カートリッジを装着し直し、すべての力一トリッジのラッチが 
正しくかかっていることを確認します。詳しくは、 インクカ 
—トリッジの 交換 を 参照してください。 

4. プリントヘッドをクリーニングします。詳しくは、 プリントへ 
ッドをクリーニングする を參照してください。 

5. 別の印刷品質レポートを印刷するか、印刷品質レポートを再印 
刷してみます。まだ問題が発生していて、クリーニングで改善 
しそうであれば、再度クリーニングします。 
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6. クリーニングしても問題が解決しない場合は、ギザギザのバー 
に対応する力ートリッジを交換します。 

7. インクカートリッジを交換しても解決しない場合は、 HP に連 
絡してください。プリントへッドの交換が必要です。 

印刷品質レポートのギザギザのバーの問題が発生するのを防ぐには： 

• 開封したインクカートリッジをプリンタから取り外したまま、長時 
間放置しないでください。 

• 新しい力一トリッジの取り付け準備が整うまで、古い力 _ トリッジ 
を取り外さないでください。 

印刷品質レポートに不具合を示す情報がなければ、印刷システムは正常 

に機能しています。正しく機能しているので、サプライ品の交換や製品 

の修理を行う理由はありません。印刷品質にまだ問題がある場合、さら 

に次の項目を確認してください。 

• 用紙を確認する。 

• 印刷設定を確認してください。 

• 画像の解像度が十分かどうか確認する。 

• 問題が印刷物のある決まった側に発生する場合、製品付属のソフト 
ウェアまたはその他のソフトウェアを使用して画像を180度回転し 
てみます。回転してみると問題が起きない場合があります。 

バーの規則的な白い縞模様 

いずれかのカラーバーに規則的に白い縞模様がある場合は、次の手順 

を実行します。 
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1. 印刷品質レポートの 36 行目に [PHA TTOE = 0] と表示されて 
いる場合は、プリンタを調整します。詳細については、 プリン 
夕を調整す る をご覧ください。 

2. 36 行目が 0 でない場合は、調整では解決しません。プリント 
ヘッドをクリーニングします。詳細については、 プリントへッ 
ドをクリー ニン グす る をご覧ください。 

3. 別の印刷品質レポートを印刷します。まだ縞模様があるが改善 
されて見える場合は、もう1回クリーニングします。縞模様が 
悪化した場合は、 HP に連絡してください。プリントヘッドを 
交換する必要があります。 

バーの色が均一でない 



いずれかのカラーバーが均一でない場合は、次の手順を実行します。 

1. 最近高度が高い場所に移動した場合は、プリントへッドのクリ 
_ニングを行います。 

2. プリンタを最近移動していない場合は、別の印刷品質レポート 
を印刷してみます。この方がプリントへッドのクリーニングよ 
り使用するインクは少ないですが、効果がなければクリーニン 
グしてください。 

3. 印刷品質レポートを再度印刷します。色が改善して見える場合 
は、クリーニングを続行します。色が悪化した場合は、 HP に 
連絡してください。プリントへッドを交換する必要がありま 
す。 

大きなフォントのモノクロの文字 

カラーブロックの上の大きなフォントの文字を見ます 。 [I ABCDEFG 

abcdefg ] 文字は、シャープで鮮明でなければなりません。文字がギザ 
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ギザになっている場合は、プリンタを調整します。縞模様やインクの染 
みがある場合は、プリントへツドをクリーニングします。 

I ABCDEFG abcdefg I 

大きなフォントの文字の良い例-文字がシャープで鮮明であれば、プリ 
ンタは正しく動作しています。 

I ABCDEFG abcdefg I 

大きなフォントの文字の悪い例-文字がギザギザであれば、プリンタを 
調整して〈ださい。 

I ABCDEFG abcdefg I 

大きなフォントの文字の悪い例-文字がにじんでいる場合は、プリント 
へツドをクリーニングして、用紙が丸まっていないか確認してくださ 
い。すべての用紙は繰り返し封のできるビニール袋に入れて、丸まらな 
いように平らな場所で保管して〈ださい。 

: ABCDEFG abcdefg I 

大きなフォントの文字の悪い例-文字の片方の端に不規則なギザギザが 
ある場合は、プリンタをクリーニングして〈ださい。新しい力ートリツ 
ジを取り付けた直後にこの不具合が生じた場合は、プリンタの通常の自 
動メンテナンスで、1日程度で解決する場合があります。この方がプリ 
ントへツドのクリーニングより使用するインクが少なくてすみます。 

調整パターン 

カラーバーと大きなフォントの文字に問題がなければ、インクカート 
リツジは空ではありません。カラーバーのすぐ上にある調整パターン 
を見てください。 
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調整パターンの良い例線が真っ直ぐです。 


II 


調整パターンの悪い例線がギザギザになっている場合は、プリンタを調 
整してください。調整しても問題が解決しない場合は、 HP に連絡して 
〈ださい。 

印刷品質レポートに、プリンタが正常に動作していることが示されてい 
る場合は、次の手順を彳 T います。 

• 用紙を確認する 
• 印刷設定を確認する 

• 画像ファイルが十分な解像度であることを確認してください。 

• 問題が印刷の端近〈の帯状の領域に限られるような場合は、製品と 
—緒にインストールしたソフトウェアまたは別のソフトウェアアブ 
リケーシヨンを使用して、画像を180度回転してください。問題 
が、印刷の反対側の端には現れない可能性があります。 

印刷品質レポートに、プリンタが正常に動作していることが示されてい 
る場合は、次の手順を彳 T います。 

• HP 純正インクカートリッジを使用する-他社製インクの品質保証 
はできません。 

• プリントヘッドをクリーニングします。 

• デバイスを調整します。 

• 調整しても問題が解決しない場合は、 HP に連絡して〈ださい。 

デバイスのクリー ニン グ 

このセクシヨンでは、本体を最高の状態に保つための方法について説明 
します。必要に応じてこれらの保守手順を実行してくださし、。 

スキヤナガラス、スキヤナの保護シート、またはスキヤナフレームの 
ほこりや汚れにより、パフォーマンスが低下したり、スキヤンの品質が 
低下したり、特殊機能の正確さが損なわれたりすることがあります。 
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このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 
• スキヤナガラスのクリーニング 

• 外側のクリーニング 

• 自動トキユメントフイーヲのクリーニンク 

スキヤナガラスのクリーニング 

スキヤナガラスをクリーニングするには 

1. 本体の電源をオフにします。 

2. スキヤナのカバーを持ち上げます。 
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3. あまり強くないガラス用洗剤を吹き付けた、柔らかい、糸くず 
のない布でガラスをクリーニングします。乾いた、柔らか 
し、、糸くずのない布でガラスの水分を拭き取ります。 



A 注意スキャナガラスのクリーニングにはガラス用洗剤以外 
使用しないでください。研磨剤、アセトン、ベンゼン、四 
塩化炭素などを含む洗剤は使用しないでください。これらの 
成分は、スキャナガラスを傷める可能性があります。ま 
た、イソプロピル アルコールの 使用も避けてください。ガ 
ラス面に縞模様が残ることがあります。 

注意ガラス用洗剤をガラス面に直接吹き付けないでくださ 
し、。ガラス用洗剤を多く吹き付けると、洗剤が本体内に入 
り、スキヤナを傷めることがあります。 


4. スキヤナのカバーを閉じて、デバイスの電源を入れます。 
外側のクリーニング 


歐注記本体のクリーニングを行う前に、電源をオフにした後、電源コ 
—ドをコンセントから抜きます。 


柔らかい、糸くずのない布で、ケースのほこり、シミ、汚れなどを拭き 
取ります。 本体の外側はクリーニングの必要が ありません。 デバイス 
の内側やデバイスのコントロールパネルを濡らさないようにしてくだ 
さい0 
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自動ドキュメントフイーダのクリーニング 

自動ドキュメントフイーダが一度に用紙をまとめて給紙してしまった 
り、普通紙をまったく給紙しない場合、口ーラーやセパレ_タパッド 
をクリーニングしてください。自動ドキュメントフイ _ ダのカバ _ を 
開き、口 ーラーとセパレ _ タパッドをクリーニングして、カバーを閉 
じてください。 

口ーラーやセパレータパッドをクリーニングするには 

1. ドキュメントフイーダトレイから原稿をすべて取り除きます。 

2. 自動ドキュメントフイーダのカバー （1) を外します。 
このようにすると口ーラー （2) とセパレータパッド （3) に簡単 
にアクセスできます。 



響、 


1 

自動ドキュメントフィーダカバー 

2 

□ —フー 

3 

セパレ ー タパッド 


3. きれいな糸くずの出ない布を蒸留水に浸し、余分な水分を絞り 
ます。 

4. 湿った布を使用して、口ーラ_やセパレ_タパッドからカス 
を拭き取ります。 


歐注記蒸留水でカスが取れない場合は、イソプロピル（消毒 
用） アルコールを 使用してみます。 

5. 自動ドキュメントフイーダのカバーを閉じます。 
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自動ドキュメントフイーダ内部の帯状のガラス部分をクリーニングす 
るには 

1. HP All - in - One の電源を切り、電源コードを抜きます。 

睜注記 HP All - in - One のプラグを長い時間抜いていると、日付 
と時刻が消える場合があります。その場合は、後で電源ケ_ 
ブルを元通りに差し込んだときに、日付と時刻を再設定して 
ください。_ 

2. ガラス板に原稿をセツトするように、カバーを持ち上げます。 



デバイスのクリーニング 225 






第 9 章 


3. 自動ドキュメントフイーダのカバーを上げます。 



4. 自動ドキュメントフイーダ装置を持ち上げます。 



帯状のガラス部分は自動ドキュメントフイーダの下にありま 
す。 



226 保守とトラブルシューティング 






5. 非摩耗性のガラスクリーナーを使用し、少し湿らせた柔らか 
い布かスポンジで帯状のガラス部分を拭きます。 


△注意研磨剤、アセトン、ベンゼン、四塩化炭素などでガラ 
ス面を拭かないでください。ガラス面を傷める可能性があり 
ます。また、液体を直接ガラス面にかけないでください。ガ 
ラス面の下に液体が入り込んで本体を傷める可能性がありま 
す。 


6. 自動ドキュメントフィーダ装置を下げ、自動ドキュメントフ 
ィーダのカバーを閉じます。 

7. カバーを閉じます。 

8. 電源コードを差し込み、 HP All - in-One の電源を入れます。 

一般的なトラブルシューティングヒントとリソース 

印刷問題のトラブルシューティングを開始する場合は、以下の操作を試 

してみて〈ださい。 

• 用紙詰まりは、 メディア詰まりの除去 を 参照してください。 

• 用紙が曲がったり持ち上がってしまうなどの給紙の問題は、 給紙の 
問題の解決 を参照してください。 

• 電源ランプがオンで点滅していないことを確認します。初めてデバ 
イスの電源をオンにすると、初期化まで12分ほどかかります。 

• 電源コードとそれ以外のケーブルが正しく機能し、本体にしっかり 
と接続されていることを確認します。本体が正しく機能している交 
流 ( AC ) 電源にしっかりと接続され、電源が入っていることを確認し 
ます。電圧の要件については、 電気仕様 を 参照してください n 

• 用紙が給紙トレイに正しくセットされていて、紙詰まりがないこと 
を確認します。 

• 梱包テープと梱包材が取り外してある。 

• デバイスがデフォルトプリンタに設定されていることを確認しま 
す。 Windows の場合、[プリンタ]フォルダでデフォルトに設定しま 
す。 MacOSX の場合、[プリンタ設定ューティリティ]でデフォル 
トプリンタを設定します （MacOSX ( v 10_4) の場合 )。 Mac OS X 
( vlO .5) の場合は、 [システム環境設定] を開き、 [プリントとファク 
ス] を選択して、 [デフォルトのプリンタ] ドロップダウンリストか 
らデバイスを選択します)。詳細は、コンピュータのマニュアルを参 
照してください。 


一般的なトラブルシューテイングヒントとリソース 
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• Windows 起動中のコンピュータで [印刷の一時停止] が選択されてい 
ない。 

• タスクの実行中に、実行しているプログラム数が多すぎない。タス 
クを再試行する前に、使っていないプログラムを閉じるか、または 
コンピュータを再起動します。 

トラブルシューティングトピック 

• 印刷上の問頴の解決 
• 印刷のトラブルシューティング 

• 印刷品質のトラフルシューティング 

• 給紙の問題の解決 
- コピーの問題の解決 
• スキャンの問題の解決 
• ファクスの問題の解決 
• ネットワークの問頭の解決 
• ワイヤレスの問題の解決（一部のモデルのみ) 

- 写真（メモリカード）の問題の解決 

• インス I — ノレの問題のトラフ j レ シュー ティング 

印刷上の問題の解決 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• デバイスの電源が突然切れる 

• コントロールパネルのディスプレイにエラーメッセー ジが表示され 

五 

• 印刷するのに長時間かかる 

• 空白ページまたはページの一部だけが印刷される 

• ページの一部が印刷されない、または正しくない 

• テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない 

デバイスの電源が突然切れる 
電源と電源接続の確認 

正し〈機能している交流 ( AC ) 電源に本体がしっかりと接続されている 
ことを確認します。電圧の要件については、 雷気仕様 を 参照してくだ 
さい0 
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コントロール パネルのディスプレイに エラー メ ツセー ジが表示される 


回復不可能なエラーが発生する 

ケーブルをすべて（電源コードや USB ケーブルなど）外し、約20秒間 
待ってからケーブルを再接続します。問題が続くようであれば、最新 
のトラブルシューティング情報、または製品の修正と更新を HP Web 
サイト ( www . hp . com / support ) で見つけてください n 


&注記 エラー メ ッセージの 詳細については、 エラー を参照してくだ 
さい0 


印刷するのに長時間かかる 

システム構成とリソースを確認してください。 

コンピュータが、本製品を使用するための最低限のシステム必要条件を 
満たしていることを確認します。詳細については、 システム要件 を 參 
照してください。 

デバイスソフトウェアの設定の確認 

印刷品質で[ベスト]または[最大 dpi ] が選択されていると、印刷速度 
は遅くなります。印刷速度を上げるには、デバイスドライバで別の印 
刷設定を選択します。詳細については、 プリント設定の変更 を 参照し 
てください。 

インクレベルが低い 

インクカートリッジの推定インクレベルを確認します。 

歐 注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジを準備し 
てください。印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク 
力 _ トリッジを交換する必要はありません。 

インクカートリッジのインクが不足しています。インクが不足する 
と、プリントへッドが過熱する可能性があります。プリントへッドが過 
熱したときは、温度を下げるためにプリンタの速度を落とします。 

空白ページまたはページの一部だけが印刷される 

インクレベルを確認する 

力ートリツジのインクが少なくなっています。 
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プリントへッドをクリ _ ニングする 

プリントヘッドのクリーニングを行います。詳細については、 プリント 
へッドをクリーニングする をご覧〈ださい0 

歐注記 製品の 電源 ボタンを押して HP All - in - one の電源をオフにし 
ます。 電源 ランプが消灯するのを待ってから、電源コードを抜いた 
りテーブルタップをオフにしてください。誤った方法で HP All - in - 
One の電源をオフにすると、インクホルダーが正しい位置に戻らな 
い場合があり、インクカートリッジに問題が発生して印刷品質に悪 
影響が出ることがあります。 


メディア設定を確認します 

• トレイにセットされたメディアに対して正しい印刷品質がプリンタ 
ドライバで選択されていることを確認します。 

• プリンタドライバで選択したページ設定とトレイにセットされてい 
る用紙サイズが一致していることを確認してください。 

2枚以上のページが給紙される 

給紙の問題のトラブルシューテイングの詳細については、 給紙の問題の 
解決を 参照してください。 


ファイル内に空白ページがある 

ファイルをチェックして、空白ページがないことを確認して〈ださし、。 

ページの一部が印刷されない、または正しくない 
インクカートリッジの確認 

正しいインクカートリッジが装着され、インクカートリッジのインク 
が残りわずかではないこと確認してください。詳細については、 デバイ 
スの管理 および 推定インクレベルの確 を參照してください。 


&注記 製品の 電源 ボタンを押して HP AN - in - One の電源をオフにし 
ます。 電源 ランプが消灯するのを待ってから、電源 コー ドを抜いた 
りテーブルタップをオフにしてください。誤った方法で HP All - in - 
One の電源をオフにすると、インクホルダーが正しい位置に戻らな 
い場合があり、インクカートリッジに問題が発生して印刷品質に悪 
影響が出ることがあります。 


余白設定の確認 

文書の余白設定が本体の印刷可能領域を超えていないことを確認しま 
す。詳細については、 最小余白の設定を 参照してください。 
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カラー印刷設定を確認します 

プリントドライバで[グレースケールで印刷]が選択されていないこと 
を確認します。 


本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認 

高電磁界 ( USB ケーブルなどにより生成）により、プリント結果が若干 
歪む場合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響 
を最小化するため、 3 m 以内の USB ケーブルを使用することをお勧め 
します。 


テキストまたはグラフィックスの配置が適切でない 


メディアがセツトされている方法を確認します 

メディアの縦と横方向の用紙ガイドがメディアの束にぴったりと合い、 
トレイにセツトされたメディアが多すぎないことを確認します。詳細 
については、 メディアのセツ ト を參照してください。 

メディアサイズを確認します 

• 文書サイズが使用中のメディアより大きい場合、ページがはみ出す 
ことがあります。 

• プリンタドライバで選択したメディアサイズとトレイにセツトされ 
ているメディアのサイズが一致していることを確認してください。 


余白設定の確認 

ページの端からテキストまたはグラフィックスがはみ出す場合は、文書 
のマージン設定が、本体の印刷可能領域以内であることを確認しま 
す。詳細については、 最小余白の設定 を 參照してください。 

印刷の向きの設定を確認します。 

アプリケー シヨ ンで選択したメディアのサイズおよびページの方向がプ 
リンタドライバでの設定と一致していることを確認します。詳細につ 
いては、 プリント設定の変更を 参照してください。 


本体の設置場所と USB ケーブルの長さの確認 

高電磁界 ( USB ケーブルなどにより生成）により、プリント結果が若干 
歪む場合があります。本体を電磁界の元から離します。電磁界の影響 
を最小化するため、 3 m 以内の USB ケーブルを使用することをお勧め 
します。 


前述の解決策でも問題が解決しない場合、アプリケーシヨンが印刷設定 
を正しく解釈できないことにより問題が生じている場合があります。 
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特定のヘルプについては、リリースノー トで既知のソフトウェアの競 
合がないか確認するか、アプリケーシヨンのマニュアルを参照するか、 
ソフトウェアの製造元にお問い合わせください。 

印刷のトラブルシューティング 

このセクシヨンでは、次のような印刷の問題を解決します。 

• 封筒が正しく印刷されない 
• フチ無し印刷が指定どおり印刷されない 

• 製品が応答していない 
• 製品が無意味な文字を印刷する 
• 印刷しようとしても何も動作しない 
• 印刷される文書のページ順が間違つている 

• 余白が指定どおりに印刷されない 
• 文字やグラフィックがページの端で欠ける 

* 印刷中に空白ページが排紙される 

封筒が正しく印刷されない 

問題を解決するために以下の解決方法を試してくださしヽ。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 


• 解決策1 

封筒の束を正しくセツトする 

• 解決策2 

封筒の種類を確認する 

• 解決策3 

紙詰まりを防ぐため、封筒のふたを内側に折り込む 


解決策1:封筒の束を正しくセットする 

解決方法：封筒のふたが上向きで左側に来るようにセットし、給紙 
トレイの奥まで入れます。 

給紙トレイからすべての用紙を取り出したことを確認したら、封筒 
をセットします。 

原因：封筒が正しくセットされていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策 2 :封筒の種類を確認する 

解決方法： 光沢紙を使った封筒やエンボス加工された封筒、あるい 
は留め具付きの封筒や窓付き封筒は使わないでください。 

原因： セツトされた封筒の種類が間違っています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3 :紙詰まりを防ぐため、封筒のふたを内側に折り込む 

解決方法： ふたを封筒の内側に折り込んでおくと、封筒の紙詰まり 
を防ぐことができます。 

原因： 封筒のふたが 口ー ラに巻き込まれました。 


フチ無し印刷が指定どおり印刷されない 

解決方法： 本製品付属のフォトイメージングソフトウヱアの画像 
を使って印刷してみてください。 

原因： HP 以外のソフトウェアアプリケーションを使用して画像の 
フチ無し印刷を実行すると、予想通りの印刷結果が得られないこと 
があります。 


製品が応答していない 

問題を解決するために以下の解決方法を試してください。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 

• 解決策1:製品の雷源をオンにする 
- 解決策2:給紙トレイに用紙をセツトする 

• 解決策3:正しいプリンタを選択する 
- 解決策4:プリンタドライ/《の状態を確認する 

• 解決策5:現在の動作が完了するまで待つ 
• 解決策6:取り消された印刷ジョブをキューからすべて削除する 

- 解決策7 :紙詰まりを解消する 

• 解決策8: インクホルダー が スムーズに 動 くことを 確認する 
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• 解決策9 :製品からコンピュータまでの接続状態を確認する 

• 解決策10 :製品を再起動する 


解決策1:製品の電源をオンにする 

解決方法：製品の電源ランプを見て〈ださい。点灯していない場 
合、製品はオフになっています。電源ケーブルが電源コンセントに 
きちんと差し込まれていることを確認してください。電源ボタンを 
押して、製品の電源をオンにします。 

原因：製品の電源がオフです。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策2:給紙トレイに用紙をセットする 

解決方法：給紙トレイに用紙をセットして〈ださい。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因：製品のトレイに用紙がありません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3:正しいプリンタを選択する 

解決方法：ソフトウェアアプリケーションで正しいプリンタを選択 
していることを確認します。 

夺ヒント 製品をデフオルトのプリンタとして設定すれば、どのソ 
フトウェアアプリケーションを使用しても、[ファイル]メニュー 
の[印刷]を選択すると、自動的に選択されます。 

原因：製品がデフオルトのプリンタとして選択されていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策 4: プリンタドライバの状態を確認する 

解決方法：プリンタドライバの状態が、オフラインまたは印刷停 
止に変更されている可能性があります。 

プリンタドライバの状態を確認するには 
▲ HP Solution Center で [状態] タブをクリックします 0 

原因：プリンタドライバの状態が変更されています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策5:現在の動作が完了するまで待つ 

解決方法：製品がコピーやスキャンなどの別のタスクを実行してい 
る場合、製品が現在のタスクを完了するまで、印刷ジョブは先送り 
されます。 

印刷に時間のかかるドキュメントも一部にはあります。製品に印刷 
ジョブの実行を命令してから、数分間何も印刷されない場合は、製 
品のディスプレイを見てメツセージがないか確認してください。 

原因： 製品が別のタスクでビジー状態です。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策6 :取り消された印刷ジョブをキューからすべて削除する 

解決方法：印刷ジョブが、取り消されてもキューに残っている可能 
性があります。取り消されたジョブによってキューが詰まり、次の 
印刷ジョブが印刷できなくなっています。 

コンピュータから、プリンタフォルダを開いて、取り消したジョブ 
がキューに残っていないか確認してください。キューからジョブを 
削除して〈ださい。印刷ジョブがキューから消えない場合、次のい 
ずれかまたは両方を試してください。 

• 本製品から USB ケーブルを外し、コンピュータを再起動してか 
ら、 USB ケーブルを本製品にもう一度接続します。 

• 製品をシャットダウンし、コンピュータを再起動してから、製品 
を再起動します。 

原因：削除した印刷ジョブがまだキューにあります。 
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この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策7:紙詰まりを解消する 

解決方法：詰まった用紙を取り出し、切れた紙がプリンタ内に残っ 
ている場合はそれを取り除きます。 

詳細については、次を参照してください。 

メディア詰まりの除去 

原因：紙詰まりを起こしています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策8 :インクホルダーがスムーズに動くことを確認する 

解決方法：まだ取り外していない場合は電源ケーブルを外します。 
インク ホルダー がプリンタの端から端まで スムーズに 動くかどうか 
確認します。どこかでつかえる場合は、無理やり動かそうとしない 
でください。 


A 注意 インクホルダーに無理な力が加わらないように注意してく 
ださい。インクホルダーを無理に動かそうとするとプリンタが破 
損するおそれがあります。 


原因：インクホルダーが停止しました。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策9:製品からコンピュータまでの接続状態を確認する 

解決方法：製品からコンピュータまでの接続状態を確認します。 
USB ケーブルが製品の背面にある USB ポートに正しく接続されて 
いることを確認してください。また USB ケーブルのもう一方の端が 
コンピュータの USB ポートに正しく接続されていることを確認しま 
す。 USB ケーブルを正しく接続した後、製品の電源を入れ直してく 
ださい。製品が有線、ワイヤレス、または Bluetooth 接続を使用し 
てコンピュータに接続されている場合、それぞれの接続がァクティ 
ブで、製品の電源がオンになっていることを確認してください。 
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正しく接続されているにもかかわらず、製品に印刷ジョブの実行を 
命令してから数分間何も印刷されない場合は、製品のステータスを 
確認してください。 HP ソリューションセンターソフトウエアで、 
[設定]、[状態]の順にクリックします。 

原因：コンピュータが製品と通信していません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策10 :製品を再起動する 

解決方法：製品の電源を切り、電源コードを抜きます。電源コード 
を再び差し込み、電源ボタンを押して、製品の電源をオンにしま 
す。 

原因： エラー が発生しました。 


製品が無意味な文字を印刷する 

問題を解決するために以下の解決方法を試してください。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 

• 解決策1:製品を再起動する 
- 解決策2:以前に保存した文書を印刷する 

解決策1:製品を再起動する 

解決方法：製品とコンピュータの電源を両方ともオフにし、そのま 
ま60秒間待つてから両方ともオンに戻し、もう一度印刷してくださ 
い0 

原因：製品に使用可能なメモリがありません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:以前に保存した文書を印刷する 

解決方法：同じソフトウエアアプリケーションから別の文書を印刷 
してみます。この印刷が正常に行われる場合は、以前に保存した文 
書（破損していない文書）を印刷してください。 
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原因：文書が破損しています。 


印刷しようとしても何も動作しない 

問題を解決するために以下の解決方法を試してくださしヽ。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 


• 解決策1 

製品の電源をオンにする 

• 解決策2 

給紙トレイに用紙をセツトする 

• 解決策3 

正しいプリンタを選択する 

• 解決策4 

プリンタドライ/《の状態を確認する 

• 解決策5 

現在の動作が完了するまで待つ 

• 解決策6 

取り消された印刷ジョブをキューからすべて削除する 

• 解決策7 

紙詰まりを解消する 

• 解決策8 

インクホルダーがスムーズに動くことを確認する 

• 解決策9 

製品からコンピュータまでの接続状態を確認する 

• 解決策10 :製品を再起動する 

解決策1:製品の電源をオンにする 

解決方法： 製品の 電源 ランプを見てください。点灯していない場 


合、製品はオフになっています。電源ケーブルが電源コンセントに 
きちんと差し込まれていることを確認してください。電源ボタンを 
押して、製品の電源をオンにします。 

原因：製品の電源がオフです。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策2:給紙トレイに用紙をセットする 

解決方法：給紙トレイに用紙をセットしてくださし、。 
詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因：製品のトレイに用紙がありません。 
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この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3:正しいプリンタを選択する 

解決方法：ソフトウェアアプリケーションで正しいプリンタを選択 
していることを確認します。 

-：9：ヒント製品をデフオルトのプリンタとして設定すれば、どのソ 
フトウェアアプリケーシ ョンを 使用しても、[ファイル]メニユー 
の[印刷]を選択すると、自動的に選択されます。 

原因：製品がデフオルトのプリンタとして選択されていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4:プリンタドライバの状態を確認する 

解決方法：プリンタドライバの状態が、オフラインまたは印刷停 
止に変更されている可能性があります。 

プリンタドライバの状態を確認するには 
▲ HP Solution Center で[状態]タブをクリックします 0 
原因：プリンタドライバの状態が変更されています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策5:現在の動作が完了するまで待つ 

解決方法：製品がコピーやスキャンなどの別のタスクを実行してい 
る場合、製品が現在のタスクを完了するまで、印刷ジョブは先送り 
されます。 


印刷に時間のかかるドキュメントも一部にはあります。製品に印刷 
ジョブの実行を命令してから、数分間何も印刷されない場合は、製 
品のディスプレイを見てメツセージがないか確認してください。 
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歐注記 HPOfficejet 6500 E 709 a / E 709 d を使用している場合、スキ 
ヤンと印刷を同時に行うことはできません。別のジョブを開始す 
る前にジョブを完了する必要があります。 


原因：製品が別のタスクでビジー状態です。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策6:取り消された印刷ジョブをキューからすべて削除する 

解決方法：印刷ジョブが、取り消されてもキューに残っている可能 
性があります。取り消されたジョブによってキューが詰まり、次の 
印刷ジョブが印刷できなくなっています。 


コンピュータから、プリンタフォルダを開いて、取り消したジョブ 
がキューに残っていないか確認してください。キューからジョブを 
削除してください。印刷ジョブがキューから消えない場合、次のい 
ずれかまたは両方を試してください。 

• 本製品から USB ケーブルを外し、コンピュータを再起動してか 
ら、 USB ケーブルを本製品にもう一度接続します。 

• 製品をシャットダウンし、コンピュータを再起動してから、製品 
を再起動します。 

原因：削除した印刷ジョブがまだキューにあります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策7:紙詰まりを解消する 

解決方法：詰まった用紙を取り出し、切れた紙がプリンタ内に残っ 
ている場合はそれを取り除きます。 

詳細については、次を参照してください。 

メディア詰まりの除去 

原因：紙詰まりを起こしています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 
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解決策 8 :インクホルダーがスムーズに動くことを確認する 
解決方法： まだ取り外していない場合は電源ケーブルを外します。 
インク ホルダー がプリンタ の 端から端まで スムーズに 動くかどうか 
確認します。どこかでつかえる場合は、無理やり動かそうとしない 
でください。 


A 注意 インクホルダーに無理な力が加わらないように注意してく 
ださい。インクホルダーを無理に動かそうとするとプリンタが破 
損するおそれがあります。 


原因：インクホルダーが停止しました。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策9:製品からコンピュータまでの接続状態を確認する 

解決方法：製品からコンピュータまでの接続状態を確認します。 
USB ケーブルが製品の背面にある USB ポートに正しく接続されて 
いることを確認してください。また USB ケーブルのもう一方の端が 
コンピュータの USB ポートに正しく接続されていることを確認しま 
す。 USB ケーブルを正しく接続した後、製品の電源を入れ直してく 
ださい。製品が有線、ワイヤレス、または Bluetooth 接続を使用し 
てコンピュータに接続されている場合、それぞれの接続がアクティ 
ブで、製品の電源がオンになっていることを確認してください。 

正しく接続されているにもかかわらず、製品に印刷ジョブの実行を 
命令してから数分間何も印刷されない場合は、製品のステータスを 
確認してください。 HP ソリューションセンターソフトウエアで、 
[設定]、[状態]の順にクリックします。 

原因：コンピュータが製品と通信していません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策10 :製品を再起動する 

解決方法： 製品の電源を切り、電源コードを抜きます。電源コード 
を再び差し込み、 電源 ボタンを押して、製品の電源をオンにしま 
す。 
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原因： エラー が発生しました。 


印刷される文書のページ順が間違っている 

解決方法： 文書を逆順に印刷して〈ださい。文書の印刷が完了した 
ら、正しいぺージ順に並んでいます。 

原因： 文書の1ページ目を最初に印刷するように印刷設定されてい 
ます。製品の給紙方法では、1ページ目は印刷する面が上の状態で 
—番下になります。 


余白が指定どおりに印刷されない 

問題を解決するために以下の解決方法を試してください。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 

• 解決策1:プリンタの余白を確認する 
• 解決策2:用紙サイズの設定を確認する 

• 解決策3 :用紙の束を正しくセツトする 

解決策1:プリンタの余白を確認する 
解決方法： プリンタの余白を確認します。 
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原稿の余白設定値は、製品の印刷可能領域を超えないようにしてく 
ださい。 


余白設定値を確認するには 

1. 製品に送信する前に、印刷ジョブのプレビューを表示しま 
す0 

大部分のソフトウェアアプリケーションで、[フアイノレ]、 
[印刷プレビュー]の順にクリックします。 

2. 余白を確認します。 

製品では、ソフトウェアアプリケーションで設定された余 
白が製品でサボートされた最小余白より大きい場合は、ア 
プリケーション側の設定値が使われます。ソフトウェアア 
プリケ— ショ ンでの余白の設定については、ソフトウェア 
付属のマニュアルを參照してください。 

3. 余白が条件を満たしていない場合、印刷ジョブをキャンセ 
ルして、ソフトウェアアプリケーションで余白を調整しま 
す。 

原因：お使いのソフトウェアアプリケーションで余白が正しく設定 
されていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:用紙サイズの設定を確認する 

解決方法：目的に合った正しい用紙サイズ設定を選んでいることを 
確認してください。必要なサイズの用紙が給紙トレイにセツトされ 
ていることを確認してください。 

原因：用紙サイズが印刷する用途に合わせて正しく設定されていま 
せん。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策3:用紙の束を正しくセットする 

解決方法： 給紙トレイから用紙の束をいったん取り出してセットし 
直し、横方向用紙ガイドを内側にスライドさせて用紙の端に合わせ 
ます。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因： 給紙ガイドの位置が正しくありません。 


文字やグラフィックがページの端で欠ける 

問題を解決するために以下の解決方法を試してくださしヽ。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 


方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 

• 解決策1 

余白設定を確認する 

• 解決策2 

文書のレイアウトを確認する 

• 解決策3 

用紙の束を正しくセツトする 

• 解決策4 

フチありで印刷してみる 


解決策1:余白設定を確認する 

解決方法： プリンタの余白を確認します。 
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原稿の余白設定値は、製品の印刷可能領域を超えないようにしてく 
ださい。 


余白設定値を確認するには 

1. 製品に送信する前に、印刷ジョブのプレビューを表示しま 
す0 

大部分のソフトウェアアプリケーションで、[フアイノレ]、 
[印刷プレビュー]の順にクリックします。 

2. 余白を確認します。 

製品では、ソフトウェアアプリケーションで設定された余 
白が製品でサボートされた最小余白より大きい場合は、ア 
プリケーション側の設定値が使われます。ソフトウェアア 
プリケ— ショ ンでの余白の設定については、ソフトウェア 
付属のマニュアルを參照してください。 

3. 余白が条件を満たしていない場合、印刷ジョブをキャンセ 
ルして、ソフトウェアアプリケーションで余白を調整しま 
す。 

原因：お使いのソフトウェアアプリケーションで余白が正しく設定 
されていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:文書のレイアウトを確認する 

解決方法：印刷しようとしている文書のレイアウトが、製品がサボ 
—卜している用紙サイズに収まることを確認してください。 


印刷レイアウトをプレビューするには 

1. 正しいサイズの用紙を給紙トレイにセットします。 

2. 製品に送信する前に、印刷ジョブのプレビューを表示しま 
す。 

大部分のソフトウェアアプリケーションで、[フアイノレ]、 
[印刷プレビュー]の順にクリックします。 

3. 文書のグラフィックを見て、現在のサイズが製品の印刷可 
能領域内に収まることを確認してください。 

4. グラフィックがページの印刷可能領域内に収まらない場 
合、印刷ジョブをキャンセルします。 
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來ヒント ソフトウェアアプリケーシヨンによっては、現在選択さ 
れている用紙サイズに合わせて文書のサイズを調整することがで 
きるものもあります。また、印刷の [プロパティ] ダイアログボ 
ックスから、文書のサイズを調整することもできます。 

原因：印刷している文書のサイズが、給紙トレイにセットされてい 
る用紙のサイズより大きいサイズです。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策3:用紙の束を正しくセットする 

解決方法：給紙エラーが発生すると、文書の一部が欠ける可能性が 
あります。 

給紙トレイから用紙をすべて取り出し、再度セットします。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因： 用紙が正し〈セットされていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4:フチありで印刷してみる 

解決方法：フチ無しオプションをオフにして、フチありで印刷して 
みます。 


詳細については、次を参照してください。 

フチ無し印刷 

原因：フチ無し印刷に設定されていました。[フチ無し]印刷オプシ 
ョンを選択すると、写真はそのページの印刷可能領域に合わせて中 
心から拡大されて印刷されます。印刷するデジタル写真と用紙の大 
きさによっては、画像の一部が切り取られる場合もあります。 


印刷中に空白ページが排紙される 

問題を解決するために以下の解決方法を試してくださしゝ。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
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方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けて〈ださい。 


• 解決策1 

文書の最後の余分なページまたは行を削除する 

• 解決策2 

給紙トレイに用紙をセツトする 

• 解決策3 

インクレベルを確認する 

• 解決策4 

プリントへツドをクリーニングする 

• 解決策5 

給紙トレイに用紙をセツトする 

解決策1:文書の最後の余分なページまたは行を削除する 

解決方法： ソフトウェアアプリケーションで文書ファイルを開き、 


文書の終わりに余分なページまたは線が入っていないか確認してく 
ださい。 

原因：印刷している文書に、余分な空白ページが含まれています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:給紙トレイに用紙をセツトする 

解決方法： 用紙の残りが少なくなった場合は、給紙トレイに用紙を 
追加してください。給紙トレイに用紙が十分ある場合は、用紙を取 
り除いて、平らな面で用紙の端を揃えて、給紙トレイにもう一度用 
紙をセツトしてください。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセツト 

原因： 用紙を一度に2枚給紙しています。 


解決策3 :インクレベルを確認する 

解決方法： 力ートリツジのインクが少なくなっています。 
原因：インクレベルが低すぎます 
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解決策4:プリントへッドをクリーニングする 


解決方法: 


W 注記 製品の 電源 ボタンを押して HP AN - in - One の電源をオフに 
します。 電源 ランプが消灯するのを待ってから、電源コードを抜 
いたりテーブルタップをオフにしてください。誤った方法で HP 
All - in - One の電源をオフにすると、インクホルダーが正しい位置 
に戻らない場合があり、インクカートリッジに問題が発生して印 
刷品質に悪影響が出ることがあります。 


プリントヘッドのクリーニングを行います。詳細については、 プリ 
ントへツドをクリーニンフする をご覧、たさしヽ。 

原因：用紙を一度に2枚給紙しています。 


解決策5:給紙トレイに用紙をセットする 

解決方法：用紙の残りが少なくなった場合は、給紙トレイに用紙を 
追加してください。給紙トレイに用紙が十分ある場合は、用紙を取 
り除いて、平らな面で用紙の端を揃えて、給紙トレイにもう一度用 
紙をセットしてください。 

詳細については、次を參照してください。 

メディアのセット 

原因：用紙を一度に2枚給紙しています。 


印刷品質のトラブルシューティング 

ここでは、次の印刷品質の問題の解決方法を説明します。 
• 間違った色、不正確な色、にじんだ色 
• 文字やグラフィックの一部にインクが定着しない 

• フチ無し印刷の下部に水平方向の歪みがある 

- 横方向の縞模様または筋が現れる 

- 色が薄いまたはくすんでいる 
• 印刷がぼやけてはっきりしない 

• 縦方向の縞模様が入る 
• 斜めまたは歪んで印刷される 
• 用紙の裏にインクの筋がついている 

• 給紙トレイから用紙が給紙されない 
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• モノクロの文字の品質が悪い 

• 印刷が遅い。 


間違った色、不正確な色、にじんだ色 

印刷品質に関して次のような問題が発生した場合は、このセクションの 
解決方法を試してください。 

• 色が間違っている 

たとえば、マゼンタが印刷ではシアンになっていた場合などです。 

• 印刷された色が互いに混ざり合っている、または汚れたように見え 
る。輪郭がシャープではっきりしている代わりにインキがにじんで 
いるように見える場合などです。 

間違った色、不正確な色、にじんだ色になる場合は、次の解決方法を試 
してください。 

• 解決策1:純正 HP インクカートリツジを使用していることを確認 


する 

解決策2 

給紙トレイにセツトされた用紙を確認する 

解決策3 

用紙の種類を確認する 

解決策4 

インクレベルを確認する 

解決策5 

印刷設定を確認する 

解決策6 

プリンタを調整する 

解決策7 

プリントへツドをクリーニングする 

解決策8 

HP サポートに問い合わせる 


解決策1:純正 HP インクカートリッジを使用していることを確 
認する 

解決方法：インクカートリッジが純正 HP インクカートリッジか 
どうかを確認して〈ださい。 

HP では、純正 HP インクカートリッジの使用を推奨しています。 
純正 HP インクカートリッジは、 HP プリンタで最高の性能が得ら 
れるように設計され、何度もテストされています。 


歐注記他社製サプライ品の品質および信頼性は保証できません。 
HP 社製以外のサプライ品を使用した結果、必要になったサービ 
スや修理については保証対象になりません。 

純正 HP インクカートリッジを購入されている場合、次のサイト 
を參照してください。 

www . hp . com / ao / anticounterfeit にアクセスして、たさし、 
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原因：他社製インクカートリッジが使用されています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策2 :給紙トレイにセットされた用紙を確認する 

解決方法：正しい用紙がセットされていて、しわが寄っていたり、 

厚すぎないことを確認してください。 

• 印刷面を下にして用紙をセットします。たとえば、光沢フォト用 
紙をセットする場合には、光沢面を下にして用紙をセットしま 
す。 

• 用紙が給紙トレイに平らにセットされている、またしわがないこ 
とを確認してください。印刷中に用紙がプリントへッドに近づき 
すぎると、インクがにじむことがあります。用紙に盛り上がりや 
しわがあったり、厚みがある場合に、この現象が発生することが 
あります。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因：用紙が正しくセットされていないか、しわがあったり、厚す 

ぎます。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 

ださい。 


解決策3:用紙の種類を確認する 


解決方法： HP 純正用紙または製品に適したその他の用紙を使用し 
てください。 

印刷する用紙が平らであることを必ず確認して〈ださい。画像を最 
高画質で印刷するには、 HP アドバンスフォト用紙を使用します。 

特殊なメディアは、元の袋に戻し、その上からさらに繰り返し封の 
できる ビニール 袋に入れてください。また温度が低く湿気のない平 
らな場所で保管してください。印刷の準備ができたら、すぐに使用 
する分の用紙だけを取り出します。印刷が完了したら、未使用のフ 
オト用紙をプラスチックの袋に戻してください。フオト用紙が力一 
ルするのを防げます。 
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歐注記この問題の場合、インクサプライ品には問題がありませ 
ん。そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必 
要ありません。 

詳細については、次を参照してください。 


印刷メディアの選択 


原因：間違った種類の用紙が給紙トレイにセツトされています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4 :インクレベルを確認する 

解決方法：インクカートリッジの推定インクレベルを確認します。 


歐注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準 
備を促すことを目的としています。インク残量が少ないという警 
告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジ 
を準備してください。印刷品質が使用に耐えない レベルに 達する 
までインクカ _ トリツジを交換する必要はありません。 


詳細については、次を参照してください。 

推定インクレベルの確認 

原因：インクカートリッジのインクが不足しています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策5:印刷設定を確認する 

解決方法： 印刷設定を確認してください。 

• 印刷設定で、色の設定が間違っていないかを確認します。 

たとえば、文書をグレースケールで印刷するように設定されてい 
ないか確認します。または、彩度、明度、または色調など、カラ 
_詳細設定が色の質感を変更するように設定されていないか確認 
します。 

• 印刷品質の設定が、プリンタにセツトされている用紙の種類と一 
致していることを確認します。 

色が互いに混じりあっている場合は、より低い印刷品質の設定を 
選択する必要があります。また、高品質の写真を印刷している場 
合はより高い設定を選択し、 HP アドバンスフォト用紙などのフ 
才卜用紙が給紙トレイにセツトされていることを確認します。 


歐注記 一部のコンピュータ画面では、用紙に印刷されたときと色 
が異なって表示されます。このような場合、プリンタ、印刷設 
定、またはインクカートリッジには問題がありません。他にトラ 
ブルシューティングは必要ありません。 


詳細については、次を参照してください。 


印刷メディアの選択 


原因： 印刷の設定が間違っています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策6:プリンタを調整する 
解決方法： プリンタを調整します。 

プリンタの調整を行うことにより、高品質な印刷が可能となります。 
詳細については、次を参照してください。 

プリンタを調整する 

原因： プリンタを調整する必要があります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策 7 :プリントへッドをクリーニングする 

解決方法：考えられる以下の問題を確認してから、プリントヘッド 
をクリーニングしてください。 

• インクカートリッジに付いているオレンジ色のタブを確認しま 
す。完全に取り外されていることを確認してください。 

• すべてのインクカートリッジが正しく装着されていることを確認 
してください。 

• 電源 ボタンを押して確実に電源をオフにします。こうすると、プ 
リントへッドが正しく保護されます。 

プリントへッドをクリーニングしたら、印刷品質レポートを印刷し 
てください。印刷品質問題がまだ存在するかどうかを調べるため、 
印刷品質レポートを評価してください。 

詳細については、次を参照してください。 

. プリントへッドをクリーニングする 

• 印刷品質レポートの印刷と評価 

原因：プリントへッドをクリーニングする必要があります。 

この方法で問題が解決しなかつた場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策8 : HP サボートに問い合わせる 

解決方法： HP サボートに連絡してサービスを受けてください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照して〈ださい。 www . hp . com / 
support . 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い 
合わせ]をクリックして情報を參照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

原因：プリントへッドに問題があります。 


文字やグラフィックの一部にインクが定着しない 

文字や画像の一部にインクが定着しないため、一部分が印刷されなかつ 
たり、空白になる場合は、次の解決方法を試してください。 

• 解決策1:純正 HP インクカートリッジを使用していることを確認 

する 

• 解決策2:インクレベルを確認する 
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解決策3 

印刷設定を確認する 

解決策4 

用紙の種類を確認する 

解決策5 

プリントへッドをクリーニングする 

解決策6 

HP サボートに問い合わせる 


解決策1 : 純正 HP インクカートリッジを使用していることを確 
認する 


解決方法：インクカートリッジが純正 HP インクカートリッジか 
どうかを確認してください。 

HP では、純正 HP インクカートリッジの使用を推奨しています。 
純正 HP インクカートリッジは、 HP プリンタで最高の性能が得ら 
れるように設計され、何度もテストされています。 


m 注記他社製サプライ品の品質および信頼性は保証できません。 
HP 社製以外のサプライ品を使用した結果、必要になつたサービ 
スや修理については保証対象になりません。 

純正 HP インクカートリッジを購入されている場合、次のサイト 
を參照してください。 

www . hQ . com / ap/anticounterfeit にアクセスして、たさし、。 


原因：他社製インクカートリッジが使用されています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策2 :インクレベルを確認する 

解決方法：インクカートリツジの推定インクレベルを確認します。 


歐注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準 
備を促すことを目的としています。インク残量が少ないという警 
告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジ 
を準備してください。印刷品質が使用に耐えない レベルに 達する 
までインクカ _ トリツジを交換する必要はありません。 


詳細については、次を参照してください。 

推定インクレベルの確認 

原因：インクカートリッジのインクが不足しています。 
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この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3:印刷設定を確認する 

解決方法：印刷設定を確認してください。 

• 用紙の種類の設定をチェックし、給紙トレイにセットされた用紙 
の種類に合っていることを確認します。 

• 印刷品質設定を確認し、低すぎる設定になっていないことを確認 
します。 

画像は [高画質][最大 dpi ] などの高品質の設定で印刷してくださ 
い。 

原因：用紙の種類または印刷の品質設定が間違っています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4:用紙の種類を確認する 

解決方法： HP 純正用紙または製品に適したその他の用紙を使用し 
てください。 

印刷する用紙が平らであることを必ず確認してください。画像を最 
高画質で印刷するには、 HP アドバンスフォト用紙を使用します。 

特殊なメディアは、元の袋に戻し、その上からさらに繰り返し封の 
できる ビニール 袋に入れてください。また温度が低く湿気のない平 
らな場所で保管してください。印刷の準備ができたら、すぐに使用 
する分の用紙だけを取り出します。印刷が完了したら、未使用のフ 
才卜用紙をプラスチックの袋に戻してください。フオト用紙が力一 
ルするのを防げます。 


歐注記この問題の場合、インクサプライ品には問題がありませ 
ん。そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必 
要ありません。 

詳細については、次を参照してください。 


印刷メディアの選択 


原因：間違った種類の用紙が給紙トレイにセツトされています。 
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この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策5:プリントへッドをクリーニングする 

解決方法：前回行った解決策で問題が解決しない場合、プリントへ 
ッドのクリーニングを実行してみてください。 

プリントへッドをクリーニングしたら、印刷品質レポートを印刷し 
てください。印刷品質問題がまだ存在するかどうかを調べるため、 
印刷品質レポートを評価してください。 

詳細については、次を参照してください。 

• プリン トへ ッドをクリー ニン グする 

- 印刷品質レポートの印刷と評価 

原因： プリントへッドをクリーニングする必要があります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策6 : HP サポートに問い合わせる 

解決方法： HP サボートに連絡してサービスを受けて〈ださい。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照してください。 www . hp . com / 
support . 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い 
合わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

原因：プリントヘッドに問題があります。 


フチ無し印刷の下部に水平方向の歪みがある 

フチ無し印刷の下部にぼやけた部分または線がある場合は、次の解決方 
法を試してください。 
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歐注記この問題の場合、インクサプライ品には問題がありません。 
そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必要あり 
ません。 


• 解決策1:用紙の種類を確認する 
• 解決策2:印刷品質を高く設定する 

• 解決策3:画像を回転する 


解決策1:用紙の種類を確認する 

解決方法： HP 純正用紙または製品に適したその他の用紙を使用し 
てください。 

印刷する用紙が平らであることを必ず確認してください。画像を最 
高画質で印刷するには、 HP アドバンスフォト用紙を使用します。 

フォト用紙は、元の袋に戻し、その上からさらにジッパー付きのビ 
二ール袋に入れてください。また温度が低く湿気のない平らな場所 
で保管してください。印刷の準備ができたら、すぐに使用する分の 
用紙だけを取り出します。印刷が完了したら、未使用のフォト用紙 
をプラスチックの袋に戻してください。フォト用紙が力ールするの 
を防げます。 

詳細については、次を参照してください。 


印刷メディアの選択 


原因：間違った種類の用紙が給紙トレイにセツトされています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:印刷品質を高く設定する 

解決方法：印刷品質設定を確認し、低すぎる設定になっていないこ 
とを確認します。 

画像は [高画質][最大 dpi ] などの高品質の設定で印刷してくださしヽ。 
原因： 印刷品質の設定が低すぎます。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策3:画像を回転する 

解決方法：それでも問題が解決しない場合は、プリンタにンストー 
ルしたソフトウエアまたは別のソフトウエアプリケーシヨンを使つ 
て、画像の水色、灰色、または茶色の色調がページの下部分に印刷 
されないように、画像を180度回転させてください。 

原因：明度が均等の色の部分は欠陥が目立つため、画像を回転させ 
ると改善する場合があります。 


横方向の縞模様または筋が現れる 

印刷ページの幅いっぱいに筋、縞模様、またはマークがある場合は、次 
の解決方法を試してください。 


• 解決策1 

用紙が正しくセットされていることを確認する 

• 解決策2 

プリンタの設定を確認する 

• 解決策3 

インクレベルを確認する 

• 解決策4 

プリンタを調整する 

• 解決策5 

プリントへッドをクリーニングする 

• 解決策6 

HP サボートに問い合わせる 

解決策1:用紙が正しくセツトされていることを確認する 

解決方法： 用紙が給紙トレイに正しくセツトされていることを確認 


してください。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因：用紙が正しくセットされていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:プリンタの設定を確認する 

解決方法：印刷品質設定を確認し、低すぎる設定になっていないこ 
とを確認します。 

画像は [高画質][最大 dpi ] などの高品質の設定で印刷してくださし、。 

メディア設定を確認します。選択されているメディアがデバイスに 
セツトされているメディアと一致することを確認します。 

原因：本製品の印刷またはコピーの品質設定が低すぎます。 
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この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3 :インクレベルを確認する 

解決方法：インクカートリッジの推定インクレベルを確認します。 


歆注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準 
備を促すことを目的としています。インク残量が少ないという警 
告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジ 
を準備してください。印刷品質が使用に耐えない レベルに 達する 
までインクカ _ トリツジを交換する必要はありません。 


詳細については、次を参照してください。 

推定インクレベルの確認 

原因：インクカートリッジのインクが不足しています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4:プリンタを調整する 
解決方法： プリンタを調整します。 

プリンタの調整を行うことにより、高品質な印刷が可能となります。 
詳細については、次を参照してください。 

プリンタを調整する 

原因：プリンタを調整する必要があります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策5:プリントへッドをクリーニングする 

解決方法：考えられる以下の問題を確認してから、プリントヘッド 
をクリーニングしてください。 
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プリントへッドをクリーニングしたら、印刷品質レポートを印刷し 
てください。印刷品質問題がまだ存在するかどうかを調べるため、 
印刷品質レポートを評価してください。 

詳細については、次を参照してください。 

• プリントへッドをクリーニンクする 

• 印刷品質レポートの印刷と評価 

原因：プリントヘッドをクリーニングする必要があります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策6 : HP サポートに問い合わせる 

解決方法： HP サボートに連絡してサービスを受けてください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照してください。 www . hp . com / 
support . 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い 
合わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

原因：プリントヘッドに問題があります。 


色が薄いまたはくすんでいる 

印刷の色が期待通りの明るさや濃さでなしヽ場合は、次の解決方法を試し 


てくださし、。 


• 解決策1 

印刷設定を確認する 

• 解決策2 

用紙の種類を確認する 

• 解決策3 

インクレベルを確認する 

• 解決策4 

プリントへッドをクリーニングする 

• 解決策5 

HP サボートに問い合わせる 
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解決策 1 :印刷設定を確認する 

解決方法：印刷設定を確認してください。 

• 用紙の種類の設定をチェックし、給紙トレイにセットされた用紙 
の種類に合っていることを確認します。 

• 印刷品質設定を確認し、低すぎる設定になっていないことを確認 
します。 

画像は [高画質][最大 dpi ] などの高品質の設定で印刷してくださ 
い。 

原因： 用紙の種類または印刷の品質設定が間違っています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:用紙の種類を確認する 

解決方法： HP 純正用紙または製品に適したその他の用紙を使用し 
てください。 

印刷する用紙が平らであることを必ず確認してください。画像を最 
高画質で印刷するには、 HP アドバンスフォト用紙を使用します。 

特殊なメディアは、元の袋に戻し、その上からさらに繰り返し封の 
できる ビニール 袋に入れてください。また温度が低く湿気のない平 
らな場所で保管してください。印刷の準備ができたら、すぐに使用 
する分の用紙だけを取り出します。印刷が完了したら、未使用のフ 
才卜用紙をプラスチックの袋に戻してください。フォト用紙が力一 
ルするのを防げます。 

菡注記この問題の場合、インクサプライ品には問題がありませ 
ん。そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必 
要ありません。 


詳細については、次を参照してくださし、。 


印刷メディアの選択 


原因：間違った種類の用紙が給紙トレイにセツトされています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3 :インクレベルを確認する 

解決方法：インクカートリッジの推定インクレベルを確認します。 
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歐 注記 インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準 
備を促すことを目的としています。インク残量が少ないという警 
告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジ 
を準備して〈ださい。印刷品質が使用に耐えない レベルに 達する 
までインクカ _ トリツジを交換する必要はありません。 


詳細については、次を參照してください。 

推定インクレベルの確認 

原因：インクカートリッジのインクが不足しています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4:プリントへッドをクリーニングする 

解決方法： 前回行った解決策で問題が解決しない場合、プリントへ 
ッドのクリーニングを実行してみてください。 

プリントへッドをクリーニングしたら、印刷品質レポートを印刷し 
てください。印刷品質問題がまだ存在するかどうかを調べるため、 
印刷品質レポートを評価してください。 

詳細については、次を參照してください。 

• プリントへッドをクリーニングする 

- 印刷品質レポートの印刷と評価 

原因： プリントヘッドをクリーニングする必要があります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策5 : HP サポートに問い合わせる 

解決方法： HP サボートに連絡してサービスを受けてください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照してください。 www . hp . com / 
support . 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、 [お問い 
合わせ] をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

原因：プリントヘッドに問題があります。 
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印刷がぼやけてはっきりしない 

印刷が鮮明でなかったり、不明瞭な場合は、次の解決方法を試してくだ 
さい0 


歐注記 この問題の場合、インクサプライ品には問題がありません。 
そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必要あり 
ません。 


；9：ヒントこのセクシヨンの解決方法を確認した後、 HP Web サイトに 
アクセスして他のトラブル解決ヘルプがないかを確認できます。詳 
細については、次のサイトを參照して〈ださい。 www . hp . com / 


SUDDOrt . 

解決策1 

印刷設定を確認する 

解決策2 

品質が良い画像を使用する 

解決策3 

画像のサイズを小さ〈して印刷する 

解決策4 

プリンタを調整する 


解決策1:印刷設定を確認する 

解決方法： 印刷設定を確認してください。 

• 用紙の種類の設定をチェックし、給紙トレイにセットされた用紙 
の種類に合っていることを確認します。 

• 印刷品質設定を確認し、低すぎる設定になっていないことを確認 
します。 

画像は [高画質][最大 dpi ] などの高品質の設定で印刷してくださ 
い。 

原因： 用紙の種類または印刷の品質設定が間違っています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:品質が良い画像を使用する 

解決方法： 高解像度の画像を使用する 

写真や図を印刷していて解像度が低すぎる場合は、印刷するとぼや 
けてはっきりしません。 

デジタル写真またはラスター化された図の大きさを変更した場合、 
印刷するとぼやけてはっきりしないことがあります。 

原因： 画像の解像度が低すぎます。 
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この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策3 :画像のサイズを小さくして印刷する 

解決方法： 画像のサイズを縮小して、印刷を行います。 

写真や図を印刷していて印刷サイズが大きすぎる場合は、印刷する 
とぼやけてはっきりしません。 

デジタル写真またはラスター化された図の大きさを変更した場合、 
印刷するとぼやけてはっきりしないことがあります。 

原因： 画像が大きなサイズで印刷されています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策4:プリンタを調整する 
解決方法： プリンタを調整します。 

プリンタの調整を行うことにより、高品質な印刷が可能となります。 
詳細については、次を参照してください。 

プリンタを調整する 

原因： プリンタを調整する必要があります。 


縦方向の縞模様が入る 

解決方法： HP 純正用紙または製品に適したその他の用紙を使用し 
てください。 

印刷する用紙が平らであることを必ず確認してください。画像を最 
高画質で印刷するには、 HP アドバンスフォト用紙を使用します。 

特殊なメディアは、元の袋に戻し、その上からさらに繰り返し封の 
できる ビニール 袋に入れてください。また温度が低〈湿気のない平 
らな場所で保管してください。印刷の準備ができたら、すぐに使用 
する分の用紙だけを取り出します。印刷が完了したら、未使用のフ 
オト用紙をプラスチックの袋に戻してください。フオト用紙が力一 
ルするのを防げます。 
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歐注記この問題の場合、インクサプライ品には問題がありませ 
ん。そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必 
要ありません。 

詳細については、次を参照してください。 


印刷メディアの選択 


原因： 間違った種類の用紙が給紙トレイにセツトされています。 


斜めまたは歪んで印刷される 

ページにまっすぐに印刷されない場合は、次の解決方法を試してくださ 
い0 

- 解決策1:用紙が正しくセットされていることを確認する 
- 解決策2:セットされている用紙が1種類だけであることを確認す 

益 

- 解決策3 :後部アクセスパネルまたは両面印刷ユニットが完全に装 

着されてい々ことを石萑ポする 

解決策1:用紙が正しくセットされていることを確認する 

解決方法： 用紙が給紙トレイに正しくセットされていることを確認 
してください。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセット 

原因： 用紙が正しくセットされていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:セツトされている用紙が1種類だけであることを確認 
する 

解決方法： 複数の種類の用紙を同時にセツトしないでください。 
原因： 給紙トレイに複数の種類の用紙がセツトされています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策 3 : 後部アクセスパネルまたは両面印刷ユニットが完全に 
装着されていることを確認する 

解決方法：背面のアクセスドアが完全に装着されていることを確認 
します。 

紙詰まりを直すときに外した後部アクセスドアは元に戻してくださ 
し、。カチッと音がするまで、ドアをゆつ〈り押し込みます。 

原因：後部アクセスドアが完全に装着されていません。 


用紙の裏にインクの筋がついている 

印刷結果の裏にインクのにじみがある場合は次の解決方法を試してくだ 
さい。 

• 解決策1:普通紙に印刷する 
• 解決策2:インクが乾くまで待つ 

解決策1:普通紙に印刷する 

解決方法：プリンタの余分なインクを吸い取るために普通紙を1ぺ 
—ジまたは数ページ印刷してください。 

普通紙を使用して余分なインクを取り除くには 

1. 給紙トレイに普通紙を数枚セツトします。 

2. 5分待ちます。 

3. 文字がほとんど書かれていないか、何も書かれていない文 
書を印刷します。 

4. 用紙の裏にインクがついていないか確認します。用紙の裏 
にインクがまだついている場合は、普通紙をもう1ページ 
印刷してみます。 

原因：プリンタ内にインクがたまっていて、印刷中に用紙の裏がそ 
こに接触します。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策2:インクが乾くまで待つ 

解決方法：プリンタ内のインクが乾くまで最低30分待つてから印 
刷ジョブを再度実行してみてください。 
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原因：プリンタの余分なインクが乾〈必要があります。 


給紙トレイから用紙が給紙されない 

問題を解決するために以下の解決方法を試してください。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けて〈ださい。 


• 解決策1 

製品を再起動する 

• 解決策2 

用紙が正し〈セツトされていることを確認する 

• 解決策3 

印刷設定を確認する 

• 解決策4 

口ーラー をクリ ーニン グする 

• 解決策5 

紙詰まりが発生していないか調べる 

• 解決策6 

解決策1: 1 

解決方法: 
を再び差 
す。 

原因：ェ 

製品を修理する 

裂品を再起動する 

製品の電源を切り、電源コードを抜きます。電源コー 
し込み、 電源 ボタンを押して、製品の電源をオンにしま 

ラーが発生しました。 


この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2:用紙が正しくセツトされていることを確認する 

解決方法： 用紙が給紙トレイに正しくセツトされていることを確認 
してください。 

詳細については、次を参照してください。 

メディアのセツト 

原因： 用紙が正しくセツトされていません。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 
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解決策3:印刷設定を確認する 

解決方法： 印刷設定を確認してください。 

• 用紙の種類の設定をチェックし、給紙トレイにセットされた用紙 
の種類に合っていることを確認します。 

• 印刷品質設定を確認し、低すぎる設定になっていないことを確認 
します。 

画像は [高画質][最大 dpi ] などの高品質の設定で印刷してくださ 
い。 

原因： 用紙の種類または印刷の品質設定が間違っています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策4:ローラーをクリーニングする 
解決方法： 口ーラーをクリーニングします。 

次のものを用意してください。 

• 糸くずの出ない布、または繊維がちぎれたり残ったりしない柔ら 
かい布。 

• 蒸留水、濾過水、またはボトル入り飲料水（水道水にはインクカ 
—トリツジを傷める汚染物質が含まれているおそれがあります)。 

詳細については、 デバイスのクリーニン グ をご覧ください。 

原因： 口ーラーが汚れていて、クリーニングが必要です。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策5 :紙詰まりが発生していないか調べる 

解決方法： デバイスの最前部に紙の切れ端がないか確認します。あ 
れば取り除きます。 

△注意本体の正面から詰まった紙を取り除くと、印刷機構が損傷 
する場合があります。必ず後部アクセスドア、または両面印刷ュ 
ニットを開けて、詰まった用紙をプリンタから取り除いてくださ 
い0 

原因： 紙の切れ端が残っていてもセンサーでは検出されません。 
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解決策 6 :製品を修理する 

解決方法： これまでの解決方法に記載された手順をすべて実行した 
ら、 HP サボートに連絡してサービスを依頼してください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照して〈ださい。 www.hp.com/ 
support. 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い 
合わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

原因：プリンタは修理する必要があります。 


モノクロの文字の品質が悪い 

印刷した文字が不鮮明で、文字の縁にぎざぎざがある場合は、次の解決 
方法を試して〈ださい。 

歐注記 この問題の場合、インクサプライ品には問題がありません。 
そのため、インクカートリッジやプリントヘッドの交換は必要あり 
ません。 


• 解決策1: 

数分待って再印刷する 

• 解決策2: 

TrueTvDe または ODenTvDe フオントを使用する 

• 解決策3: 

プリンタを調整する 

• 解決策4: 

プリントへツドをクリーニングする 

解決策1:数分待って再印刷する 

解決方法: 
す0 

印刷が完了したら、数分待って文書を再印刷してみま 


原因：モノクロ印刷の多くの問題は、印刷ジョブの完了後に毎回実 
行される自動メンテナンスで解消します。 
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解決策2 : TrueType または OpenType フォントを使用する 

解決方法： TrueType または OpenType フォン トを使えば、輪郭の 
滑らかな フォン トで印刷できます。 フォン トを選ぶときは 、 TrueType 
または OpenType のアイコンを探してください。 


哥1 

〇 

TrueType アイコン 

OpenType アイコン 


原因： フォントがカスタムサイズのフォントです。 

ソフトウェアアプリケーションの中には、拡大したときや印刷した 
ときに文字の輪郭がギザギザになる独自のフォントを使うものもあ 
ります。また、ビットマップで表現された文字を印刷する場合も、 
拡大したり印刷すると、輪郭がギザギザになることがあります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策3:プリンタを調整する 
解決方法： プリンタを調整します。 

プリンタの調整を行うことにより、高品質な印刷が可能となります。 
詳細については、次を参照してください。 

プリンタを調整する 

原因： プリンタを調整する必要があります。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策4:プリントへッドをクリーニングする 

解決方法： 前回行った解決策で問題が解決しない場合、プリントへ 
ッドのクリーニングを実行してみてください。 
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プリントへッドをクリーニングしたら、印刷品質レポートを印刷し 
てください。印刷品質問題がまだ存在するかどうかを調べるため、 
印刷品質レポートを評価してください。 

詳細については、次を参照してください。 

• プリントへッドをクリーニングする 

• 印刷品質レポートの印刷と評価 

原因：プリントへッドをクリーニングする必要があります。 


印刷が遅い。 

本製品の印刷速度が遅すぎる場合は、次の解決方法を試してください。 
- 解決策1:印刷品質を低く設定する 

• 解決策2:インクレベルを確認する 
• 解決策3 : HP サボートに問い合わせる 

解決策1:印刷品質を低く設定する 

解決方法：印刷品質の設定を確認します。[高画質]および[最大 
dpi ] を使用すると最高の品質が得られますが、[きれい]や[はやい] 
を使用した場合に比べて、印刷が遅くなります。[はやい]を選択す 
れば、最も早く印刷できます。 

原因：印刷品質が局〈設定されています。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試してく 
ださい。 


解決策2 :インクレベルを確認する 

解決方法：インクカートリッジの推定インクレベルを確認します。 

歐注記 インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準 
備を促すことを目的としています。インク残量が少ないという警 
告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジ 
を準備してください。印刷品質が使用に耐えない レベルに 達する 
までインクカ _ トリツジを交換する必要はありません。 


詳細については、次を参照してください。 

推定インクレベルの確認 

原因：インクカートリツジのインクが不足しています。インクが不 
足すると、プリントへッドが過熱する可能性があります。プリント 
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へッドが過熱したときは、温度を下げるためにプリンタの速度を落 
とします。 

この方法で問題が解決しなかった場合は、次の解決方法を試して〈 
ださい。 


解決策3 : HP サポートに問い合わせる 

解決方法： HP サボートに連絡してサービスを受けてください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを參照してください。 www.hp.com/ 
support. 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、 [お問い 
合わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

原因： 本製品に問題があります。 


給紙の問題の解決 

メディアがプリンタまたはトレイにサボートされていない場合 

本体および使用中のトレイでサポートされているメディアのみを使用し 

ます。詳細については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 参照 

してください。 

メディアがトレイから供給されない 

• トレイにメディアがセットされていることを確認します。詳細につ 
いては、 メディアのセッ ト を參照してください。メディアをセット 
する前に、扇状に広げます。 

• セットしているメディアサイズに対して、用紙ガイドがトレイの正 
しい位置に設定されていることを確認します。ガイドが用紙の束に 
きつすぎずにびったりと合っていることも確認します。 

• トレイのメディアが丸まっていないことを確認します。丸まってい 
る紙は反対に丸めて、平らにします。 

• 薄い特殊なメディアを使用する場合は、トレイが完全にセットされ 
ていることを確認してください。少数しか使用できない特殊なメデ 
ィアの場合は、同じサイズの他の用紙の上にその特殊メディアを置 
いて、トレイにセットします。（トレイがいっぱいになっていると、 
給紙がうまく行われるメディアもあります。） 
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メディアが正しく排出されない 

• 排紙トレイの拡張部が弓 I き出されていることを確認します。排紙卜 
レイが引き出されていないと、印刷べージが本体から落下すること 
があります。 



• 余分なメディアは排紙トレイから取り除いてください。トレイにセ 
ットできる枚数には制限があります。 

ページが曲がっている 

• トレイにセットされたメディアが用紙ガイドと合っていることを確 
認します。必要に応じてトレイを本体から引き出し、メディアを正 
しくセットして用紙ガイドがきちんと合っていることを確認します。 

• 両面印刷ュニットが正しく取り付けられていることを確認してくだ 
さい 。 

• 印刷中は本体にメディアをセットしないでください。 

—度に2枚以上給紙される 

• メディアをセットする前に、扇状に広げます。 

• セットしているメディアサイズに対して、用紙ガイドがトレイの正 
しい位置に設定されていることを確認します。ガイドが用紙の束に 
きつすぎずにぴったりと合っていることも確認します。 
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• トレイに用紙がセットされすぎていないことを確認します。 

• 最高のパフォーマンスと効率を実現するには、 HP メディアを使用し 
てください。 

コピーの問題の解決 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サボー 
卜および保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。 

• コ ピーが排出されない 

• 何もコピーされない 

• 原稿の一部がコピーされない、または薄い 

• サイズが小さくなる 
• コ ピーの品質が悪い 

• 正しくコピーされない 

• エラー メ ツセー ジが蓋示される 
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コピーが排出されない 

• 鼋源の確認 

電源コードがしっかりと接続され、本体の電源がオンになっている 

ことを確認します。 

• 本体のステータスの確認 

。デバイスで別のジョブが実行されている可能性があります。コン 
トロールパネルのディスプレイで、ジョブのスタータスを確認し 
ます。実行中のジョブがある場合は、そのジョブが終了するまで 
待ちます。 

。デバイスで紙詰まりが発生している可能性があります。用紙が詰 
まっていないかどうかを確認します。 メディア詰まりの除去 を 參 
照してください。 

• トレイの確認 

。用紙がセットされていることを確認します。詳細は、 メディアの 
セット を參照してください。 

。コンピュータを確認します。 

HP Officejet 6500 (E709d) または HP Officejet 6500 (E709r) を使 
用してコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュ 
—夕に HPAII-in-One が接続されていて、そのコンピュータに口 
グインする必要があります。また、ソフトウェアがインストール 
され、実行されている必要があります。 Windows のタスクバー 
の HP Digital Imaging Monitor は常にオンである必要がありま 
す。 Macintosh コンピュータの場合、ソフトウェアをインス！'•— 
ルすれば、コンピュータをオンにすると、必ず使用可能になりま 
す。 
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何もコピーされない 

• メディアの確認 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メディ 
アが湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細は、 
印刷メディアの選択 を 参照してください。 

• 設定の確認 

コントラストの設定が明るすぎる可能性があります。デバイスのコ 
ントロ ールパネルの コピー ボタンを使用し、明るさを低〈してコ 
ピ _ を作成します。 

• トレイの確認 

ADF を使用してコピーしている場合は、原稿が正しくセットされて 
いることを確認します。詳細については、 自動ドキュメントフィー 
ダ （ADR への原稿のセット を参照してください。 

原稿の一部がコピーされない、または薄い 

• メディアの確認 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メディ 
アが湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細は、 
印刷メディアの選択 を 参照してください。 

• 設定の確認 

品質の設定が[はやい：| ( ドラフト品質のコピーが作成されます）にな 
っていると、原稿の一部がコピーされないことや、コピーが薄くな 
ることがあります。設定を[標準]または[高画質]に変更します。 

• 原稿の確認 

。コピーの正確さは、原稿の品質やサイズによって異なります。 
[コピ _ ] メニュ _ を使用してコピ _ の明るさを調整します。原稿 
が明るすぎる場合、コントラストを調整しても、原稿の一部がコ 
ピーされないことがあります。 

。背景に色が付いていると、前景が背景に混ざることや、背景の影 
が原稿と異なることがあります。 
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サイズが小さくなる 

• デバイスの コントロール パネルの拡大/縮小などの コピー 機能が、ス 
キャンした画像を縮小するように設定されている可能性がありま 
す。 コピー 機能のサイズの設定が原寸になっていることを確認しま 
す。 

• HP フォトイメージングソフトウェアが、スキャンした画像を縮小 
するように設定されている可能性があります。必要に応じて設定を 
変更します。詳細については HP フォトイメージングソフトウェ 
アのオンスクリーンヘルプを参照してください。 

コピーの品質が悪い 

• コピーの品質を高めるための手順の実行 

。品質の良い原稿を使用します。 

。メディアを正しくセットします。メディアが正しくセットされて 
いないと、曲がって不明瞭な画像が生じる可能性があります。詳 
細は、 印刷メディアの選択 を 參照してください。 

。原稿を保護するキャリアシートを使用します。 

• 本体の確認 

。スキャナのカバーが正しく閉じられていない可能性があります。 

。スキャナガラス、または保護シートにクリーニングが必要です。 

詳細は、 デバイスのクリーニン グ を參照してください。 

。 ADF にクリーニングが必要です。詳細は、 デバイスのクリーニン 
グを參照してください。 

正しくコピーされない 

• 縦方向の白いまたはかすれたしま模様 

メディアが Hewlett-Packard メディア仕様に適合していない（メディ 
アが湿っている、メディアが粗いなど）可能性があります。詳細は、 
印刷メディアの選択 を 参照してください。 

• 明るすぎる、または暗すぎる 

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 


• 不要な線 

スキャナガラス、保護シート、またはフレームにクリーニングが必 
要です。詳細は、 デバイスのクリーニン グ を參照してください n 
• 黒い点または縞が現れる 

インク、接着剤、修正液、またはゴミがスキャナガラスまたは保護 
シートに付着している可能性があります。デバイスをクリーニング 
します。詳細は、 デバイスのクリーニングを 參照してください。 
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• 斜めまたはゆがんでコピーされる 

。 ADF 給紙トレイにセットされているメディアの量が多すぎないこ 
とを確認します。 

。 ADF のメディア幅アジヤスタがメディアの端にぴったりと合って 
いることを確認します。 

• テキストがはっきりしない 

。コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 

。デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性がありま 
す。設定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調す 
るように設定を変更します。詳細については、 コピ_設定の変更 
を參照してください。 

• テキストまたはグラフィックスにムラがある 

コントラストまたはコピー品質の設定を調整します。 

• 大きなものモノクロ文字がまだらで、なめらかでない 

デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。 
設定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するよう 
に設定を変更します。詳細については、 コピ_設定の 変更 を参照し 
てください。 

• ライトグレーからミディアムグレーの部分にざらざらしたまたは白 
い横線が現れる 

デフオルトの強調設定がジョブに適していない可能性があります。 
設定を確認し、必要な場合は、テキストまたは写真を強調するよう 
に設定を変更します。詳細については、 コピ_設定の 変更 を參照し 
てください。 

エラー メッセージが表示される 

“原稿をセットし直した後、ジョブを再口ードしてください” 

OK ( O ) ボタンを押してから、 ADF に次の文書の束をセットします。詳 
細については、 原稿のセット を参照してください。 

スキヤンの問題の解決 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サボー 
卜および保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。 
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歐注記コンピュータからスキヤンを開始している場合は、ソフトウェ 
アのヘルプにあるトラブルシューテイング情報を參照してくださし、。 


• スキヤナが動作しない 

• スキヤンに時間がかかりすぎる 

• 文書の一部またはテキストがスキヤンされない 

• テキストを編集できない 

• エラー メ ツセー ジが表示される 
• スキヤンした画像の品質が良くない 

• 正しくスキヤンされない 


スキャナが動作しない 
• 原稿の確認 

原稿がスキャナのガラス板に正し〈セットされていることを確認し 
てください。詳細については、 スキャナのガラス板への原稿のセッ 
上を参照してください。 

• 本体の確認 

。一定時間操作が行われずに本体がパワーセーブモードに入ってい 
たため、処理が再開されるまで時間がかかっている可能性があり 
ます。本体が [準備完了] 状態になるまで待ちます。 

。 HP Officejet 6500 E 709 a / E 709 d を使用している場合、スキャン 
と印刷を同時に行うことはできません。別のジョブを開始する前 
にジョブを完了する必要があります。 


スキャンに時間がかかりすぎる 
• 設定の確認 

。解像度の設定が高すぎると、スキャンに時間がかかり、作成され 
るファイルのサイズも大きくなります。スキ ヤン またはコピーで 
良い結果を得るには、解像度を必要以上高く設定しないようにし 
ます。解像度の設定を低くするとスキャンの速度が向上します。 

。 TWA 旧経由で画像を取得する場合は、原稿をモノクロでスキャ 
ンするように設定を変更すると、問題が解決することがありま 
す。詳細については、 TWAIN プログラムのオンスクリーンヘル 
プを参照して〈ださい。 


• 本体の ステー タスの確認 

スキャンの前に印刷ジョブまたはコピージョブを送信した場合は、 
スキャナがビジー状態でなければ、スキャンが開始されます。ただ 
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し、その場合は、印刷またはコピーとスキャンとでメモリが共有さ 

れるため、スキャンの速度が遅くなる可能性があります。 

文書の一部またはテキストがスキャンされない 
• 原稿の確認 

。原稿が正し〈セットされていることを確認します。詳細について 
は、 原稿のセッ ト を参照してください。 

。原稿を ADF からスキャンした場合は、スキャナガラスから直接 
スキャンしてみます。詳細については、 スキャナのガラス板への 
原稿のセッ ト を参照してください。 

。背景に色が付いていると、前景の画像が背景に混ざることがあり 
ます。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をスキャ 
ンした後に画像を強調してみます。 

• 設定の確認 

。メディアのサイズがスキャン原稿に対して十分であることを確認 
します。 

。 HP フォトイメージングソフトウェアを使用している場合 、 HP 
フォトイメージングソフトウヱアのデフォルトの設定が、現在 
行おうとしているタスクとは別のタスクを自動的に行うように設 
定されている可能性があります。プロパティを設定する手順につ 
いては、 HP フオトイメージングソフトウェアのオンラインへ 
ルプを参照してください。 

。メモリデバイスにスキヤンする場合は、 [自動] オプションではな 
く、正確な用紙サイズを選択していることを確認します。 
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テキストを編集できない 
• 設定の確認 

。 OCR ソフトウェアがテキストを編集するように設定されている 
ことを確認します。 

。原稿をスキャンするとき、編集可能なテキストが生成される文書 
の種類を選択します。テキストがグラフィックスと認識される 
と、テキストに変換されません。 

。 OCR プログラムに、 OCR タスクを実行しないワードプロセッシ 
ングプログラムがリンクされている可能性があります。プログ 
ラムのリンクの詳細については、製品ソフトウェアのヘルプを参 
照してください。 

• 原稿の確認 

。 OCR の場合、原稿を ADF にセットするときは、原稿の先頭を前 
にして、読み取り面を上に向ける必要があります。原稿が正しく 
セットされていることを確認します。詳細については、 原稿のセ 
ッ トを參照してください。 

。文字間の狭いテキストは OCR プログラムによって認識されない 
可能性があります。 OCR プログラムで変換するテキストの文字 
が失われていたり、つながったりしていると、たとえば、'' rn " 
が'’ m " と認識される場合があります。 

。 OCR プログラムの正確さは、画像の品質、テキストのサイズ、 
原稿の構造、スキャン自体の品質によって異なります。原稿の画 
像の品質が良いことを確認してください。 

。背景に色が付いていると、前景の画像と必要以上に混ざることが 
あります。原稿をスキャンする前に設定を調整するか、原稿をス 
キャンした後に画像を強調してみます。原稿に対して OCR 操作 
を実行する場合、原稿上の色付きのテキストは適切にスキャンさ 
れません。 
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エラー メッセージが表示される 

• “TWAIN ソースを有効にできません”または“画像の取得中にエラ 
—が発生しました” 

。デジタルカメラや別のスキャナなど、本体以外のデバイスから画 
像を取得している場合、そのデバイスが TWA 旧に準拠している 
ことを確認します。 TWA 旧に準拠していないデバイスは、デバ 
イスソフトウエアと連携しません。 

。 USB デバイスケーブルを使用してコンピュータ背面の正しいポ 
—卜に接続していることを確認します。 

。正しい TWAIN ソースが選択されていることを確認します。ソフ 
トウエアで、 ファイル メニューの スキャナの 選択を選択します。 

• “原稿をセットし直した後、ジョブを再開してください” 

OK ( O ) ボタンを押し、残りの原稿（最大 50 枚）を ADF にセットし直 
します。詳細については I 原稿のセッ ト を参照してください。 

スキャンした画像の品質が良くない 

原稿が二次的な写真または画像である 

新聞や雑誌などの印刷された写真は、細かなドットで元の写真を再現す 
る方法が使用されているため、品質が低下しています。多くの場合、 
インクのドットは、画像のスキャンや印刷を行うとき、または画像を画 
面上に表示するときに不要なパターンを生み出す可能性があります。 
以下の方法で問題が解決しない場合は、現在よりも品質の良い原稿を使 
用する必要があります。 

。パターンを削除するには、スキャン後に画像のサイズを縮小してみ 
ます。 

。スキャンした画像を印刷し、品質が改善されるかどうかを確認しま 
す。 

。解像度と色の設定がスキャンジョブの種類に適していることを確認 
します。 

。最良の結果を得るには、スキャンには ADF ではなく、フラットべッ 
ド型スキャナを使用します。 

原稿の裏面のテキストや画像がスキャンされる 

薄いメディアまたは透明度の高いメディアに印刷されている両面原稿 
は、裏側のテキストまたは画像が表面に透け、スキャナに取り込まれる 
ことがあります。 
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スキャンした画像がゆがんでいる（曲がっている） 

原稿が正しくセットされていない可能性があります。原稿を ADF にセ 

ットするときは必ずメディアガイドを使用してください。詳細につい 

ては、 原稿のセット を参照してください。 

印刷した方が画質が良い 

画面に表示される画像は、スキャンの質を必ずしも正確に表現している 

とは限りません。 

。コンピュータモニタの設定を調整して、使用する色数（グレーのレ 
ベル数）を増やしてみます。 Windows コンピュータでこの調整を行 
うには、通常、 Windows のコント ロール パネルの[画面]を使用し 
ます。 

。解像度と色の設定を調整してみます。 

スキャンした画像に汚れ、線、縦の白いストライプなどの問題がある 

。スキャナガラスが汚れていると、最適な鮮明度の画像が得られませ 
ん。 デバイスのクリーニン グ を參照してクリーニングを実施します。 

。スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性があります。 

グラフィックスが原稿と異なって見える 

グラフィックスの設定が実行中のスキャンジョブの種類に適していな 

い可能性があります。グラフィックスの設定を変更してみてくださし、。 

スキャンの質を高めるための手順の実行 

。 ADF ではなく、スキャナのガラス板を使用してスキャンを実行しま 
す。 

。質の良い原稿を使用します。 

。メディアを正しく置きます。メディアがスキャナのガラス板に正し 
くセットされていないと、メディアがまっすぐ給紙されず、明瞭に 
スキャンされないことがあります。詳細については、 原稿のセット 
を參照してください。 

。スキャンしたページの用途に応じてソフトウエアの設定を調整しま 
す。 

。原稿を保護するキャリアシートを使用します。 

。スキャナのガラスをクリーニングします。詳細は、 スキャナガラス 
のクリーニン グを參照してください。 
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正しくスキャンされない 

• 空白ページ 

原稿が正しくセットされていることを確認します。フラットベッド 
型スキャナでは、原稿の表を下に向け、原稿の左上隅をスキャナガ 
ラスの右下隅に合わせてセットします。 

• 明るすぎる、または暗すぎる 

。設定を調整してみます。正しい解像度と色設定を必ず使用して〈 
ださい。 

。原稿が非常に明るい（または暗い）か、色の付いた用紙に印刷され 
ている可能性があります。 

• 不要な線 

インク、接着剤、修正液、またはゴミがスキャナガラスに付着して 
いる可能性があります。スキャナガラスをクリーニングします。詳 
細は、 デバイスのクリーニン グ を參照してください。 

• 黒い点または稿 

。スキャナガラスにインク、接着剤、修正液、またはゴミが付着し 
ているか、スキャナガラスに汚れまたは傷があるか、スキャナの 
保護シートが汚れている可能性があります。スキャナガラスと保 
護シートをクリーニングします。詳細は、 デバイスのクリー ニン 
グを參照してください。クリーニングしても問題が解決しない場 
合は、スキャナガラスまたは保護シートをを交換する必要があり 
ます。 

。スキャン処理ではなく、原稿自体に問題がある可能性がありま 
す。 

• テキストが 明でない 

設定を調整してみます。解像度と色の設定が正しいことを確認して 
ください。 

• サイズが小さくなる 

HP ソフトウヱアが、スキャンした画像を縮小するように設定されて 
いる可能性があります。設定の変更方法の詳細については、製品ソ 
フトウエアの ヘルプを 参照してください。 


ファクスの問題の解決 

このセクションでは、ファクスのセットアップに関するトラブルシュー 
ティングについて説明します。ファクスが正しくセットアップされて 
いないと、ファクスの送信、ファクスの受信またはその両方で問題が発 
生する可能性があります。 


284 保守とトラブルシューティング 




ファクスに問題がある場合、ファクステストレポートを印刷して、本 
体の状態を確認できます。本体でファクスが正しくセットアップされ 
ていない場合、テストに失敗します。このテストは、デバイスのファ 
クス機能のセットアップが完了した後に実行してください。詳細につ 
いては、 ファクス設定のテス ト を參照してください。 

テストに失敗した場合、レポートを参照して、問題の解決方法を確認し 
てください。詳細については、 ファクステストに失敗した を参照して 
ください。 

ファクス機能に問題がある場合は、まず以下を試してください。 

• 電話コードを確認します。別の電話コードを使い、問題が繰り返し 
発生するか確認します。 

• HP デバイスから他の機器を取り外します。 HP デバイスを壁側のモ 
ジュラージャックに直接接続して、問題が繰り返し発生するか確認 
します。 


• ファクステストに失敗した 

- ディスプレイに常に「受話器が外れています I と表示される 

• ファクスの送受信がうまくできない 

• 手動によるファクスの送信がうまくできない 

• ファクスを受信できないが、送信はできる 

• ファクスを送信できないが、受信はできる 

• ファクス I ンが留守番電話に録音される 

• デバイスに付属の電話コードの長さが十分でない 

• コンピュータでファクスを受信できない ( PC ファクス受信または 

Mac にファクス） 

• 送信されたファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様がある 

• 受信したファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様がある_ 


ファクステストに失敗した 

ファクステス トを実行して失敗した場合、レポートを調べて エラー の 
基本情報を確認します。詳細については、レポートで テス トのどの部 
分で失敗したか確認し、このセクションの該当トピックで対処方法をご 
確認ください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 「ファクスハードウエアテスト丨に失敗した 

• 「ファクスが壁側電話ジャックに接続完了 I テストに失敗した 

• 「電話コードがファクスの正しいポートに接続完了 I テストに失敗し 

fz 
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• 「ファクスで正しい電話コード使用中 I テストに失敗した 

• 「ヲイヤル!—ン検出」テストに失敗した 

• 「ファクス回線状態 I テストに失敗した 

「ファクスハードウェアテスト」に失敗した 


解決方法： 

• デバイスのコントロールパネルの電源ボタンを使用してデバイ 
スの電源をオフにし、本体背面から電源コードを抜きます。数秒 
経過してから、電源コードを再び接続し、電源をオンにしま 
す。もう一度テストを実行します。またテストに失敗した場 
合、引き続きこのセクションのトラブルシューティング情報を調 
ベて〈ださい。 

• テストファクスを送信または受信してみて〈ださい。ファクス 
の送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。 

• [ファクスセットアップウィザード] ( Windows ) または [ HP ファ 
クスセットアップユーティリティ] ( MacOSX ) からテストを実 
行している場合、デバイスがファクスの受信やコピー作成など別 
のタスクを完了しようとしてビジーになっていないことを確認し 
ます。 コン トロールパネルディスプレイのメッセージで、デバ 
イスがビジー状態であるか確認してください。ビジー状態の場 
合、タスクが終了してアイドル状態になってからテストを実行し 
ます。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコード 
で壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファクスの 
送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コ 
_ ドを差し込んだら、ファクステストをもう _ 度実行します。 
国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージャ 
ックに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて〈ださ 
い0 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行しま 

す。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 

す。[ファクスハードウエアテスト]の失敗が続き、ファクスを使用 

できない場合は、 HP サボートにお問い合わせ〈ださい。 

www . hp . com / support にアクセスしてください。情報の入力を要求 
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された場合は、国または地域を選択して、 [お問い合わせ] をクリッ 
クして情報を參照しテクニカルサボートにお問合せください。 


「ファクスが壁側電話ジャックに接続完了」テストに失敗した 

解決方法： 

• 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電話 
コードがしっかり接続されていることを確認します。 

• 必ずデバイス付属の電話コードを使用して〈ださい。付属のコー 
ドで壁側のモジュラージャックとデバイスを接続しないと、ファ 
クスの送受信が正常に行われないことがあります。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていることを 
確認します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモ 
ジュラージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1 -LINE 
と書かれているポートに接続します。ファクスを使用するための 
本体の設定の詳細については、 デバイスのファクス機能のセット 
アップ を 參照してください。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージャッ 
クに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみてくださ 
い。 

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側 
のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダ 
イヤルトーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検 
査を依頼してください。 

• テストファクスを送信または受信してみてください。ファクスの 
送信または受信に成功したら、問題ない可能性があります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行しま 

す。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができます。 
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「電話コードがファクスの正しいポートに接続完了」テストに失 
敗した 

解決方法：電話コードを正しいポートに接続します。 

1. デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラ 
ージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1- LINE と 
書かれているポ _ 卜に接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コード 
を接続する必要がある場合もあります。 


歐注記 2- EXT ポートを使用して壁側のモジュラージャッ 
クに接続すると、ファクスの送受信はできません。 2 -EXT 
ポートは、留守番電話などの機器接続専用です。 


図 9-1 デバイス背面図 



2 


壁側のモジュラージャック 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用 
する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを 
接続する必要がある場合もあります。 


2.1- LINE というラベルの付いたポートに電話コードを接続し 
たら、もう一度ファクステストを実行します。テストに成 
功すると、ファクスを使用することができます。 

3. テストファクスを送信または受信してみてください。 
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• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコード 
で壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファクスの 
送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コ 
_ ドを差し込んだら、ファクステストをもう _ 度実行します。 
国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージャッ 
クに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみてくださ 
い0 


「ファクスで正しい電話コード使用中」テストに失敗した 
解決方法： 

• 本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャッ 
クに接続していることを確認してください。下図のように、電話 
コードの一方の端を本体背面にある 1- LINE というラベルの付い 
たポートに接続し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに 
接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する 

国/地域に対して提供されたァダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 


本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを使 
用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱ってい 
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る電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している通常の 
電話コードがもう1本必要です。 

• 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電話 
コードがしっかり接続されていることを確認します。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコード 
で壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファクスの 
送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コ 
_ ドを差し込んだら、ファクステストをもう _ 度実行します。 
国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージャッ 
クに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみて〈ださ 
い0 


「ダイヤルトーン検出」テストに失敗した 

解決方法： 

• 本体と同じ電話回線を使用している他の機器がテスト失敗の原因 
となっている可能性があります。他の機器が原因になっているか 
どうかを確認するために、電話回線からすべての機器を外し、も 
う一度テストを実行します。他の機器を外したときに[ダイヤル 
卜ーン検出テスト]に成功する場合、他の1つ以上の機器が問題 
の原因になっている可能性があります。問題の原因になっている 
機器を特定できるまで、機器を一度に1つずつ戻し、そのたびに 
テストを実行します。 

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側 
のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。ダ 
イヤルトーンが聞こえない場合、電話会社に連絡して、回線の検 
査を依頼してください。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていることを 
確認します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモ 
ジュラージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1 -UNE 
と書かれているポ _ 卜に接続します。 
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• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージャッ 
クに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみてくださ 
い0 

• PBX システムなど、ご使用の電話システムが通常のダイヤルト 
—ンを使用していない場合、テストに失敗する原因になる可能性 
があります。これは、ファクス送受信の問題の原因にはなりませ 
ん。テストファクスを送信または受信してみてください。 

• お住まいの国/地域に対して、国/地域の設定が適切に設定されて 
いることを確認してください。国/地域が設定されてないか、間 
違って設定されていると、テストに失敗し、ファクスの送受信に 
問題が発生することがあります。 

• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してくださ 
し、。アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信で 
きません。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、 
回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きま 
す。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設 
定された電話回線の場合があります。本体をアナログ回線に接続 
し、ファクスの送受信を試します。 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコード 
で壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファクスの 
送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コ 
_ ドを差し込んだら、ファクステストをもう _ 度実行します。 
国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行しま 

す。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 

す。 [ダイヤルトーン検出] テストに引き続き失敗し続ける場合、電 

話会社に連絡して回線の検査を依頼してください。 
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「ファクス回線状態」テストに失敗した 


解決方法： 

• 本体をアナログ電話回線に接続していることを確認してくださ 
し、。アナログ電話回線に接続していないと、ファクスを送受信で 
きません。電話回線がデジタルであるかどうかを確認するには、 
回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤルトーンを聞きま 
す。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジタル電話用に設 
定された電話回線の場合があります。本体をアナログ回線に接続 
し、ファクスの送受信を試します。 

• 電話の壁側のモジュラージャックと本体の接続を確認して、電話 
コードがしっかり接続されていることを確認します。 

• 本体が壁側のモジュラージャックに正しく接続されていることを 
確認します。デバイスに付属の電話コードの一方の端を壁側のモ 
ジュラージャックに、もう一方の端をデバイスの背面の 1 -LINE 
と書かれているポ _ 卜に接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

• 本体と同じ電話回線を使用している他の機器がテスト失敗の原因 
となっている可能性があります。他の機器が原因になっているか 
どうかを確認するために、電話回線からすべての機器を外し、も 
う一度テストを実行します。 

。他の機器を外したときに [ファクス 回線状態 テス ト]に成功す 
る場合、他の1つ以上の機器が問題の原因になっている可能 
性があります。問題の原因になっている機器を特定できるま 
で、機器を一度に1つずつ戻し、そのたびにテストを実行し 
ます。 

。他の機器を外して [ファクス 回線状態 テス ト]に失敗する場合 
は、正常に機能している電話回線に本体を接続して、引き続 
きこのセクシヨンのトラブルシューティングを実施します。 
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• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージャッ 
クに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみてくださ 
い0 

• 必ず本製品付属の電話コードを使用してください。付属のコード 
で壁側のモジュラージャックと本体を接続しないと、ファクスの 
送受信が正常に行われないことがあります。本製品付属の電話コ 
_ ドを差し込んだら、ファクステストをもう _ 度実行します。 
国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

見つかった問題を解決した後、もう一度ファクステストを実行しま 
す。テストに成功した場合は、ファクスを使用することができま 
す。[ファクス回線状態]テストに引き続き失敗し続け、ファクスが 
できない場合、電話会社に連絡して回線の検査を依頼してくださしヽ。 


ディスプレイに常に「受話器が外れています」と表示される 

解決方法： 間違った種類の電話コードを使用しています。本体を電 
話回線に接続する際は、必ず付属の電話コードを使用して〈ださ 
し、。本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カプラーを 
使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱ってい 
る電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している通常の電 
話コードがもう1本必要です。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続す 
る必要がある場合もあります。 


解決方法： 本体と同じ電話回線の他の機器が使用中である可能性が 
あります。内線電話（同じ電話回線を使用している電話で、本体に 
接続されていないもの）またはその他の機器が使用中でないこと、受 
話器が外れていないことを確認してください。内線電話の受話器が 
外れている場合や、コンピュータのモデムを経由して電子メールの 
送信やインターネットへのアクセスを実行している場合、本体のフ 
ァクス機能は使用できません。 
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ファクスの送受信がうまくできない 

解決方法： 本体の電源がオンになっていることを確認します。本体 
のディスプレイを見てください。ディスプレイに何も表示されず、 
電源 ランプが点灯していない場合は、本体の電源が入っていませ 
ん。本体の電源コードが電源コンセントにしっかりと差し込まれて 
いることを確認してください。 鼋源 ボタンを押して、デバイスの電 
源を入れてください。 

本体の電源をオンにしたら、5分ほど待ってから、ファクスの送受 
信を行うようお勧めします。本体の電源をオンにしても、初期化中 
は送受信できません。 


解決方法： 

• 本製品に付属の電話コードを使用して、壁側のモジュラージャッ 
クに接続していることを確認してください。下図のように、電話 
コードの一方の端を本体背面にある 1- UNE というラベルの付い 
たポートに接続し、もう一方の端を壁側のモジュラージャックに 
接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 




1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 


本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カブラーを使 
用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱ってい 
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る電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している通常の 
電話コードがもう1本必要です。 

• 正常に機能する電話機と電話コードを、本体で使用している壁側 
のモジュラージャックに接続し、発信音の有無を確認します。発 
信音が聞こえない場合、電話会社にお問い合わせください。 

• 本体と同じ電話回線の他の機器が使用中である可能性がありま 
す。内線電話の受話器が外れている場合や、コンピュータのモデ 
ムを経由して電子メールの送信やインターネットへのアクセスを 
実行している場合、本体のファクス機能は使用できません。 

• 他のプロセスが エラー の原因となっていないか確認してくださ 
し、。 ディスプレイまたはコンピュータで、問題とその解決法のエ 
ラ—メッセージを 確認してください。 エラー が解決するまで、 
ファクスの送受信を行うことができません。 

• 電話回線の接続ノイズが発生している可能性があります。電話回 
線の音質が悪い（ノイズがある）と、ファクスの使用時に問題が発 
生することがあります。電話を壁側のモジュラージャックに接 
続し、静電ノイズなどのノイズに注意して、電話線の音質をチェ 
ックしてください。ノイズが聞こえたら、[エラー補正モード] 
( ECM ) をオフにして、もう一度ファクスしてみてください 。 ECM 
の変更方法の詳細については、オンスクリーン ヘルプを 參照して 
<ださい。問題が解決しない場合、電話会社に連絡してくださ 
い0 

• デジタル加入者線 ( DSL ) サービスの使用時は、 DSL フィルタが 
接続されていることを確認して〈ださい。そうしないと、ファク 
スを使用することができません。詳細については、 ケース B : 
DSL 環境でのデバイスのセットアッ プ をご覧ください。 

• DSL サービスを使用していて、 DSL フィルタが接続されている 
場合は、フィルタがファクストーンをさえぎっている可能性があ 
ります。フィルタを取り外し、デバイスを壁に直接接続してみて 
ください。 

• 本体が、デジタル電話用のモジュラージャックに接続されていな 
いことを確認してください。電話回線がデジタルであるかどうか 
を確認するには、回線に通常のアナログ電話を接続してダイヤル 
卜ーンを聞きます。通常のダイヤル音が聞こえない場合は、デジ 
タル電話用に設定された電話回線の場合があります。 
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• PBX (構内交換機）または ISDN コンバータ/ターミナルアダプタ 
を使用している場合は、本体が正しいポートに接続され、夕 _ ミ 
ナルアダプタがお住まいの国または地域に適した種類のスイッチ 
に設定されていることを確認してください。詳細については、 立 
—ス C : PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのデバイ 

スのセットアップ を 参照してください。 

• 本体が DSL サービスと同じ電話回線を共有している場合 、 DSL 
モデムが正しく接地されていない可能性があります。 DSL モデ 
ムが正しく接地されていない場合、電話回線にノイズが発生する 
ことがあります。電話回線の音質が悪い（ノイズがある）と、ファ 
クスの使用時に問題が発生することがあります。電話機を壁側の 
モジュラージャックに接続して、静的ノイズなどのノイズの有無 
を聞き取ると、電話回線の音質を確認できます。ノイズが聞こえ 
る場合は、 DSL モデムをオフにして、少なくとも15分間電力を 
完全に除去します。 DSL モデムをもう一度オンにして、ダイヤ 
ルトーンを聞いて〈ださい。 


歆注記今後、電話回線で再び雑音が聞こえる場合がありま 
す。ファクスの送受信が停止する場合は、この手順を繰り返 
してください。 

電話回線のノイズが消えない場合、電話会社に連絡してくださ 
し、。 DSL モデムをオフにする方法については、 DSL プロバイダ 
にお問い合わせ〈ださい。 

• 電話スブリッターを使用していると、ファクスの問題の原因にな 
る場合があります。（スブリッターとは、壁側のモジュラージヤッ 
クに接続する2コードコネクタです。）スプリッターを取り外 
し、本体を壁側のモジュラージャックに直接接続してみてくださ 
い0 


手動によるファクスの送信がうまくできない 


解決方法: 


m 注記この解決策は、デバイスに2線式電話コードが付属してい 
る次の国または地域にのみ適用されます。アルゼンチン、才ース 
トラリア、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、インド 
ネシア、日本、韓国、ラテンアメリカ、 マレー シア、メキシコ、 
フィリピン、シンガポール、台湾、タイ、米国、ベネズエラ、ベ 
トナム。 
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• ファクスを実行するために使用する電話機が、本体に直接接続さ 
れていることを確認してください。ファクスを手動で送信するに 
は、下図のように、本体の 2- EXT というラベルの付いたポート 
に電話機を直接接続して〈ださい。 



1 

壁側のモジュラージャック 

2 

"1- LINE " ポートに接続したデバイス付属の電話コードを使用する 

国/地域に対して提供されたァダプタ用の付属の電話コードを接続 
する必要がある場合もあります。 

3 

電話 


• 本体に直接接続された電話から手動でファクスを送信する場合、 
ファクス送信には電話機のキーパッドを使用する必要がありま 
す。デバイスのコントロールパネルのキーパッドは使用できま 
せん。 


歐注記シリアル方式の電話システムを使用している場合は、電 
話を 「2- EXT 」 と書かれているポートに接続します。 
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ファクスを受信できないが、送信はできる 

解決方法： 

• 着信識別サービスを使用していない場合は、 [応答呼出し音のパタ 
—ン] 機能が [すべての呼び出し] に設定されていることを確認し 
ます。詳細については、 着信識別応答呼び出し音のパターンの変 
更を 参照して〈ださい。 

• [自動応答] が [オフ] に設定されている場合、ファクスの自動受信 
は行われません。ファクスを手動で受信する必要があります。フ 
ァクスの手動受信についての詳細は、 ファクスの手動 受信 を 參照 
してくださし、。 

• ファクスと同じ電話番号でボイスメ ールサービスをお使いの場合 
は、ファクスを手動で受信しなければなりません。自動受信する 
ことはできません。受信ファクスの着信に応答するためにその場 
にいる必要があります。ボイスメ ールサービスをお使いの場合 
にファクスをセットアップする方法については、 ケース F : 電話 
とファクスとボイスメールザービスを一緒に利用す る を參照して 
ください。ファクスの手動受信についての詳細は、 ファクスの手 
動 受信 を 参照して〈ださい。 

• 本体と同じ電話回線上にコンピュータモデムがある場合は、モデ 
ムに付属のソフトウエアが、ファクスを自動受信する設定になつ 
ていないことを確認して〈ださい。ファクスを自動受信するよう 
設定されたモデムは、電話回線を占有してすべての受信ファクス 
を受け取るため、本体がファクス呼び出しを受信できません。 

• 本体と同じ電話回線上に留守番電話がある場合は、以下のいずれ 
かの問題が発生している可能性があります。 

。 留守番電話が本体に対して適切にセットアップされていない。 
。 発信メッセージが長すぎる、または発信メッセージの音量が 
大きすぎるために、本体がファクストーンを検出できず、そ 
れが原因で送信元のファクス機が切断されている。 

。 本体がファクストーンを検出できるだけの充分な時間が、留 
守番電話の発信メッセージの後にない。この問題は、デジタ 
ル留守番電話の場合に最もよく発生します。 
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以下のアクションを実行すると、これらの問題が解決される場合 

があります。 

。ファクスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、 ケー 
ス丨：電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する の説明 
のとおり、留守番電話を本体に直接接続して〈ださい。 

。本体でファクスを自動受信するように設定されていることを 
確認します。本体でファクスを自動受信するように設定する 
方法については、 ファクスの受信 を 参照して〈ださい。 

。[応答呼出し回数] 設定を留守番電話よりも多い回数に設定して 
いることを確認します。詳細については、 応答までの呼び出 
し回数の設定 を 参照してください。 

。留守番電話の接続を解除し、ファクスを受信してみます。こ 
の状態でファクスの受信に成功した場合は、留守番電話が原 
因である可能性があります。 

。留守番電話をもう一度接続し、発信メッセージを録音し直し 
ます。約10秒の長さのメッセージを録音します。メッセー 
ジを録音するときには、低い音量で、ゆっくりと話してくだ 
さい。音声メッセージの後、沈黙した状態で5秒以上録音を 
続けます。この沈黙時間を録音するときには、バックグラウ 
ンドノイズが入らないよう注意します。もう一度ファクスを 
受信してください。 


歐注記デジタル留守番電話には、外出メッセージの最後に録 
音した無音部分を保持しないものもあります。外出メッセ 
—ジを再生して確認してください。 


ファクスの問題の解決 299 









第 9 章 


• 本体が、留守番電話やコンピュータモデム、マルチポートスイ 
ッチボックスなど、その他のタイプの電話機器と同じ電話回線を 
共有している場合は、ファクスの信号レベルが低下することがあ 
ります。スブリッターを使ったり、別のケーブルをつないで電話 
コードを延長しても信号レベルは低下します。ファクスの信号レ 
ベルが低下すると、ファクスの受信に問題が発生する場合があり 
ます。 

他の機器が問題の原因となっているかどうかを調べるには、本体 
以外のすべての機器を電話回線から取リ外し、ファクスを受信し 
てみてください。他の機器を外したときにファクスを正常に受信 
できる場合は、他の少なくとも1台の機器が問題の原因である可 
能性があります。問題の原因になっている機器を特定できるま 
で、機器を一度に1台ずつ戻し、そのたびにファクスを受信しま 
す。 

• ファクス用電話番号の呼び出し音のパターンが特殊な場合（電話 
会社を通じて着信識別サービスを使用している場合）は、本体の 
[応答 呼出し音のバター ン]機能がそれに合致するように設定され 
ていることを確認して〈ださい。詳細については、 着信識別応答 
呼び出し音のパターンの 変更を 参照してください。 
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ファクスを送信できないが、受信はできる 

解決方法： 

• 本体のダイヤル速度が速すぎるか、またはダイヤルの間隔が短す 
ぎます。ファクス番号の途中に間隔の挿入が必要になることがあ 
ります。たとえば、電話番号をダイヤルする前に外線にアクセス 
する必要がある場合、外線番号の後ろに間隔を挿入してくださ 
し、。ダイヤルする番号が95555555で、9が外線へのアクセス番 
号である場合、 9-555-5555 のように間隔を挿入します。 
9-555-5555 入力するファクス番号間に一定の間隔を入れるに 
は、 リダイヤル/ポーズを 押すか、ディスプレイにダッシュ記号 
[-] が表示されるまで、 [スペース （#)] ボタンを繰り返し押します。 
ダイヤルのモニタ機能を使用してファクスを送信できます。これ 
により、ダイヤル時に電話回線の音を聞〈ことができます。ダイ 
ヤルのペースを設定し、ダイヤル時にプロンプトに応答できま 
す。詳細については、 ダイヤルモニタリングを使用したファク 
ス送信 を 參照してください。 

• ファクス送信の際に入力したファクス番号の形式が正しくない 
か、受信中のファクス機に問題が発生しています。電話機からフ 
ァクス番号をダイヤルし、ファクストーンを聞いてください。 
ファクストーンが聞こえない場合は、受信側のファクス機の電源 
が入っていなかったり、接続されていなかったりする場合があり 
ます。また、ボイスメールサービスが、受信側の電話回線を妨 
害している場合もあります。受信者に、受信側のファクス機に問 
題がないか確認するように依頼してください。 
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ファクストーンが留守番電話に録音される 


解決方法： 

• ファクスと同じ電話回線で留守番電話を使用する場合、 ケース 
I : 電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する の説明のとお 
り、留守番電話を本体に直接接続してください。留守番電話を推 
奨される方法で接続しないと、ファクストーンが留守番電話に録 
音される場合があります。 

• 本体のファクス機能が自動受信に設定され、 [応答呼出し回数] の 
設定が適切であることを確認してください。デ/《イスの応答呼出 
し回数を、留守番電話が応答する回数よりも多く設定する必要が 
あります。留守番電話と本体で設定されている応答までの呼び出 
し回数が同じ場合、電話とファクスの両方が着信に応答してしま 
うため、ファクストーンが留守番電話に録音されます。 

• 留守番電話の呼び出し回数を少な〈し、本体の呼び出し回数をサ 
ポートしている最大数に設定します（呼び出しの最大回数は、国/ 
地域によって異なります)。この設定では、留守番電話が電話に 
応答し、デバイスが電話回線を監視します。本体がファクス受信 
音を検出した場合は、本体がファクスを受信します。着信が電話 
の場合は、留守番電話が着信のメッセージを録音します。詳細に 
ついては、 応答までの呼び出し回数の設定を 参照して〈ださい。 


デパイスに付属の電話コードの長さが十分でない 

解決方法： 本製品に付属の電話コードの長さが足りない場合、カブ 
ラーを使用して延長できます。カプラーは、電話のアクセサリを扱 
っている電器店で購入できます。自宅やオフィスで使用している通 
常の電話コードがもう1本必要です。 


* ヒント 本体に2線式電話コードアダプタが付属している場合 
は、4線式電話コードと合わせて使用して長さを延長できます。 

2線式電話コードアダプタの使用方法については、付属のマニュ 
アルを参照して〈ださい（日本では付属しておりません)。 
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電話コードを延長するには 

1. 本製品に付属の電話コードの一方の端をカプラーに、もう 
一方の端を本体背面の 1- LINE というラベルの付いたポート 
に接続します。 

2. もう1本の電話コ_ドを、カプラ_の空いているポートと 
壁側のモジュラージャックに接続します。 

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コード 
を接続する必要がある場合もあります。 


コンピュータでファクスを受信できない （PC ファクス受信また 
は Mac にファクス） 

原因 ： HP Digital Imaging Monitor がオフです （Windows のみ)。 

解決方法：タスクバーを確認して 、 HP DigitaNmaging Monitor が常 
にオンであることを確認します。 

原因： ファクスの受信用として選択したコンピュータがオフです。 

解決方法：ファクス受信用として選択したコンピュータが常にオン 
であるようにしてください。 

原因： セットアップ用とファクス受信用に設定したコンピュータが 
異なり、いずれかの電源がオフです。 

解決方法：ファクスを受信するコンピュータがセットアップに使用 
したコンピュータと異なる場合、両方のコンピュータの電源が常に 
入っている必要があります。 

原因： 給紙トレイに用紙がセットされていません。 

解決方法：給紙トレイに用紙をセットします。 

原因： 内部メモリがいっぱいです。 

解決方法：ファクスログおよびメモリを消去し、内部メモリをクリ 
アします。 


原因： [ PC ファクス受信]または [ Mac にファクス]が無効になって 
いるか、コンピュータがファクスを受信するように設定されていま 
せん。 
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解決方法： [ PC ファクス受信]または [ Mac にファクス]を有効に 
し、コンピュータがファクスを受信するように設定されていること 
を確認します。 


原因 ： HP Digital Imaging Monitor (Windows のみ）が正しく 動作し 
ない 


解決方法 ： HP DigitaNmaging Monitor を再起動するか、コンピュー 
夕を再起動します。 


送信されたファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様がある 

原因：ファクスを送信するときに、ページにブランクがある、また 
は送信されたファクスに縦方向の縞模様がある 

解決方法：ファクスのコピーを作成します。コピーに問題がなけれ 
ば、受信者のファクス機に問題がある可能性があります。 

コピーがブランクの場合、スキャナガラス、スキャナの保護シー 
卜、または自動ドキュメントフィーダをクリーニングする必要があ 
ります。詳細については、 デバイスのクリーニング または スキャン 
の問題の解決を 參照してください。 


受信したファクスに空白ページ、または縦方向の縞模様がある 

原因：製品で受信したファクスがブランク、または印刷結果の画 
像、またはテキストに縦方向の黒い縞模様があります。 

解決方法：セルフテストページを印刷して、正しく印刷されるかど 
うか調べます。 

セルフテストページが正しく印刷される場合は、送信側のファクス 
に問題がある可能性があります。別のファクス機からのファクスを 
受信してみてください。 

セルフテストページが正しく印刷されない場合は、 印刷上の問題の 
角 m を参照してください。 


ネットワークの問題の解決 


歐注記以下を修正した後、インストールプログラムを再度実行しま 
す。 
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一般的なネットワークトラブルシューティング 

• プリンタソフトウェアをインストールできない場合は、以下を確認 

します： 

。コンピュータとデバイスにすべてのケーブルがしっかりと接続さ 
れている。 

。ネットワークが使用できる状態で、ネットワークハブがオンにな 
っている。 

。 Windows を実行しているコンピュータで、ウィルス保護プログラ 
ム、スパイウヱア保護プログラム、ファイアウォールを含むあら 
ゆるアプリケーションが終了しているか、または無効にされてい 
る。 

。デバイスを使用するコンピュータと同じサブネット上にデバイス 
がインストールされていることを確認します。 

。インストールプログラムがデバイスを検知できない場合は、ネッ 
トワーク設定ページを印刷してインストールプログラムに IP ア 
ドレスを手動で入力します。詳細については、 ネットワーク設定 
ページの理解 を 參照してください。 

• Windows を実行中のコンピュータを使用している場合は、デバイ 

スドライバに作成されたネットワークポートがデバイスの IP アド 

レスと一致していることを確認します。 

。デバイスのネットワーク設定ページを印刷します。 

。[スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]また 
は[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スタート]をクリックして[コントロールパネル]をクリック 
し、[プリンタ]をダブルクリックします。 

。デバイスのアイコンを右クリックして [プロパティ] をクリックし 
てから[ポート]タブをクリックします。 

。デバイスの TCP/IP ポートを選択し、[ポートの構成]をクリック 
します。 

。ダイアログボックスに表示された IP アドレスを比較し、ネット 
ワーク設定ページに表示された IP アドレスと一致することを確 
認します。 IP アドレスが一致しない場合は、ネットワーク設定 
ページのアドレスと一致するようダイアログボックスの IP アド 
レスを変更します。 

。 [ OK ] を2回クリックして設定を保存し、ダイアログボックスを 
終了します。 
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ワイヤネットワークへの接続問題 

• ネットワークコネクタのリンクランプが点灯しない場合は、「一般 
的なネットワークトラブルシューティング」の項目がすべて満たさ 
れていることを確認します。 

• デバイスに静的 IP アドレスを割り当てることは推奨されていません 
が、これを行うことによってインストールの問題（パーソナルファ 
イアウオールとの競合など）が解決される場合があります。 

ワイヤレスの問題の解決（一部のモデルのみ） 

ワイヤレス設定とソフトウエアのインストールを行ってもデバイスがネ 
ットワークと通信できない場合、以下の作業の1つ以上を記載されて 
いる順序で実行します。 

• ワイヤレスの基本的なトラブルシューティング 

* ワイヤレスの詳細なトラブルシューティング 

ワイヤレスの基本的なトラブルシューティング 

下記の手順を記載された順序で実行します。 


歐注記ワイヤレス接続の設定が初めてで、同梱されているソフトウエ 
アを使用している場合は、 USB ケーブルがデバイスとコンピュータ 
との間に接続されていることを確認してください。 


手順1-ワイヤレス (802.11) ランプがオンになっていることを確認しま 
す。 

HP デバイスのワイヤレスボタンの近くにある青色のランプが点灯して 
いない場合、ワイヤレス機能がオフになっている可能性があります。ワ 
イヤレス機能をオンにするには、 ワイヤレス ボタンを3秒間押し続け 
ます。 


歐注記 HP デバイスが Ethernet ネットワークをサポートしている場 
合、 Ethernet ケーブルがデバイスに接続されていないことを確認し 
ます。 Ethernet ケーブルを接続すると、 HP デバイスのワイヤレス機 
能がオフになります。 


手順2 -ワイヤレスネットワークのコンポーネントを再起動します。 
ルータおよび HP デバイスの電源をオフにしてから、最初にルータ、次 
に HP デバイスの順番で電源をオンにします。まだ接続できない場合 
は、ルータ、 HP デバイス、およびコンピュータをオフにします。電源 
を入れ直すことにより、ネットワーク通信の問題が解決することがあり 
ます。 
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手順 3 -ワイヤレスネットワークテストを実行します。 

ワイヤレスネットワークの問題の場合、ワイヤレスネットワークテス 
卜を実行します。ワイヤレスネットワークテストページを印刷するに 
は、ワイヤレスボタンを押します。問題が検出された場合、問題解決 
に役立つ推奨する解決方法がレポートに記載されます。 

ワイヤレスの詳細なトラブルシューティング 

基本的なトラブルシューティングのセクションに記載されたアドバイス 
に従ったが、まだ HP デバイスをワイヤレスネットワークに接続でき 
ない場合は、次のアドバイスを記載された順序で試みてください。 

• コンピュータがネットワークに接続されていることを確認する 

• HP デバイスがネットワークに接続されていることを確認する 

• ファイアウォールソフトウエアが通信をブロックしていないかどう 

か確認する 

• HP デバイスがオンラインで使用可能であることを確認する 

• ワイヤレスルータが非公開の SSID を使用している 

• HP デバイスのワイヤレスバージョンがデフォルトプリンタドライ 

バとして設定されていることを確認してくださしヽ （ Windows のみ ) n 

• HP Network Devices Support サービスが動作して し、 ることを確言忍す 

る （ Windows のみ） 

• ハードウエアアドレスを Wireless Access Point ( WAP ) に追加する 
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コンピュータがネットワークに接続されていることを確認する 


有線 (Ethernet) 接続の状態を確認するには 

▲多くの場合、ルータからの Ethernet ケーブルがコンピュータ 
に接続するポートの横には、インジケ _ タランプがありま 
す。通常ランプは2つあり、1つは点灯し、もう1つは点滅し 
ています。お使いのコンピュータにインジケータランプがあ 
る場合は、インジケータランプが点灯していることを確認し 
てください。ランプが点灯していない場合は、 Ethernet ケーブ 
ルをコンピュータとルータに接続し直してください。ランプが 
まだ点灯しない場合は、ルータ、 Ethernet ケーブル、またはコ 
ンピュータに問題が生じている可能性があります。 


&注記 Macintosh コンビュータにはインジケータランプがあ 
りません。 Macintosh コンピュータで Ethernet 接続を確認 
するには、 Dock で[システム環境設定]をクリックしてか 
ら、[ネットワーク】をクリックします。 Ethernet 接続が正 
常に動作していると、接続のリストに[内蔵 Ethernet] が IP 
アドレスおよびその他のステータス情報と共に表示されま 
す。[内蔵 Ethernet] がリストに表示されない場合は、ルー 
夕、 Ethernet ケーブル、またはコンピュータに問題がある可 
能性があります。詳細については、ウィンドウ内の[ヘル 
プ]ボタンをクリックしてください。 


保守とトラブルシュ 


テイング 




ワイヤレス接続の状態を確認するには 

1. コンピュータのワイヤレスがオンになっていることを確認しま 
す。（詳細については、コンピュータ付属のマニュアルを参照 
してくださし、)。 

2. 固有のネットワーク名 （SSID) を使用しないと、お使いのワイ 
ヤレスコンピュータが、近隣で使われている別のネットワー 
クにつながってしまう可能性があります。 

次の手順で、コンピュータが自分のネットワークにつながって 
いるかどうかを確認することができます。 

Windows 

a ■[スタート]をクリックし、[コントロールパネル]をクリッ 
クし、[ネットワーク接続]をポイントしてから、[ネットワ 
ークの状態と][タスクの表示]をクリックします。 

または、 

[スター ト]をクリックし、[設定]を選択し、 [コン ト ロール 
パネノレ]をクリックして、[ネットワーク接続]をダブルクリ 
ックし、[表示]メニューをクリックしてから[詳細]を選択 
します。 

次の手順に進んでもネットワークのダイアログボックスは 
開いておきます。 

b . 電源 コー ドを ワイヤレスルーター から取り外します。 コン 
ピュータの接続状態が[未接続]に変わるはずです。 

c. 電源コ _ ドをワイヤレスルータ _ に再び差し込みます。コ 
ンピュータの接続状態が[接続]に変わるはずです。 

Mac OS X 

▲ 画面上部のメニューバーの [ AirPort ] アイコンをクリックし 
ます。表示されたメニューから、 AirPort をオンにするかど 
うかとどのワイヤレスネットワークをコンビュータの接続 
先にするかを指定できます。 


& 注記 AirMac 接続の詳細については、 Dock で[システム 
環境設定]をクリックしてから、[ネットワーク]をクリッ 
クしてください。。 AirMac 接続が正常に動作している 
と、接続のリストで AirMac の横に緑色の点が表示されま 
す。詳細については、ウインドウ内の[ヘルプ]ボタンを 
クリックしてください。 


お使いのコンビュータをネットワークに接続できない場合、ネットワー 
クを設定した担当者またはルーターの製造元に問い合わせてください。 
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ル _ 夕 _ またはコンピュ _ 夕のハ _ ドウエアに問題がある可能性があり 
ます。 

インターネットへのアクセスが可能であり Windows を実行しているコ 
ンピュータを使用している場合、ネットワーク設定に役立つ HP Network 
Assistant (www.hp.com/sbso/wireless/tools-setup.html? 
iumpid=reg R1002 USEN) にアクセスすることもできます „ (この Web 
サイトは英語版のみです)。 

HP デバイスがネットワークに接続されていることを確認する 

デバイスがコンピュータと同じネットワークに接続されていない場合、 
ネットワークを介して HP デバイスを使用することはできません。この 
セクションで説明する手順に従って、デバイスが正しいネットワークに 
アクティブに接続されているかどうか確認してください。 

HP デバイスがネットワークに接続されていることを確認する 

1. HP デバイスが Ethernet ネットワークをサポートしており 
Ethernet ネットワークに接続されている場合、デバイスの後部 
に Ethernet ケーブルが接続されていないことを確認します。 
Ethernet ケーブルを後部に接続していると、ワイヤレス接続は 
オフになります。 

2. HP デバイスがワイヤレスネットワークに接続されている場 
合、デバイスのワイヤレス設定ページを印刷します。詳細につ 
いては' ネットワーク設定ページの理解 を ご覧ください。 

▲ ページが印刷されたら、ネットワーク状態と URL を確認し 
ます。 


ネットワークのステータス 

• ネットワーク状態が[準備完 
了]の場合、 HP デバイスは 
ネットワークにアクティブ 
に接続されています。 

• ネットワーク状態が[オフラ 
イン]の場合、 HP デバイス 
はネットワークに接続され 
ていません。ワイヤレスネ 
ットワークテスト（このセ 
クションの冒頭の手順を使 
用）を実行して、推奨事項に 
従います。 

URL 

ここで表示される URL はルー 
夕によって HP デバイスに割り 


310 保守とトラブルシューティング 









当てられたネットワークアド 
レスです。これは組み込み 
Web サーバに接続するために 
必要です。 


組み込み Web サーバ (EWS) にアクセスできるかどうかを確認します。 
▲ コンピュータと HP デバイスの両方がネットワークに対してア 
クティブな接続があることを確認した後、それらが同じネット 
ワーク上にあることをデバイスの組み込み Web サーバ ( EWS ) 
にアクセスすることによって検証できます。詳細については、 
組み込み Web サー バをご覧ください。 


EWS にアクセスするには 

a. Internet Explorer 、 Safari など、通常使う Web ブラウザを開 
いてインターネットにアクセスします。アドレスボックス 
に、ネットワーク構成ページに記載されている HP デバイス 
の URL を入力します（例： http :// 192.168.1.101)。 


歐注記ブラウザでプロキシサーバを使用している場合 
は、 EWS にアクセスする前に無効にしておいてくださ 
い。 


b . EWS にアクセスできる場合、 HP デバイスをネットワーク 
を介して印刷などに使用してみて、ネットワークのセット 
アップが正しいかどうか確認します。 

c. EWS にアクセスできないか、 HP デバイスのネットワーク 
経由での使用でまだ問題が発生している場合は、ファイア 
ウォールに関する次のセクシヨンに進みます。 

ファイアウォールソフトウェアが通信をブロックしていないかど 
うか確認する 

EWS にアクセスできず、コンピュータと HP デバイスの両方が同ーネ 
ットワークに対してアクティブな接続があることを確認している場合、 
ファイアウォールセキュリティソフトウェアが通信をブロックしてい 
る可能性があります。コンピュータで実行中のすべてのファイアウォー 
ルセキュリティソフトウェアを一時的にオフにしてから、 EWS に再 
度アクセスしてください。 EWS にアクセスできる場合は、 HP デバイ 
スを使用（印刷）してみてください。 

EWS にアクセスできて、ファイアウォールをオフにすると HP デバイ 
スを使用できる場合、ファイアウォール設定を変更してコンピュータ 
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と HP デバイスがネットワーク経由で相互に通信できるようにする必要 
があります。 

EWS にアクセスできるがファイアウォールをオフにしても HP デバイ 
スがまだ使用できない場合は、ファイアウォールソフトウェアが HP 
デバイスを認識できるようにしてください。 

HP デバイスがオンラインで使用可能であることを確認する 

HP ソフトウェアをインストールしている場合、コンピュータから HP 
デバイスの状態をチェックして、デバイスが停止中であるかオフライン 
であるために使用できないのかどうかを確認できます。 

HP デバイスの状態を確認するには、次の手順に従ってください。 

Windows 

1 . [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]ま 
たは[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[ スタート ] をクリックして [ コントローノレパネノレ ] をクリック 
し、 [ プリンタ ] をダブルクリックします。 

2. コンピュータ上のプリンタが詳細ビューに表示されていない場 
合は、[表示]メニューをクリックしてから、[詳細]をクリック 
します。 

3. プリンタの状態に応じて、次のいずれかの操作を行います。 

a . HP デバイスが[オフライン]状態の場合、デバイスを右クリ 
ックし[プリンタをオンラインで使用する]をクリックしま 
す。 

b . HP デバイスが[一時停止]状態の場合、デバイスを右クリッ 
クし[印刷の再開]をクリックします。 

4. ネットワーク上で HP デバイスを使ってみます。 


Mac OS X 

1. Dock の [システム 環境設定]で、 [プリン トと ファクス ] をクリ 
ックします。 

2. HP デバイスを選択して[プリントキュー]をクリックします。 

3. 表示されたウィンドウに [ジョブは 停止されました]と示され 
る場合、 [ジョブを 開始]をクリックします。 

上記の手順を実行して HP デバイスが使用可能になっても、使用に伴い 
このような現象がまだ続く場合、ファイアウォールが妨害している可能 
性があります。ネットワークを介して HP デバイスをまだ使用できない 
場合、次のセクシヨンに進んで別の解決方法をご覧ください。 
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ワイヤレスルータが非公開の SSID を使用している 

ワイヤレス ルータ または Apple AirMac ベース ステー ションが非公開 
の SSID を使用している場合、 HP デバイスはネットワークを自動的に 
検出できません。 

HP デバイスのワイヤレスバージヨンがデフォルトプリンタド 
ライパとして設定されていることを確認してください (Windows 
のみ)。 

再度ソフトウェアをインストールすると、インストーラによって、[プ 
リンタ]または[プリンタと FAX ] フォルダのプリンタドライバの 2 つ 
めのバージョンが作成される場合があります。 HP デバイスでの印刷ま 
たは接続ができない場合は、プリンタドライバの正しいバージョンが 
デフォルトのプリンタドライバとして設定されていることを確認して 
ください。 

1. [スタート]をクリックして[設定]をクリックし、[プリンタ]ま 
たは[プリンタと FAX ] をクリックします。 

-または- 

[スター ト]をクリックして[コント ロールパネル ] をクリック 
し、[プリンタ】をダブルクリックします。 

2. [プリンタ]または[プリンタと FAX ] フォルダのプリンタドラ 
イバのバーションがワイヤレスで接続されているかどうかを確 
認してください。 

a . プリンタアイコンを右クリックし、[プロパティ]、[文書デ 
フォルト]、または[詳細設定]を選択します。 

b . [ポート]タブで、チェックマークの付いたリスト内のポート 
を探します。ワイヤレスで接続されているプリンタドライ 
バのバージョンには、チェックマ _ クの横にポ _ 卜説明と 
して [Standard TCP / IP ポート]と表示されています。 

3. ワイヤレスで接続されているプリンタドライバのバージョン 
のプリンタアイコンを右クリックし、[通常使うプリンタに設 
定]を選択します。 


歐注記 HP デバイスのフォルダ内に複数のアイコンがある場合は、ワ 
イヤレスで接続されているプリンタドライバのバージョンのプリン 
タアイコンを右クリックし、[通常使うプリンタに設定]を選択しま 
す。 
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HP Network Devices Support サービスが動作していることを確 
認する ( Windows のみ） 

HP ネット ワーク デバイス サボー ト サービスを 再起動するには 

1. 印刷待ちのすべての印刷ジョブを削除します。 

2. デスクトップで、 [マイコンピュータ] または [コンピュータ] 
を右クリックしてから、[管理]をクリックします。 

3. [サービスとアプリケーション]をダブルクリックし、[サービ 
ス]をクリックします。 

4. サービスー覧を下にスクロールし、 [ HP ネツトワークデバイ 
スサポート]を右クリックし、[再起動]をクリックします。 

5. サービスが再起動したら、ネットワーク上でもう一度 HP デバ 
イスを使ってみます。 

ネットワークを介して HP デバイスを使用できる場合、ネットワーク 
セットアップは正しく行われています。 

ネットワークを介して HP デバイスをまだ使用できなかったり、ネット 
ワークを介して使用するために、このような手順を定期的に実行しなけ 
ればならない場合、ファイアウォールが通信を妨害している可能性があ 
ります。 

それでもまだ使用できない場合、ネットワーク構成またはルーターに問 
題がある可能性があります。ネットワークをセットアップした担当者ま 
たはルーターの製造元にお問い合わせください。 

ハードウェアアドレスを Wireless Access Point ( WAP ) に追加 
する 

MAC フィルタはセキュリティ機能の1つで、ワイヤレスアクセスポ 
イント （ WAP ) で、 WAP を通してネットワークにアクセスできるデバイ 
スの MAC アドレス （ハー ドウェアアドレスと も 呼ばれる）の一覧を設 
定します。ネットワークにアクセスしようしているデバイスのハードウ 
ェアアドレスが WAP にない場合、 WAP はネットワークへのデバイス 
のアクセスを拒否します。 WAP が MAC アドレスをフィルタすると、 
デバイスの MAC アドレスは WAP の容認された MAC アドレスのリス 
卜に追加されなければなりません。 


• ネットワーク構成ページを印刷します。詳細については、 ネットワ 
—ク設定ページの理解 を ご覧ください。 

• WAP の構成ユーティリティを開き、デバイスのハードウエアアド 
レスを、容認された MAC アドレスのリストに追加します。 
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写真（メモリカード）の問題の解決 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サボー 
卜および保証 を参照して HP にサボートを依頼してください。 


歐注記 メモリカードの操作をコンピュータから開始している場合 
は、ソフトウェアのヘルプにあるトラブルシューティング情報を參 
照してください。 

• メモリカードを読み取ることができない 

• メモリカードに保存されている写真を読み取ることができない 

メモリカードを読み取ることができない 

• メモリカードの確認 

。使用中のメモリカ _ ドのタイプが本体でサポ _ 卜されているタイ 
プであることを確認します。詳細については、 メモリカードの揷 
入をご覧ください。 

。一部のメモリカードには、その使用方法を制御するスイッチがあ 
ります。スイツチの設定でメモリカードの読み取りが可能にな 
つていることを確認します。 


写真（メモリカード）の問題の解決 315 









第 9 章 


。メモリカー ドの両端を調べ、穴にゴミが詰まっていないこと、お 
よび金属の接点が汚れて接触不良を起こしていないことを確認し 
ます。糸くずのない布と少量のイソプロピル アルコールで 接点 
をク リーニン グします。 

。他のデバイスでテストすることによって、メモリカードが適切に 
機能していることを確認します。 

• メモリカードスロットの確認 

。メモリカードが正しいスロットに完全に挿入されていることを確 
認します。詳細については、 メモリカードの揷入 を参照してくだ 
さい。 

。メモリカードを取り外し（ランプが点滅していないとき)、空いた 
スロットの中を懐中電灯で照らします。内部に折れ曲がったピン 
がないかどうかを確認します。少しだけ曲がったピンは、コンビ 
ュータがオフのときに、芯を戻した細いボールペンの先でまっす 
ぐにすることができます。別のピンに接触するぼど折れ曲がった 
ピンがある場合は、メモリカ _ ドリ _ ダ _ を交換するか、本体 
の修理を依頼してください。詳細については、 サボートおよび保 
M を参照してください。 

。スロットにメモリ カー ドが1枚だけ挿入されていることを確認 
します。同時に2枚以上のメモリ カー ドを挿入すると、通常、 
コントロー ルパネルのディスプレイに エラー メ ツセー ジが表示 
されます。 


メモリカードに保存されている写真を読み取ることができない 
メモリカードの確認 

メモリカードが壊れている可能性があります。 

本体の管理に関する問題の解決 

このセクションには本体の管理に関する一般的な問題の解決策が記載さ 
れています。このセクションでは、次の ト ピックについて説明します。 

組み込み Web サーバを開くことができない 
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組み込み Web サーバを開くことができない 
ネットワーク設定の確認 

• 本体とネットワークとの接続に電話線やクロスケーブルを使用して 
いないことを確認します。詳細については、 デバイスの構成 
( Windows ) または デバイスの設定 (Mac OS X ) を參照してください 0 
• ネットワークケーブルが本体にしっかりと接続されていることを確 
認します。 

• ネットワークハブ、スイッチ、またはルーターがオンになり、正し 
く作動していることを確認します。 

コンピュータの確認 

お使いのコンピュータがネットワークに接続されていることを確認しま 
す。 


Web ブラウザの確認 

Web ブラウザがシステム最小要件を満たしていることを確認します。 
詳細については、 システム 要件 を 参照してください。 

デバイスの IP アドレスの確認 

• コントロールパネルでデバイスの IP アドレスを確認するには（カラ 
—ディスプレイモデルのみ)、 セットアップ ボタンにタッチし、 [ネ 
ットワーク] を選択し、 [ネットワーク設定を表示] を選択します。次 
に、 [概要を表示（有線 LAN の場合)] または [概要を表示（無線 LAN 
の場合)] を選択します。 

2行ディスプレイ搭載モデルの場合、 IP アドレスを取得するには、 
ネットワーク設定ページを印刷します。[セッ ト アップ]ボタンを押 
し、[ネッ トワーク]、 [ネッ トワーク設定]、 [ネッ トワーク構成ページ 
の印刷] の順に選択します。 

• コマンドプロンプトから、本体の IP アドレスを使用して P 旧 G コ 
マンドを実行します。 

例えば、 IP アドレスが123.123 .123.123 の場合、以下のアドレス 
を MS - DOS プロンプトに入力します。 

C:\Ping 123.123 .123. 123 

応答が表示された場合、 IP アドレスは正しいということです。タイ 
ムアウト応答が表示された場合は、 IP アドレスが間違っています。 
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インストールの問題のトラブルシューティング 

以下のトピックに示されている方法で問題が解決しない場合は、 サボー 
卜および保証 を参照して HP にサポートを依頼してください。 

• ハ——ドウエアのインス I —ルに関する提案 

• ソフトウエアのインス I ルに関する提案 

ハードウエアのインストールに関する提案 

本体の確認 

• デバイスの外部および内部からすべての梱包材や梱包用テープが取 
り外されていることを確認します。 

• デバイスに用紙がセットされていることを確認します。 

• 準備完了ランプ以外のランプが点滅したり点灯したりしていないこ 
とを確認します。準備完了ランプは点灯している必要があります。 
注意ランプが点滅している場合は、デバイスのコントロールパネル 
に表示されているメッセージを確認します。 

ハー ドウ エァの 接続状態を確認する 

• 使用しているコードやケーブルが良好な状態であることを確認しま 
す。 

• デバイスが電源コードでコンセントにしっかりと接続されているこ 
とを確認します。 

• 電話線のコードが 1- LINE ポートに接続されていることを確認しま 
す。 


インクカ _ トリツジの確認 

ラツチとカバーがすべて完全に閉じていることを確認します。 
コンピュータシステムを確認する 

• コンピュータで、サボートされている OS のいずれかが実行されて 
いることを確認します。 

• コンピュータが少なくともシステムの最小要件を満たしていること 
を確認します。 
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デバイスをチェックして、以下を確認します。 

• 電源ランプが点灯していて、点滅していないことを確認します。デ 
バイスに初めて電源を入れた場合は、ウォームアップに約45秒かか 
ります。 

• デバイスがレディー状態で、デバイスのコントロールパネルの他の 
ランプが点灯、または点滅していません。ランプが点灯または点滅 
している場合は、デバイスのコントロールパネルに表示されている 
メッセージを確認します。 

• 電源コードとそれ以外のケーブルが正しく機能し、デバイスにしっ 
かりと接続されている。 

• 梱包用のテープと梱包材がデバイスから取り外されている。 

• 両面印刷ユニットが固定されている。 

• 用紙がトレイに正しくセットされ、デバイス内に詰まっていない。 

• すべてのラッチが閉じている。 

ソフトウェアのインストールに関する提案 

インスト_ルの準備 

• オペレーティングシステムに対応したインストールソフトウェアが 
収録されているスタータ CD を使用します。 

• ソフトウヱアをインストールする前に、プログラムがすべて終了さ 
れていることを確認します。 

• 入力した CD - ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正しい 
ドライブ名を指定していることを確認します。 

• CD - ROM ドライブでスタータ CD を認識できない場合は、スター 
夕 CD が破損していないかどうかを調査してください。デバイスド 
ライバは、 HP の Web サイト ( www . hp . com / support ) からダウンロ 
—ドできます。 

以下を確認、または実行します： 

• コンピュータが必要なシステム条件を満たしていることを確認しま 
す。 

• Windows のコンビュータにソフトウェアをインス I ルする前に、 
ほかのすべてのプログラムが開いていないことを確認してくださし、。 

• 入力した CD - ROM ドライブへのパスが認識されない場合は、正しい 
ドライブ名を指定していることを確認します。 
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• CD ドライブの StarterCD をコンピュータが認識しない場合は 、 CD 
が損傷していないことを確認します。デバイスドライバは 、 HP 

の Web サイト ( www . hp . com / support ) からダウンロードできます。 

• Windows のデバイスマネージャで USB ドライバが無効になってい 
ないことを確認してください。 

• コンピュータで Windows を実行していて、コンビュータがデバイス 
を検知できない場合は、アンインストールユーティリティ（スター 
夕 CD の util \ ccc \ uninstall . bat ) を実行してデバイスドライバのクリ 
ーンアンインストールを実行します。コンピュータを再起動し、デ 
バイスドライバを再インストールします。 


コンピュータシステムを確認する 

• コンピュータで、サボートされている OS のいずれかが実行されて 
いることを確認します。 

• コンピュータが少なくともシステムの最小要件を満たしていること 
を確認します。 

メディア詰まりの除去 

ジョブの実行中、本体内にメディアが詰まることがあります。詰まっ 

たメディアを取り除く前に、以下のことを確認してください。 

• 仕様に準拠したメディアで印刷していることを確認します。詳細に 
ついては、 印刷メディアの選択 を 參照してください n 

• しわが寄っていたり、折れ曲がっていたり、傷んでいるメディアを 
使用していないことを確認します。 

• 本体がきれいであることを確認します。詳細については、 デバイス 
のクリーニン グ を参照して〈ださい。 

• トレイにメディアが正し〈セットされていること、セットされてい 
るメディアの数が多すぎないことを確認します。詳細については、 
メディアのセッ ト を参照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

• 紙詰まりの除去 

• 紙詰まりの防止 

紙詰まりの除去 

給紙トレイに用紙をセットした場合は、必要に応じて、印刷ユニットか 

ら詰まった用紙を取り除いてください。 
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自動ドキュメントフィーダで紙詰まりを起こす場合もあります。次の 
ような行為は、自動ドキュメントフィーダで紙詰まりを起こす原因と 
なります。 

• ドキュメントフィーダトレイに紙を入れすぎている。自動ドキュメ 
ントフィーダーの最大収容可能枚数については、 原稿のセッ ト を參 
照してください。 

• デバイスで厚すぎたり薄すぎたりする用紙を使用している。 

• 給紙中にドキュメントフィーダトレイに用紙を追加しようとした。 

メディア詰まりを除去するには 

1. すべてのメディアを排紙トレイから取り除きます。 

△注意デバイスの正面側から詰まった紙を取り除くと、プリ 
ンタが損傷する場合があります。必ず両面印刷ユニットを 
開けて、詰まった紙を取り除いてください。 

2. 両面印刷ユニットを確認します。 

a . 両面印刷ユニットのいずれか一方の側のボタンを押して、 
パネルまたはユニットを取り外します。 



b . 本体内部につまったメディアを見つけ、両手でつかんで手 
前に引きます。 

c . そこにメディアがない場合は、両面印刷ユニット上部のラ 
ッチを押し、ユニットのカバーを下げます。内部にメディ 
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アが詰まっている場合は、メディアを慎重に取り除きま 
す。カバ _ を閉じます。 



d . 両面印刷ユニットをデバイスに再挿入します。 

3. 上部カバーを開けて、ゴミがあれば取り除きます。 

4. メディアが見つからず、トレイ2が挿入されている場合は、卜 
レイを引き出して詰まったメディアを取り除きます。取り除 
くことができない場合は、以下を行います： 

a. 本体の電源がオフになっていることを確認し、電源コード 
を外します。 

b . 本体を持ち上げてトレイ2から外します。 

c. 本体の裏面（下側）またはトレイ2からつまっているメディ 
アを取り除きます。 

d . 本体をトレイ2の上に戻します。 

5. プリントキャリッジアクセスドアを開きます。本体内に用紙 
が残っている場合は、キャリッジが本体の右端に戻っているこ 
とを確認し、紙切れやしわの寄つたメディアを取り除いて本体 
上部からメディアを手前に引きます。 


△警告本体の電源が入っていて、キャリッジが戻っていない 
場合は、内部に手を入れないでください。プリントキャリ 
ッジアクセスドアを開くと、通常、キャリッジは本体右側 
の位置に戻ります。右側に戻らない場合は、詰まったメデ 
ィアを取り除く前に本体の電源をオフにします。 


6. 詰まったメディアを取り除いた後は、すべてのカバーを閉じて 
本体の電源をオンにし（電源がオンになっていない場合)、印刷 
ジョブを再度送信します。 
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自動ドキュメントフイーダから詰まった紙を取り除くには 

1. 自動ドキュメントフイーダのカバーを外します。 



2. 詰まっている用紙を口ーラーからゆつくり引き出します。 


A 注意口ーラーから引き出している途中に用紙が破れた場合 
は、口 _ラ_とホイールを点検して、本体の中に紙切れが残 
つていないか確認してください。デバイスに紙切れが残つ 
ていると、紙詰まりが起こりやすくなります。 


3. 自動ドキュメントフイーダのカバーを閉じます。 


紙詰まりの防止 


紙詰まりを起こさないようにするには、以下の注意に従ってくださし、。 

• 排紙トレイから印刷された用紙を頻繁に取り除〈ようにして〈ださ 
い0 

• 未使用の用紙はジッパー付きの袋に平らに入れ、用紙が波打った 
り、しわが寄ったりしないように保管して〈ださい。 

• 用紙を給紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないよう 
にセットしてください。 

• 給紙トレイに種類やサイズの異なる用紙を一緒にセットしないでく 
ださい。給紙トレイにセットする用紙は、すべて同じサイズと種類 
でなければなりません。 

• 用紙がぴったり収まるように、給紙トレイの横方向用紙ガイドを調 
整して〈ださい。横方向用紙ガイドで給紙トレイの用紙を折らない 
ようにしてください。 
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• 用紙を給紙トレイの奥に入れすぎないでください。 

• ご使用のデバイスで推奨している用紙の種類をお使いください。詳 
細については、 サボートされたメディアの仕様の理解 を 參照して< 
ださい。 


エラ - 


• プリントへツドの エフー 

• 互換性のないプリントヘッド 

• プリントへッドの問題とプリントへッドの詳細なメンテナンス 

• ファクスメモリ不足 
• デバイスの接続が解除されました 

• インク警告 

• カートリッジの問題 

• カートリッジの問題 
• 用紙の不一致 

• 力一トリッジホルダが動かない 

• 紙詰まり 

• 紙詰まり 

• プリンタに用紙がありません。 

• 互換性のない力ートリッジ 

• プリンタはオフライン 
• プリンタは一時停止中 

• センサーの問題 
• センサーの障害 

• 以前使用されていた純正 HP 力ートリッジ 

• インクサービス容暈の警告 
• 印刷できなかったドキュメント 

• 一般的なプリ ンタエラー 

プリントへ ツ ドの エラー 

プリントヘッドが存在しないか、損傷している 
次の方法で エラー を修正します。 

プリントヘッドメン亍ナンスの詳細 
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互換性のないプリントヘッド 

装着されているプリントへッドはこのプリンタで使用できないか、破損 
している可能性があります。 

次の方法でエラーを修正します。 

• プリントヘッドメン亍ナンスの詳細 

• サプライ品 

プリントへッドの問題とプリントへッドの詳細なメンテナンス 

ここでは、以下について説明します。 

• プリントへッドの問題-次のプリントへッドには問題があります。 

• プリントヘッドメン亍ナンスの詳細 

プリントへッドの問題-次のプリントへッドには問題があります。 
次の方法でエラーを修正します。 

• プリントヘッドメン亍ナンスの詳細 

• サプライ品 

プリントヘッドメンテナンスの詳細 

△警告プリントへ ッ ドは、[プリントへ ッ ドの問題] エラー メ ッセー ジ 
に対する手順の一部としてのみ、再装着してください。 


プリントへッドを 再 装着するには 

1. 製品の電源がオンになっていることを確認します。 

2. インクカートリッジドアを開きます。 
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3. インクカートリッジをすべて取り外し、インク開口部を上に 
向けて紙の上に置きます。 



4.プリントキヤリツジのラッチハンドルを持ち上げます。 



5. プリントへッドをまっすぐに持ち上げて取り外します。 
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6 プリ！/卜へ、ソドをウ丨 j — 一、ノ々' I 主す 

プリントへッド内でクリーニングが必要な箇所は3箇所ありま 
す。インクノズルの両側のプラスチック傾斜、ノズルと電気 
接触部の間の端、および電気接触部です。 



1 

ノズルの側面のプラスチック傾斜 

2 

ノズルと接触部の間の端 

3 

電気接触部 


A 注意ノズルおよび電気接触部にはクリ_ニング用具でのみ 
触れてください。指では触らないでください。 


プリントへッドのクリーニングを行うには 
a. 清潔で糸くずの出ない布を軽く湿らせ、下から上に電気接 
触部を拭きます。ノズルと接触部の間の端を越えないでく 
ださい。布に新たなインクが付着しなくなるまでクリーニ 
ングを行います。 
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b . 軽く湿らせた、糸くずの出ない新しい布を使用して、ノズ 
ルと接触部の間の端からたまったインクとほこりを拭き取 
ります。 



c. 軽く湿らせた、糸くずの出ない新しい布を使用して、ノズ 
ルの両側のプラスチック傾斜を拭きます。ノズルから拭き 
取ります。 



d . 次のステップに進む前に、乾いた糸くずの出ない布で前に 
クリーニングした部分を拭いて水分を取り除きます。 
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7. 電気接触部をクリーニングします。 


電気接触部のクリーニングを行うには 

a . 清潔で糸くずの出ない布をミネラルウオーターまたは蒸留 
水で軽く湿らせます。 

b . 電気接触部を、上から下へ布で拭いてクリーニングしま 
す。必要に応じて新しい清潔な布に取り替えます。布にイ 
ンクが付着しなくなるまでクリーニングを行います。 



c . 次のステップに進む前に、乾いた糸くずの出ない布で拭い 
て水分を取り除きます。 

8. ラッチハンドルが上がっていることを確認し、プリントヘッド 
を再度取り付けます。 



9. ラッチハンドルをそっと下げます。 


睜注記インクカートリッジを再装着する前にラッチハンドル 
が下りていることを確認します。ラッチのハンドルを上げた 
ままにしておくとインクカートリッジが正しく装着され 
ず、印刷エラーの原因となります。インクカートリッジを 
正しくセットできるよう、ラッチは常に下げておいてくださ 
い0 
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10.アイコンの色と形状を參考にしながら、空のスロツトにイン 
クカートリツジを差し込み、カチツと音がしてしっかりとス 
ロットに固定されるまで押し込みます。 




11.インクカートリッジドアを閉じます。 



ファクスメモリ不足 

デバイスのメモリが不足しています。 

次の方法で エラー を修正します。 
ファクスの問顥の解決 

デバイスの接続が解除されました 

次の方法で エラー を修正します。 

ハードウヱアのインス I ルに関する提案 
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インク警告 

エラーを選択してください。 

- 印刷品質がこれ以上悪くなる前に交換用力ートリッジをご用意くだ 

さい。 

- 次の力ートリッジのインク残量不足により印刷品質が低下するおそ 

れがあります。力ートリッジの交換がまもなく必要です。印刷品質 

がこれ以上悪〈なる前に交換用力ートリッジをご用意ください。 

• インクシステム エラー 

印刷品質がこれ以上悪くなる前に交換用カートリッジをご用意く 
ださい。 

次の方法でエラーを修正します。 

• インクカ_トリッジの交換 

- サプライ品 

歐 注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジを準備し 
てください。印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク 
力—トリッジを交換する必要はありません。 

使用済みサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジェット 
サプライ品リサイクルプロ グラムを 参照してください。 


次のカートリッジのインク残量不足により印刷品質が低下するお 
それがあります。カートリッジの交換がまもなく必要です。印刷 
品質がこれ以上悪くなる前に交換用カートリッジをご用意くださ 
い0 

次の方法でエラーを修正します。 

• インクカートリッジの交換 

• サプライ品 
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歐注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジを準備し 
てください。印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク 
力 _ トリッジを交換する必要はありません。 

使用済みサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジェット 
サプライ品リサイクルプログラム を参照してください。 


インクシステム エラー 

次の方法で エラー を修正します。 

本製品の電源を切り、電源コードを抜いて、そのまま10秒間待ちま 
す。電源コードを再度差し込み、本製品の電源をオンにします。 

それでも エラー メ ッセージが 表示される場合は、ディスプレイ内のメ 
ッセー ジに記載された エラーコー ドを書き留めて、 HP サボートにご連 
絡下さい。 www . hp . com / support にアクセスしてください。 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、[お問い合 
わせ]をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せくだ 
さい。 

原因：プリントへッドまたはインク供給システムが故障しており、印 
刷を実行できなくなっています。 

カートリッジの問題 

エラーを選択して〈ださい。 

• 次の力ートリッジがないか、壊れている可能性があります 

• 力ートリッジのスロットが間違っています-次の力ートリッジのス 

ロットが間違っています 

次のカートリッジがないか、壊れている可能性があります 
次の方法で エラー を修正します。 

• インクカートリッジの交換 

• サプライ品 
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歐 注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジを準備し 
てください。印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク 
力 _ トリッジを交換する必要はありません。 

使用済みサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジェット 
サプライ品リサイクルプロ グラムを 参照してください。 


カートリッジのスロットが間違っています-次のカートリッジの 
スロットが間違っています 
次の方法で エラー を修正します。 

• インクカートリッジの交換 

• サプライ品 

歐 注記インク残量の警告およびインジケータは、インク交換の準備を 
促すことを目的としています。インク残量が少ないという警告が表 
示されたら、印刷が滞らないよう、交換用の力一トリッジを準備し 
てください。印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク 
力 _ トリッジを交換する必要はありません。 

使用済みサプライ品のリサイクルについては、 HP インクジェット 
サプライ品リサイクルプロ グラムを 参照してください。 


カートリッジの問題 

以下の力ートリツジに問題がある 
次の方法でエラーを修正します。 

• インクカ_トリッジの交換 

• サプライ品 

• HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 


用紙の不一致 

検出された用紙が、選択されている用紙のサイズまたは種類ではない 
次の方法でエラーを修正します。 

• メディアのセツト 

• 特殊な用紙およびカスタムサイズのメディアの印刷 

• プリント設定の変更 
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カートリッジホルダが動かない 

プリンタの電源を切ります。用紙などの障害物が詰まっていないか確認 
してください。 

次の方法で エラー を修正します。 

• メディア詰まりの除去 

• ハードウ I アのインス I ルに関する提案 

紙詰まり 

紙詰まり、または用紙の給紙に失敗しました。紙詰まりを直して、プリ 
ンタの[再開]ボタンを押してください 

次の方法でエラーを修正します。 

メディア詰まりの除去 

紙詰まり 

スキヤンの経路に紙詰まり が ある、または用紙の給紙に失敗しました。 
紙詰まりを直すか、文書をもう一度挿入して、タスクを再起動します。 
次の方法で エラー を修正します。 

メディア詰まりの除去 

プリンタに用紙がありません。 

用紙を補充し、プリンタの前面にある[再開]ボタンを押してください 
次の方法で エラー を修正します。 

メディアのセット 

互換性のないカートリッジ 

エラーを選択して〈ださい。 

• 互換性のない力ートリッジ 

• 互換性のない力ートリッジ 

互換性のないカートリッジ 

以下の力ートリツジがこのプリンタに対応していません。 

次の方法で エラー を修正します。 

• インクカートリッジの交換 

• サプライ品 

• HP インクジェットサプライ品リサイクノレプロクラム 
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互換性のないカートリッジ 

次のカートリッジは、このプリンタの現在の構成で使用するものではあ 
りません 

次の方法でエラーを修正します。 

• インクカートリッジの交換 

- サプライ品 

• HP インクンェットサプライ品リサイクルプログラム 

プリンタはオフライン 

プリンタは現在オフラインです 
次の方法でエラーを修正します。 

プリンタが停止またはオフラインの状態にあるかを確認するには 
(Windows) 

1 . オペレーティングシステムに応じて、以下のいずれかを実行 
します。 

• Windows Vista : Windows のタスクバーで [スター ト]' [コ 
ントロールパネル]、[プリンタ] の順にクリックします。 

• Windows XP : Windows のタスクバーで [スター ト]、 [コン 

トロールパネル]、[プリンタと FAX ] の順にクリックしま 
す。 

2. 印刷キューを開くためにプリンタのアイコンをダブルクリック 
します。 

3. [プリンタ]メニューで[一時停止]または[プリンタをオフライ 
ンで使用する]の横にチェックマークがないことを確認します。 

4. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。 

プリンタが一時停止またはオフラインの状態にあるかを確認するには 
(Mac OS X) 

1. [システム環境設定]をクリックして[プリントとファクス]を選 
択し、使用したいプリンタを選択します。 

2. プリントキューを開くためにプリンタのアイコンをダブルクリ 
ックします。 

3. [保留]が選択されている場合、[再開]をクリックします。 

4. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。 

プリンタは一時停止中 

プリンタは現在一時停止中です 
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次の方法でエラーを修正します。 


プリンタが停止またはオフラインの状態にあるかを確認するには 
(Windows) 

1 . オペレーティングシステムに応じて、以下のいずれかを実行 
します。 

• Windows Vista : Windows のタスクバーで [スタート]、[コ 
ントロールパネル]、[プリンタ] の順にクリックします。 

• Windows XP : Windows のタスクバーで [スタート]、[コン 

トロールパネル]、[プリンタと FAX] の順にクリックしま 
す。 

2. 印刷キューを開くためにプリンタのアイコンをダブルクリック 
します。 

3. [プリンタ] メニューで [一時停止] または [プリンタをオフライ 
ンで使用する]の 横に チ エックマークがない こと を確認します。 

4. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。 

プリンタが一時停止またはオフラインの状態にあるかを確認するには 
(Mac OS X) 

1. [システム 環境設定]をクリックして [プリ ン トとファクス】 を選 
択し、使用したいプリンタを選択します。 

2. プリントキューを開くためにプリンタのアイコンをダブルクリ 
ックします。 

3. [保留] が選択されている場合、 [再開] をクリックします。 

4. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。 

センサーの問題 

インク残量検出に問題があります 

問題を解決するために以下の解決方法を試してくださしヽ。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けてください。 

• センサーのクリーニング 

• インクカ_トリツシのセンサ_ ■ノィントウのクリ_ニンク 

• HP サボートに 連絡して サービスを 受けてください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照してください。 www . hp . com / 
support . 
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センサーの障害 

インクセンサーでエラーが発生しました。問題が解決されていなくて 
も印刷を続けることはできますが、インクシステムの動作が変更され 
る場合があります。 

問題を解決するために以下の解決方法を試してください。解決方法は、 
解決する可能性が最も高いものから順に記載されています。最初の解決 
方法で問題が解決しない場合は、問題が解決するまで残りの解決方法を 
試し続けて〈ださい。 

• センサーのクリー ニン グ 

• インクカ_トリツシのセンサ_ ■ノィン r- ウのクリ_ニンク 

• HP サボートに 連絡して サービスを 受けてください。 

お問い合わせ先は、次のサイトを参照してください。 www.hp.com/ 
support. 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、 [お問い 
合わせ] をクリックして情報を參照しテクニカルサボートにお問合せ 
ください。 

以前使用されていた純正 HP カートリッジ 

以前使用されていた力ートリッジは以下のとおりです。 

純正 HP インクカートリッジは以前、他の製品で使用されていました。 

現在の印刷ジョブの印刷品質を確認してください。品質に問題がある場 
合は、プリントヘッドをクリーニングして、品質が改善されるかどうか 
確認してください。 

続行するにはディスプレイ、またはコンピュータの画面の指示にしたが 
います。 

詳細については、 プリントへッドをクリーニングする_ をご覧くださし、。 


歐注記プリンタの外にインクカートリッジを長期間放置しないで〈 
ださい。以前使用されていたカートリッジを装着した場合は、印刷 
品質を確認してください。品質に問題がある場合は、ツールボック 
スからクリーニングを実行してください。 


インク サービス 容量の警告 

本製品のインクサービス容量が最大に達しました。 


このメッセージが表示されたあとに本製品を移動または輸送しようとす 
る場合は、本製品を必ず水平に保つようにし、片側に傾けてインク漏れ 
が起きないようにしてください。 
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印刷は続行できますが、インクシステムの動作が変わる可能性があり 
ます。 

本製品のインクザービス容量がほぼ最大に達しました。 


印刷できなかったドキュメント 


印刷システムにエラーが発生したため、印刷できませんでした。 

印刷上の問題の解決 . 

一般的なプリンタエラー 

このメツセージが表示されたあとに本製品を移動または輸送しようとす 
る場合は、本製品を必ず水平に保つようにし、片側に傾けてインク漏れ 
が起きないようにしてください。本製品に問題があります。 

メ ツセー ジ内に記載され たエラーコー ドを書き留めて、 HP サポートに 
ご連絡下さい。お問い合わせ先は、次のサイトを参照して〈ださい。 
www.hp.com/support. 

情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、 [お問い合 
わせ] をクリックして情報を參照しテクニカルサボー ト にお問合せくだ 
さい0 
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A HP サプライ品とアクセサリ 

このセクションには、本製品の HP サプライ品とアクセサリについての情報が 
説明されています。この情報は変更されることがありますので、最新情報に 
ついては HP Web サイト ( www . hpshoppinq . com ) をご覧ください。 Web サイ 
卜から購入いただくこともできます。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

參 印刷用サプライ品のオンライン注文 

• HP 交換用ランプ 

• サプライ品 


印刷用サプライ品のオンライン注文 

ご使用のプリンタに対応する HP 力ートリッジ番号の一覧については、 HP プ 
リンタ付属のューザ _ マニュアルの表紙をご覧ください。 

サプライ品をオンラインで注文したり、印刷可能なショッピングリストを作 
成するには、 HP プリンタソフトウエアによりインストールされた [HP ソリュ 
—ションセンター]デスクトップアイコンを開いて[ショッビング]アイコンを 
クリックします。[オンラインショップ]または[ショッピングリストを印刷]を 
選択します。お客様の許可を得た上で、 HP ソリューションセンターはモデル 
番号、シリアル番号、推定インク残量などのプリンタ情報をアップロードしま 
す。ご使用のプリンタに対応する HP サプライ品があらかじめ選択されていま 
す。 HP ストアおよびその他のオンラインストアでは、数量の変更、製品の追 
加または削除、ショッピングリストの印刷、オンライン購入などが行えます 
(オプションは国または地域によって異なります)。力ートリッジ情報とオンラ 
インショッビングへのリンクもインク警告メッセージに表示されます。 
www . hp . com / buv / supplies にアクセスして、オンラインでご注文いただくこと 
もできます。お住まいの国/地域を選択し、続いて画面の指示に従って製品、 
次にサプライ品を選択してください。 

組み込み Web サーバからオンラインでご注文いただくこともできます。[サブ 
ライ品の注文]ボタンをクリックします。 HP にプリンタ情報（モデル番号、シ 
リアル番号、および推定インクレベル）を送信するには、[送信]をクリックし 
ます。 HP サプライ品をオンラインで簡単に注文できる HPSureSupply Web 
サイトにリダイレクトされます。 


啟注記力ートリッジのオンライン注文は、取り扱っていない国/地域もあり 
ます。電話によるご注文、販売代理店のご案内、ショッピングリストの印 
刷方法などに関する情報が多くの国で提供されています。さらに、 
www . hp . com / buy / supplies ぺージの一番上にある[ご購入方法]で、国ごと 
の HP 製品購入に関する情報が得られます。 
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付録 A 


HP 交換用ランプ 


HP ワイヤレスプリン 
トアツプグレードキ 
ツト 

Q 6236 A 、 

Q 6259 A 

ワイヤレスでないデバイス 
で 802_11 g ワイヤレステク 
ノロジを使用できるように 
するアップグレ ド 

HP ワイヤレス G プリ 
ントサーバ 

Q 6301 A 、 

Q 6302 A 

コンピュータとのワイヤレ 
ス通信用の802.1 1 g プリン 
トサ _ バ 


サプライ品 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

參 サポートするインクカートリッジ 

• HP メディア 

サポートするインクカートリッジ 

デバイスがサボートする力ートリッジは、次の場所で確認できます。 

• インクサプライ品のラベル（プリンタ内部、インクカートリッジの側)。 

• HP SureSuppply Web サイト （ www.hp.com/buv/suDDlies ) 。 詳細について 

は、 印刷用サプライ品のオンライン 注文 を ご覧ください。 

• 交換するインクカートリッジのラベル。 

• コンピュー■夕の HP ソフトウェア： 

。[ソリューションセンター （ Windows }] [ステータス]' [推定インクレ 
ベル] の順にクリックします。 [ご使用の 力ー トリッジ] タブに現在イン 
ストールされている 力ートリッジの一 覧が表示されます。 [すべての力 
—トリッジ] タブには、デバイスでサポートされているすべてのカート 
リ ッジの一 覧が表示されます。 

。[ツールボックス ( Windows )] : [推定インクレベル] タブをクリックし、 
[力一トリッジの詳細] ボタンをクリックして、交換インク カート リッジ 
に関する情報を表示します。 

。 [HP プリンタユーティリティ （ MacOSX )] : [情報とサボート] パネル 
を開き、 [サプライ製品情報] をクリックします。 

。[組み込み Web サーバ]:[情報] タブをクリックし、 左 枠の [デバイス情 
報]をクリックします。 

• セルフテスト診断ページ。詳細については、 プリンタステータスページの 

理解を ご覧ください。 


啟注記インクカートリッジを交換する場合は、必ず、現在使用中のカート 
リツジと同じ力ートリツジ番号のものと交換してください。 
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HP メディア 

HP アドバンスフォト用紙などのメディアを注文するには、 www . hp.com I こア 
クセスしてくださし、。 
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B サポートおよび保証 

保守とトラブルシューティング の 情報は、一般的な問題の解決策を提供しま 
す。お使いの製品が正しく動作せず、これらの提案でも問題が解決されない 
場合は、以下のサポートサービスのいずれかを使用してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

參 雷子サボートの取得 
• 保証 

• インクカートリッジの保証情報 

• HP テレフォンサポートの取得 
• 製品をお送りいただくための準備 

• 製品の梱包， 


電子サボートの取得 

サポートおよび保証については 、 HP Web サイト www . hp . com / support をご覧 
ください。情報の入力を要求された場合は、国または地域を選択して、 [お問 
い合わせ] をクリックして情報を参照しテクニカルサボートにお問合せくださ 
い。 

また、この Web サイトには、技術サポート、ドライバ、消耗品、注文に関す 
る情報のほか、次のようなオプションが用意されています。 

• オンラインサポートのページにアクセスする。 

• 質問を E メールで HP に送信する。 

• オンラインチャットで、 HP の技術者に問い合わせる。 

• ソフトウエアのアップデートを確認する。 

ツールボックス （ Windows ) または HP プリンタユーティリティ （Mac OS X ) 
からも、一般的な印刷に関する問題の簡単なステップバイステップの解決法を 
入手できます。詳細については、 ツールボックス （ Windows ) または HP プリン 
タユーティリティ （Mac OSX ) を参照してください。 

ご利用いただけるサポートオプションは、製品、国/地域、および言語によつ 
て異なります。 
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保証 


HP 製品 

限定保 SE 期間 

ソフトウェアメディア 

90日 

プリンタ 

1年 

ブリントまたはインクカートリッジ 

HP インクが空になつた W 点か、カートリツジに記«されてい 
る「保 a 期限 j のいずれか早い時点まで。本保 a は.インクの 
25め》え、改造.犋使用.または不正な改修が行われた HP イ 
ンク製品には*用されません。 

印字ヘッド （* 客が交換可能な»品にのみ*用） 

1年 

アクセサリ 

90日 


A 限定保 CI の有効範囲 

1 Hewlett - Packard (以下 HP ) は、ご蟥入日から上記の指定期間中、放*+上および製造上の不具含のないことを保鉦い 
たします* 

2 HP のソフトウ I ア製品に M する保 H は、ブログラムの*行エラーのみに限定されています， HP は、製品操作によ 
って««波降答が引き fi こされた壜含は保 II しません。 

3 HP の限定保1¢は、製品の通常使用により髡生した欠»のみを対象とします*下記に起因する不具含を含むその他の 
不具合には a 用されません。 

a 不適切なメンテナンスや改修 

b 他社により提供またはサポートされているソフトウ I ア、部品、またはサブライ ft の使用 
c »品使用外の操作 
d 不正な改修や、 K 使用 

4 HP プリンタ»品に HP 以外のインクカートリッジやインクを tt め M えたカートリッジを使用した壜台は、保 K 

の対象.または HP サポートの対象から外れます B ただし、ブリンタの故 W や描傷が HP 製以外の IA め«え用インク 
カートリッジの使用によって突生した壜台は HP は榷李 W 間と英霣にて特定の故 W または損慯を修理いたします。 

5 HP は、保粒期間中に HP の保鉦対象となる » ft の不良通知を受け取った壜合. HP の判断に従って製品を修理また 
は交換するものとします， 

6 HP の保钲対象となる欠瞄製品の修 I * や交換が»用で行えない埸含、 HP は、欠 W 通知を受け取ってからしかる 
べき期間内に W 入代金返 i 3 を行います。 

7 HP は，お客様が欠品を HP へ返却するまでは、修環.交換.返金を行う義務はないものとします • 

8交換製品は、断品.またはそれに嫌する»品で、檐舵的には少なくとも交換に出された製品と (8) 等のものとします。 

9 HP 製品は，パーツ、コンポーネントや索材を再利用して製造する壜含がありますが、これらの性能は新しいものと 
問等です* 

10 HP の限定保 K は、 HP 製品が贩亮されているすべての BJ と地域で有効とします。出银修 W などの追加保 CE サービス 
K 約については 、 HP »品販壳 QD / 地域における正規の HP サービスセンタ、または正規柚入代理店までご相该くださ 

い。. 

B 保鉦の限定 

B / 地域の法律によって認められる範囲内で、当社および第三者の納入*者のいずれも、保条件、製 AA 霣、およ 
び特定の目的に関して本保鉦以外に明示的または黙示的に保1¢をすることはありません* 

C . ffl 定寅任 

1 DD / 地域の法律によって認められる範囲内で、本保12に規定された教済が、お客«のみに限定された嗜一の枚済にな 
ります 

2本保鉦に規定された義務を除いて、 HP または第三％は*損傷について.直接的*間接的、特別、《発的，必然的で 
あるかどうか、あるいは、契約.不法行為.その他の法的5111に丛づくかどうかに M わらず*またそのような損傷の 
可能性を议明しているかどうかに明わらず. 資 任は負わないものとします。 
d . a / 地域ごとの法律 

1本保 K によって、お客格に特定の法的櫓利が付与されます，この櫓利は、米国およびカナダについては相ごとに、そ 
の他の n については is ごとに付与されることがあります e 

2この保 CES の内容と ffl / 地域の法律が整含しない場含.本保 CES は地域の法律に含致するように修正されるものとし 
ます，このような ffl / 地域の法怵の下で、一部の*告文と限定保 K はお客様に遍用されない壜合があります。たとえ 
ば、米 H の複数の州、また米 BJ 以外の政府（カナダの州を含む）などでは、以下のとおりとなります。 
a 本保 E 書の*告文と限定保15を、お客様の法延檐利の W 限からあらかじめ»外する場合があります 
(例：イギリス)。 

b その他に製造元が保 CE を認めないことや限定を設けることとについて規制すること。 

c . お客楳に追加の保鈕橹利を提供すること、»造* IT が貴任を逸れられない暗黙の保垃期間を規定すること、およ 
び暗黙の保鉦期問に対する限定を認めないこと • 

3本保 K の粂項は法律の及ぶ範囲内までとし、除外、 W 限、または修正などはしないものとします 《• また、萑務づけら 
れた法的檐利は、お客様への HP 製品の®亮に適用されます。 
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付録 B 


インクカートリッジの保証情報 

HP 力ートリッジの保証は、指定された HP 製プリンティングデバイスで使用 
された場合に適用されます。この保証は、詰め替え、再生、刷新、誤用、改造 
のいずれかを受けた HP インク製品には適用されません。 

保証期間内に HP インクを使い切っていないこと、保証期限が切れていないこ 
とが製品に保証が適用される条件です。保証の有効期限は、下記のように製品 
上に年/月/日形式で示されます。 



HP 限定保証条項については、製品付属の印刷ドキュメントを參照してくださ 
い 〇 
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HP テレフォンサポートの取得 

保証期間中は、 HP カスタマケアセンタから無料でサポートを受けることがで 
きます。 


歐 注記 HP では、 Linux での印刷に関する電話サボートは提供していませ 
ん。すべてのサボートは下記 Web サイトでオンラインで提供されます。 
https://launchpad.net/hpliPo サポートプロセスを開始するには、[質問す 
る] ボタンをクリックします。 

HPLIPWeb サイトは、 Windows または Mac OSX に対するサボートは提 
供していません。これらのオペレーティングシステムを使用している場合 
は、 www.hp.com/support を参照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• サボート プロセス 

• 電話をかける前の用意 
- HP 社の電話によるサポート 
- 追加保証オプション 

• HP Quick Exchange Service (Japan) 

• HP 韓国カスタマサポート 

サポートプロセス 

問題がある場合は、次の手順を実行します。 

1. デバイスに付属のマニュアルを確認してください。 

2. HP の Web サイトの HP オンラインサボート www . hp . com / 
support を参照してください。 HP オンラインサポートは HP 
のお客様全員がご利用いただけます。最新デバイス情報およ 
びエクス パー トアシスタンスのための最速 ソースで あり、以 
下のような特徴があります。 

• 認定オンラインサポートスペシャリストへの迅速なアクセ 
ス 

• お使いの HP all - in - one 用ソフトウェアおよびドライバアッ 
プ亍 一 卜 

• —般的な問題に対する貴重なトラブルシューティング情報 
• HP All - in - One を登録すると利用できる予防的なデバイスの 
更新、サポート警告、および HP ニュース 

3. HP サボートへの連絡ご利用いただけるサボートオプション 
は、デバイス、国/地域、および言語によって異なります。 

電話をかける前の用意 

最新のトラブルシューティング情報、または製品のフィックスと更新を HP 
の Web サイト (www.hp.com/support) で見つけてください。 
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付録 B 

HP All - in - One には、他社のソフトウェアプログラムが付属している場合があ 
ります。このようなプログラムで問題が発生した場合は、そのメーカーの担当 
技術者にお問い合わせになると最適な技術サボートが受けられます。 


啟注記この情報は、日本のお客様には適用されません。日本でのサービス内 
容については、 HP Quick Exchange Service ( Japan ) を参照してください。 

カスタマケアセンター担当者がよりよくお手伝いできるよう、電話をかける 
必要がある場合は以下の情報をお手元にご用意ください。 

1. デバイスのセルフテスト診断ページを印刷します。詳細につ 
いては' プリンタステータスページの理解 を 参照してくださ 
しヽ。印刷できない場合は、次の情報を用意してください。 

• デバイスのモデル番号。詳細については、 デバイスのモデ 
ル番号の検索 を ご覧ください。 

• シリアル番号（本体後部をチヱック） 

2. お使いのオペレーティングシステム （Windows XP など）を 
ご確認ください。 

3. 本体がネットワークに接続されている場合は、そのネットワー 
クオペレーティングシステムを確認します。 

4. USB 接続、ネットワーク接続など、お使いのシステムに本体 
がどのように接続されているかを書き留めます。 

5. プリンタソフトウェアのバージョン番号を入手します。（プリ 
ンタドライバのバージョン番号を調べるには、プリンタ設定 
ダイアログボックスまたはプロパティダイアログボックスを 
開き、[バージョン情報]タブをクリックします)。 

6. 特定のアプリケーションでプリント結果を得られない場合に 
は、そのアプリケーション名とバージョン番号も記録しておき 
ます。 

HP 社の電話によるサポート 

掲載されている電話サボート番号と費用は、この資料の発行時のもので、固定 
電話での電話に対してのみ適用されます。携帯電話には別料金が適用されま 
す。 

HP の電話サボート番号の最新リストと電話料金の情報については、 
www . hp . com / support を参照してください。 

このセクションでは、次のトピックについて説明します。 

參 雷話サボ_卜期間 
- 電話サボート番号 
- 雷話をかける 
• 電話無料サボート期間後 
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電話サボート期間 

北米、アジア太平洋、および南米（メキシコを含む）で1年間の電話サポート 
が受けられます。 

ヨーロッパ、中東、アフリカ各国での電話サボートの期間については、 
www.hp.com/support を参照してくださし、。規定の通話料金がかかります。 
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電話 サボー ト番号 

電話サボート番号の最新リストについては、 www . hp . com / support を參照して 
ください。 

し ， www.hp.com/support 


Africa (English speaking) 

427 11 2345872 

Afrique (francophone) 

+3314993 9230 

021 672 280 


Argentina (Buenos Aires) 

54-11-470d-1600 

Argentina 

0 800 555 5000 

Australia 

1300 721 147 

Australia ^out-of-warranty) 

1902 910 910 

Osterreich 

+43 0820 87 4417 

0.14S € p/m 

17212049 

JiW 

Belgid 

♦32 070 300 005 

0.174 € 

Belgique 

+32 070 300 004 

0.174 € 

Brasil (Sao Paukj) 

55-11-4004-7751 

Brasil 

0 800 709 7751 

Canada 

1-(800)-474-6836 (1-800 
hp invent) 

Central America & Th© 
Caribbean 

vwww hp.com/support 

Chile 

800-360-999 

中团 

1068687960 

中国 

800-810-3888 

Colonnbia (Bogota) 

571-606-9191 

Colombia 

01-8000-51-4746-8366 

Costa Rica 

0-600-011-1046 

Ceska republika 

810 222 222 

Danmark 

+45 70 202 845 

0.25 DKK 

Ecuador (Andinalel) 

1-999-119 シ 
600-711-2884 

Ecuador (Pacifltel) 

1-800-225-528 货 

800 7112884 

(02)6910602 


El Salvador 

800>6160 

Espafta 

+34 902 010 059 

0,078 € 

France 

♦33 0892 69 60 22 

0,337 € 

Deutschland 

+49 01805 652180 

0.14 € aus dem deutschen 
卜 estnetz • oei Anrufen aus 
Mobilfunknetzen k6onen 
andere Preise gelten 

EAAd5a (crndTO c^u>tcpik6) 

+ 30 210 6073603 

EAA65a (cvt6 <： EAA65a<) 

80111 75400 

EAACiOa (anO Kunpo) 

800 9 2654 

Guatemala 

1-800 7112884 

备*圬別行政 15 

(852) 2802 4093 

Magyarorszdg 

06 40 200 629 

India 

1-600-425-7737 

India 

91-80-28526900 

Indonesia 

+62 (21)350 3406 

+971 4 224 9189 


+9714 224 9189 


♦971 4 224 9189 


+9714 224 9169 

一 

+9714 224 9189 


Ireland 

+353 1890 923 902 

0.05 € 

1-700-503-048 

'/K'W 

Italia 

+39 848 800 871 

0.023¢ 


Jamaica 

1-800-711-2884 


日本 

0570*000511 


日本 

03 3336 0800 


0800 222 47 




15 路 3003 


Luxembourg (Franoab) 

• 352 900 40 006 
0.161 f 


Luxemburg (Deutsch) 

♦352 900 40 007 
0.16 1 € 


Malaysia 

1800 88 8588 


Mauritius 

(230) 262 210 404 


Mexico (Ciudad do Mexico) 55-5258-9922 

Mexico 

01^800-472-68368 


Maroc 

081 005 010 


Nederland 

+31 0900 2020 165 
0.20 € 


New Zealand 

0800 441 147 


Nigeria 

(01) 2712320 


Norge 

♦4 ァ815 62 070 

0,39 NOK 


24791773 



Panama 

1-800-711-288>1 


Paraguay 

009 800 5410006 


Peru 

0-000-10111 


Philippines 

2 867 3 & 51 


Polska 

801 800 235 


Portugal 

♦351808 201492 
0.0?4€ 


Puerto Rico 

1877 232 0689 


Rspublica Dominicana 

1-000-711-2604 


Reunion 

0820 890 323 



0801 033 390 




Puuumm (Mucuud) 

095 777 3284 

0,03¢ 


POGCMM (CaHKT- 
narep6ypr> 

812 332 4240 

0.08 € 


800 8971415 



Singapore 

♦^5 6272 S 300 


Slovensko 

0850111256 


South Afnca (RSA) 

0660 104 771 


Suomi 

*y00 0 200 CG 7C7 
0.015¢ 


Sverige 

♦46 077120 4765 
0.23 SEK 


Swilzeildiid 

♦4t 0846 672 672 

0 08CHF 


mm 

02-6722-6000 


l«n 

(?) 9000 


071891391 



Trinidad & Tobago 

1-800-711-2884 


TUrklye (Istanbul, Ankara, 
Izmir & Bursa) 

444 0307 


yKpai>ia 

(044) 230-5106 


600 54 47 47 

ij^ui j-yi 

United Kingdom 

+44 0870 010 4320 



0.05 £ 


United Stales 

1-(800)-474-6836 


Uruguay 

0004064 -177 


Voaozuola (Caracas) 

68-212-278-8666 


Venezuela 

0-S00-474-6d368 


Vidt Nam 

+84 88234530 
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電話をかける 

HP サボートへご連絡いただく際は、 コン ピュータと HP all-in-one の前でお電 
話ください。また、以下の情報を事前にご用意ください。 

• モデル番号（プリンタの正面のラベルに記載） 

啟注記デバイス正面に記載されているモデル名以外に、このデバイスに 
は固有のモデル番号があります。この番号を使用して、製品に使用可能 
なサプライ品やアクセサリ、サボートが受けられる時期について確認す 
ることができます。モデル番号は、デバイス内部、インクカートリッジ 
部分の近くにあるラベルに印刷されています。 

• シリアル番号（プリンタの背面または底部に記載） 

• 問題が起こった際に表示されたメッセージ 
• 次の質問に対する答え 

。この問題が以前にも起こったことがありますか？ 

。問題をもう1度再現できますか？ 

。この問題が起こった頃に、お使いのコンピュータに新しいハードウェ 
ア、またはソフトウェアを追加しましたか？ 

。この問題が起きる前に、雷雨があったり HP all-in-one を移動したな 
ど、何か特別なことはありませんでしたか？ 

電話無料サボート期間後 

電話サポート期間後も、追加料金で HP のヘルプをご利用いただけます。 Web 
サイトの HP オンラインサポートもご利用いただけます。 www.hp.com/support 
サポートオプションの詳細については、お近くの HP 取扱店にお問い合せいた 
だくか、お住まいの国/地域のサポートサービスの電話番号までご連絡くださ 
し、。 

追加保証オプション 

追加料金で HP ail-in-one の拡張サービスプランをご利用いただけます。 
www.hp.com/support にアクセスし、国/地域および言語を選択し、サービスお 
よび保証の領域でサービスプラン拡張に関する情報を参照してください。 
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HP Quick Exchange Service ( Japan ) 


クイック + エクスチェンジサービス 

»|以こ間纽がある斕&《±.以下に ft 載されている _■ 号に111してくだざい ,• 故 w 
lt いる.友た u 叫纽がある mm ざれた■台. iv . mm 中は班料で和品を交 wu 
按 W した M 品を IHWL 主す■:. 

mMm : 0570 < foosi 1 (ナビダイヤル> 

M. 33354㈤ 〇， :: ナビダイヤルをご f I 厢いただけなし、場 ft.1 
サポート flfliy : 平 B の午联 9 ： 00 から牛後ん〇〇袤で 

土 B の午 * ！吣 : 〇〇から午後 S ： DO 紊で 
祝系 B および 1 月《日から 3 日 Wife き袤す。 

サービスの条件： 

-サボートの欏供 d . カスタマケ r センターを通 lt ： のみ行われ去す， 

，カスタマケアセンターがブ y ンタの T 貝台と# liiL た場合くこ . サービスを受ける 
ことができさす。 

ご注章：ユーザの扱いが下 M 切 T あ，たため£こ故 WL た竭會仪 WWIIU 中！?あ 
，ても伟取ま有料となり走す,。游挪[つい U 保犯丹を#照してくだざい，. 

壬の谢の剌阳： 

-加播の ntniNiJs 估 iv ■の地域に上フて扔な〇圭す。 SL < d . カスタマナ:^セ 
ンターに翊_ IT ご猫雄くだ ^K\ 

+ 出籾努社樹定の K 遂箔*が行い去す。 

★ ftBici 交通率 ffl などの • IttfMUC よ， t , 謂れる場台が. fcOt す。 

-このサービスは . 羁来子 B 嵐しに fil することがあり生す。 


交換時のデバイスの梱包方法については、 製品の梱包 を 參照してください。 

HP 韓国カスタマサポート 


HP ，考 H 句 

• xifi ぜ粉 m «» 
1588^)003 

.^sn^ia! 平 w 刻 «*esya» 

060-7 〇 }^?00 

• «瓣 分 9 7 Mi A |&： 

« U 09:00-18X)0 
££U 09: 00-13:00 
(U&U. 罟赛幻 MS\) 
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製品をお送りいただくための準備 

HP カスタマサボートへのお問い合わせ後、または購入店で製品をサービス担 
当にお送りいただくよう求められた場合は、製品をお送りいただく前に、必ず 
以下のものを取り外し、保管しておいてください。 

• コント D —ルパネルカバ_ 

• 両面印刷 ユニット 
• 排紙トレイ 

• 電源コード、 USB ケーブルなど、製品に接続されているケーブル 
• 給紙トレイにセットされている用紙 
• 本体にセットされているすべての原稿 
このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

參 デバイスのコントロールパネルカバーの取り外し 
參 後部アクセスパネルまたは両面印刷 ユニッ トを外します。 

參 排紙トレイを取り外す 

デバイスのコント ロール パネルカバーの取り外し 

歐注記この情報は、日本のお客様には適用されません。 

A 注意必ず本体のプラグを抜いてから以下の手順に従ってください。 

注意本体の交換品に電源コードは付属しません。交換品が到着するま 
で、電源コードは安全な場所に保管しておいてください。 


コン ト ロール パネル カバーを 取 y 外すには 

1. 電源ボタンを押して、デバイスの電源を入れます。 

2. 電源コードをコンセントから抜いた後、本体から外します。 
電源コードは本体と一緒に返送しないでください。 
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3. 以下の手順に従って、コントロールパネルカバーを取り外し 
ます。 

a . スキヤナのカバーを持ち上げます。 



b . 指を使用するか、薄いものをコントロ _ルパネルカバーの 
右上のタブに差し込んで、コントロールパネルカバーを取 
り外します。 



352 サポートおよび保証 



4. コントロールパネルカバーを保管します。コントロールパネ 
ルカバーは HP all - in - one と一緒に送り返さないでください。 


△注意交換用のデバイスには、 コン ト ロー ルパネルカバー 
が付属していません。 コン ト ロー ルパネルカバーは安全な 
場所に保管しておき、デバイスの交換品がお手元に届いたら 
取り付けてください。デバイスの交換品の コン ト ロール パ 
ネル機能を使用するには、交換前の製品に付属していた コン 
トロール パネルカバーを交換品に取り付ける必要がありま 
す。 

猷注記コントロールパネルカバーの取り付け方法について 
は、デバイスに付属のセットアップポスターを參照してく 
ださい。デバイスの交換品に、デバイスの設定に関する使 
用説明書が付属している場合があります。 


後部アクセスパネルまたは両面印刷ユニットを外します。 

デバイスを発送する前に両面印刷ユニットを取り外します。 

▲背面アクセスドアまたは両面印刷ユニットの一方の側面にあ 
るボタンを押して、パネルまたはユニットを取り外します。 




排紙トレイを取り外す 

デバイスを発送する前に排紙トレイを取り外します。 
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▲ 排紙トレイを持ち上げ、デバイスからトレイをゆつくり取り外 
します。 



製品の梱包 

製品をお送りいただく準備ができたら、次の手順を実行してくださし、。 

製品を梱包するには 

1. お手元にある場合は元の梱包材を使用して、または交換品に使 
用されていた梱包材を使用して、製品を梱包して発送します。 
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元の梱包材がない場合は、他の適切な梱包材を使用してくださ 
しヽ。不適切な梱包や運送によって発生する損傷は、保証の対 
象にはなりません。 

2. 返送用のラベルを箱の外側に貼ります。 

3. 箱には、以下のものを入れてください。 

• サービス担当に宛てた、症状の詳細な説明（印刷品質を示す 
実際の出カサンプルが役に立ちます)。 

• 保証が適用される期間内であることを証明する保証書また 
はその他の購入証明書のコピー。 

• 氏名、住所、および日中に連絡可能な電話番号。 
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C デバイスの仕様 

メディアおよびメディア処理の仕様については、 「 サボートされたメディアの 
仕様の理解 Iを参照してください。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

參 物理的仕様 
- 製品機能と内容 

• プロセッサとメモリの仕様 
參 システム要件 

參 ネットワークプロトコルの仕様 

- 組み込み Web サーバの仕様 
• 印刷の仕様 

• コピーの仕様 

• ファクスの仕様 
參 スキャンの仕様 
參 環境仕様 

參 電気仕様 

• 発生音暈仕様（エコノモードでの印刷、 ISO 7779によるノイズレベル) 

參 メモリカードの仕様 

物理的仕様 

サイズ（幅 X 奥行き X 高さ} 

A 4/ レターサイズのスキヤナのガラス板と両面印刷ュニットを搭載したデバイ 


ス： 476 x 473 x 258 mm (19.0 x 18.9 x 10.3 インチ） 

デバイス重量（印刷サプライ品を含む） 

A 4/ レターサイズのスキヤナのガラス板と両面印刷 ユニツ トを搭載したデバイ 
ス： 8.6 kg (19 lb) 

製品機能と内容 


機能 

内容 

接続 

• USB 2.0 準拠 

• 802.11 b/g ワイヤレス 
• 有線ネットワーク 

インクカートリッジ 

4つのインクカートリツジ（ブラ 
ツク、イエロー、マゼンタ、シア 
ン） 
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(続き) 


機能 

内容 

サプライ品の印刷可能枚数 

力ートリツジの印刷可能枚数の詳 
細については、 www.hD.com/ao/ 
leamaboutsuDDlies/ をご覧く ださ 

い0 

デバイスの言語 

HP PCL3 

サポートするフォント 

US フオント： CG Times、CG 
rimes Italic、Universe、Universe 
Italic、Courier、Courier Italic、 
Letter Gothic、Letter Gothic Italic。 

負荷サイクル 

7000ページ/月まで 

デバイスのコントロールパネルの 
言語のサポート 

使用可能な言語は国/地域によって 
異なります。 

ブルガリア語、クロアチア語、チ 
ェコ語、デンマーク語、オランダ 
語、英語、フィンランド語、フラ 
ンス語、ドイツ語、ギリシャ語、 
ハンガリー語、イタリア語、日本 
語、韓国語、ノルウ X— 語、ポー 
ランド語、ポルトガル語、ルーマ 
ニア語、ロシア語、簡体字中国 
語、スロバキア語、スロベニア 
語、スペイン語、スウェーデン 
語、繁体字中国語、トルコ語、ウ 
クライナ語。 


プロセッサとメモリの仕様 

デバイスプロセッサ 

192 MHz ARM946ES、ETM9 (medium) 

デパイスメモリ 

64 MB 内蔵 RAM、 32 MB 内蔵 Flash ROM 

システム要件 

歐注記サポートされているオペレーティングシステムとシステム要件の最 
新情報については、 http://www.hp.com/support/ にアクセスしてください。 
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オペレーティングシステムとの互換性（サボートする 0S は国毎に異なります） 

• Windows 2000 、 Windows XP、Windows XP x 64 、Windows Vista 

啟注記 Windows 2000 SP 4 、Windows XP x 64 Edition SP 1 .Windows XP 
SP 1 Starter Edition 、 および Windows Vista Starter Edition では、プリ 
ンタドライバ、スキヤナドライバ、およびツールボックスのみを使用 
できます。また 、 HPOfficejet 6500 ( E 709 d ) または HPOfficejet 6500 
( E 709 r ) を使用している場合、コピーはサポートされません。使用して 
いるモデルを確認するには、 デ/く'イスのモデル番号の検索 を参照してく 
ださい。 

• Mac OSX (10.4、10.5) 

• Linux (詳細については、 www . hp . com / go / linuxprinting を参照してくださ 
い)。 

最小要件 

• Microsoft Windows ® 2000 Service Pack 4 :インテル® Pentium II 、または 
Celeron ® プロセッサ、 128 MBRAM 、200 MB のディスク空き容量、 
Microsoft Internet Explorer 6.0 

• Microsoft Windows XP (32- bit ) Service Pack 1 :インテル Pentium II 、また 
は Celeron プロセッサ、 512 MB RAM 、410 MB のディスク空き容量、 
Microsoft Internet Explorer 6.0 

• Microsoft ® Windows x 64 Service Pack 1 : AMD Athlon 64 または AMD 

〇 pteron プロセッサ、インテル Xeon 、 または Pentium プロセッサ（インテ 
ル EM 64 T サポート)、 512 MBRAM 、290 MB のディスク空き容量、 
Microsoft Internet Explorer 6.0 

• Microsoft Windows Vista : 800 MHz 32 ビット ( x 86) または 64 ビット ( x 64) 
プロセッサ、 512 MB RAM 、425 MB の空きディスク容量 、 Microsoft Internet 
Explorer 7.0 

• Mac OS X ( v 10.4.11、 v 10.5) : PowerPC G 3、 G 4、 G 5、 または Intel Core 
プロセッサ、 256 MB メモリ、 500 MB のハードディスク空き容量 

• Quick Time 5.0 以降 (Mac OS X ) 

• Adobe Acrobat Reader 5.0以降 

推奨される要件 

• Microsoft Windows 2000 Service Pack 4 :インテル Pentium III 以降、 
256 MB RAM 、 200 MB のディスク空き容量 、 Microsoft Internet Explorer 6.0 
以降 

• Microsoft Windows XP (32- bit ) Service Pack 1 :インテル Pentium III 以上の 
プロセッサ、 512 MB の RAM 、500 MB のディスク空き容量 、 Microsoft 
Internet Explorer 6.0 以降 
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• Microsoft® Windows® XP x64 Service Pack 1 : AMD Athlon 64 または AMD 
〇 pteron プロセッサ、インテル Xeon、 またはインテル Pentium 4 プロセッ 
サ（インテル EM64T サポート)、 512 MBRAM 、290MB のディスク空き容 
量、 Microsoft Internet Explorer 6.0 以降 

• Microsoft Windows Vista : 1 GHz 32-bit (x86) または 64-bit (x64) プロ セッ 
サ、 1GB RAM、470B のディスク空き容量、 Microsoft Internet Explorer7.0 
以降 

• Mac OS X(v10.4.11、vl0.5) : PowerPC G3、G4、G5、 またはインテル 
Core プロセッサ、 512 MB メモリ、 500 MB のハードディスク空き容量 

• Microsoft Internet Explorer 6.0 以降 （Windows 2000 、 Windows XP )、 
Internet Explorer 7.0 以降 （Windows Vista) 

ネットワークプロトコルの仕様 

ネットワークオペレーティングシステムとの互換性（サボートする os は国毎に異な y ます） 

• Windows 2000、 Windows XP (32 ビット）、 Windows XP x64* (Professional 
Edition および Home Edition)、Windows Vista (32 ビット）と （64 ビット） 
[Ultimate Edition、Enterprise Edition および Business Edition] 

• Mac OS X (10.4、 10.5) 

• Microsoft Windows 2000 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP 
と Feature Release 3 

• Microsoft Windows 2000 Server ferminal Services と Citrix Presentation 
Server 4.0 

• Microsoft Windows 2000 Server ferminal Services 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services 

• Microsoft Windows 2003 Server ferminal Services と Citrix Presentation 
Server 4.0 

• Microsoft Windows 2003 Server ferminal Services と Citrix Presentation 
Server 4.5 

• Microsoft Windows 2003 Server Terminal Services と Citrix Metaframe XP 
と Feature Release 3 

• Microsoft Windows 2000 Small Business Server rerminal Services 

• Novell Netware 6、 6.5、Open Enterprise Server 6.5 

互換性のあるネットワークプロトコル 

TCP/IP 

ネットワーク管理 

組み込み Web サーバ 

機能 

ネットワークデバイスをリモート設定および管理する機能 
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組み込み Web サーバの仕様 

必要な条件 

• TCP/IP ベースのネットワーク （IPX/SPX ベースのネットワークはサポート 
されていません） 

• Web ブラウザ (Microsoft Internet Explorer 6.0 以上、 Mozilla Firefox 1.0 以 
上、 Opera 8.0 以上、 Safari 1 .2 以上） 

• ネットワーク接続 （ USB ケーブルで直接コンピュータに接続されている場 
合、組み込み Web サーバは使用できません） 

• インターネット接続（一部の機能で必要） 

国* 1 注記組み込み Web サ _ バは、インタ _ ネットに接続しなくても開く 
ことができます。ただし、一部の機能は使用できません。 

• デバイスとファイアウォールの同じ側になければなりません。 

印刷の仕様 

モノクロ印刷の解像度 

ピグメントブラックインクで最高1200 dpi 
カラー印刷の解像度 

HP エンハンストフォト品質（最大4800 x 1200最適化 dpi。HP アドバンス 
フォト用紙に入カデータ解像度1200 x 1200で印刷した場合） 

コピーの 仕様 

• デジタルイメージ処理 

• 原稿のコピーは100枚まで（モデルによって異なります） 

• デジタルズーム： 25〜400% (モデルによって異なります） 

• ページに合わせる、プレスキャン 
• コピー速度はドキュメントの複雑さによって異なります 


歐注記 HP Officejet 6500 (E709d) または HP Officejet 6500 (E709r) を使用し 
てコピーを作成するには、電源がオンになっているコンピュータに HP AII- 
in-One が接続されていて、そのコンビュータにログインする必要がありま 
す。ソフトウェアがインストールされ、実行されている必要があります。 
Windows のタスクバーの HP Digital Imaging Monitor は常にオンである必 
要があります。 Macintosh コンビュータの場合、ソフトウェアをインスト 
—ルすれば、コンピュータをオンにすると、必ず使用可能になります。 
使用しているモデルを確認するには、 デバイスのモデル番号の 検索 を參照 
してください。 
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モー ド： 

種類 

スキヤンの 解像度 
(dpi) 

高画質 

黒 

最高 600x1200 


カラ- 

最高 600x1200 

標準 

黒 

最高300 x 300 


カラ- 

最高300 x 300 

はやい 

黒 

最高300 x 300 


カラ- 

最高300 x 300 


ファクスの仕様 

• Walk-up 方式のモノクロおよびカラーファクス機能。 

• 最大110件の短縮ダイヤル（モデルによって異なります)。 

• 最大120ぺージのメモリ ( ITU-T Test Image #1を標準解像度で受信した場 
合で、モデルよって異なります)。より複雑なページあるいは高解像度のぺ 
—ジの場合は受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。 

• 手動ファクス送受信。 

• 最大5回のビジー自動リダイヤル（モデルによって異なります)。 

• 1回の応答なし自動リダイヤル（モデルによって異なります)。 

• 確認 レポー トおよびアクティビティ レポー ト。 

• CCITT/ITU Group 3ファクス（エラー訂正モード対応)。 

• 伝送速度 33.6 Kbps。 

• 36.6 Kbps の場合の伝送速度は3秒/枚 (ITU-T Test Image #1を標準解像度 
で受信した場合)。より複雑なページあるいは高解像度のページの場合は受 
信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。 

• 呼び出しの自動検出とそれに伴うファクス/留守番電話の自動切り替え。 



写真 (dpi) 

超高画質 
(dpi) 

高画質 (dpi) 

標準 (dpi) 

モノク 
□ 

196x203 (8 ビ 
ット グレー スケ 
_ ル） 

300 x 300 

196x203 

196x98 

カ ラー 

200 x 200 

200 x 200 

200 x 200 

200 x 200 
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PC ファクス受信の仕様 

• サポートされるファイルの種類：未圧縮 TIFF 
• サポートされるファクス形式：モノクロファクス 

スキヤンの仕様 

• イメージエディター内蔵 

• 統合 OCR ソフトウェアによってスキャンしたテキストを編集可能なテキ 
ストに自動的に変換 ( Windows のみ） 

• スキャンの速度は、文書の複雑さによって異なります 

• Twain 互換 インタ フェー ス 

• 解像度：光学解像度2400 x 4800 ppi 、 最大補間解像度19200 ppi 
• カラー: RGB カラーによる16ビット、48ビット合計 
• ガラス板からの最大スキヤンサイズ： 216 x 297 mm 

• ADF からの最大スキャンサイズ： 216 x 356 mm 


環境仕様 

動作環境 

動作温度：摂氏5° - 40° C (華氏41° -104° F ) 

動作時推奨条件：摂氏15°〜32° C (華氏59° -90° F ) 

推奨相対湿度: 25〜75%結露しないこと 

保管環境 

保管温度：-40° 〜60° C (-40° 〜140° F ) 

保管相対湿度： 60° C (140° F ) の温度で最高90%、結露しないこと 

鼋気仕様 

電源 

ユニバーサル 電源アダプタ（外部） 

所要電力 

入力電圧：100〜240 VAC (土 10%)' 50/60 Hz (土 3 Hz ) 

出力電圧： 1560 mA で32 Vdc 


電力消費 

印刷時 28.4 W (高速ドラフトモード)、コピー時 32.5 W (高速ドラフトモー 

ド） 


発生音量仕様（ェコノモードでの印刷 、 ISO 7779によるノイズレベル) 

音圧（そばに立っている状態} 

LpAd 55 ( dBA ) 

音響 

LwAd 6.9 ( BA ) 
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メモリカードの仕様 

• メモリーカード上の推奨最大ファイル数：1,000 

• 推奨最大ファイルサイズ(個別)：12 メガピクセル（最大)、8 MB (最大） 

• 推奨最大メモリカードサイズ：1 GB (半導体メモリのみ） 

啟注記メモリカードの最大推奨値に近づくと、デバイスのパフォーマンス 
が期待値より遅くなる場合があります。 

サポートされているメモリカードのタイプ 

• Memory Stick、Memory Stck Duo、Memory Stick Pro、MagicGate Memory 
Stick Duo 

• Memory Stick Micro (別売のアダプタが必要） 

• Secure Digital 

• High Capacity Secure Digital 

• miniSD、microSD (別売のアダプタが必要） 

• MultiMediaCard ( MMC ), Secure MultiMediaCard 

• 縮小サイズの MultiMmediaCard ( RS - MMC)、MMC Mobile、MMCmicro (こ 
れらの製品ではアダプタを別途購入する必要があります） 

• xD-Picture カード 


メモリカードの仕様 363 





D 法規について 

このデバイスは、お住まいの国/地域の規制当局からの製品要件に適合してい 
ます。 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

參 FCC 準拠声明 

• 韓国の ユーザに 対する告知 

• 日本の ユーザに 対する VCCI (クラス B ) 基準に関する告知 

• 日本の ユーザに 対する告知（電源 コー ドについて) 

- 有毒有害物質の表 
- LED 表示に関する声明 

• ドイツの騒音放出に関する告知 

參 米国電話網ユーザへの告知： FCC 要件 

- カナダのユーザに対する告知 
- 欧州経済地域の全ユ_ザに対する告知 

- ドイツ電話網ユ_ザへの告知 
• ワイヤレスに関する規制情報（一部のモデルのみ) 

參 オーストラリアでの有線ファクスの接続について 

* 規制モデル番号 
• 滴合官 W 書 

• 環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 

• サードパーテイライセンス 
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FCC 準拠声明 


FCC slaf«m«nt 


THo UnAvd Stole* F«d«ral Conimvnkaliom CotruniMion (in 47 C^R 15. 105) ho» tp«cjli«d 
that Hw 10110 «ving noHc« bo brought to iKo aftantion cA users ol ffiis product. 


Thb equiptnant has boon tasted and found to comp^ fho limits for a Oass B digild 
(kMktt. ptMtuanl to AvI 1 5olih* FCX ThftM li(nl& ora dtAkirtstd to pcovida raoso«v 
able pioloction against hormiul ink>rlorcr>co in a rasitiontid instdlation I his equipment 
g^wrolw, *jwn ond con rudio frequency and . 濾 nol intlallwi ond u«*d in 

accordancfi with the mstruefions, may cousa harmK^ inktrloranco k> radio communications. 
Haw<rw, rhore is no guarantac Hxit intorioreoco will no* occur in a porlicular installation. 
H Ihn «quipm«nf dotti couta harmhil iH«rf«r<H)ca to rod«aor 1140 r«c«p4lon, wtikh can 
bo dci'anninod by Kiming fKo oqvf>m«n 1 oH and on, iho user is oncourogod to try to correct 
Ihe inlvrl«rc«K<> by on« of mor© of Iho iwraturm ： 


Raorierd tho roca^ing antonna. 
Incroaso 


pa ration betwoen the oquipmont and 
o^ipoMint tnlo an ouAd on o circuit 


the racowor. 

dlffiaMnt Irom that to which llu» 


• Consul Ihe deolef of on wpfjncnosd »od4o/TV l«ctinic«an lor 
For furlhor inlormctfion, contact: 

Manager o# Corpofato Product Regulations 
MowlaR-fVxicard Compaq/ 

3000 Hono^or Slro<H 
Mo Afco, Ca ^4304 
(650) 8571501 


Modifications (part IS.2I) 

Th« FCX- r«qw*M lha umm to b« ndilutd that any chon^ot or nu>ddicalio«« modA Ba tliii 
darwico fHat oro not expressly approved by HP may void the usor 's autKoriy to operate the 

mitfipfnewvl 

Tfiis dovic« complies with Kiri 15 ol lha FCC Hulas. Operation is subjocl lo Hia ftalororing 
two conditions: (I) this dovico may not cause hanrtlui mhtderonc^. and (2) this denc» must 
occapl any IntarktraAcci r«c«^«ad. Including mtfirfiarttnea that ma/ ccmim uodafir<kd 
opefaHon. 


韓国のユーザに対する告知 


2 Hlff(Ba 7171) 

ol 7i7ifc hi 幻平芒碎对句 《 s 鳞 》 B?e 7\7\mM, 平鼸 s se 
x | 句叫硎 a*8IT 令 WAUCI. 


日本の ユーザに 対する VCCI (クラス B) 基準に関する告知 


この装霾は.情有体瑁軀■等電波_齊日主孅韌褊驕余 （ vea ) の基寧に塞づ<ク7ス 
B 情鳎枝懾鎂置 Tf , この)！置は.瓛麋環壤で费用す綦ことを g 的としてい家すガ.こ 
の*疆が，ジオ命テレビジ3ン受供機に近*して使尺され* こす 
ことが•り* t , 

皸り fi い正しい鼈り fi い t し X 下さい • 


日本の ユーザに 対する VCCI (クラス B ) 基準に関する告知 
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日本のユーザに 対する告知 （電源コー ドに ついて ) 


製£には、向_«れた霉譯コード tli * い下€い參 
間■された電灘コードは、他の HAT は甓用出来ません • 


有毒有害物質の表 


有毒有軎物质表 

繼■中 ■ 《龜子價氤产爾办繁> 



LED 表示に関する声明 


LED indicator slafvnwnt 

The ditpkiy IED» mcH rw|uitw*nwlj ol EN d^)82S-l 


ドイツの騒音放出に関する告知 


G«Hiusch«missioii 

IpA < 70 dB am Arbe*Hf)lo#z im f k>rmdb«ifM!i) r>och D(N 45635 T 19 
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米国電話網ユーザへの告知： FCC 要件 


Notk« to UMrs of th* U.S. t«Uphon« network: FCC r«quir9m«nts 

Th» equipnuHil coinpliee with KX njW, 


68. O * I 

contains, canong olhfif inkumation, tho FCC Ragisiralton Number and Ringar Equivalent 


Nt 


company. 

Aa FCC cc 


lhi» is a laM (hot 

ingor Equivdcnf 

r (Rfcf-4) ior (Kb equipment. If roquestod, prowicie Hits information to ^our taiophono 


mplkint tolapKooo cord and modular plug is pro<ndod with ihis oquf>mor#. Ibis 
(Nltfipmvnt •» (imignvd to be* connecVxl lo lh»* 1049 pKoim ndwork or pr«nuwn wiring uting 
a co<npafft>la modular jack which is Part 68 complkint. This oqwipcnfinl cooiwcfc to iha 
lalapbono nolwoHc ifrough ihc 10110 wing slonciard neiworic inloHaco fack: USOC RJ I 1C 
T>m REN k um4uI Id ckttormlnA fhft quantify ol dfNicm you may coniwt lo your Uata(>hona 
line and still Ka«« al ol Hioso devias ring your numbor b calod. loo many ckr«kos 
on orw line «nigM rmull in lolur^ *o nog in nvponte to on incomir*g cdl In moe^ but no! 
dl, aroas tho &um al tha RENs ol al dovicas should not ancs«d fivo (5^. fo bo cflrtain ol ihfi 
numbor of devices /ou mcr|r connoctlo /our line, as detarmined by tho RtN, you should cal 
yotir local Itakphorva company to dalArnnlnolh» irKMimum RfN lot your colling araa. 
li tKb oquipmont causes harm to fho tolophono noh^oHt, your 1010 phono company migf# 
<ii»conMn«i9 your »e»vios Vj*nporor 〜 ，豢 pottibH lS?*y wJI notify yw m ocKnnce. H advance 
noficA is not practical, /ou will bo nohKod as soon as possiUo. You will ako be advisod ol 
your right h? Mo o coirfilainft wilK the fOC. Vour lalapKono comporTfr might males changes 
in ilk fooiih«&, aqulpm«Mit, oporatiora, or pfDC«duf<H lK)t could affiact fh« propov oparcHlon 
of your equipmonl. f they do, you will bo gr>cn advance noh'ccso you wil h<^« ffto oppor- 
Ktn4y lo maintain unirtMtrupA^d »erviw II ^ou eKpwie«K« froublv wUh lhi» equipment, 
piaase contact fho manuladuror, or look <rf&a«<hQra in fhts manual, ior warnanty or repair 
intonnotion. Your folephorvo comparr〆 might ask you to disconnoct Hiis oquipmont Vom tho 
notwork unlkl iKo pvobUNn hoi btMrk corractad or umIiI you ora «ura that !h<t «quipiruMit a not 
malkmctioning. 

Jhh ifqvtfjnient may not b» uwd on coin »«rnce provided bjf k?i»phon« comporTjr, 
Coonochon to party linos is subfod k> slate tarifk. Conlact your stale public uhtAy comms 
sion, public sorvico commesion, or corporation conunssion for mora inlonnahon. 

Thb aqnipmant indud«M outomaltc d‘al“g capability. Wh«n programming and/or mak«^g 
last calk (o ofnergone^ numbers: 

• R«mvin on >H» line ond ««plain k> rtw ditpok:her rtw rvo«on lor iKo cdl 

• Parfomi such oawitios in Iho all poak hours, such as oar^ morning or lata ovoning. 

Not» Tho FOC hearing aid compatibility rules kx tdephornis are no» applicable 
P^f to fhlt Aquipmant 




f)»o lolopKono Consumer Prolodfon Act ol 1991 mdu» H unlowrlul for ony p«non to 
compulvt of olhe» <4 ?kJ»wk de«ke. including kw mochine*, lo，cnd <iny meemge i 
such mossaqo dooHy contains in a margin at fbo lop or bottom ol ooch fransmittod pogo 
or on first pogo ol Iransmissiorv iho dato and time i is sent and an »dcr#ification o( ihc 
bu&inau, olhttf ontlty, at odhof aviMdwal Mnding rNa owMaga and tha r«lapbo«w» numbaf 
of the s«r>ding n>achin« or such busness, oHxr cn• or individual. (The talapKonc numbor 
provided migfc# nof a WO numbef cw ooy olh<» r»umbr»r kx wKich chargee e«ec9«d loed 
or long distance transmission cbarg«fi.) In ordor to program tKs information into /our lax 
moc^Mntt, you should complch> lh« stops ciascribod in iho softworoL 
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カナダの ユーザに 対する告知 


Not« d l’att«ntion d«s utilisat«ur« du r‘《«au ukphon»qu« 
Canadian/Notice to us«rs of fho Canadian f«Uphon« network 

C«l appar«l «&t con lor ma aux tp^oicaUoni tochnlqu«& 4qutp«af)Minh tormktauui 
(flmsuslne Canado.lo numbro d'cnregistromonl oHcdo do la con form iM <io I'apparod. 
L'obr^iation C qui p» 叙 ^ d^wnsgwlrvnuffil indtque qu« rertrugiiltwwl a 相冬 
offoduA dans le cadra d'MM Dticlantfion do conlormiM stipulanf qoo bs specifications 
lochniqMB d'lnduslrio Canoda ont ete raspoctbos. T Idarrnioim, cdte obrdvnatioo no signiSn 
<m oucun cot qu« I'apparttJ a MA vokdA par tnd««lna Canoda. 

Ibur lour propro sbcuriM, les ufilisalours dotvonl assuror quo les prisas btodriqucs relittm 
6 b lerre de> lo 90vrc« d'alimenlcKion, dtM lignm !4l4phor>k|uee H du cvcwM m^illiqu^ 
cf*olim«r«lahon on oau sont, I 0 cas fich^ant, brandites las unos oux autras. Cado prdcaiKion 
est particuliAromofit imporlanto dans Ub zonos rurdos. 

• iorc|u« Ia numd«o RfN ^ 

1 roil torminol fount i> uno i 


I (Rlng<M fqu(*aktnc» Numb<M) aHriboA 6 cbaqui 
td*co(ion sur le nombro maximal do IvnninauK 4 


^ ^ ^ 刪 *™^ „ „ • •咖如 _ 匪和 

l»v#ent 物 e connect d woe Mew^oce l^f}Konk|V9 la ler«ninabo« d'une 
intorloca pout so coirposor da n'lirpoite quollo combinaisort d'apparols, 4 
condition tfjo !• totd d«s numdrcs RtN no d^passe pas S. 


Bq« 6 sur Im rteubofi tMh FCC fVvtiA 68, la miirMWo RFN d« ca prodmt 0 OB. 

Hiis oqjiptiMrvf moots (He applicable Induslry Canada T«nrtind bquip«nont Tachnkd 
Sp«ci(kx)liom. Dhk it wnfcfmed lyjr Ihe (egitiralion nuiriief Tho abb«v«ialioo k. beHw* ||mp 
registration nMinb«r signilios rbat ragistraHon was poflofmod basod an a Dodaration of 
Confiormiy ir>dica(ing that Industry Canoda tochnicd spocilicahons wan mot. It doas not 
Imp^ that Induttry Conoda oppn>#«Mi ttu» «qulp«nant. 


lAcrs should onsura for thoir own protection that iho dodricai ground corvnoctbns of the 
po^fifi ulil 〜. telephone line» 明 d inlemol mtMolic wcH ， p«fx» cw 

connodod 10901 her. This procoution might b« parliculaiiy important in rural aroos. 


Not* lh« RtN (Ringor Equr>tilonc« Nv»nbcr| assignod to oadi terminal device 
provide an indkoAon of ftw moxunum rvtunbttf ol tormoaU albM > «d to ba 
connodod to 0 tolophoo« intoriaco. Iho tomi nation on on intcriace might consol 
of onf combinalton of d««k«» subjod on レ lo lh«? rvquirwnenl Ihad sum ol 曹 
Ringor Equr^alanco Numbors ol oil Hw d«r#ic<a doas not OMceod 5. 


H»« REN for (his product is O.OB, basod on fCC fbrt 68 Inst rasulh. 


欧州経済地域の全ユーザに対する告知 


Notk« to UMrs m th« turopean tcoiu>mic Ar«a 

C € 


b<» coiwMkctod to Hut onclog S^nlichfid Td«coinmiinicalk)o 
can Economic A/«a (EEA) counlri«s/regions. 

01 ， 10 mw wAxled MfNings. v«f*icK mvM be fwM V> u»e 
in a coufriry/ragion othar than where (ho product 
Howl«M Pockofd Company if adiiitional product 

CMtory. 

tHo manufcxKjrvr n accordance wirt» Dirvcf^o 
singMenninal connection to 1K9 public iwlkSod 
ktlophone notwori <PSTN). Howovor, duo to dWktraooos b«lwoan tho individual PSTMs 
provided in diHoront counlriaB, tho appro^nl (ioos r>of, of ihdf, gtvo an uncondiKond 
atfrurancA 0( «ucc«*ilul oparalioo on <M«ry PSTH natwork terminal bn point 
In tho event ol probtoms, you should contact your aquiptnan 曹 supplier in iho first instanc«. 
Thb «qvf>ine «4 is detigned (or DTMf ht»f didmo and loop diKonnvd did*ng In lh? 
unlike evant of probloms with 10 op disconnoc! aiding, i is rocommfirKiod to uso this 
w^ipmonl on^ wiHi rfw D?Mf ton。dal scifmg. 


Thb product i& d«&^9n«d I 
t4afwoiks (FSTN) of Hto Ew 

f の Ht co*npcHib4ify d«pentis o« a 
tha aquipmont 00 a lalaphone natMOi 
was purcKasud. GonKxt Iho vondof 
lupport it nacM&ary. 

Hits oqu^pmen 會 has boon codified by 
1 < W / 5/€C ( wtne « 1 〇 lof K>n Eu » op«n 
ktlaphooe noK^ori <PSTMJ. Howovor, di 
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ドィッ電話網ユーザへの告知 


Hinw«is Hir B«nutz«r d*utsch«n T«l«ronn«tzw«rics 

Oieww HPfo* ifl# wr lur d，AmtWww «inee onoiogeti fV 
IFSTT4) godacht. SchlioAon Sia don 1AE NTe^onsI 
HP AJI-in-Ono amthaitcvi ist an di« Wandsteduioso (TAfc 6} Code H 
ok «in7olfNM Gttrdf und/odm m Vwbindunq (nut Modlivn Ah&cNm 
scfMjo (ndgaroicn worvasndc# warden. 


Wephone f 4t4<wxirk 
Liaianiinilang dos 


dor im 

Dieses HP-fa* kann 
Nui&) mil andaettn 7iK|alafr- 


ワイヤレスに関する規制情報（一部のモデルのみ） 

このセクションでは、ワイヤレス製品に関する以下の規制事項について説明し 
ます。 

參 高周波暴露 

• ブラジルのユーザーに対する告示 

參 カナダのユーザーに対する告示 

參 台湾のユーザーに対する告知 
參 EU の規制に関する告知 

高周波暴露 


Exposure to raaio rr^qu^ncy raaiafion 


A 


Coulion The rod«at«d oulpitf poww 〇 4 is far b«k>w the Ka. rudio 

Iroquoncy onposursItmls. tKedsvico shall do usoa in sucha mannor 

lha 會 tha potential for human contact during nocmd operation is minimized. This 
pfoduc! ood orr〆 altachad ttKtomol anlKMva, il iufipocVMi &hafl b« placed m uich 
a mannof lo minmizo the potential ior human contact during rxirmal operation. In 
ocdcf k> o*oid Ih 费 possibility o4 «wceedin 9 Ihe KX radio frwuwncy wpoetiw ， 
lands, human prcudviity to tho antanna sholl not b« loss ihon 20 cm |8 inchos) 
during normal oparalion 


ブラジルのユーザーに対する告示 


Aviso aos usudnos ik> Brasil 

Eslia oquipainonlo opera «n career socunddrio, isto n^o Han dirarto Q protocAo 
cortra intorfcrencio pmjuaioal irtasmo <io oshscoos 60 mosmo tipo, « ndo podo causor 
inltarferAncto o u<l««noi opocoodo 細 cotC^u pfimOno. (Rm.AI ふ TH ?OT/ 500 1). 


カナダのユーザーに対する告示 


Notice to uMrs m Canaaa/^ot* a l'att«ntion cUs utilisalturs Canadians 

For Indoor !!••• T)ih upfraruHn tioe* not wcerd lf«p Ocm 8 Iim4» iof roiiio r»oi» 
afnissions Irom (ha digital apparatus sot out in tfto Radio knltorfaronco Rog^lalions oi IHa 
Canodbn Dufxirlfnon^ ol Communications, the internal wv«lass radio complies wi4i RSS 
210 and RSS GEN ol hdudry Canada. 

Utilkvr a I'intvrWvr. lo pnbon^ apponjH numoriquo n om<# pas d« brvit radiodoctriquo 
(iApa«»onl le« lim^w applicobkn ow* ofiporvils nunt^riquee d«* b da»<* 6 prcvaiHn dan» 
lo R6gt«n>ont sur lo brood logo radiodoctriquo Adid6 par Iq mintfiMre dos ^ommumcafions 
du Canocki le composant Rl~ intvme ast conlonno a la rtorme RSS-210 and KSS G€N 
d'loduttlna Conoda. 
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台湾の ユーザー に対する告知 


低功率電波軀射性電壤赁珲辦法 
第 十二 條 

纒 a 式 K 9 合格之《功奉射鑕電 _ . 菲軀 irw . 公 均、 _ 轤钂•用省均不褥镰白鼸更钃 

寧、加大功寧讓變更 R 計之柃性及功能， 

第十四條 

ft 功串射_電_之餐 A 不梅彰 VAH 安含 R 干擾合速)8鬌 ： 鐮謇藿有干！(職象時.廳立 
V # 用. It 改善2鏽千蜃時方得繼績使用， 

_項合法邏管.指该電«法規定作業之鱉繍電通«, 功寧射麇電钃須忍受合法通雷讓 
ェ戴、科學及醫雖用電滅幅射性《_雕備之干 fh 


EU の規制に関する告知 


European Unk>n R«gulaforv Notk« 


Prodfdi bftofing rtw* Cr marl 109 comp レ with rha iaHcx^tng TU DirttctU«*. 

• low VoHago DirodWc 2006 /^ 5 /EC 

• EMC 7004 / tOS/fC 


CE complianco 0( this 
odapl^r pfovided b|T HP. 

If tKk product h<& UtUkromnuiA kxitiom hincttoAolity, it ako comp^MUi 
roquiramenK of Hio 10110 wing HI Dirodwo: 

• RinF Dir«ct»«« 19W/5/IC 


wiK the corrad CEmaikad AC 


1 tha fitMtnfid 


Gompliancfi with those diractf^cs iirplios contonnir^ to Karmonizad European standards 
(European Norms) rtiat orv lie^d in fho EU CV<kmi#ion 0( Conform^ i»»M9d by HP fot lhi» 
fvoducl of pfodact lamtly Bk« ramplkinc* i& indicated by tKo follow log conformity 
marking placed on iho product 


C €® 


H>e wintless talocotnmunkations functionalitfr of this product moy be used in Hhi following 
EU and PFTA couMlnM ： 


oigium, Bulgaria, L.yprus, Izodi Kapubiic. Donmark, Estonia, Finland, France, 
Germany, Gr«ece>, Hwgoiy. Icvkind, Mand. Idly, lalvk), U«ch 190919 in, lilhuanio, 
Uucombourg, Malta, f lotKortands^ Morwcr^, (bland, Pbrlogat Romania^ Slovak Republic, 
Slovonia, Spo«\ S^odon, Swo>zcHand and UnihxJ Kingiiom. 

Prodocls wllh 2.4-OHz wir«l«&s LAN d^yUat 


Franc« 

For 2.4 GHr W»»t>lw» LAN operation of rhi) preniud cortoin nsM»idion» app^' ル ^ 
product may bo usod indoor (or Hia ontina 24002483.5 MHz koquoncy band (channak 
VI3|. for outdoor uso, only 2400 -24!>4 MHz ircquoncy band Idninnds V9) merfr be usod. 
For tliA kifMt raqiiimnantt. ht!p://www.arMid«r<Mn.lr. 


Haty 


liopn*e rvqo«*wJ 
Frequonc〆 Plann 
hmqiNinzel. 


fof Verify wilft yo«r 如 aler or d«r«c#f wilK 0«fierd OirccHon iot 
ing and Mano9«nQflt IDiraziono Gcn«ralo PkmilicaziorM 0 GostionQ 


オーストラリアでの有線ファクスの接続について 


In AAJslrdia, tho frfr dovico must be connected to Tdocommunicafion Notwork rhnx^gha lino 
cord whkl» m«#» 出， r«iquir«menl» of lh« Technical SlDmioid AS/AOf S 008 . 
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規制モデル番号 

規制の識別を目的として、ご使用の製品には規制モデル番号が割り当てられて 
います。お使いの製品の規制モデル番号は SNPRC -0801-01 です （HP Officejet 
6500 Wireless All - in-One または HP Officejet 6500 Premier All - in - One ) または 
SNPRC -0801-02 (HP Officejet 6500 AH - in - One )。 この規制番号を、市販名 （HP 
Officejet 6500 Ail - in - One ) や製品番号と混同しないでください。 


規制モデル番号 371 
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適合宣言書 



DECLARATION OF CONFORMITY 

actofxinq k> ISO/EC ! 7040 1 and IN 170401 


ftuppli»r , » Nam •: 

dccftarM, tttai (Im prodtK 曹 
>io«luct Nam«: 

Kv^Uatory Mo«M Numbw：" 



ftodlo ModoU NiMnbvr： 


HcviWihiclaoRl Cxn^atf 

60, Aiumdn Tvr«a, 9 07X11 Tk* Caolscii, Sttgapert 1 18502 

HPOfk^pt 6500 S«n_ 

SMKCOS014>1 

M 

RSVID0707 


co*if«nn» »h# following Product Sp*(tfkanoi«s and R*o«lat(«nc: 


SArmr> 7001 /in^w 7001 »au 7004 

EN 603 ?51 1 外 4*A1 20OT-A2 2001 


CMC ： CW 22.20 W/ €M 55022 2006 CVm B 

ENSS 024 :)M 6 «AU 001 ♦A 3 J 0 O) 

IN 61000 -»}: 7000 ♦ A) 700S 

EN6100I»J ： 1905.*1 2t»1 

FCC Ofi «7 hit IS Gaul /CB^)0(3 Ium 4 GmB 


TIltCOM 


0001 40»1 VI61 2005 /B4J0I 49917 VI .112002 
EN 300)21 VI J.l ：}006 


112 ， I 作 _ 

FCC i^k^cni 47CF»Ni 

*A9A*A^1 «A J«A4 UWan 

CS 03 , r«bKIW 


- t*nMl l«yi yr—m 


vpp4vm»n*ory Inlocmotlon 

IS( 9«s4k<l • MM)»a4 4 C*} 410101 
Ma<»< Ni*v|«r • fi* nor p*edmi 
carfoiad «4 轟 raiat*| *]•* c 


kto" MenU^ WW* «ttyi m»><n c4lte ヂ fh* 

timHm w* 4c<u««*k*«n tmf _»c>k ，》 »“ 》 >ie«41 rotba 


? IS* comflm »«i *« »y*r*c_« fa»lo» Vafe^« Cmk*«« 700^.^V#C. IMC 300 «ノ I0MC 

4 WTI ^WIC «“ K» '"»H£ ひ 

20022002 /V5/IC 


i. T>ai f*sa»cl oamfi m *<4 TttJ I ：l Wl, cIojm 4.7.1 d 
<i*«M471 


4 TH» C^kv 

，《9 to* CMM ^SfvAy 


I ，一 “ ICCWw Of, 
i »_>4 —c c. C2l #«> 4c»c« i 


• wAvkii»#w 


caw^rtw «<#i ES 


rtBv4««vKC ♦技 


& !W fjrt^tel m 


4r^fM«ica 



L«mI la* »ap*«« wty: 

tV€A »«M4wAKla«i C«_K Sum* 140 TIID4 S«r»w. ^ .« 

US* ★■MhK W »MKr^.S« U S A 
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DECLARATION OF CONFORMITY 

TT^TT ocso^diegKilSO/IK ： 1705 aio-dEN 17QSO-1 


Nnx- 

Wp 一 •，.* Mdditt. 
d»clari»«, that tfn» predvcl 
Pr*AMl Now*. 

R*ywl«itary M«4»l Numlwfi’ 
Pr«AMl O^Mmw- 


H^«4et«(Kiod Company D«C*< 5M>»C-0W» 02-A 

¢0, AlHoandra Unooc, # 07Ot 1h* Cavltci. ^ngapoi* I 1850} 

M?Of»c«*tl M0QAl4*O*c • 分 rtM 

SN*tC<JWt<l2 

AM 


conlocms to iHo loAewlitg Product SfM<lfkallo«)s and KaquIaMom. 

SATETY ： «C«09»1200< /EM«0®» 1200* « At* ： 

ENM63S-1 2C02*A2 ： 2001 


OS« 22200 5/04 55CS2 ： 2006 Ckm 

INS 5034 1994 *AI TOQt **22002 
EM*t«OOJ2 2CC0. A2 20W 
£N 61000 ^31 «9S «Al :2C«1 
KXCM4M4rtlSata(l /CBCW. 

nui )：iw 

•CC »w4k <nt K«9laio«i 4/Cf* rortAI 
TV^MAJ »A2 *A3*A4 T«A*cBfwv*«i 
CS^U .FMI lu*«4 F^»200S 


Ki#«r« - T_ 


Swpf>l««Mntary Information. 


T“prai>ciii s»»» 

m ‘• mm p 
c««lu«wJ r*i*U*«g 

T W pruAr.tu 

&*• untti 

7COJ.WC 


o ftBou4aton Hrtkm <*4*e^ >ta|o aipwe^ af 4« T “ • 

M* *• o^jMvy «jo:»xria>a* <iM M ti« f«^ar 


k 〜 r*jiU»^) Mvwor #w M*^** 1 * 

“ ， vt li« D*«<Wv 

[!*•«*•• .W ノ .5/K- and camrnt ti< CE-vaimq ocs&niin^Y 

C Rom Cmk««« X03/9V«C 

T “ prtf^J <.v^tkn 

ck»M *-7.1 . 


2906 .^/IC 4. EA*C 

dv^y.UaiMiM •<w4m 


J0O3/9VIC 

T|*2» .19«8 fDC<*or««««t*(.\ *4 i 


3004 /109, 

W€££ DiMctM 


. T W« Dvmm w#i ^*rt IS dfca FCC fta^». •» 4« Cend^cMi (I I Ha danx* 

Ml <omm k^nWI <mI |3}4k vm( oc<*f4 am r*w^nwc» nc^trmA. ymimfc* №41 

mat «r««ik9«. 

.yoi»e» 00 >■*»< « 0 Np»oql oa^|«w»e*. 


i4nv«p«r« 

ApH 20M 
l«4«l ♦•»!*•# Nf »»1 

MA H»»4t»Bctoi« 


OnM* *Wm6m9« 1*ibm ”N4 。 

IQtti *W.. S41CM. U&A M04I7 I(AI 
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環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 

Hewlett - Packard では、優れた製品を環境に対して適切な方法で提供すること 
に積極的に取り組んでいます。この製品では、再利用を考慮した設計を取り入 
れています。高度な機能と信頼性を確保する一方、素材の種類は最小限にとど 
められています。素材が異なる部分は、簡単に分解できるように作られていま 
す。金具などの接合部品は、作業性を考慮した分かりやすい場所にあるので、 
一般的な工具を使って簡単に取り外すことができます。重要な部品も手の届き 
やすい場所にあり、取り外しや修理が簡単に行えます。 

詳細については 、 HP Web サイトの次のアドレスにある「環境保護ホーム」 

にアクセスしてください。 

www.hp.com/hpinTo/qlobalcitizenship/environment/index.html 

このセクシヨンでは、次のトピックについて説明します。 

• 用紙の使用 
參 プラスチック 
- 化学物質安全性データシ_卜 
• リサイクルプログラム 

• HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 

參 EU の一般家庭ユーザーによる廃棄機器の処理 

參 雷力消曹 
• 化学物質 

用紙の使用 

本製品は DIN 19309と EN 12281:2002にしたがったリサイクル用紙の使用に 
適しています。 

プラスチック 

25グラム以上のプラスチックのパーツには、国際規格に基づく材料識別マー 
クが付いているため、プリンタを処分する際にプラスチックを正しく識別する 
ことができます。 

化学物質安全性データシート 

化学物質等安全データシート （ MSDS ) は、次の HP Web サイトから入手でき 
ます。 

www.hp.com/qo/msas 

リサイクルプログラム 

HP は世界中の国/地域で、大規模なエレクトロニクスリサイクルセンターと提 
携して、さまざまな製品回収およびリサイクルプログラムを次々に実施してお 
ります。また、弊社の代表的製品の一部を再販することで、資源を節約してい 
ます。 HP 製品のリサイクルについての詳細は、下記サイトをご参照くださし、。 
www.hp.com/hDinfo/qlobalcitizenship/environment/recycle/ 
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HP インクジェットサプライ品リサイクルプログラム 

HP では、環境の保護に積極的に取り組んでいます。 HP のインクジェット消 
耗品リサイクルプログラムは多くの国/地域で利用可能であり、これを使用す 
ると使用済みのプリントカートリッジおよびインクカートリッジを無料でリ 
サイクルすることができます。詳細については、次の Web サイトを参照して 
ください。 

www.hp.com/nqinfo/aloDalcitizenship/environment/recv_cle/ 


環境保全のためのプロダクトスチュワードプログラム 
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EU の一般家庭ユーザーによる廃棄機器の処理 




CN»^M*lo( Wwl* (^vapmanl by U*«r> in Mvoto (wraiMan Union 

th*» *wO*a* or or _ pudaa>fiu ••が mwrf my bo Jmpammi «4 wi^i yowf Wn^rad, “St you* lo ol wi#v 

bv handra ,i 〇«*>)〇〇 diwignciWc 8 *«t»<" po*"< *e« *>• «l 00 #» ttviinovl ond «q«,ipw*>< t>i* mco-V* <«*•«'•«" ond < l *cyelx^«* yov >«a«« e* 

IWm rrf H«pn«nl mS hr4p In rrvwiM* nnfc«n( —yur m nnH tWW • rrryWI mn mnrww ihnf fvnMTH ‘《mn hnraH« nnrl _•* fnr «vwvn •^ifiiv#>nn nlv», 

corttfnpaH yoaf moob oqu^pmn torracyHln^ plaaw eortart yOi» leral dly aAn. yourtouwtaW tnaon tiKoWa of #« (hap v>*im you puxhaiad >«ie preduci 

(vocwaftwi d*> Hutp«w»r» umm*> par In < < *>■»■ y « i 4a»i ta fMn «v Mtn “ tUnMn wifptwww 

la p«*»Mvrc d« C" v T * >c *® Ou n» ter mtntHay< inak)Mt que vautr« pom* pa* »<>•« e»«fcorto»mr de m p>o<t>T de la rr*me »Q(en qw? «>• (**^*vx» eou»wh 

Ax imt/o>%oau d* l'4«aMtfion 4« >«• to.iomr^n't ucagte •*. 6 u> ¥*••. '•out fm Hun* <!• I«« a un pe>>« d« o^M pvu> to mydaya <tm 

«V*inqim o< 磺 ot»TV««»« unyM Lc lr\ r««acjoHon n >o ««|Kloap dp vo« <yi>><ipfnr^i </ugAi p>ynv«ani <tc pr&terivf In i«KK»t<n "ak«»>l«»* <fc* I’miutv 

«)w« c«* *q«lpc<tipf*« wr" i«cyd«* 6o"*k *opoad«lo lorat >M<nor«o* dt r<rn»»»-ir»»' , > ^e«ir c*v» d'Wo»mg«ton» )u« b* kew*<l» dM uwgM. ^vlln ««macxr 

anukki\ walm aarvko cW kQltoinonl <fte« n^tmgan ou la magakin oO mu« ovof acH«IA ■» inxIUI 

InHOfgiMg Mn (M»«0ar4M*n durdt 8»wutf iit p 山 9*»n Mnmha>«w in 6m IU 

Olam Symbol out dw"Trodv*e oow daMi Vs^packung gllH on, Oob dot ProduW nkh* i/torwnan ml dsm itetfm.l arftoral wcnfcn do*<. £s do^«r Ivgr \4s«0"(we<twngt dot 

>v> * jwftw *i, 一 • f /vw yr^ FUtw%y»*VM» ri»t tk>% nhy*iytww |y ^ 卜れマ f • 的， f) 一 <<vww»|.ro ttvl rto* 

Ihrar e(Mn ( «li*«oareM um Z»tpu*> *t*t f«ie^i,na iiagr >um ithja dw m< uvl 0 »«ov«iiw eow tM out An wid \V»m racvea * 1 > dkt i*-rw 

Oc5)K-ijv^ ' j* dW Cp»mwic^ w<d «Jw i-iSo»mo«ip>^n dor<A>r^ *<q Sfa «•* ('«4>> 〇〇〇 > 〇>〇 lx" 1 ob<i«b«n bc*vw «rK>*vn SJ« M 

dan B«Ko<d«rv odar do 代 wo Slo dot CanM •rxorban hotMn. 

t^i_Ww«—«» 4i f^«r_ nrtii — 1 >« 4o nttmmmn 4m fan* 4t nal'Uaaan* Iwf «o 

CJua«la v<rty«e f-wcppant i» ptedeMo e tula MfllMkyw irdim fh* i p*Me^< n>M<!•«• aue>« tmaw v> ot«iBxe ag<< *•» ，』， ■> ， dometf イ , (Hi iAuk»' 4 mhw 00 «vHa« 0110 
wmaltmm^o iM« a|mn<ulikiMa> du (oftunum iwbndc% d kiow di muoka l>«Au><o fm i 'IlOu^Iv Ml* opoonK^Wvn «d la * 〇 « 〇(*〇 • II 'cklaggto 

nomK d«i« oppo'scchioiw do •vlfexnoiv In KiMdl vraMnvr*^ forafticonob comarMUkrw dsJ— r.«orw nOun^ • gonnMKoro ch» loll appo>«cct<aiu— •cngano aXtom*e 
f>»pe*o <>«l onb^le e b«Jo de>*o ta\M, fW • 4 omoi^n, «.<> purtM d. ntcee^o 4«<le acpwvc^Mti^e «» «e«**o*e(«i 1 0«»p<« <on<une d< «*i<tenzA 

••virb dl tnntimanlo dai locale 。 II im^eiia pwg il ituela 6 >*alo ac<«u«kiM I pmione 

IImimwmm 6* K»id»«»« 4* aparaWN «<x»»to« y “rt ra wc ci pw par«*d* war«a« dMW»»ta« «n le IWon turofM 

EM* ifenboloanal produdo oanal omboliMt Irdco quomts puada Aaoctaral produclo 卜 rto am to* mUuM domMlcot Itorol conftarto. tt dabs &irt >ar om ripa d« i«Ma ■ 
I'Mpo'tob.idod <W wko 知 «K>« 0 oHoan «n i^rto <t» < 0009^0 rtcic^odo da op«t>* 9 « oioc» i Ooac«t y «l*ctric«« II rockto^* y k> •^co^'tio p<x nponxl^ 4s ^>>(hoi 

•n •! • K» r».* o it* la Jiminoi ： i 4 r ufuiiar^ a iwevto* nokralOTya oomKtm q«* «l f*%.cki• pn>»;a b aokxi r «l nmfia ov>faw**. Sidaiau .<Jwnai» 6 n odkionjl aotra lot 

dof«cle pwed 0 d 4 iar etfo* mMuc* pe>o »ti wrirlod^ pAr^am «n «e«« lot otAoHdo^nt leeala* <fe tu dwoo^ ton tt tf> 4 cte d» ^etf* 6 n do r^'duci do#^ 4 if(co»o eon la 

^♦"do dood* od 4 w<n««l proA<cto. 

IMdoo vyitovllMho zaTixanl ulhaMl * danAamit v iaMdi (U 

T«k> «ucl<j no p^odtAlu rwbona mhn aboly otooCuia. t* *mto enttiiX' «ml byl anjttjm virho*or.rn <*, do«w*ni>io odsadw. Od (■ 〇 <4tf« 10 to. t« vyttoul *• 

，〇 IlMrV bulls insj4>u k tkvUcxi d[i4ki«Kwviycf> UjAarffhli mkl k vmAkKi <fgrik%i|*y«t> ti irf«ibvnrickycri nillnnl L&irfcaatB v^U[>«l>'Aho tof'tmi ntwvwta* r ifm 

tb6-^> 0 <'0p«<w6>>4 0 aoi V.t^ i« »*cyiJoe« p>«bM<r<« Mpitob*^ <*w«>*ieim 1 d»*4 sd-ov^o t~04n( Drfl> infonno(« 。 lo<t\ k»» ^vUtt 

•ytkiui to jo^Usn ： ptadw k rotfUod. mtiala tltkai od Uodfi mU-M ioraotfwo^p, od ipo-M^iot* fro^M^cl imu a “koklaci <tomo»nit«e odpodu n«bo « ebchocM, W» (tW pn»tAl 

•orohsMatM ol oNaMwdtfr* lw bn>«ai* ■ prtrl» hwtKoldninea i (U 

Oet<e tr*««l 06 txodbtoci clor pA onbolaqe id l«nar. ot produce* Uc bcrnfeHea aoiwner med ends* KuV<» : d'M^a*oSaid. I #od«> «r dtfrft on*«r a* borlalalta oHaMmdilyr 
>«d «• ol«^K* d«< 06 d»ll m#d h«nfcl‘ 9«nbrv9 »a oHoUawdtfyr 0«i 09 etti' o*Mut<i¥yr pA 

'diow>*M ter beu»t«*elia •• ««) 'it at bwtn no^iae «m«vmcw og iili<«, al garAyug ‘rvlai Md pAan *Ad*. do» bM*y*>«r monMknn nalbrad «o>« n<il|Ml H»>« &t «• •«• mem 
om, du ton e««v«» d( aMoMk^dViir M Qartvug, um <tu konokM kamwuna% <Im IakiIs «ll*r Oar, tenw^'wg, h*er du k«fe«a pxachhiw 

Alwuar van al|)arfaaik« ■p)wini>iu» 4our yA>«A«n n paitufan huhlKMtank n 6m lurnc ■ UM 

0 * tynhoeiop h«« frotiiiei c> 6 n >ar|MUinr} [>«■«oe*i oal 6 t pnxlufi <■<! no«} «*»rw^ .iAjo«r»-nj -rw* hM Suii>«>xM^ «#»d H« itm o«ro>yi»oordali,ih*id ■«* offyadonte atapoojj 1 
af le towo" op «o oonq^attf … aomolo^ *«»• do •orwoWog *«p giggdtK^JB ekililriKhaon oldMoniKho oofM>^*v〆 Dc g«edxMtao ■ruanv-ra ®« *or~vi<r^ *on i/»* «<(|ottanUe 
oppora'uur cttaopl bi| h» nar wo^r von natuu><i,ko Oronron op NM tw haigatKsA won movioal 00 Mn »<|m dioda ^olugaaovhg a w h« ir i«u bo*ch*^p|. Voot mow i^farnnatia o»w 
««af « v« eppe«o<uur k«<v »oot raeydtng kum v cemoo epnwr<»n m«i ho g*m**x*ntf4 !*• d» cl 4» wrkti <»«o» v h*» pwdua 

Kett oangaKnali 

(rvnaioeMfanMim 11011 <*^»> k«r*aldalo«al» 1 mJiiwK k»i(tnin* (vraopa ImIot 

<ul ioo*el v^i locyo ookona I o#» Me ^y«fcoJ. e *o^ «eda k>otiv Wvsia oWi*j*a*T^o Kfto me^j% on 一 to iofti«KAs へ Modo «dWw ««enaNud eW#'i e^lroofUAiBwJifiale 

uMnniahic LMiioer•<»«•>! «eodv«<« MtUi keguiri-w |〇 kA<«mine a«ob *Milo Iwytusvamixl togaefa. <1 kAtanWw >r> tmmiii Mrwiot* UMUse^iralc elwJl 

littMBDWM v^a kot«a. b>u «k*> irAiaanltna taodme kiMtnninoki no. > 


«a^e on y*o toocio mMuM oW# “ t° 14090 

k> IwMiuMamixl «tng 1090 do e< ： r- wvo lemiele ia hfriitkeordc 

)kotntliuti ommoliitutaai. olmnfBoraMs jklrtaarim it^unklai xa koufNuw^ kni In wodino 

: •s-.n 

HAwMM«i«n laNttdan koiitafcvttMtM itfroepon untenn oiwi»la 

Io»"0 •x*d«»o «o ； ot polio-Vy?w» olfNO wwv^lrlo oioJ««>, rwa <jmrfta S too tohK>«i«MS4co "vMjno <Oy*V>jo« xlvell^M «n Kaeieiw'o sSmi. c"« hO-^iOBvO to;«o 

H^«tMoonteMp» )0 *Mk«n~tkai«>M)««un Ma«M>t»n«n to *r.' 1 ««n luMOyt ^ li«r<o*^« taaivia lu«<v<o<M»rO|a. No.a ie.m«nalo «ar^«r«»>» myM. 

cm kmnofyt npnNuu ImcMa. pin nnfatas (Hmiilan MKw^aa p y^Brtaaa ioal kmnooaa IWMitc^a (OHMtei kiar^M^tfwbiMa pahoflitila yMramnluha. (Oluy>«iaiha <al kjoltaan 
iQilaanrvyfata 

An^wt*) amowr wg^ n oiw win* (tvwnaHu^ (vw«q 
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電力消費 

スリープモードになっている間は使用電力量が大幅に減り、製品の性能は維 
持したまま、天然資源や電気代を節約できます。本製品の ENERGY STAR ® 認 
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定状況については、製品データシートまたはスペックシートをご覧くださ 
し、。適合製品の一覧については、 http://www.hp.com/qo/enerqystar でもご覧し、 
ただけます。 

化学物質 

HP では、 REACH (Regulation EC No 1907/2006 of the European Parliament 
and the Council ) などの法的要件に準拠するため、製品に使用されている化学 
物質に関する情報のお客様への提供に積極的に取 y 組んでいます。お使いの製 
品の化学物質情報に関する報告書を参照するには、 www.hp.com/qo/reach (英 
語サイト）にアクセスしてください。 
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サー ド パー テイライセンス 
Expat 

Copyright (c) 1998,1999, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd 
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, 
and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS 
OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR 
OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR 
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

OpenSSL 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights reserved. 
This package is an SSL implementation written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com).The implementation was written so as to conform with 
Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the 
following conditions are aheared to. The following conditions apply to all code 
found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the 
SSL code. The SSL documentation included with this distribution is covered by 
the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code 
are not to be removed. If this package is used in a product, Eric Young should 
be given attribution as the author of the parts of the library used. This can be in 
the form of a textual message at program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 
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Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1■ Redistributions of source code must retain the copyright 
notice, this list of conditions and the following isclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written by Eric 
Young (eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic' can be left out if the routines from the 
library being used are not cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative 
thereof) from the apps directory (application code) you must 
include an acknowledgement:"This product includes software 
written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ''AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE 
OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or 
derivative of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied 
and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence. 


Copyright (c)1998-2001 The OpenSSL Project. All rights reserved. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 
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1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit, (http:// 
www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must 
not be used to endorse or promote products derived from this 
software without prior written permission. For written 
permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called 
"OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without 
prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the 
following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit (http:// 
www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ''AS IS" AND 
ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 
ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING 
IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim Hudson 
tjh@cryptsoft.com). 


Copyright (c)1998-2006 The OpenSSL Project. All rights reserved. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this 
software must display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSLToolkit. (http:// 
www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must 
not be used to endorse or promote products derived from this 
software without prior written permission. For written 
permission, please contact openssl-core@openssl.org. 
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5. Products derived from this software may not be called 
"OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without 
prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the 
following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit (http:// 
www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT 
"AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE OpenSSL PROJECTOR ITS CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, 
OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by trie Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com). 


Copyright 2002 Sun Microsystems, Inc. ALL RIGHTS RESERVED. ECC cipher 
suite support in OpenSSL originally developed by SUN MICROSYSTEMS, INC., 
and contributed to the OpenSSL project. 

SHA 2 

Plastic parts over 25 grams are marked according to international standards that 
enhance the ability to identify plastics for recycling purposes at the end of product 
life. 

FIPS 180-2 SHA-224/256/384/512 implementation 
Last update: 02/02/2007 
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Issue date: 04/30/2005 

Copyright (C) 2005, 2007 Olivier Gay (olivier.gay@a3.epfl.ch) All rights 
reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 
are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. Neither the name of the project nor the names of its 
contributors may be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE PROJECT AND CONTRIBUTORS 
''AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE PROJECT OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY 
OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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記号/数字 

[ OK ] ボタン20 
[カラー スキ ャンスタート] ボタ 
ン21 

[キャンセル] ボタン20 
[スキ ャンスタート] ボタン 
カラー 21 
モノクロ 21 
[セットアップ] ボタン21 
[フォ ト プリン ト] ボタン21 
[ヘルプ] ボタン21 
[迷惑ファクスを拒否]ボタン 
20 

[戻る]ボタン21 
10 x 15 cm フォト用紙 
コピ ー 116 
2面印刷53, 54 
4 x6 インチフォト用紙 
コピ ー 116 

A 

ADF 

サポートされている用紙のサ 
イズ40 

ADF (自動ドキュメントフイー 

ダ） 

原稿のセット33 
容量33 

ADSL、 ファクスのセットアップ 
パラレル方式の電話システ 
ム 151 

D 

DOC 372 

DSL、 ファクスのセットアップ 
パラレル方式の電話システ 
ム 151 


E 

ECM. を参席エラー補正モード 
を参照 

Ethernet 接続22 
EWS. を参席組み込み Web サ 
ーバを參照 


F 

FolP 106 


Hewlett-Packard 社よりのお知 
らせ3 

HP Photosmart Studio 28 
HP Photosmart ソフトウェア 
28 

HP ソリューションセンター 
132 

HP ソリューションセンター 
コンピュータへのスキヤン画 
像の送信58 

HP プリンタユーティリティ 
(Mac OS X) 

管理者設定129 
パネル 137 
開く 136 


IP アドレス 

デバイスの確認317 
IP 設定143 

ISDN 回線、ファクスのセツトア 

ップ 

パラレル方式の電話システ 
ム 153 


Mac OS X 

HP Photosmart Studio 28 
HP プリンタユーティリテ 
ィ136 
印刷設定53 

ソフトウェアのアンインスト 
_ ル 199 

ソフトウェアのインストー 
ル 185 

デバイスの共有 186,187 
特殊な用紙またはカスタムサ 
イズのメディアへの印 
刷48 


フチ無し印刷50 
ワイヤレス通信のセツトアツ 
プ191 

Mac にファクス 
使用開始91 
変更91 

Memory Stick 力ード 
スロット、位置64 
挿入63 

MMC メモリカード 
挿入63 

〇 

OCR 

スキャンした文書の編集 
61 

トラブルシューテイング 
281 

〇 HP フイルム 
コピ ー 117 
On ボタン20 

P 

PBX システム、ファクスのセツ 
トァップ 

パラレル方式の電話システ 
ム 153 

PCL 3 サボート357 
PC ファクス受信 
使用開始91 
変更91 

Photosmart Studio 28 
Photosmart ソフトウェア 28 

R 

readme 13 

S 

SD 力ードメモリカード 
挿入63 
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TWAIN 

スキヤン 59 
ソースを 有効にできない 
282 

U 

USB 接続 

Mac OS X のセットアッ 
づ 185 

Windows のセットアップ 
179 

使用できる機能22 
仕様356 
ポート、位置18 
ポ_卜、位置の確認17 

W 

Web サイト 
Apple 186 

アクセシビリティ情報16 
カスタマサポート342 
環境プログラム374 
サプライ品とアクセサリの注 
文339 

サプライ品印刷可能枚数デー 
タシート357 
ワイヤレスセキュリティ 
189 

Web スキヤン 59 

Web ページ、 印刷 55 

WIA (Windows Image 

Application )、 スキヤン 59 

Windows 

HP Photosmart ソフトウェ 
ア 28 

HP ソリューシヨンセンタ 
—132 

システム要件357 
ソフトウェアのアンインスト 
—ル 197 

ソフトウェアのインストー 
ル 179 

デバイスの共有181 
特殊な用紙またはカスタムサ 
イズのメディアの印刷 
48 

ネッ トワークの セッ ト アッ 
プ 182 

フチ無し印刷50 


[プリンタの追加]によるイン 
ストール 184 
プリント設定52 
両面印刷54 

ワイヤレス通信のセツトアツ 
プ190 

Windows Image Application 
(WIA )、 スキ ヤン 59 


X 

xD Picture メモリカード 
挿入63 

xD-Picture メモリカード 

スロット、位置の確認64 

あ 

赤目除去 

メモリカードから印刷67 
明るい、トラブルシューテイン 
グ 

コピー 277 
スキヤン 284 
アクセサリ 

製品番号340 
セルフテスト診断ページ 
139 

アクセシビリテイ16 
新しいデフオルト 

メモリ カー ドから印刷68 


い 

—度に2枚以上給紙される、卜 
ラブルシューティング273 
_ 斉送信、ファクス 
送信75 
色 

くすんでいる260 
インク 

少ない 246 
用紙の裏に筋266 
インク カート リッジ 
位置18 
インク不足246 
インクレベルの確認202 
印刷可能枚数357 
オンライン注文339 
交換203 

サボート対象 340,356 
状態126,139 
製品番号139 


ヒント201 
有効期限139 
インクカートリッジの交換 
203 

インクのにじみ249 
インクホルダー開閉カバ _ 、位 
置18 

インクレベル、確認202 
印刷結果の品質低下249 
日付スタンプ 

メモリ カー ドから印刷68 
印刷設定 

印刷品質248 

印刷速度が遅い、トラブルシュ 
-ティング229 
印刷ドライバ 
設定52 

印刷品質レポート214 
印刷品質 

インクのにじみ249 
印刷部数ボタン19 
印刷 

DPOF ファイルからの写 
真65 

インデックスシート66 
遅い229 
キャンセル56 
設定52 

短縮ダイヤルエントリ 
105 

トラブルシューティング 
228 

ファクス 85 
ファクスレポート 108 
ファクスログ 110 
両面 53 
印刷 

Web ぺージ 55 
意味不明な文字237 
印刷出力の歪み256 
印刷品質レポ_卜214 
薄い260 

遅い、トラブルシューティン 
グ271 

空白の印刷紙246 
診断ページ214 
縦の縞模様264 
トラブルシューティング 
232 

何も動作しない238 
品質、トラブルシューティン 
グ249, 253, 258, 263 
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ファクスレポー ト112 
封筒が正しく印刷されな 
い232 

フチ無し印刷失敗233 
プリンタステータスぺ一 
ジ139 

ページの順序が逆242 
メモリカードの写真65 
余白が正しくない242， 
244 

インストール 

両面印刷ユニット51 
インストール 

Windows ネットワークソフ 
トウェァ 182 
Windows 用のソフトウエ 
ア 179 

トラブルシューティング 
318 

[プリンタの追加]、 

Windows 184 
インターネットプロトコル 
ファクス、使用106 
インデックスシート 
印刷66 


薄くする 

コピー120 
薄くする 

ファクス 80 
組み込み Web サ_バ 
Web スキヤン 59 
システム必要条件359 
説明133 
開く 134 
ページ135 

え 

エラー補正モード81 
エラー補正モード、ファクス 
99 

エラ_ メツセ_ン 

TWAIN ソースを有効にでき 
ません282 

デバイスのコントロールパ 
ネル26 

エラーレポート、ファクス 
110 


お 

応答呼び出し音のパターン 
パラレル方式の電話システ 
ム 154 
変更98 

応答呼び出し回数97 
送り先ボタン19 
音圧362 
温度仕様362 
音量 

ファクス音102 


か 

力ートリッジ. を參照イン々 ： h 
—トリッジを參照 
回線状態のテスト、ファクス 
292 

解像度ボタン20 
解像度、ファクス78 
解像度 

ファクス 20 

確認レポート、ファクス108 
カスタマサボート 
電子342 
電話サポート345 
保証349 

カスタムサイズのメディア 
印刷48 
ガイドライン39 
サボートされているサイ 
ズ43 

壁側のモジュラージャックのテ 
スト、ファクス 287 
紙詰まり 

避けるメディア38 
用紙320, 323 
カメラ 

メモリカードを挿入する 
63 

カラー 

ファクス 77 
カラーコピー 114 
ガラス版、スキャナ 
原稿のセット32 
ガラス、スキャナ 
位置の確認17 
クリーニング221 
カラー 

コピ ー 121 

カラーテキスト、および 
OCR 61 
環境仕様362 


環境認可プログラム374 
監視ツール126 
管理者 

設定127 
力 _ ド 

ガイドライン39 
サボートされているサイ 
ズ41 

トレイのサポ _ 卜44 

ぎ 

キーパッド、デバイスのコント 
口ールパネル 
位置19 
技術情報 

コピーの仕様 360 
スキャンの仕様362 
ファクスの仕様361 
メモリカード仕様363 
規制情報369 
規制モデル番号371 
キャンセル 

印刷ジョブ56 
コピー 124 
スキャン62 
キャンセル 

スケジュールされたファク 
ス 75 

給紙の問題、トラブルシューテ 
ィング272 
共有、デバイス 
Windows 181 
共有22 

拒否されたファクス番号 
セットアップ88 
デバイスのコントロールパ 
ネルボタン20 
レポート88 
拒否するファクス番号 
リストの表示91 


空白ページ、トラブルシューテ 
イング 
印刷229 
コピー 276 
スキヤン 284 
組み込み Web サ_バ 
管理者の設定127 
拒否するファクス番号、表 
示91 
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トラブルシューティング、開 
くことができない317 
ファクスログ、表示111 
暗い、トラブルシューティング 
コピー 277 
スキヤン 284 
グラフィックス 

コピーにムラがある278 
スキャン原稿と異なって見え 
る283 
クリーニング 

プリントヘッド210 
クリーニング 

自動ドキュメントフィー 
ダ224 

スキャナガラス 221 
外側223 

グループ、短縮ダイヤル 
設定103 

黒い点または縞、トラブルシュ 
—ティング 
コピー 277 
スキヤン 284 

け 

警告メッセージ26 
原稿 

スキャン画像の編集60 
スキヤン57 
言語、プリンタ357 


高画質、コピー品質118 
後部アクセスパネル 
図18 

取り外し353 
濃くする 

コピー120 
濃くする 

ファクス 80 
コネクタ、位置18 
コピー 

丁合いコピー 122 
デバイスのコントロールパ 
ネルから114 
余白の変更122 
両面 123 
コピーが薄い276 
コピーがかすれてしま模様にな 
る、トラブルシューティン 
グ277 


コピー 

薄い部分を強調121 
キャンセル 124 
コピー枚数116 
縮小する120 
仕様360 
設定115 
速度118 

トラブルシューティング 
274 

品質118,277 
用紙サイズ116 
用紙の種類、推奨117 
リーガルをレターに 120 
コピーに縦のしま模様が入る、 
トラブルシューティング 
277 

コピーのざらざらしたまたは白 
い帯、トラブルシューティン 
グ278 

コピー枚数116 
コピーメ ニュ _ 24 

コントラスト、ファクス 80 
コント ロー ルパネル 
ボタン19 
ランプ19 
コンピュータモデム 

ファクスおよび電話回線との 
共有（パラレル方式の電話 
システム）162 
ファクスおよびボイスメー 
ルとの共有（パラレル方式 
の電話システム）175 
ファクスおよび留守番電話と 
の共有（パラレル方式の電 
話システム）170 
ファクスとの共有（パラレル 
方式の電話システム） 

158 


さ 

再印刷 

メモリ内のファクス 85 
サイズ 

コ ピーの トラブル シューテイ 
ング277 

スキヤン、トラブルシューテ 
イング284 

サブスクライバ識別コード95 
サプライ品 

印刷可能枚数357 
オンライン注文339 


状態126 

セルフテスト診断ページ 
139 

サポート. を参照： h スタマサポ 
—卜夯参照 

サポートされているオペレーテ 
イングシステム357 
サボートするフォント357 
サボートプロセス 345 
[サービス]タブ、ツールボック 
ス （ Windows ) 131 


システム要件357 
湿度仕様362 
自動応答ボタン20 
( ADF ) 自動ドキュメントフィー 
ダ 

給紙の問題、トラブルシュー 
ティング224 
クリー ニン グ224 
自動ドキュメントフィーダ 
( ADF ) 

給紙の問題、トランブルシュ 
-ティング224 
クリー ニン グ224 
原稿のセット33 
容量33 

自動ファクス縮小88 
緯、トラブルシューティング 
コピー 277 
スキヤン 284 
写真の修正 

メモリ カー ドから印刷67 
写真 

DPOF ファイルからの印 
刷65 

インデックスシート66 
コピーの強調121 
コンピュータへの保存66 
スキャン画像の編集60 
表示66 
フチ無し印刷50 
メモリカードのトラブルシ 
ューティング316 

写真 

赤目除去67 
新しいデフオルト68 
日付スタンプ68 
写真修正 ツールに よる印 
刷67 
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メモリカードから印刷す 
る65 

メモリカードを挿入する 
63 

重要な エラーメッセー ジ26 
縮小/拡大コピー 

レターまたは A4 用紙に合わ 
せてサイズを変更119 
レター用紙に合わせてサイズ 
調整120 
受信、ファクス 
ポーリング86 
手動ファクス 
受信82 
送信71,72 
消去 

ファクスログ 111 
状態 

サプライ品126 
セルフテスト診断ページ 
139 

状態 

ネットワーク設定ページ 
139 

情報の一部がないか正しくな 
し、、トラブルシューテイン 
グ230 
仕様 

システム要件357 
電気362 
動作環境362 
ネットワークプロトコル 
359 

発生音量362 
物理的仕様356 
プロセッサとメモリ 357 
保管環境362 
メディア39 
ジョブ 
設定26 

シリアル番号139 
シリアル方式の電話システム 
国/地域144 
セットアップの種類146 
白い帯またはしま模様、トラブ 
ルシューテイング 
コピー 277 

白い帯またはストライプ、トラ 
ブルシューティング 
コピー 278 
スキヤン 283 
診断ページ214 


スキャナガラス 

クリーニング221 
スキャナのガラス板 
位置の確認17 
原稿のセット32 
スキャン画像の送信 
コンビュータへ58 
スキャン画像の送信 
〇 CR 用61 
トラブルシューティング 
278 

スキャン 
OCR 61 

TWAIN 互換または WIA 互換 
プログラムから59 
Web スキャンから 59 
エラーメッセージ 282 
遅い279 
画像の編集60 
キャンセル62 
スキャンの仕様362 
設定62 

デバイスのコントロールパ 
ネルから57 
トラブルシューティング 
278 

品質282 
メモリカード59 
スキャン 

[カラー スキャン スター ト] 
ボタン21 

[フォトプリント]ボタン 
21 

送り先ボタン19 
コンビュータへ 58 
スキャンのストライプ、トラブ 
ルシューティング283 
スキャンメニュー 24 
スケジュール設定、ファクス 
74 

ステー タス 

メ ツセー シ 25 


せ 

製品の梱包354 
製品の送付351 
セキュリティ 

ワイヤレス設定189 
ワイヤレス通信195 
接続タイプ 
変更194 


接続 

使用できる機能22 
設定 

管理者127 
コピ ー 115 

コントロールパネル26 
スキヤン62 
速度、ファクス101 
着信識別音98 
ドライバ52 
ネットヮーク 141 
ファクスのテスト106 
設定 

音量、ファクス102 
ファクス 78 
セッ ト アップ 

DSL (パラレル方式の電話シ 
ステム）151 

ISDN 回線（パラレル方式の 
電話システム）153 
PBX システム（パラレル方式 
の電話システム）153 
Windows 179 
Windows ネットワーク 
182 

共有電話回線（パラレル方式 
の電話システム）155 
コンピュータモデムと電話 
回線（パラレル方式の電話 
システム）162 
コンピュータモデムとボイ 
ス メール （パラレル方式 
の電話システム）175 
コンピュータモデムと留守 
番電話（パラレル方式の電 
話システム）170 
コンピュータモデム（パラレ 
ル方式の電話システム） 
158 

接続の種類22 
単独のファクス回線（パラレ 
ル方式の電話システム） 
150 

着信識別（パラレル方式の電 
話システム）154 
ファクスのシナリオ 146 
ファクス、パラレル方式の電 
話システム144 
ファクス 144 
ボイスメ _ルと コン ピュ_ 
タモデム（パラレル方式 
の電話システム）175 
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ボイスメ _ ル（パラレル方式 
の電話システム）157 

留守番電話とモデム（パラレ 
ル方式の電話システム） 
170 

留守番電話（パラレル方式の 
電話システム）168 
セットアップポスター13 
セット 

トレイ146 
線 

コピー、トラブルシューティ 
ング277 

スキヤン、トラブルシューテ 
イング283, 284 


送信、ファクス 

スケジュール設定74 
速度 

印刷上のトラブルシューティ 
ング229 
コピ ー 118 

スキヤナのトラブルシューテ 
ィング279 
ソフトウェア 
OCR 61 

Web スキヤン 59 
Windows からのアンインス 
卜ール 197 

Windows へのインストー 
ル 179 
接続の種類22 
ソフトウェア 

HP Photosmart 28 
Mac OS Xからのアンインス 
卜ール 199 
Mac OS XへのインスI 
ル 185 

ソフトウェアのアンインスI 
ノレ 

Mac OS X 199 
ソフトウェアのアンインスI 
ノレ 

Windows 197 
ソリューシヨンセンター 

コンピュータへのスキヤン画 
像の送信58 

ソリユーシヨンセンター132 


た 

ダイヤルアップモデム 

ファクスおよび電話回線との 
共有（パラレル方式の電話 
システム）162 
ファクスおよびボイスメー 
ルとの共有（パラレル方式 
の電話システム）175 
ファクスおよび留守番電話と 
の共有（パラレル方式の電 
話システム ） 170 
ファクスとの共有（パラレル 
方式の電話システム） 

158 

ダイヤルトーンのテスト、失 
敗290 

ダイヤル方式、設定99 

ダイヤルモニタリング72 

正しいポートのテスト、ファク 
ス 288 

短縮ダイヤル 
ボタン20 

ワンタッチボタン20 

短縮ダイヤル 

印刷と表示105 
グループ、設定103 
ファクスの送信70 
ファクス番号、設定102 


ち 

信識日 
変更98 
着信識別 

パラレル方式の電話システ 
ム 154 
注意ランプ20 
丁合い 

印刷部数122 


ツールボックス （ Windows ) 
[ネットワーク]タブ132 
ツールボックス （ Windows ) 
管理者の設定128 
説明130 
開く 130 

[サービス]タブ131 
[推定インクレベル]タブ 
131 


て 

適合宣言書 （DOC) 372 
テキスト 

コ ピーが汚い278 
コピーがはっきりしない、卜 
ラブルシューティング 
278 

コピーにムラがある278 
スキャンが鮮明でない 
284 

スキャン後に編集できない、 
トラブルシューテイン 
グ281 

スキャンされない、トラブル 
シューティング280 
トラブルシューティング 
231 

デジタルカメラ 

メモリカードを挿入する 
63 

デジタルカメラ 
接続65 
テスト、ファクス 
失敗285 
設定106 

ダイヤルトーン、失敗 
290 

電話の壁側のモジュラ_ジ 
ャック 287 

ハードウヱァ、失敗286 

ファクス回線状態292 
ファクスに使用している電話 
コードの種類のテストに 
失敗した289 
ポート接続、失敗288 
デバイス 

応答しない233 
デバイスの共有 
Mac OS X 186 
デバイスのコントロー ルパネル 
コピ ー 114 

コンピュータへのスキヤン画 
像の送信58 

デバイスのコントロールパネル 
位置の確認17 
カバー、取り外し351 
管理者の設定127 
スキヤン57 
設定、変更26 
ネットワーク設定141 
ファクスの送信71 
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メ ツセー ジ 25 
メニュ ー 24 
デフォルト設定 
ファクス 80 
デフォルトの設定 
印刷53 
コピ ー 116 

デバイスのコント ロー ルパ 
ネル26 
ドラィバ52 

テレフォンカスタマサボー 
卜345 

電圧仕様362 
電気仕様362 
電源入力、位置18 
電源ボタン20 
電源 

トラブルシューティング 
228 

点または縞、トラブルシューテ 
ィング 
コピー 277 

仕様362 

電話回線、応答呼び出し音のパ 
夕ーン98 
電話コード 
延長302 
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